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ナン バリ ン グ

基礎ゼミ （ 理学療法コ ース）  ( I nt r oduct i on t o academi c l i t er acy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

*大分を 創る科目

授業形式

対面

必修 2 １ 年
福祉健康科学

部
前期

氏名  徳丸治（ 代表） ， 河上敬介， 朝井政治， 片岡晶志， 紀　 瑞成， 阿南雅也， 菅田陽怜， 萬井太規，

安藤敬子， 川上健二， 田中健一朗

E-mai l    ost okuma   内線   7972

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 本講義では、 特定のテーマに関し て調査し 、 グループ内で討論する こ と で皆の考えをま と め、 それを分かり 易いメ ディ アを介し て発表する 。 ま た、 発表においては意見交

換を行う と と も に、 何がどこ ま で分かっており 、 ど こ から わかっていないかを明ら かにする 。 こ の一連の過程を体験し ながら 大学における 学習法を学ぶ。

目標1

目標2

目標3 自分の考えを相手に分かり 易く 説明・ 提案する と と も に、 広い視野を持って建設的な議論ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

図書館や大学設備を利用し て情報を収集し 、 その情報を分析・ 活用でき る 。

取り 組むべき 課題を解決する ための適切な手段を選択し 、 仲間と 協調・ 協働し て課題解決に取組むこ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

授業ガイ ダンス ： 受動的授業と 能動的授業、 班分け（ 河上）1

情報収集方法と 情報管理（ 朝井）2

図書館の活用方法、 （ 田中）3

授業の受け方・ プレ ゼンテーショ ンの仕方（ 片岡）4

論文の読み方と レ ポート の書き 方（ 徳丸）5

ト ピッ ク ス 1： 健康管理（ 安藤）6

ト ピッ ク ス 1： 基礎医学の世界（ 紀）7

ト ピッ ク ス 2： 運動器リ ハビリ テーショ ンへの招待（ 阿南）8

ト ピッ ク ス 3： 神経リ ハビリ テーショ ンへの招待（ 菅田）9

ト ピッ ク ス ４ ： 発達リ ハビリ テーショ ンへの招待（ 萬井）10

ト ピッ ク ス 5： 多職種連携と リ ハビリ テーショ ン（ 川上）11

グループ討議1： テーマの決定12

グループ討議2： テーマに沿った情報収集と 整理13

グループ討議3： 最終発表準備14

学習成果発表会（ 全教員）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

情報収集、 問題点の抽出、 解決方法の選択、 発表、 議論を受講者全員又

は小グループで実施する 。

映像（ ス ラ イ ド ） 等を示し てイ メ ージを持たせる 。

学生が一連の学習思考過程を理解でき る よ う 、 小グループにて

適宜指導する 。
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

大学や学部のHPを用いて， 次回の講義を担当する 教員がこ れから ど のよ う な専門科目の講義や実習を担当する のか， その科目でど のよ う なこ と を学ぶ事になる

のか， 予め調べておく こ と （ 30h） 。
準備

学修

事後

学修

本学研究者総覧や医中誌， PubMedなど によ って， 講義を担当し た教員の専門分野における 研究活動について調べ， 講義の内容と の関連を確認する こ と （ 30h）

。

教科書

指定し ない。

参考書

佐藤 望他『 アカデミ ッ ク ・ ス キルズ( 第2版) -大学生のための知的技法入門』 ( 慶應義塾大学出版会， 2012)

市古 みど り 他『 資料検索入門 ― レ ポート ・ 論文を書く ために』 ( 慶應義塾大学出版会， 2014)

西山 敏樹他『 データ 収集・ 分析入門―社会を効果的に読み解く 技法』 ( 慶應義塾大学出版会， 2013)

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

グループ学習への積極的参加

発表内容

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
受講教室が図書館、 情報基盤センタ ーの場合がある 。 1回目の授業時に指示する 。

備考
なし

リ ン ク
URL



○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士， 医師， 看護師， 保健師
教員の実務

経験



ナン バリ ン グ

基礎ゼミ （ 社会福祉実践コ ース）   ( Basi c semi nar )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

*大分を 創る科目

授業形式

対面

必修 2 １ 年
福祉健康科学

部
前期

氏名  社会福祉実践コ ース教員　 八木直樹（ 代表）

E-mai l    n-yagi @oi t a-u. ac. j p   内線   7976

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

高校生活と 比べ， 大学生活はかなり 変化する 。 新入生が新し く 始ま る 大学生活や， 大学での自由度の高い学習方法に無理なく 適応でき る よ う ， 学習に必要な基礎的な情報を

獲得する こ と が本授業の目的である 。 具体的には， 履修方法， 取得でき る 資格， レ ポート の書き 方等について学習する 。 ま た， こ れから ４ 年間を通し て学んでいく ， 社会福

祉と は何か， を体系的に理解し てほし い。

目標1

目標2

目標3 社会福祉に関する 話題に興味・ 関心を持ち， 社会福祉を体系的に説明でき る 。

目標4 適切な文献を選び情報を収集し ， 基本的な文章表現力を身に着け， 課題に対応し たレ ポート を書く こ と ができ る 。

目標5 グループディ ス カッ ショ ンに際し ， 自分の考えを他者に分かり やすく 説明でき る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

講義履修の方法と 学習の仕方を身につけ実施でき る 。

社会福祉実践コ ース での自分の４ 年間の見通し を述べる こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

履修の手引き1

学生生活全般の指導2

社会福祉士と 履修カリ キュ ラ ム3

精神保健福祉士と 履修カリ キュ ラ ム4

レ ポート の書き 方5

文献の探し 方6

実習と ボラ ンティ ア7

就職・ 進路8

社会福祉と ソ ーシャ ルワ ーク9

社会福祉制度10

グループディ ス カッ ショ ン１ ： テーマの選定11

グループディ ス カッ ショ ン２ ： 討議12

グループディ ス カッ ショ ン３ ： テーマに関係する 文献の収集と 討議13

グループディ ス カッ ショ ン４ ： 発表資料の作成14

グループディ ス カッ ショ ン５ ： 発表会15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

グループディ ス カッ ショ ンと プレ ゼンテーショ ン なし 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

新聞やニュ ース 番組等を通じ て， 政治・ 経済・ 社会情勢・ 制度・ 政策の動向と 福祉の諸問題と の関係について， 日頃から 情報を収集する （ 15ｈ ） 。準備

学修

事後

学修

授業中に配布さ れた資料、 紹介さ れた文献などを用いて復習する （ 15ｈ ） 。

教科書

教科書は指定し ない。 適宜資料を配布する 。

参考書

川村匡由・ 川村岳人『 改訂　 福祉系学生のためのレ ポート ＆卒論の書き 方』 中央法規出版， 2005年

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート

授業中に指示さ れた課題

80% ○ ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○

注意事項
やむを得ず欠席する 場合は， 当日の担当教員に連絡する こ と 。

備考
なし 。

リ ン ク
URL

mailto:n-yagi@oita-u.ac.jp


ナン バリ ン グ

基礎ゼミ （ 心理学コ ース） ( Basi c semi nar )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

*大分を 創る科目

授業形式

対面

必修 2 １ 年
福祉健康科学

部
前期

氏名  河野　 伸子／池永　 恵美

E-mai l    n-kawano@oi t a-u. ac. j p／m-i kenaga@oi t a-u. ac. j p   内線   7612／6107

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

新入生が， 新し く 始ま る 大学生活や， 大学での自由度の高い学習方法に無理なく 適応でき る よ う ， 物理的・ 精神的にサポート する こ と を目的と する 。 ま たそのために， 同級

生間の結びつき を深め， お互いの今後の協力的な関係作り に役立つよ う ， 意識的なコ ミ ュ ニケーショ ン力改善の機会やグループワ ーク を積極的に取り 入れる 。

目標1

目標2

目標3 グループワ ーク を通し て， 協調・ 協働し て計画を作成し ， 問題解決を図る こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

大学での学習に必要な最低限の実用的知識を説明でき る 。

意見交換を通じ て， 多様な考え方に気づき ， 他者の意見を尊重し つつ， 自分の意見を相手に分かり やすく 説明・ 提案でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

大学生活について1

エンカウ ンタ ーのワ ーク １ （ 心理劇１ ）2

エンカウ ンタ ーのワ ーク ２ （ 心理劇2）3

エンカウ ンタ ーのワ ーク ３ （ 心理劇３ ）4

大学構内の施設利用方法（ 保健管理センタ ー， ぴあROOMなど）5

大学図書館の利用方法6

アーリ ーエク ス ポージャ ーの振り 返り7

健康管理8

エンカウ ンタ ーのワ ーク ４ （ 価値観を知る ）9

エンカウ ンタ ーのワ ーク ５ （ コ ミ ュ ニケーショ ン）10

エンカウ ンタ ーのワ ーク ６ （ リ ーダーシッ プ）11

発想法のワ ーク 1（ KJ法1： 練習）12

発想法のワ ーク 2（ KJ法2： 主題決定と アイ デア集め）13

発想法のワ ーク 3（ KJ法3： アイ デアのグルーピ ング化と 構造化）14

発想法のワ ーク 4（ KJ法4： 作図と 発表会）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

グループワ ーク を取り 入れ， 体験的理解を深める 。

KJ法によ る 作図をし ， 学習成果物を作成する 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

次回のテーマと なる 事柄について， イ ンタ ーネッ ト 等を通じ て調べ学習をし ておく （ 15h）準備

学修

事後

学修

KJ法の課題（ 30h）

教科書

適宜， 資料を配布する 。

参考書

適宜， 資料を配布する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

授業（ 特にグループワ ーク ） への参加状況

毎回のレ ポート

60% ○ ○ ○

40% ○ ○ ○

注意事項
出席が全講義回数の3分の2未満であれば単位を認めない。

備考
グループで作成し たKJ法の図は， オープンキャ ンパス の時に， 資料と し て展示する 。

リ ン ク
URL

mailto:n-kawano@oita-u.ac.jp
mailto:m-ikenaga@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

河野　 伸子（ 公認心理師， 臨床心理士） ， 池永　 恵美（ 公認心理師， 臨床心理士）
教員の実務

経験

臨床経験を生かし たエンカウ ンタ ーのワ ーク を取り 入れる 。

実務経験を

いかし た教

育内容



ナン バリ ン グ

医療倫理( Medi cal  Et hi cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

対面

選択（ 理学療

法コ ースは必

修）

2 1年 福 前期

氏名  平野　 亙（ 非常勤講師）

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

人々に適切な医療・ 福祉サービス を提供し て自立を支え、 尊厳を守る ためには、 専門職と し ての倫理的な態度と 判断力を身につける 必要がある 。 そのために、 ま ず医療倫理

・ 生命倫理の基本原則と 倫理的意思決定の基本を学ぶ。 さ ら に、 社会や臨床実践の場面において、 対象者の権利を保護・ 促進し 、 倫理的な判断を的確に行う こ と ができ る よ

う 、 事例演習を通じ て、 医療・ 福祉における 倫理的課題の分析と 解決の方法を学ぶ。

目標1

目標2

目標3 医療福祉における 患者・ 利用者の権利を説明でき る 。

目標4 医療福祉領域で直面する 種々の倫理的課題を発見でき る 。

目標5 倫理的課題の解決のための方法を応用でき る 。

目標6 研究倫理の基本的なルールを述べる こ と ができ る 。

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

○

Bi oet hi cs（ 生命倫理） と 医療倫理に関する 基本原則が説明でき る 。

リ ハビリ テーショ ン専門職者と し ての責任と 倫理的態度について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

Ⅰ． 医療倫理の基本概念　 １ ． Bi oet hi cs； 生命倫理の展開と 課題1

Ⅰ． 医療倫理の基本概念　 ２ ． 倫理原則と 「 臨床倫理」 の方法2

Ⅰ． 医療倫理の基本概念　 ３ ． 研究の倫理3

Ⅱ． 医療職の責任と 義務　 １ ． 医療職の「 責任」 と 「 ケアの倫理」4

Ⅱ． 医療職の責任と 義務　 ２ ． 医療事故発生のメ カニズム5

Ⅱ． 医療職の責任と 義務　 ３ ． 「 安全配慮義務」 と 事故対応責任6

Ⅲ． 患者の権利　 　 　 　 　 １ ． 患者の「 権利」 と は何か7

Ⅲ． 患者の権利　 　 　 　 　 ２ ． 自己決定権　 パタ ーナリ ズムと イ ンフ ォ ームド ・ コ ンセント8

Ⅲ． 患者の権利　 　 　 　 　 ３ ． プラ イ バシー権と 個人情報保護法9

Ⅳ． 出生と 障がいに関わる 倫理と 人権　 １ ． 生命の誕生、 生殖補助医療にかかわる 倫理10

Ⅳ． 出生と 障がいに関わる 倫理と 人権　 ２ ． 「 出生前診断」 と その倫理的課題11

Ⅳ． 出生と 障がいに関わる 倫理と 人権　 ３ ． 障がいのある 人の尊厳と 人権12

Ⅴ． End of  l i f e に関わる 倫理と 人権　 １ ． 終末期医療と 「 尊厳死」13

Ⅴ． End of  l i f e に関わる 倫理と 人権　 ２ ． 自己決定と 「 安楽死」14

Ⅵ． ま と め　 倫理と 人権15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

事例演習、 小レ ポート
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

社会で起き ている 人権や倫理に関する 問題について、 関心を持って調べる 。 （ 1ｈ ）準備

学修

事後

学修

小レ ポート でのポイ ント 整理と 復習（ 10ｍ）

教科書

教科書は指定し ない。

講義時に資料を配布し 、 必要に応じ て参考資料を提示する 。

参考書

事例演習で用いる 題材を主に引用する 資料： 　 赤林朗・ 大林雅之編「 ケース ブッ ク 　 医療倫理」 （ 医学書院） ２ ０ ０ ２

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小レ ポート

最終レ ポート

30% ○ ○ ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○ ○

注意事項

備考
なし

リ ン ク
URL



ナン バリ ン グ

英語Ⅰ( Engl i shⅠ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

対面

必修 1 1 福 前期

氏名  O' CONNOR Tomás

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

St udent s wi l l  i mprove t hei r  abi l i t y t o r ead,  comprehend,  and di scuss col l ege-l evel  and academi c mat er i al s appropr i at e t o t hei r  ar eas of  speci al i zat i on,

and expand t hei r  vocabul ar y.  St udent s wi l l  be expect ed t o t ake char ge of  t eachi ng el ement s of  t he cont ent .  To t he ext ent  possi bl e,  st udent s wi l l  be

encour aged and gi ven t he oppor t uni t y t o how cl ass t i me can best  be used t o achi eve t hei r  own i ndi vi dual  educat i onal  goal s,  and at t ai n t ar get s,  i ndependent

of  t he pur el y l i ngui st i c.

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

Learn content  appropr i at e t o st udent s’  chosen f i el ds

I mprove col l ege-l evel  r eadi ng abi l i t y

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

Lesson 1 Text book work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ar y t opi cs1

Lesson 2 Text book work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ar y t opi cs2

Lesson 3 Text book work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ar y t opi cs3

Lesson 4 Text book work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ar y t opi cs4

Lesson 5 Text book work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ar y t opi cs5

Lesson 6 Text book work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ar y t opi cs6

Lesson 7 Text book work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ar y t opi cs7

Lesson 8 Text book work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ar y t opi cs8

Lesson 9 Text book work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ar y t opi cs9

Lesson 10 Textbook work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ar y t opi cs10

Lesson 11 Textbook work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ar y t opi cs11

Lesson 12 Textbook work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ar y t opi cs12

Lesson 13 Textbook work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ar y t opi cs13

Lesson 14 Textbook work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ar y t opi cs14

Lesson 15 Textbook work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ar y t opi cs15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

I n addi t i on t o al l  t he above,  st udent s wi l l  be gi ven t he opt i on

of  pr oj ect  work i n a non-det ermi nat e act ual i zat i on.

St udent s mot i vat ed t o under t ake sel f -di r ect ed st udy wi l l

be gi ven t he oppor t uni t y t o do so.

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

Student s must  pr act i ce r eadi ng,  r esear chi ng,  and l ear ni ng vocabul ar y i n pr epar at i on f or  cl ass,  1 hour準備

学修

事後

学修

Student s ar e expect ed t o r egul ar l y r evi ew new concept s and t ermi nol ogy,  1 hour

教科書

Heal t hy Habi t s f or  a Bet t er  Li f e,  Joan McConnel l  ( Sei bi do,  2021)

参考書

なし

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

Prepar at i on,  Homework,  Cl ass Cont r i but i on and Par t i ci pat i on

Mi d-t erm Assessment

Fi nal  Assessment

30% ○ ○

35% ○ ○

35% ○ ○

注意事項

備考
なし

リ ン ク
URL



ナン バリ ン グ

英語Ⅱ( Engl i shⅡ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

オン ラ イ ン （ 同時双方

向型）

必修 1 1 福 後期

氏名  O' CONNOR Tomás

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

By readi ng ar t i cl es,  excerpt s,  and t ext s f r om a var i et y of  f i el ds and i n a var i et y of  st yl es,  st udent s wi l l  f ur t her  devel op t hei r  r eadi ng ski l l s,  and work

t owards t he goal  of  bei ng abl e t o r ead i n a var i et y of  genr es and st yl es.  St udent s wi l l  al so pr act i ce shar i ng t he i deas t hey have r ead,  and l eadi ng

di scussi ons based on r eadi ngs.  St udent s wi l l  be expect ed t o t ake char ge of  t eachi ng el ement s of  t he content .  To t he ext ent  possi bl e,  st udent s wi l l  be

encour aged and gi ven t he oppor t uni t y t o how cl ass t i me can best  be used t o achi eve t hei r  own i ndi vi dual  educat i onal  goal s,  and at t ai n t ar get s,  i ndependent

of  t he pur el y l i ngui st i c.

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

Trai n t he abi l i t y t o r ead comf or t abl y i n a var i et y of  genr es at  t he col l ege l evel .

Pr act i ce expl ai ni ng r eadi ng cont ent .

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

Uni t  1 Text book work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ary t opi cs1

Uni t  2 Text book work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ary t opi cs2

Uni t  3 Text book work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ary t opi cs3

Uni t  4 Text book work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ary t opi cs4

Uni t  5 Text book work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ary t opi cs5

Uni t  6 Text book work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ary t opi cs6

Uni t  7 Text book work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ary t opi cs7

Uni t  8 Text book work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ary t opi cs8

Uni t  9 Text book work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ary t opi cs9

Uni t  10 Text book work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ar y t opi cs10

Uni t  11 Text book work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ar y t opi cs11

Uni t  12 Text book work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ar y t opi cs12

Uni t  13 Text book work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ar y t opi cs13

Uni t  14 Text book work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ar y t opi cs14

Uni t  15 Text book work/Group r eadi ngs and di scussi ons/suppl ement ar y t opi cs15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

I n addi t i on t o al l  t he above,  st udent s wi l l  be gi ven t he opt i on

of  opt i ng t o engage i n proj ect  work i n a non-det ermi nat e

act ual i zat i on.

St udent s mot i vat ed t o under t ake sel f -di r ect ed st udy wi l l

be gi ven t he oppor t uni t y t o do so.

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

Student s must  pr epar e f or  di scussi ons,  pr esent at i ons,  and t extbook work out si de of  cl ass,  1 hour準備

学修

事後

学修

Student s must  r egul ar l y r evi ew concept s,  pat t er ns,  and vocabul ar y,  1 hour

教科書

15 Sel ect ed Uni t s of  Engl i sh t hrough t he News Medi a-2023 Edi t i on,  Masami  Takahashi  ( Asahi  Pr ess,  2023)

参考書

なし

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

Prepar at i on,  Homework,  Cl ass Cont r i but i on and Par t i ci pat i on

Mi d-t erm Assessment

Fi nal  Assessment

30% ○ ○

35% ○ ○

35% ○ ○

注意事項
なし

備考
なし

リ ン ク
URL



ナン バリ ン グ

英語Ⅱ( Engl i shⅡ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 1 1 福 後期

氏名  Shi r l ey,  Ger al d

E-mai l    shi r l ey@oi t a-nhs. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

The ai ms of  t hi s cl ass ar e f or  st udent s t o i mprove t hei r  communi cat i on ski l l s i n Engl i sh.  A wi de var i et y of  r el evant  and meani ngf ul  speaki ng and l i st eni ng

act i vi t i es wi l l  be used i n cl ass t o maxi mi ze st udent  i nt er act i on.  Thi s i s a l ear ner-cent er ed cl ass r at her  t han a t eacher-cent er ed cl ass,  so st udent s

shoul d be aware t hat  t hey wi l l  be expect ed t o par t i ci pat e act i vel y i n every cl ass.

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

I mprove l i st eni ng and pronunci at i on ski l l s.

Fur t her  devel op f l uency as speaker s.

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

Or i ent at i on1

Communi cat i on Topi c 12

Communi cat i on Topi c 23

Communi cat i on Topi c 34

Communi cat i on Topi c 45

Communi cat i on Topi c 56

Communi cat i on Topi c 67

Communi cat i on Topi c 78

Communi cat i on Topi c 89

Communi cat i on Topi c 910

Communi cat i on Topi c 1011

Communi cat i on Topi c 1112

Communi cat i on Topi c 1213

Communi cat i on Topi c 1314

Revi ew15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

I n addi t i on t o al l  t he above,  st udent s wi l l  be gi ven t he opt i on

of  engagi ng i n group proj ect  work i n accordance wi t h t hei r

i ndi vi dual  l ear ni ng needs.

St udent s mot i vat ed t o under t ake sel f -di r ect ed st udy wi l l

be gi ven t he oppor t uni t y t o do so.

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

Student s must  pr epar e f or  each week’ s speaki ng and l i st eni ng exer ci ses,  1 hour準備

学修

事後

学修

Student s must  r egul ar l y r evi ew concept s,  pat t er ns,  and vocabul ar y,  1 hour

教科書

To be provi ded

参考書

なし

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

Prepar at i on,  Cl ass par t i ci pat i on

Qui z 1

Qui z 2

40% ○ ○

30% ○ ○

30% ○ ○

注意事項
なし

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:shirley@oita-nhs.ac.jp


ナン バリ ン グ

英語Ⅱ( Engl i shⅡ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 1 1 福 後期

氏名  Ni chol as H.  MI LLER;  ミ ラ ー　 ニコ ラ ス ヘン リ ー

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

The mai n purpose of  t hi s cour se i s t o begi n devel opi ng st udent s’  academi c Engl i sh prof i ci ency.  As such,  t he vocabul ar y i n t he cour se f ocuses on t he

Academi c Word Li st  ( AWL) ,  whi ch,  over  10 uni t s,  i s st udi ed i n t he cont ext  of  a ser i es of  f undament al  academi c l i st eni ng,  speaki ng,  and r eadi ng ski l l s.

目標1

目標2

目標3 St udent s can annot at e l ect ur e not es,  ask f or  cl ar i f i cat i on,  and r ecogni ze l anguage t hat  si gnal s a def i ni t i on

目標4 St udent s can or gani ze a shor t  pr esent at i on,  gi ve advi ce and make r ecommendat i ons

目標5 St udent s can r ead,  under st and,  and appl y expl anat i ons wr i t t en i n Engl i sh

目標6 St udent s can work i n gr oups t o hel p sol ve probl ems

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

Student s can par t i ci pat e i n a gr oup di scussi on,  cat egor i ze names and dat es,  and ask f or  and gi ve exampl es

St udent s can under st and ordi nal  number s and per cent ages,  and use st at i st i cs i n a shor t  speech

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

Week 1:  Not e-t aki ng1

Week 2:  Par t i ci pat i ng i n a Group Di scussi on2

Week 3:  Cat egor i zi ng Names and Dates3

Week 4:  Aski ng f or  and Gi vi ng Exampl es4

Week 5:  Under st andi ng Ordi nal  Number s and Per cent ages5

Week 6:  Usi ng St at i st i cs i n a Shor t  Speech6

Week 7:  Mi dt erm Revi ew Act i vi t y7

Week 8:  Creat i ng a Ti mel i ne8

Week 9:  Sequence Words and Phr ases9

Week 10:  Annot at i ng Lectur e Not es10

Week 11:  Aski ng f or  Cl ar i f i cat i on11

Week 12:  Recogni zi ng Language t hat  Si gnal s a Def i ni t i on12

Week 13:  Organi zi ng a Shor t  Pr esent at i on13

Week 14:  Li st eni ng f or  Speci f i c I nf ormat i on14

Week 15:  Gi vi ng Advi ce and Maki ng Recommendat i ons15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

St udent s wi l l  gai n a new per spect i ve on t he Engl i sh l anguage,

and what  const i t ut es academi c Engl i sh,  i n t hei r  engagement  wi t h

academi c Engl i sh t hrough group di scussi on and t he acqui si t i on

and appl i cat i on of  l i st eni ng,  speaki ng,  and r eadi ng  ski l l s.

St udent s wi l l  pr evi ew each uni t  bef ore cl ass.  I n cl ass,

t hey wi l l  st udy t he vocabul ar y and ski l l s i n t he t ext book

and r ecei ve f eedback on pr act i ce exampl es.
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

Student s wi l l  pr evi ew each uni t  bef or e at t endi ng cl ass.準備

学修

事後

学修

Student s wi l l  r evi ew mat er i al  cover ed i n cl ass as wel l  as l earni ng new vocabul ar y and ski l l s i n t he onl i ne homework on Moodl e ( 1 t o 2 hour s) .

教科書

Text book:  I nsi de Li st eni ng and Speaki ng 1 I SBN 9780194719131

参考書

Addi t i onal  mat er i al s wi l l  be provi ded on t he cl ass Moodl e si t e.  St udent s must  check i t  r egul ar l y.

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

Mi dterm Revi ew Act i vi t y

Fi nal  Revi ew Act i vi t y

Homework

30% ○ ○ ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
I t  i s t he st udent s’  r esponsi bi l i t y t o r egul ar l y check Moodl e f or  schedul e,  homework,  and assessment  i nf ormat i on.

備考

リ ン ク
URL



ナン バリ ン グ

英語Ⅲ( Engl i shⅢ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

オン ラ イ ン （ 同時双方

向型）

必修 1 2 福 前期

氏名  Ni chol as H.  MI LLER;  ミ ラ ー　 ニコ ラ ス ヘン リ ー

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

St udent s wi l l  consol i dat e t hei r  l i mi t ed but  cor e r ange of  f oundat i onal  st ruct ur es and l anguage f unct i ons t hrough a f our-ski l l s approach t hat  f ocuses on

devel opi ng st udent s’  abi l i t y t o communi cat e i n Engl i sh.  Each week of  st udy wi l l  f ol l ow a si mi l ar  f ormat- vocabul ar y,  l anguage pr act i ce,  l i st eni ng,

r eadi ng,  wr i t i ng,  and speaki ng ski l l s- car ef ul l y st aged t o move f r om cont rol l ed t o l ess cont r ol l ed act i vi t i es.  Personal i zat i on act i vi t i es encourage

st udent s t o br i ng t hei r  own i deas and opi ni ons t o every ski l l .

目標1

目標2

目標3 St udent s can make compl ai nt s,  descr i be pr ef er ences,  and nar rat e past  event s

目標4 St udent s can t al k about  past  habi t s,  make specul at i ons,  and t al k about  f ut ur e pl ans

目標5 St udent s can r ead,  under st and,  and appl y expl anat i ons wr i t t en i n Engl i sh

目標6 St udent s can work i n gr oups t o hel p sol ve probl ems

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

Student s can agr ee and di sagr ee wi t h ot her s,  underst and and gi ve opi ni ons,  and t al k about  per sonal  exper i ences

St udent s can descr i be pl aces and speci al  cul t ur al  event s,  make suggest i ons,  and t al k about  obl i gat i ons

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

Week 1:  Agreei ng/Di sagr eei ng wi t h Ot her s,  Descr i bi ng Act i vi t i es and Pl ans1

Week 2:  Under st andi ng and Gi vi ng Opi ni ons,  Usi ng -i ng and -ed adj ect i ves2

Week 3:  Tal ki ng about  Per sonal  Exper i ences,  Usi ng t he Pr esent  Per f ect3

Week 4:  Revi ew Act i vi t y 14

Week 5:  Descr i bi ng Pl aces,  Usi ng Super l at i ve Adj ect i ves5

Week 6:  Descr i bi ng Speci al  Cul t ur al  Event s,  Usi ng Cl auses wi t h bef or e,  af t er ,  and when6

Week 7:  Maki ng Suggest i ons and Tal ki ng about  Obl i gat i ons,  Usi ng shoul d and have t o7

Week 8:  Revi ew Act i vi t y 28

Week 9:  Maki ng Compl ai nt s,  Usi ng t oo,  enough,  many,  much9

Week 10:  Descr i bi ng Pr ef er ences,  Usi ng Rel at i ve Cl auses f or  Descr i pt i on10

Week 11:  Nar r at i ng Past  Event s,  Usi ng t he Past  Cont i nuous11

Week 12:  Revi ew Act i vi t y 312

Week 13:  Tal ki ng about  Past  Habi t s,  Usi ng used t o13

Week 14:  Maki ng Specul at i ons,  Usi ng t he zero condi t i onal ,  f i r st  condi t i onal ,  and i f  cl auses wi t h may or  mi ght14

Week 15:  Tal ki ng about  Fut ur e Pl ans,  Usi ng Modal s f or  Possi bi l i t y,  Specul at i on and Deduct i on15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

Mat er i al  i s car ef ul l y st aged t o move f r om cont rol l ed t o l ess

cont r ol l ed act i vi t i es.  Fur thermore,  per sonal i zat i on act i vi t i es

encour age st udent s t o br i ng t hei r  own i deas and opi ni ons t o

ever y ski l l .

St udent s wi l l  pr evi ew each uni t  bef ore at t endi ng cl ass,

st udy t ext book ski l l s,  and r ecei ve f eedback on pr act i ce

exampl es.  HW consi st s of  appl yi ng t he knowl edge f r om

cl ass t o more pr act i ce on Moodl e.
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

Student s wi l l  pr evi ew each uni t  bef or e at t endi ng cl ass ( about  30 mi nut es) .準備

学修

事後

学修

Student s wi l l  appl y t he ski l l s t hey have l ear ned t o f ur t her  pract i ce exampl es on Moodl e ( about  1 and ½  hour s) .

教科書

Text book:  Smar t  Choi ce 2 I SBN:  9780194061148

参考書

Addi t i onal  mat er i al s wi l l  be provi ded on t he cl ass Moodl e si t e.  St udent s must  check i t  r egul ar l y.

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

Revi ew Act i vi t y 1

Revi ew Act i vi t y 2

Revi ew Act i vi t y 3

Revi ew Act i vi t y 4

Homework

15% ○ ○ ○ ○ ○ ○

15% ○ ○ ○ ○ ○ ○

15% ○ ○ ○ ○ ○ ○

15% ○ ○ ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
I t  i s t he st udent s’  r esponsi bi l i t y t o r egul ar l y check Moodl e f or  schedul e,  homework,  and assessment  i nf ormat i on.

備考

リ ン ク
URL



ナン バリ ン グ

英語Ⅳ( Engl i shⅣ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

オン ラ イ ン （ 同時双方

向型）

必修 1 2 福 後期

氏名  O' CONNOR Tomás

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

Prof essi onal  communi cat i on r equi r es t hat  st udent s be prof i ci ent  i n l i st eni ng,  pr onunci at i on,  and under st and cul t ural  background.  St udent s wi l l  expand

t hei r  communi cat i on abi l i t i es by engagi ng i n a combi nat i on of  act i vi t i es t o enhance i nt egr at i on of  l anguage and communi cat i on ski l l s.  These act i vi t i es

wi l l  i ncl ude l i st eni ng,  speaki ng and di scussi on act i vi t i es,  and st udy of  t he r el at i onshi p bet ween l anguage and cul t ur e.

目標1

目標2

目標3 Deepen under st andi ng of  t he cul t ur al  aspect s of  l anguage

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

I mprove l i st eni ng and pronunci at i on ski l l s

Fur t her  devel op f l uency as speaker s

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

Or i ent at i on1

Li st eni ng and Shadowi ng2

Chapt er  13

Chapt er  24

Chapt er  35

Chapt er  46

Chapt er  57

Chapt er  68

Chapt er  79

Chapt er  810

Chapt er  911

Chapt er  1012

Chapt er  1113

Chapt er  1214

Revi ew15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

I n addi t i on t o al l  t he above,  st udent s wi l l  be gi ven t he

oppor t uni t y t o opt  f or  pr oj ect  work i n a uni que and non-

det ermi nat e act ual i zat i on i n accordance wi t h and wi t h due

consi der at i on of  i ndi vi dual  needs.

St udent s mot i vat ed t o under t ake sel f -di r ect ed st udy wi l l

be gi ven t he oppor t uni t y t o do so.

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

St udent s  must  memor i ze new vocabul ar y and pr epar e f or  each week' s l i s t eni ng exer ci ses.  St udent s must  al so car r y out  i ndependent  l i s t eni ng

act i vi t i es ,  and pr epar e t o di scuss t hem i n cl ass.
準備

学修

事後

学修

Revi ew vocabul ar y and concept s.  I nt egr at e t he l esson' s new vocabul ar y wi t h l ear ned vocabul ary.  Revi ew st or y concept s and event s.

教科書

I t ’ s My Li f e,  Mary Tadokoro ( Asahi  Press,  2022)

参考書

なし

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

Prepar at i on,  Homework,  Cl ass Cont r i but i on and Par t i ci pat i on

Mi d-t erm Assessment

Fi nal  Assessment

30% ○ ○ ○

35% ○ ○ ○

35% ○ ○ ○

注意事項

備考
なし

リ ン ク
URL



ナン バリ ン グ

英語Ⅳ( Engl i shⅣ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 1 1 福 後期

氏名  Shi r l ey,  Ger al d

E-mai l    shi r l ey@oi t a-nhs. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

The ai ms of  t hi s cl ass ar e f or  st udent s t o i mprove t hei r  communi cat i on ski l l s i n Engl i sh.  A wi de var i et y of  r el evant  and meani ngf ul  speaki ng and l i st eni ng

act i vi t i es wi l l  be used i n cl ass t o maxi mi ze st udent  i nt er act i on.  Thi s i s a l ear ner-cent er ed cl ass r at her  t han a t eacher-cent er ed cl ass,  so st udent s

shoul d be aware t hat  t hey wi l l  be expect ed t o par t i ci pat e act i vel y i n every cl ass.

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

I mprove l i st eni ng and pronunci at i on ski l l s.

Fur t her  devel op f l uency as speaker s.

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

Or i ent at i on1

Textbook Work2

Textbook Work3

Textbook Work4

Textbook Work5

Textbook Work6

Textbook Work7

Textbook Work8

Textbook Work9

Textbook Work10

Textbook Work11

Textbook Work12

Textbook Work13

Textbook Work14

Revi ew15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

I n addi t i on t o al l  t he above,  st udent s wi l l  be gi ven t he opt i on

of  engagi ng i n group proj ect  work i n accordance wi t h t hei r

i ndi vi dual  l ear ni ng needs.

St udent s mot i vat ed t o under t ake sel f -di r ect ed st udy wi l l

be gi ven t he oppor t uni t y t o do so.

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

Student s must  pr epar e f or  each week’ s speaki ng and l i st eni ng exer ci ses,  1 hour準備

学修

事後

学修

Student s must  r egul ar l y r evi ew concept s,  pat t er ns,  and vocabul ar y,  1 hour

教科書

New Ti me t o Communi cat e, Er i c Br ay, NAN' UN-DO, ( 9t h edi t i on)  March 1,  2022　 I SBN:  9784523177913

参考書

なし

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

Prepar at i on and Cl ass Par t i ci pat i on

Qui z 1

Qui z 2

40% ○ ○

30% ○ ○

30% ○ ○

注意事項
なし

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:shirley@oita-nhs.ac.jp


ナン バリ ン グ

英語Ⅳ( Engl i shⅣ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

必修 1 2 福 後期

氏名  Ni chol as H.  MI LLER;  ミ ラ ー　 ニコ ラ ス ヘン リ ー

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

The mai n purpose of  t hi s cour se i s t o begi n devel opi ng st udent s’  academi c Engl i sh prof i ci ency.  As such,  t he vocabul ar y i n t he cour se f ocuses on t he

Academi c Word Li st  ( AWL) ,  whi ch,  over  10 uni t s,  i s st udi ed i n t he cont ext  of  a ser i es of  f undament al  academi c l i st eni ng,  speaki ng,  and r eadi ng ski l l s.

目標1

目標2

目標3 St udent s can annot at e l ect ur e not es,  ask f or  cl ar i f i cat i on,  and r ecogni ze l anguage t hat  si gnal s a def i ni t i on

目標4 St udent s can or gani ze a shor t  pr esent at i on,  gi ve advi ce and make r ecommendat i ons

目標5 St udent s can r ead,  under st and,  and appl y expl anat i ons wr i t t en i n Engl i sh

目標6 St udent s can work i n gr oups t o hel p sol ve probl ems

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

Student s can par t i ci pat e i n a gr oup di scussi on,  cat egor i ze names and dat es,  and ask f or  and gi ve exampl es

St udent s can under st and ordi nal  number s and per cent ages,  and use st at i st i cs i n a shor t  speech

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

Week 1:  Not e-t aki ng1

Week 2:  Par t i ci pat i ng i n a Group Di scussi on2

Week 3:  Cat egor i zi ng Names and Dates3

Week 4:  Aski ng f or  and Gi vi ng Exampl es4

Week 5:  Under st andi ng Ordi nal  Number s and Per cent ages5

Week 6:  Usi ng St at i st i cs i n a Shor t  Speech6

Week 7:  Mi dt erm Revi ew Act i vi t y7

Week 8:  Creat i ng a Ti mel i ne8

Week 9:  Sequence Words and Phr ases9

Week 10:  Annot at i ng Lectur e Not es10

Week 11:  Aski ng f or  Cl ar i f i cat i on11

Week 12:  Recogni zi ng Language t hat  Si gnal s a Def i ni t i on12

Week 13:  Organi zi ng a Shor t  Pr esent at i on13

Week 14:  Li st eni ng f or  Speci f i c I nf ormat i on14

Week 15:  Gi vi ng Advi ce and Maki ng Recommendat i ons15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

St udent s wi l l  gai n a new per spect i ve on t he Engl i sh l anguage,

and what  const i t ut es academi c Engl i sh,  i n t hei r  engagement  wi t h

academi c Engl i sh t hrough group di scussi on and t he acqui si t i on

and appl i cat i on of  l i st eni ng,  speaki ng,  and r eadi ng  ski l l s.

St udent s wi l l  pr evi ew each uni t  bef ore cl ass.  I n cl ass,

t hey wi l l  st udy t he vocabul ar y and ski l l s i n t he t ext book

and r ecei ve f eedback on pr act i ce exampl es.
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

Student s wi l l  pr evi ew each uni t  bef or e at t endi ng cl ass.準備

学修

事後

学修

Student s wi l l  r evi ew mat er i al  cover ed i n cl ass as wel l  as l earni ng new vocabul ar y and ski l l s i n t he onl i ne homework on Moodl e ( 1 t o 2 hour s) .

教科書

Text book:  I nsi de Li st eni ng and Speaki ng 1 I SBN 9780194719131

参考書

Addi t i onal  mat er i al s wi l l  be provi ded on t he cl ass Moodl e si t e.  St udent s must  check i t  r egul ar l y.

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

Mi dterm Revi ew Act i vi t y

Fi nal  Revi ew Act i vi t y

Homework

30% ○ ○ ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
I t  i s t he st udent s’  r esponsi bi l i t y t o r egul ar l y check Moodl e f or  schedul e,  homework,  and assessment  i nf ormat i on.

備考

リ ン ク
URL
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H010A102

ナン バリ ン グ

福祉健康科学概論( Pr i nci pl es of  Wel f ar e and Heal t h Sci ences)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

対面

必修 1 １
福祉健康科学

部
前期

氏名  中山慎吾

E-mai l    nakayama-shi ngo@oi t a-u. ac, j p   内線   7518

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

「 福祉健康科学」 は、 本学部設置時に新し く 創設し た学問であり 、 「 医療と 心理、 福祉を融合」 し た新し い学問領域である 。 本科目では、 地域包括ケアシス テムを実践する

「 領域横断型」 の専門職のリ ーダーと なり う る 「 生活支援の専門職者」 を養成する ための最初のス テッ プと し て、 要支援者の多彩な課題に対応でき る 社会福祉分野、 リ ハビ

リ テーショ ン分野及び心理分野の専門性を担保し たう えで、 「 生活を包括的に支援する 視点」 、 「 自立し た生活」 の再構築に向けた支援者のあり 方と 必要性について解説す

る 。

目標1

目標2

目標3 「 健康で自立し た生活」 を送る ために必要な支援を説明でき る 。

目標4 それぞれの専門職の立場で「 福祉健康科学」 の意義、 実践する ための方法を説明でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

「 体の健康」 「 心の健康」 「 社会と のつながり 」 について説明でき る 。

現在の地域、 社会のも つ問題点を説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

「 福祉健康科学」 と は？　 「 健康」 と は？1

福祉健康科学に基づく 支援①　 リ ハビリ テーショ ン専門職2

福祉健康科学に基づく 支援②　 心理専門職3

福祉健康科学に基づく 支援③　 福祉専門職4

「 体の健康」 と 専門職者と し ての支援5

「 心の健康」 と 専門職者と し ての支援6

「 社会と のつながり 」 と 専門職者と し ての支援7

ま と め　 生活を包括的に支える 視点　 地域・ 社会の課題8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業時間中に授業内容を振り 返り 、 ま と めと 感想を記録し ても ら う 予定

です。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

授業に関連する 新聞記事等を参照し 、 参考書等をも と に予習する （ 5時間） 。準備

学修

事後

学修

参考書や配付資料等をも と に復習する （ 3時間） 。 レ ポート 等の課題に取り 組む（ 10時間） 。

教科書

教科書は指定し ま せん。 授業中に配布する プリ ント 等を使用し ま す。

参考書

授業中に随時紹介し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

授業中の課題（ 振り 返り 記録等）

レ ポート 等の課題

60% ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○

授業を３ 分の１ 以上欠席し た場合は、 最終評価を行わない予定です。

注意事項

備考
【 地域創生教育科目】

リ ン ク
URL

mailto:nakayama-shingo@oita-u.ac


H010A201

ナン バリ ン グ

地域包括ケア概論( Pr i nci pl es of  t he Communi t y-based I nt egr at ed Car e)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

対面

必修 1 １
福祉健康科学

部
前期

氏名  中山　 慎吾

E-mai l    nakayama-shi ngo@oi t a-u. ac, j p   内線   7518

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 住み慣れた地域での自立生活を包括的に支援する 「 地域包括ケアシス テム」 の枠組みと 専門職と し ての実践のあり 方を理解する こ と を目的と する 。 地域包括ケアの概念や

関連する 制度、 地域包括ケアにおける 多職種連携、 地域包括ケアの実際について学修する 。 医療と 福祉の連携に着目し つつ、 地域包括ケアにおいてそれぞれの専門性をど う

発揮する かを考える 授業を行う 。

目標1

目標2

目標3 地域包括ケアでの医療専門職、 心理専門職、 社会福祉専門職それぞれの役割を説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

地域での自立し た生活を包括的に支援する 「 地域包括ケア」 の概念や関連する 制度について説明でき る 。

地域包括ケアにおける 多職種連携と 住民参加のあり 方について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

地域包括ケアの概念1

地域包括ケアと 介護サービス （ 地域包括支援センタ ー含む）2

地域包括ケアと 介護サービス （ 認知症ケア含む）3

地域包括ケアと 障害者自立支援（ 難病患者支援含む）4

地域包括ケアと 在宅医療・ 地域保健（ 医療圏・ 地域包括ケアシス テムを含む）5

地域包括ケアと 医療（ がん患者支援含む）6

地域包括ケアと 地域共生社会7

地域包括ケアと 社会福祉協議会， 住民参加8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回の授業の最後の数分間において、 授業内容を振り 返り ま と めと 感想

を記録。 グループでの意見交換

ビデオの活用。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

参考書や配付資料等をも と に予習する （ 5時間） 。準備

学修

事後

学修

参考書や配付資料等をも と に復習する （ 3時間） 。 レ ポート 等の課題に取り 組む（ 10時間） 。

教科書

教科書は指定し ま せん。 授業中に配布する プリ ント 等を使用し ま す。

参考書

田好美、 藤井博志、 黒田研二（ 編著） 『 よ く わかる 地域包括ケア』 ミ ネルヴァ 書房、 2018年。

東京大学高齢社会総合研究機構（ 編） 『 地域包括ケアのすすめ』 東京大学出版会、 2014年。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

授業中の課題（ 振り 返り 記録等）

レ ポート 等の課題

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

合計得点60点以上を単位取得の条件と し ま す。 出席が回数が３ 分の２ 以上でない場合は， 成績評価の対象と し ま せん。

注意事項
配付資料を綴じ る ファ イ ル（ A４ 版） を各自用意し 、 授業の際に持参し てく ださ い。

備考
授業の内容等は進行状況に応じ て若干の変更があり えま す。

リ ン ク
URL

mailto:nakayama-shingo@oita-u.ac


H010A107

ナン バリ ン グ

リ ハビ リ テーショ ン 概論( Pr i nci pl e of  Rehabi l i t at i on)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

対面

必修 1 1年
福祉健康科学

部
前期

氏名  朝井政治

E-mai l    ma-asai ＠oi t a-u. ac. j p   内線   7551

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

「 リ ハビリ テーショ ン」 の概念、 関係職種、 対象者、 内容等について解説する 。

こ れら をふま えた上で、 各職種の専門性と 他の職種と の連携、 現在の課題と 対策等について、 講義、 なら びに討議を行う 。

目標1

目標2

目標3 リ ハビリ テーショ ン分野の連携について説明でき る

目標4 現在の課題と 対策について、 自分の考えを述べる こ と ができ る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

「 リ ハビリ テーショ ン」 の定義、 歴史について説明でき る

関連職種の役割を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

リ ハビリ テーショ ンの理念と 目的1

リ ハビリ テーショ ン対象者と 各職種の関わり2

リ ハビリ テーショ ンにかかわる 専門職の役割と 連携3

リ ス ク マネジメ ント ・ 情報管理4

I CFについて（ 1） ： 定義、 評価方法の解説5

I CFについて（ 2） ： 演習6

リ ハビリ テーショ ンの実際（ 1） 医療分野7

リ ハビリ テーショ ンの実際（ 2） 保健・ 福祉分野、 地域・ 予防分野8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

グループディ ス カッ ショ ンをと おし て、 様々な意見をま と め、 発表する

。

具体的な事例を提示する

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

自分の目指す職業の業務、 活躍する 分野など について確認し ておく こ と （ 1時間）準備

学修

事後

学修

講義内容の復習、 グループディ ス カッ ショ ンや課題への取り 組み（ 10時間）

教科書

天満和人ら 　 編集、 セラ ピ ス ト のための概説リ ハビリ テーショ ン（ 第2版） 　 文光堂、 2018

参考書

馬場元毅　 著、 絵で見る 　 脳と 神経（ 第4版） 　 医学書院、 2017

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題レ ポート ・ 学修成果物

グループ討議への参加状況

80% ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○ ○

注意事項
全開講回数の2/3以上の出席がない場合には、 評価の対象から 除外する 。

備考
なし

リ ン ク
URL



○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

リ ハビリ テーショ ン分野での業務経験を活かし 模擬症例にて、 事例を通じ た討議を行う

実務経験を

いかし た教

育内容



H010A101

ナン バリ ン グ

アーリ ー・ エク スポージャ ー( Ear l y Exposur e)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

*大分を 創る科目

授業形式

対面

必修 1 1
福祉健康科学

部
前期

氏名  全教員

E-mai l    （ 代表） ma-asai @oi t a-u. ac. j p（ 朝井政治）    内線   （ 代表） 7551

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

入学後の間も ない時期に， リ ハビリ テーショ ン専門職， 福祉専門職， 心理専門職が現場でど のよ う に働いている かと いう こ と を， 患者や利用者ではない立場で見学する 。 そ

れによ り ， 将来， 各専門職と なる 覚悟と 関心を早期に高め， その後の学習へ動機づけて， 能動的・ 問題解決的な自己学習態度を身につける こ と を目的と する 。

目標1

目標2

目標3 当事者の立場で物事を考える 姿勢を育む。

目標4 専門的な学問に真摯に向き 合う こ と の動機づけを行う 。

目標5 能動的・ 問題解決的な自己学習態度を身につける 。

目標6 専門職と なる ための覚悟を高める 。

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

人間と し て未成熟な自分を自覚する 。

将来の専門職と し て無力な現在の自分を理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

事前オリ エンテーショ ン1

医療施設紹介・ 各種専門職の業務紹介： 医学部附属病院2

施設･見学実習： １ ） 社会福祉法人　 太陽の家、 ２ ） 大分県社会福祉介護研修センタ ー3

個別体験実習施設の施設・ 業務紹介4

報告会： 　 グループディ ス カッ ショ ン・ グループ発表（ 体験や学びの共有）5

レ ポート 作成： 　 ①実習体験レ ポート 　 　 ②課題レ ポート6

（ 新型コ ロ ナウ ィ ルス 感染症の流行状況によ っては内容が大幅に変更になる 可能性があり ま す）7

8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

体験実習、 見学実習。

グループワ ーク 、 全体発表（ プレ ゼンテーショ ン） によ り 、 意見交換を

し ながら 学びを共有する 。

課題レ ポート によ り 自己の省察を行い、 自己の課題や学習目標を考え

学生が主体的に個別実習の準備を行い、 実習に臨める よ う 、 実

習施設ごと の担当教員がサポート する 体制で行う 。 全体オリ エ

ンテーショ ンの実施。
○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

実習施設や保健福祉制度に関する 事前学習（ 6ｈ ）準備

学修

事後

学修

実習体験レ ポート （ 4ｈ ）

課題レ ポート （ 3ｈ ）

教科書

教科書を指定し ない。 適宜資料を配布し ま す。

参考書

参考書を指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

各実習への取り 組み（ 事前オリ エンテーショ ン・ 最終報告会含む

実習体験レ ポート

課題レ ポート

20% ○ ○ ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
・ 施設見学や実習にふさ わし い服装で参加し 、 各施設では実習先の指導者に従う こ と 。

・ 自己の体調管理に努める こ と 。 体調不良は早めに申し 出る こ と 。

備考
実習の詳細については、 オリ エンテーショ ンで説明する 。

【 地域創生教育科目】

リ ン ク
URL

mailto:ma-asai@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

医師、 理学療法士、 公認心理師・ 臨床心理士、 社会福祉士、 看護師
教員の実務

経験

○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

介護福祉士、 ケアマネージャ ー　 など

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

病院の施設見学において、 病院の機能や役割を踏ま えた説明を実施する 。 個別体験実習で各専門職の特徴を踏ま えたリ アリ ティ のある 説明ができ る 。

実務経験を

いかし た教

育内容



 

 

 

共通発展科目 

 

 

 

 

 

 

 

 



H010A103

ナン バリ ン グ

看護学概説( Out l i ne of  Nur si ng and Nur si ng Pr act i ce)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

*大分を 創る科目

授業形式

対面

必修 2 1
福祉健康科学

部
前期

氏名  安藤敬子

E-mai l    t akako-ando@oi t a-u. ac. j p   内線   8001

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 本科目では、 保健・ 医療・ 福祉の連携のなかで協同する 看護専門職がど のよ う な機能や役割がある のかを理解する ため、 看護と は何か、 看護の目的や変遷、 看護における

対象理解、 看護の基盤と なる 考え方を理解する ． ま た、 看護技術の実践を通し て看護について理解を深める ． さ ら に、 保健・ 医療・ 福祉の専門職と し ての自己の専門性、 専

門分野の役割や機能について考える 機会と する ．

目標1

目標2

目標3 保健・ 医療・ 福祉の連携において、 自己の専門分野の役割や機能について言説明でき る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

看護の目的、 機能と 役割について説明でき る

看護の基盤と なる 知識を基に対象を理解する こ と について説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

コ ース オリ エンテーショ ン1

看護と は　 （ 講義）2

看護の役割と 機能（ 講義）3

看護の捉える 健康と は（ 講義）4

看護活動の実際（ 講義）5

看護における 倫理（ 講義）6

看護の対象理解（ 講義）7

看護の基盤と なる 考え方　 （ 講義）8

看護の継続性と 連携　 （ 講義）9

多職種連携について考える ①　 （ グループワ ーク ）10

多職種連携について考える ②　 （ 全体ディ ス カッ ショ ン）11

看護実践の方法①          （ 触れる ケア） （ 講義・ 演習）12

看護実践の方法②　 　 　 （ 感染予防） （ 講義・ 演習）13

看護実践の方法③　 　 　 （ フ ィ ジカルイ グザミ ネーショ ン） （ 講義・ 演習）14

ま と め　 　 　 　 　 　 　 　15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

対面での講義・ グループワ ーク ・ ディ ス カッ ショ ンを実施する 予定であ

る ． 授業終了後、 学習目標達成に関する 振り 返り を提出する ．

動画等の視聴覚教材を活用する こ と で、 具体的な理解を進める

．

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

グループにおける 課題に対する 事前検討（ 15ｈ ）準備

学修

事後

学修

授業内容を踏ま えた振り 返り と 課題検討・ 調べ学習（ 15ｈ ）

教科書

必要時、 講義内に配布する ．

参考書

必要時提示する ．

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

講義後のリ アク ショ ンペーパー

学期末試験

30% ○ ○ ○

70% ○ ○ ○

注意事項
・ 各回の出席ｈ あリ アク ショ ンペーパーの提出によ って確認する ．

・ 各回のリ アク ショ ンペーパー， 資料配布、 授業に関する 連絡はMoodl eを活用する 。 ま た、 連絡等については、 Moodl eから のメ ッ セージ機能を用いた配信を行う の

備考
【 地域創生教育科目】

リ ン ク
URL

mailto:takako-ando@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

看護師・ 保健師
教員の実務

経験

看護師・ 保健師と し て総合病院での臨床経験、 地域看護（ 産業） の実務経験があり 、 それら の経験を活かし てよ り 実践的な内容を伝える ．

実務経験を

いかし た教

育内容



H010A104

ナン バリ ン グ

人体の構造と 機能及び疾病( Anat omy and pat hophysi ol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

対面

必修 2 1
福祉健康科学

部
前期

氏名  紀瑞成、 片岡晶志， 兒玉雅明

E-mai l    kodm@oi t a-u. ac. j p   内線   6113

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

疾患を学ぶためには、 ま ず正常を理解する 必要がある 。 すなわち正常解剖、 生理機能の理解が必須である 。 こ れら を理解し た上で、 病態生理を学ぶ。 病態生理と は、 「 なぜ

こ の病気が起こ っている のか」 「 こ の疾患の原因はど う いったメ カニズムでおこ っている のか」 である 。 病態生理を理解すれば、 疾患にと も なう 合併症や症状の説明が容易

と なる し 、 忘れる こ と も ない。 ぜひこ の授業では、 正常解剖と 病態生理を理解し てほし い。

目標1

目標2

目標3 代表的な健康障害について， 病態生理を説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

人体の形態と 構造について， 説明でき る 。

人体が生命を維持する 機序を説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

体の階層性を見てみよ う （ 細胞・ 組織・ 器官・ 器官系） （ 紀）1

胸腔内臓器の形態学的特徴（ 紀）2

腹腔内臓器の形態学的特徴（ 紀）3

骨盤腔内臓器の形態学的特徴（ 紀）4

脳と 脊髄の形態学的特徴（ 紀）5

機能解剖と 疾病①（ 片岡）6

炎症その他の病態について（ 兒玉）7

機能解剖と 疾病②（ 片岡）8

腫瘍学①（ 兒玉）9

機能解剖と 疾病③（ 片岡）10

腫瘍学②（ 兒玉）11

機能解剖と 疾病④（ 片岡）12

身近な感染症学①（ 兒玉）13

機能解剖と 疾病⑤（ 片岡）14

身近な感染症学②（ 兒玉）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

症例供覧時の討論 配布プリ ント

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

予習（ 15ｈ ）準備

学修

事後

学修

復習　 ( 30h)

教科書

なし 　 配布する データ で学修

参考書

標準整形外科学（ 第１ ５ 版） 井樋栄二他　 編集　 医学書院　 2023年

新臨床内科学［ デス ク 判］ 第10版I SBN978-4-260-03806-5［ ポケッ ト 判］ 第10版 医学書院　 2020年　 I SBN978-4-260-03807-2、 内科学（ 第11版） 2017年　 I SBN978-4-

254-32271-2　 朝倉書店、 「 病気が見える 」 シリ ーズ　 2016-2021年、 MEDI CMEDI A

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末テス ト （ 筆記試験） 100% ○ ○ ○

注意事項
講義に使う ス ラ イ ド や資料は実際の症例を用いている 場合がある 。 不用意に写真にと ったり 複写をし て、 配布し たり 、 ネッ ト にあげる こ と などが決し てないよ う に

し て下さ い。

備考

リ ン ク
URL

mailto:kodm@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

医師と し て診療（ 片岡、 兒玉） 。 解剖教員と し て人体解剖実習（ 紀） 。
教員の実務

経験

実臨床で経験し た症例を提示する 。 ま た解剖教員と し ての人体解剖学、 組織学、 発生学の実習、 講義に携わっており 、 実践に基づいた人体構造の知識を講義する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H010A108

ナン バリ ン グ

リ ハビ リ テーショ ン 医学( Rehabi l i t at i on Medi ci ne)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

対面

必修 2 １ 年
福祉健康科学

部
後期

氏名  片岡晶志、 兒玉雅明（ 医学部）

E-mai l    mkat aoka@oi t a-u. ac. j p,  kodm@oi t a-u. ac. j p   内線   7457（ 片岡） , 6113（ 兒玉）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

講義は基礎から 臨床ま で幅広く 講義をおこ なう 。 リ ハビリ テーショ ン治療の対象と なり やすい疾患の病態生理、 治療法およ び患者へのリ ハビリ テーショ ン的アプロ ーチの方

法を理解する 。 さ ら に対象者が家庭復帰・ 社会復帰を目的と する にあたり 、 その支援のあり 方、 社会的資源の活用について学習する 。

目標1

目標2

目標3 機能障がいと こ れに基づく 能力障がいや社会的不利を説明でき る 。

目標4 障がいに対する 医学的リ ハビリ テーショ ンについて説明でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

疾病の病態生理を説明でき る 。

治療法を説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

運動器の解剖と バイ オメ カニク ス1

上肢の疾患2

下肢の疾患3

脊椎疾患・ 脊髄損傷4

切断・ 義肢装具5

血液検査所見から 見た病態6

生活習慣病7

メ タ ボリ ッ ク シンド ロ ーム8

心疾患（ 虚血性心疾患など）9

腹部疾患10

脳血管疾患総論①11

脳血管疾患総論②12

脳血管疾患各論①13

脳血管疾患各論②14

脳血管疾患各論③15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

課題に対し てレ ポート 提出を課し ま す。 ス ラ イ ド を用いて臨床症例を供覧し ま す

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

準備

学修

事後

学修

事後学修（ ３ ０ ｈ ）

教科書

配布資料を中心に授業を進める

参考書

新臨床内科学［ デス ク 判］ 第10版I SBN978-4-260-03806-5［ ポケッ ト 判］ 第10版 医学書院2020年　 I SBN978-4-260-03807-2、 内科学（ 第11版） I SBN978-4-254-32271-

2　 朝倉書店　 2017年、 標準整形外科学（ 第１ ５ 版） 井樋栄二他　 編集　 医学書院　 2023年、 「 病気が見える 」 シリ ーズ　 運動器・ 整形外科、 I SBN978-4896326321　

MEDI CMEDI A　 2017年

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

試験（ 筆記試験） 100% ○ ○ ○ ○

注意事項
レ ポート は必ず提出し てく ださ い。 片岡10回、 兒玉5回の講義を行う 。

備考
【 地域創生教育科目】

リ ン ク
URL

mailto:mkataoka@oita-u.ac.jp
mailto:kodm@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

２ 名と も 臨床経験あり 　 現在も 臨床に携わっている
教員の実務

経験

実臨床をも と に、 テキス ト に書かれていない重要な点ま で触れる 。 ま た臨床症例を提示する こ と で、 学生に学修の必要性を納得さ せる

実務経験を

いかし た教

育内容



H010A205

ナン バリ ン グ

健康科学( Heal t h Sci ence)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

対面

必修 2 2年
福祉健康科学

部
前学期

氏名  徳丸治、 朝井政治、 金子聡（ 非常勤） 、 新地浩一（ 非常勤）

E-mai l    ost okuma@oi t a-u. ac. j p、 ma-asai ＠oi t a-u. ac. j p   内線   7972、 7551

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本講では健康維持、 疾病予防に係る 幅広い分野を学修する 。

前半は， 環境を整え， 傷病を予防し ， 健康の増進を図る 事を目的と する 公衆衛生学の基礎を概説する 。 特別講義と し て， 学外の専門家を招いて国際公衆衛生の最先端の活動

についても 教授する 。

後半は， 高齢者の身体・ 精神機能の特徴、 高齢者の機能評価、 具体的な健康維持と 介護予防の取り 組みについての講義を行う 。

目標1

目標2

目標3 主要な疫学指標について説明でき る

目標4 我が国の公衆衛生上の諸問題（ 母子保健， 学校保健， 環境保健， 産業保健） について説明でき る

目標5 国際保健の現状と 課題について説明でき る

目標6 加齢によ って生じ る 身体・ 精神機能の変化について説明でき る

目標7 高齢者の身体・ 精神機能の評価と 介入について説明でき る

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

公衆衛生学を学ぶ目的が理解でき る

主要な保健統計を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

公衆衛生学概論（ 徳丸）1

保健統計（ 徳丸）2

疫学（ 徳丸）3

母子保健・ 学校保健（ 徳丸）4

環境保健・ 産業保健（ 徳丸）5

特別講義： 国際感染症予防（ 長崎大学熱帯医学研究所副所長・ 大分大学客員教授　 金子聰）6

特別講義： 国際保健 ‒国際緊急援助隊の経験と 佐賀大学での取り 組み‒ （ 佐賀大学医学部名誉教授・ 大分大学客員教授　 新地浩一）7

社会保障制度、 介護保険制度（ 朝井）8

加齢に伴う 身体・ 精神機能の変化（ 朝井）9

 フ レ イ ル、 サルコ ペニアと 栄養（ 朝井）10

高齢者の身体機能の評価（ 朝井）11

高齢者の精神機能の評価（ 朝井）12

高齢者に対する リ ハビリ テーショ ン介入1： 急性期、 回復期（ 朝井）13

高齢者に対する リ ハビリ テーショ ン介入2： 維持期、 生活期（ 介護予防も 含む） （ 朝井）14

事例検討、 グループディ ス カッ ショ ン（ 朝井）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実際の事例や介護予防事業をテーマと し た学生間の討議を通じ て、 建設

的な思考過程を身につける 。

適宜小テス ト を実施する 。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

講義の予習（ 15回の講義×1時間）準備

学修

事後

学修

講義の復習（ 15回の講義×1時間）

教科書

鈴木庄亮監修 シンプル公衆衛生学2023 南江堂（ 東京,  2023）

参考書

国民衛生の動向 2020/2021　 公正労働統計協会（ 東京,  2020）

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

試験

課題レ ポート 、 学修成果物

90% ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10% ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:ostokuma@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

医師、 理学療法士
教員の実務

経験

実際の事例や介護予防事業を基に講義を進める

実務経験を

いかし た教

育内容



H020P702

ナン バリ ン グ

精神疾患と その治療Ⅱ( Ment al  I l l ness and I t s Tr eat ment  I I )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

オン ラ イ ン （ 同時双方

向型）

選択 2 ３ 年
福祉健康科学

部
後期

氏名  堤　 隆

E-mai l    t sut sumi @oi t a-u. ac. j p   内線   7477

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

精神医学では、 心の病気の成因や症状、 治療に関する 内容を学ぶ。

本講では、 精神疾患別の症状・ 治療法をみていく こ と にする 。

目標1

目標2

目標3 精神医療の実状やチーム医療について述べる こ と ができ る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

精神医学の各論を述べる こ と ができ る

精神障害の様々な治療法について述べる こ と ができ る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

神経症性障害1

ス ト レ ス 関連障害およ び身体表現性障害2

摂食障害3

睡眠障害4

パーソ ナリ ティ 障害5

精神遅滞6

心理的発達の障害　7

小児期およ び青年期の精神障害8

精神科薬物療法9

精神療法10

精神科リ ハビリ テーショ ン11

身体療法、 環境・ 社会療法12

精神科医療機関の治療構造およ び専門病棟13

精神科治療における 人権擁護、 連携の重要性14

ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

学修成果物の作成
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を事前に読んでおく （ 10ｈ ）準備

学修

事後

学修

教材を用いて復習する （ 10ｈ ）

教科書

教科書を指定し ない

参考書

太田保之・ 上野武治. 「 学生のための精神医学」 （ 医歯薬出版） 2014、 一般社団法人日本ソ ーシャ ルワ ーク 教育学校連盟. 新･精神保健福祉士養成講座「 精神保健の課

題と 支援」 （ 中央法規） 2018

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

学修成果物

総合的に評価する

70% ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

注意事項
なし

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:tsutsumi@oita-u.ac.jp


H020P702

ナンバリング
精神医学Ⅱ(Psychiatry II)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）
心理分野

授業形式
オンライン（同時双方
向型）

選択（心理学
コースは必修

）
2 3年

福祉健康科学
部

後期 水4

氏名  堤　隆

E-mail   tsutsumi@oita-u.ac.jp   内線   7477

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

精神医学では、心の病気の成因や症状、治療に関する内容を学ぶ。
本講では、精神疾患別の症状・治療法をみていくことにする。

目標1

目標2

目標3精神医療の実状やチーム医療について学ぶことができる

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○

○

○

精神医学の各論を理解できる

精神障害の様々な治療法について学ぶことができる

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

神経症性障害1

ストレス関連障害および身体表現性障害2

摂食障害3

睡眠障害4

パーソナリティ障害5

精神遅滞6

心理的発達の障害　7

小児期および青年期の精神障害8

精神科薬物療法9

精神療法10

精神科リハビリテーション11

身体療法、環境・社会療法12

精神科医療機関の治療構造および専門病棟13

精神科治療における人権擁護、連携の重要性14

まとめ15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

学修成果物の作成
ラ
ー
ニ
ン
グ

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

テキストを事前に読んでおく（10ｈ）準備
学修

事後
学修

教材を用いて復習する（10ｈ）

教科書

教科書を指定しない

参考書

太田保之・上野武治.「学生のための精神医学」（医歯薬出版）2014、一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟.新･精神保健福祉士養成講座「精神保健の課
題と支援」（中央法規）2018

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

学修成果物

総合的に評価する

70% ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

注意事項
なし

備考
なし

リンク
URL



H010A202

ナン バリ ン グ

社会保障論Ⅰ( Soci al  Secur i t y Ⅰ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

*大分を 創る科目

授業形式

対面

必修 2 2 福 前期

氏名  松本由美

E-mai l    mat sumot o-yumi @oi t a-u. ac. j p   内線   6097

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

こ の授業は、 国民が健やかで安心でき る 生活を送る ために欠く こ と のでき ない社会保障に関する 知識と 理解を深める こ と を目的と する 。 社会保障の全体像を把握する ために

、 ま ず、 その概念、 体系と 仕組み、 費用と 財源およ び歴史について学習し た上で、 日本の社会保障を構成する 各制度の重要点を学ぶ。 さ ら に、 社会保障政策の課題と 今後の

あり 方について考える 。

目標1

目標2

目標3 少子高齢化の進展等がも たら す社会保障の課題について、 自分の考えを述べる こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○

社会保障の全体像を理解し 、 その目的や機能、 現状について説明する こ と ができ る 。

社会保障を構成する 各制度の基本的な仕組みと 諸給付について理解し 、 説明する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

社会保障論についてのガイ ダンス1

社会保障の概念( 対象及びその理念を含む)2

社会保障制度の体系と 仕組み( 社会保険と 社会扶助の関係を含む)3

社会保障の費用と 財源4

社会保障の歴史5

福祉国家の発展6

現代社会における 社会保障の現状( 少子高齢化)7

現代社会における 社会保障の現状( 家族・ 雇用)8

年金保険9

医療保険10

介護保険11

雇用保険12

労災保険13

公的扶助14

社会保障の今日的課題と 改革方策15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

各回の学習内容に関する 課題レ ポート を作成・ 提出し ても ら う 。 学習を補足する ため、 資料や新聞記事等を活用する 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

参考書等に基づき 、 必要に応じ て予習を行う ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

毎回、 講義内容の復習を行い、 知識や理解を定着さ せておく ( 30h) 。

教科書

教科書は指定し ない。

配布する 講義資料を使用する 。

参考書

最新・ 社会福祉士養成講座・ 精神保健福祉士養成講座『 7　 社会保障』 中央法規、 2021年。

土田武史編著『 社会保障論』 成文堂、 2015年。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

学期末試験

授業への参加の積極度

70% ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

注意事項

備考
【 地域創生教育科目】

リ ン ク
URL

mailto:matsumoto-yumi@oita-u.ac.jp


H010A203

ナン バリ ン グ

保健医療サービ ス論( Heal t h and Medi cal  Soci al  Wor k)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

対面

必修 2 2
福祉健康科学

部
前期

氏名  上白木悦子

E-mai l    kami shi r aki @oi t a-u. ac. j p   内線   7540

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本講義では、 保健・ 医療分野における ソ ーシャ ルワ ーク に必要な　 専門的知識( 医療供給体制にかかる 政策動向や課題、 医療機関の　 種類等、 医療ソ ーシャ ルワ ーカーの役

割や歴史、 多職種連携等) について理解をする こ と を目的と する 。

目標1

目標2

目標3 医療ソ ーシャ ルワ ーカーの役割や専門性について説明する こ と ができ る

目標4 保健・ 医療サービス における 専門職の役割およ び多職種連携や　 協働について理解する こ と ができ る 。

目標5 医療供給体制の動向およ びこ れを取り 巻く 政策動向と 医療ソ ーシャ ルワ ーク について説明する こ と ができ る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○

○

医療供給体制の概要（ 医療法改正や医療保険制度、 診療報酬制度） を列挙し 、 医療供給体制の課題を説明する こ と ができ る 。

医療機関の種類や役割について説明する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン1

保健医療の課題をも つ人の理解2

保健医療の課題をも つ人の理解3

医療倫理4

医療倫理5

保健医療の動向6

保健医療の動向7

保健医療の動向8

保健医療領域に必要な政策・ 制度およ びサービス に関する 知識9

保健医療領域に必要な政策・ 制度およ びサービス に関する 知識10

保健医療領域に必要な政策・ 制度およ びサービス に関する 知識11

保健医療領域に必要な政策・ 制度およ びサービス に関する 知識12

保健医療領域における 専門職の役割と 連携13

保健医療領域における 支援の実際14

保健医療領域における 支援の実際15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

時間外学修
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

書籍をでき る 限り 多く 読み、 柔軟で多角的な視野の涵養につと めてく ださ い。 ま た、 メ ディ ア等を通じ て保健・ 医療をめぐ る 日本ま た世界の現状と 課題に目を

向けてみてく ださ い。 ( 15h)
準備

学修

事後

学修

関連書籍を精読し 関心を広げ、 ま たメ ディ ア等を通じ て保健・ 医療をめぐ る 日本ま た世界の現状と 課題に関心を寄せてく ださ い。 ( 15h)

教科書

一般社団法人日本ソ ーシャ ルワ ーク 教育学校連盟編（ 2021） 『 保健医療と 福祉』 中央法規.

参考書

1.  岩渕豊( 2015) 『  日本の医療』 中央法規.

2.  財団法人 厚生統計協会（ 2021） 国民衛生の動向.

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

講義ごと のリ アク ショ ンペーパーの内容によ り 総合的に評価する 。

期末テス ト

40% ○ ○ ○ ○ ○

60% ○ ○ ○ ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:kamishiraki@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

医療ソ ーシャ ルワ ーカー
教員の実務

経験



H010A303

ナン バリ ン グ

福祉サービ スの組織と 経営( Admi ni st r at i on of  Soci al  Wel f ar e I nst i t ut i on)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

オン ラ イ ン （ 同時双方

向型）

必修 2 3年
福祉健康科学

部
後期

氏名  矢野　 茂生

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

近年の福祉サービス は「 新たな産業」 と し て位置づけら れている 。 社会福祉基礎構造改革、 介護保険制度の創設などを経て、 平成28年3月には福祉サービス の経営主体と し

て位置づけら れてき た社会福祉法人のあり 方を中心に社会福祉法の改正が行われた。 こ のよ う な背景は福祉サービス の規制緩和（ 民間企業も 含めた様々な主体の参入） を進

展さ せた。 し かし 、 現実には既存の福祉サービス のみでは解決し がたい、 も し く は「 はざま 」 にある 多く の社会課題がある 。

　 本講義では福祉サービス を提供し ている 組織の種類や特徴を学び、 サービス 提供機関が備える べき 経営の視点（ 人事管理・ 労務管理・ 経営管理等） について具体的な事例

を用いながら 学習する 。 ま た、 社会課題を広く 知り 、 考えていく 中でこ れから の福祉サービス のあり 方についても 検討でき る よ う にする 。

目標1

目標2

目標3 福祉サービス 組織の経営や管理運営における 基本理論が説明でき る

目標4 利用者中心の福祉サービス について検討し 、 説明でき る

目標5 社会課題と 福祉サービス について考え、 こ れから の時代の福祉サービス を検討する こ と ができ る

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

福祉サービス の提供に関する 歴史的な流れを説明する こ と ができ る

福祉サービス を提供する 組織や団体について分類し 、 その特徴を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

【 ブロ ッ ク １ 】 オリ エンテーショ ン、 福祉サービス の理解： 本講義の概要と 福祉サービス と は何かを知る1

福祉サービス の成り 立ちや変遷と 関連する 法律や制度について調べる2

【 ブロ ッ ク ２ 】 福祉サービス の提供主体と なる 組織や団体： 福祉サービス を提供する 組織や団体について調べる （ １ ） ： 公的機関3

福祉サービス の提供主体と なる 組織や団体（ ２ ） ： 社会福祉法人4

福祉サービス の提供主体と なる 組織や団体（ ３ ） ： NPO法人、 その他法人5

組織の戦略と 事業計画と 運営管理6

【 ブロ ッ ク ３ 】 福祉サービス の利用者： 福祉サービス を利用する 利用者について「 児童」 「 障害」 「 高齢者」 に分けて調べる 　 福祉サービス の種類　7

福祉サービス の利用者（ １ ） 児童福祉： 社会的養護を中心にこ ど も たちの福祉サービス 実践と 経営について　 児童福祉法関係8

福祉サービス の利用者（ ２ ） 障害福祉： 障害を抱える 方々に対する 福祉サービス 実践と 経営について　 障害者総合支援法関係9

福祉サービス の利用者（ ３ ） 高齢者福祉： 高齢者に対する 福祉サービス 実践と 経営について　 介護保険法関係10

【 ブロ ッ ク ４ 】 事業運営の課題と 新し い福祉サービス ： 事業計画、 人事労務管理、 財務管理、 社会的起業家　 上記３ つの福祉サービス から 課題を抽出【 課題１ 】11

福祉サービス の課題分析： ブロ ッ ク ３ で扱った３ つの福祉サービス について課題を分析し 、 利用者中心のサービス について提案する12

福祉サービス における 事業計画・ 人事労務管理・ 財務管理について、 基本的事項を知る13

社会課題について考える ： 福祉サービス の限界・ 社会課題・ 市場について論理的な思考法を用いながら 検討でき る 【 課題２ 】14

本講義のま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習、 講義ごと の自己評価

ペア、 小グループでのディ ス カッ ショ ン

実践現場の資料

ロ ジッ ク モデル

プレ ゼンテーショ ン
○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配布資料やイ ンタ ーネッ ト 、 参考文献等での情報収集( 15h)準備

学修

事後

学修

講義時に配布する 資料に応じ て次時の準備をする ( 30h)

教科書

教科書は指定し ない。

授業中に配布する プリ ント を使用する 。

参考書

参考書は指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

福祉サービス の課題【 課題１ 】

社会課題の抽出　 　 【 課題２ 】

プレ ゼンテーショ ン【 課題３ 】

最終課題　 　 　 　 　 【 課題４ 】

20% ○ ○ ○

20% ○ ○

30% ○ ○

30% ○ ○ ○

すべての課題提出およ び発表を単位取得の条件と する

注意事項
本講義の資料を整理する フ ァ イ ルを各自ご準備く ださ い（ A４ 資料）

備考

リ ン ク
URL



○

担当教員の

実務経験の

有無

社会福祉士　 児童自立支援施設自立支援専門員　 NPO法人の運営
教員の実務

経験

○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

保健師　 看護師　 臨床心理士　 公認心理士

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

福祉サービス 事業体にいる 様々な資格保有者から 、 現場の話を聞く

実務経験を

いかし た教

育内容



H020S101

ナン バリ ン グ

地域福祉論Ⅰ( Local  Wel f ar e Ⅰ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

対面

選択 2 2 福 前期

氏名  齋藤 建児

E-mai l    k-sai t o@oi t a-u. ac. j p   内線   6169

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本科目は、 複合化・ 複雑化する 福祉課題に対応する ために必要な知識、 理論、 技術を網羅的に包含し ており 、 地域共生社会の実現に資する 社会福祉士養成過程において重要

な位置付けにある 。 具体的な内容は、 ソ ーシャ ルワ ーカーが地域生活課題を解決する ために必要な、 地域福祉の基礎理論、 実践の歴史、 地域包括ケアシス テムや共生社会政

策を展開する 諸理論であり 、 こ れら を実践や事例など を交えて学ぶ。 さ ら に、 他のソ ーシャ ルワ ーク 科目と の関連およ びソ ーシャ ルワ ーク 演習、 実習で実践でき る こ と を念

頭に置き 展開する 。

目標1

目標2

目標3 制度の狭間にある 諸問題の解決に資する 地域共生社会政策を説明でき る

目標4 多機関協働の方法を説明でき る

目標5 多用なス テーク ホルダーを巻き 込む地域福祉実践を説明でき る

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

地域社会の変化と 多様化、 複合化する 地域生活課題を説明でき る

地域福祉の歴史、 理論の形成過程を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス 、 地域福祉の今日的な位置づけと 意義を理解する1

地域社会の変化： 過疎など地域社会の変化を捉える2

多様化・ 複雑化する 地域生活課題： 社会的孤立を中心に地域生活課題を考える3

地域包括ケアシス テムの考え方と 展開： 事例を通じ て地域包括ケアシス テムの考え方を理解する4

生活困窮者自立支援およ び諸制度の概要： 制度の狭間にある 諸問題への対応を理解する5

地域共生社会の理念と 包括的支援体制の展開： 包括的支援体制における ソ ーシャ ルワ ーカーの役割を考える6

地域福祉ガバナンス と 多機関協働の仕組み： 複雑化する 諸課題への対策を理解する7

保健・ 医療・ 福祉にかかわる 多職種連携の方法： チームアプロ ーチの方法と 意義を理解する8

多様なス テーク ホルダーと の協働の実際： 地域主体の実践事例を通じ て地域生活課題解決の方法を考える9

地域福祉の概念と 理論：  地域福祉の基礎と なる 諸理論を理解する10

地域福祉の歴史： 欧米、 日本の地域福祉の源流を理解する11

地域福祉の動向： 地域再生など 近年の動向を学ぶ12

地域福祉の推進主体： 多様な主体と 役割の実際を理解する13

地域福祉の主体と 福祉教育： 主体形成と その方法を理解する14

ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

ディ ス カッ ショ ンを通じ て事例の検討を行う 理解を深める ために、 実践事例や映像資料を用いる
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前に教科書を熟読し 、 講義の課題について明確化にする ( 15h)準備

学修

事後

学修

講義後に配付資料と 教科書の内容を照ら し 合わし て復習し 、 知識と 技術の定着に努める ( 15h)

教科書

一般社団法人日本ソ ーシャ ルワ ーク 教育学校連盟＝編集, 最新社会福祉士養成講座・ 精神保健福祉士養成講座6『 地域福祉と 包括的支援体制』 , 2021年, 中央法規

参考書

適宜、 資料を配付する

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

リ アク ショ ンペーパー

課題レ ポート

試験

30% ○ ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:k-saito@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

地域福祉専門員と し て岩手県旧川井村社会福祉協議会で勤務。 地域包括支援センタ ー社会福祉士と し て岩手県二戸市社会福祉協議会で勤務。
教員の実務

経験



H020S103

ナン バリ ン グ

現代社会と 福祉Ⅰ( Contempor ar y Soci et y Wel f ar eⅠ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

対面

全コ ース必修 2 1
福祉健康科学

部
前期

氏名  三好禎之

E-mai l    mi yoshi -yoshi yuk@oi t a-u. ac. j p   内線   7696

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本講義の目的は、 社会福祉の実践や施策の形成過程を歴史的に概観し 、 福祉の理念を学ぶこ と にある 。 こ れら は、 社会問題に対応する ための社会的機能と し て展開さ れる と

と も に、 社会の成熟と 相ま って発展し てき た。 一方、 少子・ 高齢社会やグロ ーバリ ズムの進展によ って、 社会構造が大き く 変動し ていく なか、 社会福祉実践や施策は、 あら

たな局面を迎えている 。 転換期を迎えた日本社会の実態をロ ーカリ ズムと グロ ーバリ ズムの視点でと ら え、 社会福祉の潮流を検討する こ と を本講義のも う 一つの目的と する

。

目標1

目標2

目標3 社会福祉の現状と 問題なら びに課題について学習し 、 社会福祉の可能性を説明する こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

社会福祉の実践理念や施策の形成過程を説明する こ と ができ る 。

社会福祉の法・ 制度を学習し 、 基礎的知識を活用する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン　 ―社会福祉を学ぶと いう こ と ―1

人口減少時代と 社会福祉　 ―現代社会と 人々の暮ら し ―2

社会福祉に関する 基本的理解　 ―現代社会の生活問題と 社会福祉の役割―3

社会福祉における 思想と 理論　4

日本社会における 社会福祉のあゆみ―戦前・ 戦中・ 戦後の福祉展開－5

社会福祉に関連する 法・ 制度の仕組み―社会福祉六法の成立過程―6

イ ギリ ス ・ アメ リ カにおける 社会福祉の歩み7

イ ギリ ス ・ アメ リ カ・ ス ウ ェ ーデン・ デンマーク の福祉施策8

アメ リ カ健康社会への挑戦　 ―Heal t hy peopl e pl anの展開―9

日本における 社会福祉の歩み―社会福祉基礎構造改革と 社会福祉供給シス テムのパラ ダイ ム転換―10

現代社会における 社会福祉の権利擁護11

社会福祉の現代的課題1ー施設介護の実態ー12

社会福祉の現代的課題2ー福祉労働者政策と 権利擁護ー13

社会福祉の現代的課題3ー地域福祉の推進と 地域包括ケアシス テム―14

ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

ミ ニッ ツ・ ペーパー 動画を活用する 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

参考文献や辞典、 配布資料から 、 用語の理解、 法制度、 歴史的背景を学修する 。 ( 15h)準備

学修

事後

学修

参考文献や配布資料などを通じ て復習し 、 学修し た内容を深める 。 ( 15h)

教科書

指定し ない。

参考書

1. 一般社団法人日本ソ ーシャ ルワ ーク 教育学校連盟編集( 2021) 『 最新社会福祉士養成講座　 精神保健福祉士養成講座4. 社会福祉の原理と 政策』 中央法規

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

試験

レ ポート 課題

60% ○ ○

40% ○ ○ ○

注意事項
私語は厳格に禁じ ま す。

備考
講義開始前に社会福祉関連図書（ 主に1. 歴史2. 経済3. 哲学に関する 書籍） を毎回5冊程度紹介する 。

リ ン ク
URL

mailto:miyoshi-yoshiyuk@oita-u.ac.jp


H010A106

ナン バリ ン グ

心理学概論( I nt r oduct i on t o Psychol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

対面

必修 2 1
福祉健康科学

部
前期

氏名  河野　 伸子、 未定

E-mai l    n-kawano@oi t a-u. ac. j p   内線   7612

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

心理学は， 人間の行動の背後には「 こ こ ろ」 が存在する と 仮定し ， 客観的な手法を用いて， 行動と 心理の関係について科学的な説明を試みる も のである 。 こ の講義では， 心

理学の基本的な考え方と 伝統的な研究知見について， 主に福祉と の関係が深い領域を中心に学ぶこ と をねら いと する 。 特に， 日常的な人間の行動や生活， 社会の特徴につい

て， 心理学的な観点から ， 分析・ 考察でき る よ う になる ための基本的な概念を解説する 。 その他、 心理学の成り 立ちなど についても と り あげる 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

心理学の成り 立ちおよ び人の心の基本的な仕組みや働き について説明でき る 。

現代の人間的な諸問題を， 心理学的な観点から 考察し ， 意見を述べる こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

心理学の成り 立ち　1

福祉と 心理学　2

多職種連携・ チーム支援3

心と 身体・ 感情4

心の健康（ ス ト レ ス と 心の働き ）5

人の個性と 性格6

心理アセス メ ント 　7

心の病8

人の発達のみちすじ １9

人の発達のみちすじ 2　10

人の発達のみちすじ 311

家族関係の心理学　12

集団と 個人13

知性を探る 114

知性を探る 215

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業終了時に， 振り 返り のラ イ ティ ングを行う 。 講義の中に体験的要素を盛り 込む。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

授業中に提示する 「 次回のテーマ」 について考えておく こ と （ 15ｈ ）準備

学修

事後

学修

授業中に提示し た参考文献や参考視聴覚教材を読んだり 視聴し たり する こ と （ 30ｈ ）

教科書

大谷真弓・ 安立奈歩・ 河野伸子著「 授業で使える 心理学ワ ーク ブッ ク 　 改訂版」 北樹出版　 2014年

参考書

講義中に提示する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

提出課題

学期末試験

45% ○

55% ○

注意事項
なし

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:n-kawano@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

河野　 伸子（ 公認心理師， 臨床心理士）
教員の実務

経験

アセス メ ント や具体例など 実践経験を活かし た視点から 教示する

実務経験を

いかし た教

育内容



H010A304

ナン バリ ン グ

社会心理学（ 社会・ 集団・ 家族心理学B) ( Soci al  psychol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

対面

必修 2 2・ 3年
福祉健康科学

部
後期

氏名  中里　 直樹

E-mai l    nakazat o-naoki @oi t a-u. ac. j p   内線   7530

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

日常生活の事例を引き 合いに出し ながら ， 対人認知・ 対人魅力， リ ーダーシッ プ， 援助行動， 文化など ， 社会心理学の理論やモデルの考察を試み， 社会的な問題の解決に必

要な知識と 技能を習得する 。

目標1

目標2

目標3 社会心理学の理論やモデルに基づき ， 社会的な問題の解決方法を提案でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

社会心理学の意義と 研究法を理解し ， 説明でき る 。

社会心理学の理論やモデルを， 日常生活における 自身の社会的行動と 他者への支援活動に関係づける こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

社会心理学の定義およ び研究法1

援助行動と ソ ーシャ ル・ サポート2

社会的自己 ( 1) :  自己知識と 自尊心， 自己意識3

社会的自己 ( 2) :  自尊心の維持・ 高揚のメ カニズム， 自己呈示4

社会的態度 ( 1) :  態度の形成と 変容5

社会的態度 ( 2) :  説得的コ ミ ュ ニケーショ ン6

社会的認知 ( 1) :  対人認知と 原因帰属7

社会的認知 ( 2) :  推論・ 帰属の誤り と バイ アス8

対人魅力と 対人関係 ( 1) :  初期的関心9

対人魅力と 対人関係 ( 2) :  対人関係・ 家族関係の発展・ 持続・ 危機10

集団・ 組織 ( 1) :  集団の特徴と 機能， 集団への同調11

集団・ 組織 ( 2) :  リ ーダーシッ プの理論， 服従と 抵抗12

集団・ 組織 ( 3) :  集団間葛藤， リ ーダーシッ プの実際13

文化・ 社会と Wel l -bei ng ( 1) :  個人主義・ 集団主義と 文化的自己観14

文化・ 社会と Wel l -bei ng ( 2) : 社会生態学的環境と Wel l -bei ng15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回の授業でミ ニッ ツ ペーパーに取り 組んでも ら い， 提出を求める 。 ミ

ニッ ツ ペーパーに書かれた質問に対し ては， 次回の授業時に返答する 。

適宜， グループ・ ディ ス カッ ショ ンも 取り 入れる 。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配布資料や参考文献等の情報を必要に応じ て予習する （ 15h）準備

学修

事後

学修

授業で学習し たこ と を 配布資料等も 用いて復習し ， ミ ニッ ツ ペーパーを執筆する ( 15h) 。 15回分の授業内容の総合的理解及び考察に努め， 社会心理学の理論及

びその日常生活への適用について考察する ( 15h) 。

教科書

・ 教科書は指定し ない。 適宜， 資料を配布する 。

参考書

・ 「 新・ く ら し の社会心理学」  小川一夫編著 ( 1995)  北大路書房

・ 「 英語で学ぶ社会心理学」  大坪庸介， アダム・ ス ミ ス 著 ( 2017)  有斐閣ブッ ク ス

・ Kassi n,  S. ,  Fei n,  S. ,  & Markus,  H.  R.   ( 2020)   Soci al  Psychol ogy ( 11t h ed. ) .  Wadswor t h Publ i shi ng.

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

授業への積極的参加（ ラ イ ティ ング課題や質問など ）

期末試験

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
令和2年度（ 2020年度） 以降の入学生にと っては2年次科目。 令和元年度（ 2019年度） 以前の入学生にと っては3年次科目。

備考
【 地域創生教育科目】

リ ン ク
URL

mailto:nakazato-naoki@oita-u.ac.jp


H020P301

ナン バリ ン グ

ラ イ フ サイ ク ルの心理学（ 発達心理学A) ( Li f e-span Devel opment al  Psychol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

対面

必修 2 １
福祉健康科学

部
後期

氏名  河野　 伸子

E-mai l    n-kawano@oi t a-u. ac. j p   内線   7612

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

人間の一生における 胎児期から 老年期・ 死ま での発達段階的な諸問題について， ま た発達と 人生， 世代間交流など 人生の時間軸に関わる 諸問題について， 発達心理学的な観

点から 解説する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○ ○

人の一生の各発達段階における 発達的特徴（ 認知機能， 感情・ 社会性， 対人関係の発達， 発達課題と 躓き 等） を説明でき る

現代における 諸問題に対し て， 人間の心の発達過程と 自己と 他者の関係性の視点から 考察し ， 支援方法について提案でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス1

生涯発達心理学と は2

乳児期の発達3

乳児期の問題（ 虐待等）4

幼児期の発達5

幼児期の問題（ 発達障害など の非定型発達等）6

児童期の発達7

児童期の問題（ いじ め等）8

青年期の発達9

青年期の問題（ 不登校等）10

成人期の発達11

成人期の問題（ ひき こ も り 等）12

高齢期の発達13

高齢期の問題（ 認知症等）14

開発教育， 臨床的アプロ ーチ15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教科書の事例を用いてグループディ ス カッ ショ ンを行い， 理解を深める

。

授業の終わり に， 振り 返り のラ イ ティ ングを行う 。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

授業中に提示する 「 次回のテーマ」 について考えてく る こ と 。 グループワ ーク の回の前には， 事前に事例を読み込んでおき ， 設問について考えてく る こ と 。

（ 15h）
準備

学修

事後

学修

毎回授業中に提示する 参考文献や参考視聴覚教材を読んだり 視聴し たり する こ と 。 （ 30h）

教科書

渡辺弥生・ 榎本淳子「 発達と 臨床の心理学」 ナカニシヤ出版　 2012年

参考書

講義中に適宜提示する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

学期末試験

提出課題

55% ○ ○

45% ○

注意事項
なし

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:n-kawano@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

公認心理師， 臨床心理士
教員の実務

経験

各発達段階における 諸問題を取り 上げる 際、 ま た、 教科書にある 事例解説の際には、 実務経験に基づく 解説を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H020P513

ナン バリ ン グ

健康心理学（ 健康・ 医療心理学A) ( Heal t h Psychol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

*大分を 創る科目

授業形式

対面

必修 2 1
福祉健康科学

部
後期

氏名  増田成美

E-mai l    @oi t a-u. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

ス ト レ ス と 心身の疾病と の関係など ， 心の仕組みと 働き に関する 知識を身に着け， 心身の健康を維持する ために必要な知識と 技術を学ぶ。 医療・ 福祉・ 教育・ 産業等の現場

の心理社会的課題を知り ， 各療育において必要な心理支援について学ぶ。 災害時に必要な心理に関する 支援について学ぶ。

目標1

目標2

目標3 災害時に必要な心理支援について概説でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○

○ ○ ○

ス ト レ ス と 心身のマネジメ ント について概説でき る 。

医療現場及びさ ま ざま な保健現場における 心理職の仕事， 心理社会的課題， 必要な支援について概説でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン／ラ イ フ サイ ク ルと 心の健康1

ス ト レ ス と 心身の疾病と の関係2

精神科における 公認心理師の活動3

チーム医療と 多職種連携・ 心理職の業務と 法律と 倫理4

様々な保健現場における 心理社会的問題と 支援①： 妊娠・ 出産・ 育児期の母子対する 支援5

様々な保健現場における 心理社会的問題と 支援②： 子ど も の心理発達と 支援， 児童虐待について6

様々な保健現場における 心理社会的問題と 支援③： 福祉・ 産業の現場について7

ひき こ も り 支援8

自殺対策9

ス ト レ ス マネジメ ント ： コ ーピ ングと 予防10

睡眠と 健康について11

抑う つについて： 抑う つに対する アプロ ーチ12

不安について： 不安・ ト ラ ウ マに対する アプロ ーチ13

ポジティ ブ心理学14

災害時の心理と 支援15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

ミ ニッ ツペーパー， グループディ ス カッ ショ ン， 体験活動を取り 入れる

。 対人援助職と し て活動する 際に， 心理師の役割を理解し ， 心理教育な

ど の支援に役立つ知識を体験的に身に着ける 。

心理職と し ての経験や事例を交えて講義を行う こ と ， 現場で実

践さ れている こ と を講義の中に取り 入れる こ と で， 心理職の活

動について具体的イ メ ージを持って学ぶこ と ができ る 。
○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書や参考文献から ， 各回における テーマについて予習する （ 15h） 。準備

学修

事後

学修

配布資料や教科書， 参考文献を用いて復習する （ 30h） 。

教科書

丹野義彦（ 編集） ， 野島一彦・ 繁桝算男（ 監修） ， 『 公認心理師の基礎と 実践⑯ [ 第16巻] 　 健康・ 医療心理学』 ， 遠見書房， 2021

資料も 配布する 。

参考書

・ 福島哲夫（ 編集責任） 『 公認心理師必携テキス ト 』 改訂第2版　 株式会社学研メ ディ カル秀潤社， 2020

・ 古賀恵理子・ 今井たよ か（ 編著） 『 公認心理師の基本を 学ぶテキ ス ト 16　 健康・ 医療心理学　 ウ ェ ルビ ーイ ン グ の心理学的支援のために』 　 ミ ネルヴ ァ 書房

， 2022　 　 その他講義中に紹介する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

ミ ニッ ツ ペーパーの提出

睡眠日誌の作成

期末試験

50% ○ ○ ○

10% ○

40% ○ ○

注意事項
なし

備考
なし

リ ン ク
URL



○

担当教員の

実務経験の

有無

公認心理師・ 臨床心理士
教員の実務

経験

臨床心理士なら びに公認心理師の医療・ 福祉の現場における 活動， 心身の健康を保持する ためのス ト レ ス マネジメ ント やト ラ ウ マ治療など の心理支援について， 体

験や事例を交えながら 講義を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H020P501

ナン バリ ン グ

臨床心理学概論( I nt r oduct i on　 t o Cl i ni cal  Psychol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

対面

必修 2 ２ 年
福祉健康科学

部
前期

氏名  古長紗恵

E-mai l    kocho-sae@oi t a-u. ac. j p   内線   7611

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

臨床心理学は、 心理学的な知見をも と に、 人の心の問題に取り 組む学問である 。 本講義では、 臨床心理学の発展の歴史や代表的な技法を概観し 、 臨床心理学における 基本的

な考え方を学ぶ。 加えて、 対象領域における 機能や連携のあり 方など を取り 上げ、 現代の臨床心理学的支援の実際について理解を深める 。

目標1

目標2

目標3 臨床心理学的アセス メ ント や代表的な面接技法について説明でき る

目標4 各発達段階における 臨床心理学的問題と 支援について領域と の関連を含めて説明でき る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○ ○

○

○ ○

臨床心理学の対象領域や基本的な考え方、 その背景にある 発展の歴史について説明でき る

臨床心理学の社会における 機能や連携のあり 方、 関連法規について説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

臨床心理学の定義・ 基本的な考え方、 対象領域1

臨床心理学における 具体的支援と 連携・ 協働、 地域包括ケアにおける 臨床心理学の機能2

臨床心理学の歴史と 発展なら びに現在の動向3

臨床心理学的支援の中で生じ う る 問題と 関連法規およ び倫理4

臨床心理学的アセス メ ント5

精神疾患の基礎知識6

発達障害の基礎知識7

心理療法の理論（ １ ） 精神分析8

心理療法の理論（ ２ ） 行動療法およ び認知行動療法9

心理療法の理論（ ３ ） 人間性心理学およ びカウ ンセリ ング10

各発達段階における 臨床心理学的問題と 支援（ １ ） 乳児期～幼児期11

各発達段階における 臨床心理学的問題と 支援（ ２ ） 児童期12

各発達段階における 臨床心理学的問題と 支援（ ３ ） 思春期・ 青年期13

各発達段階における 臨床心理学的問題と 支援（ ４ ） 中年期～老年期14

災害時の臨床心理学的支援15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

各講義の終わり に講義を振り 返る ラ イ ティ ングを行い、 意見や質問につ

いては次の講義で取り 扱う 。 適宜、 ロ ールプレ イ ングやグループディ ス

カッ ショ ン、 ワ ーク シート も 取り 入れる 。

担当教員の体験や書籍の事例を提示する 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

参考文献、 関連キーワ ード の検索等、 必要に応じ て学習し ておく （ 15h） 。準備

学修

事後

学修

配付資料や参考文献、 関連キーワ ード の検索など で、 復習を行う （ 15h） 。 最終レ ポート に向けての振り 返り や関連資料の検索をする （ 15h） 。

教科書

なし 。 パワ ーポイ ント を使用し 、 ス ラ イ ド 資料を講義ごと に配布する

参考書

講義ごと に紹介する

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

ラ イ ティ ングおよ び提出課題

学期末レ ポート

60% ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○

注意事項
なし

備考
本科目は公認心理師受験資格取得のために必要な科目である 。

リ ン ク
URL

mailto:kocho-sae@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

臨床心理士、 公認心理師
教員の実務

経験

心理支援の実践例に基づき 臨床心理学について具体的に論じ る 。

実務経験を

いかし た教

育内容



 

 

 

チュートリアル科目 

 

 

 

 

 

 

 

 



H010A204

ナン バリ ン グ

チュ ート リ アルⅠ( Tut or i al Ⅰ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

対面

必修 2 2年
福祉健康科学

部
後期

氏名  安藤， 朝井， 片岡， 河上， 紀， 菅田， 川上， 橋本， 工藤， 栄留， 渡邉， 河野， 溝口， 村上， 池永

E-mai l    n-kawano@oi t a-u. ac. j p   内線   7612

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

チュ ート リ アルⅠ～Ⅲを通し て， 座学で学んだ知識が実際の現場でど のよ う に役立つかを学習し ， 課題解決に必要な専門職間の連携と 生活を包括的に支援する マネジメ ント

およ びリ ーダーシッ プ能力を涵養する こ と を目的と する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

コ ース 毎にグループを編成し て， 事例の検討・ 発表を行う 。

専門職と し ての問題解決についてのアプロ ーチ方法を学ぶ。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

事例①提示， 学習項目の抽出1

事例①討議， 発表の準備2

事例①学習成果の発表， ま と め3

事例②提示， 学習項目の抽出4

事例②討議， 発表の準備5

事例②学習成果の発表， 学習のま と め6

事例③提示， 学習項目の抽出7

事例③討議， 発表の準備8

事例③学習成果の発表， 学習のま と め9

事例④提示， 学習項目の抽出10

事例④討議， 発表の準備11

事例④学習成果の発表， 学習のま と め12

事例⑤提示， 学習項目の抽出13

事例⑤討議， 発表の準備14

事例⑤学習成果の発表， 学習のま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

問題解決型学習、 グループ単位での教えあい・ 学びあい、 発表

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

グループで抽出し た学習項目について十分な自己学習をし た上で、 グループ討議に臨むこ と 。

グループ課題が時間内に終わら ない時は、 空いた時間にグループ活動を行う こ と 。 （ 30h）
準備

学修

事後

学修

他のグループの発表や教員によ る 解説を参考に省察し 、 課題の完成度を高める こ と 。 （ 15h）

教科書

特に指定し ない

参考書

特に指定し ない

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

グループ活動への参加状況

発表

達成度確認テス ト （ 学習成果物、 レ ポート 等）

30% ○ ○

30% ○ ○

40% ○

注意事項
なし

備考
・ 事例ごと に、 司会者・ 書記を選出する 。 司会者と 書記は毎回変更する こ と 。

・ 発表についても 、 事例ごと に発表者を変更する こ と 。

リ ン ク
URL

mailto:n-kawano@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士、 社会福祉士、 臨床心理士・ 公認心理師、 看護師・ 保健師、 医師
教員の実務

経験

グループ学習を通じ て、 学生が専門的知識を深め、 問題解決についてのアプロ ーチ方法を学ぶ。

チュ ータ ーである 教員は学習のフ ァ シリ テータ ーと し て参加し 、 議論の経過を見守り つつ、 必要に応じ て助言・ 指導を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H010A305

ナン バリ ン グ

チュ ート リ アルⅡ( Tut or i al  Ⅱ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

対面

必修 2 ３
福祉健康科学

部
後期

氏名  萬井， 田中， 阿南， 橋本， 工藤， 栄留， 渡邉， 河野， 溝口， 村上， 池永， 岩野

E-mai l    t -mi zo@oi t a-u. ac. j p   内線   7522

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

チュ ート リ アルⅠ～Ⅲを通し て、 座学で学んだ知識が実際の現場でど のよ う に役立つかを学習し 、 課題解決に必要な専門職間の連携と 生活を包括的に支援する マネージメ ン

ト およ びリ ーダーシッ プ能力を涵養する こ と を目的と する 。

目標1

目標2

目標3 グループ学習の成果を発表する 。

目標4 チームアプロ ーチの全体性について説明でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

グループで抽出し た学習項目にそった自己学習を行う 。

グループ活動に積極的に参加する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

事例①-1提示、 学習項目の抽出1

事例①-1討議、 学習のま と め　 　 　 　 　 　 　2

事例①-2提示、 学習項目の抽出3

事例①-2討議、 発表準備4

事例①　 　 学習成果の発表、 質疑応答、 教員によ る 解説5

事例②-1提示、 学習項目の抽出6

事例②-1討議、 学習のま と め　 　 　 　7

事例②-2提示、 学習項目の抽出8

事例②-2討議、 発表準備　9

事例②　 　 学習成果の発表、 質疑応答、 教員によ る 解説10

事例③-1提示、 学習項目の抽出11

事例③-1討議、 学習のま と め　 　 　12

事例③-2提示、 学習項目の抽出13

事例③-2討議、 発表準備14

事例③　 　 学習成果の発表、 質疑応答、 教員によ る 解説15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

問題解決型学習

3コ ース 合同のグループ単位によ る 教えあい・ 学びあい、 発表、 全体で

の討議

3コ ース 合同のグループ編成と する こ と で他の専門領域への理解

が深ま り ， 多角的視点をも って発展的に討議する こ と ができ る

。
○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

グループで抽出し た学習項目について十分な自己学習をし た上で、 話し 合いに臨むこ と 。

グループ課題が時間内に終わら ない時は、 空いた時間にグループ活動を行う こ と 。 （ 30h）
準備

学修

事後

学修

他のグループの発表や教員によ る 解説を参考に省察し 、 課題の完成度を高める こ と 。 （ 15h）

教科書

特に指定し ない。

参考書

特に指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

グループ活動の参加状況

発表

達成度確認テス ト （ 学習成果物、 レ ポート 等）

30% ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

40% ○ ○

注意事項
なし 。

備考
・ １ ～4コ マの全てのグループ活動において、 司会者・ 書記を選出する 。 司会者と 書記は毎回変更する こ と 。

・ ５ コ マ目の発表について、 事例ごと に発表者を変更する こ と 。

リ ン ク
URL

mailto:t-mizo@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士、 社会福祉士、 臨床心理士・ 公認心理師， 看護師・ 保健師， 医師
教員の実務

経験

チュ ータ ーである 教員は学習のフ ァ シリ テータ ーと し て参加し 、 議論の経過を見守り つつ、 必要に応じ て助言・ 指導を行う 。 事例作成者である 教員は、 各専門資格

によ る 実地の臨床経験に基づいた知識、 考え方を提供する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H010A305

ナンバリング
チュートリアルⅢ(TutorialⅢ)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野） 授業形式
対面

必修 2 ３年
福祉健康科学

部
後期 火2

氏名  萬井，田中，阿南，橋本，工藤，栄留，渡邉，河野，溝口，村上，池永，岩野

E-mail   t-mizo@oita-u.ac.jp   内線   7522

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

チュートリアルⅠ～Ⅳを通して、座学で学んだ知識が実際の現場でどのように役立つかを学習し、課題解決に必要な専門職間の連携と生活を包括的に支援するマネージメン
トおよびリーダーシップ能力を涵養することを目的とする。

目標1

目標2

目標3グループ学習の成果を発表する。

目標4チームアプローチの全体性について説明できる。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

グループで抽出した学習項目にそった自己学習を行う。

グループ活動に積極的に参加する。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

事例①-1提示、学習項目の抽出1

事例①-1討議、学習のまとめ　　　　　　　2

事例①-2提示、学習項目の抽出3

事例①-2討議、発表準備4

事例①　　学習成果の発表、質疑応答、教員による解説5

事例②-1提示、学習項目の抽出6

事例②-1討議、学習のまとめ　　　　7

事例②-2課題提示、学習項目の抽出8

事例②-2討議、発表準備　9

事例②　　学習成果の発表、質疑応答、教員による解説10

事例③-1提示、学習項目の抽出11

事例③-1討議、学習のまとめ　　　　　　　12

事例③-2提示、学習項目の抽出13

事例③-2討議、発表準備14

事例③　　学習成果の発表　、質疑応答、教員による解説　15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

問題解決型学習
3コース合同のグループ単位による教えあい・学びあい、発表、全体で
の討議

3コース合同のグループ編成とすることで他の専門領域への理解
が深まり、多角的視点をもって発展的に討議することができる
。

○

ラ
ー
ニ
ン
グ

○

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

グループで抽出した学習項目について十分に自己学習したうえで、話し合いに臨むこと。
グループ課題が時間内に終わらない時は、空いた時間にグループ活動を行うこと。（30h）

準備
学修

事後
学修

他のグループの発表や教員による解説を参考に省察し、課題の完成度を高めること。（15h）

教科書

特に指定しない。

参考書

特に指定しない。

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

グループ活動の参加状況

発表

達成度確認テスト（学習成果物、レポート等）

30% ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

40% ○ ○

注意事項

備考
・１～4コマの全てのグループ活動において、司会者・書記を選出する。司会者と書記は毎回変更すること。
・５コマ目の発表について、事例ごとに発表者を変更すること。

リンク
URL



○
担当教員の
実務経験の
有無

理学療法士、社会福祉士、臨床心理士・公認心理師、看護師・保健師、医師
教員の実務
経験

チューターである教員は学習のファシリテーターとして参加し、議論の経過を見守りつつ、必要に応じて助言、指導を行う。事例作成者である教員は、各専門資格
による実地の臨床経験に基づいた知識、考え方、連携のあり方等を提供する。

実務経験を
いかした教
育内容



H010A402

ナン バリ ン グ

チュ ート リ アルⅢ( Tut or i al  Ⅲ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野） 授業形式

対面

必修 1 4年

福祉健康科学

部　 /全コ ー

ス

後期

氏名

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

チュ ート リ アルⅢでは、 福祉健康科学部における 理学療法、 社会福祉、 心理学各コ ース に加えて、 医学部医学科、 看護科と 合同にて症例検討、 討議を行う 。 チュ ート リ アル

Ⅰ～Ⅱを通し て、 座学で学んだ知識が実際の現場でど のよ う に役立つかを学習し 、 課題解決に必要な専門職間の連携と 生活を包括的に支援する マネージメ ント およ びリ ーダ

ーシッ プ能力を涵養する こ と を目的と する 。 ま た地方自治体における 各種地域ケア会議を見学する こ と によ り 、 各専門職を目指す立場と し て地域包括ケアへの参加、 貢献方

法について学ぶ。 合同演習では医学部と 合同で5専門領域によ る 演習を行い、 多職種連携について学ぶ。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

実際の地域ケア会議を見学し 、 会議の進め方や各専門職の役割分担、 各専門職連携によ る 生活全体への支援の実際を学ぶ

福祉健康科学部と 医学部合同で、 模擬的な地域ケア会議を総合的に実施し 、 自己の課題を見つけ今後の学修につなげる 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

模擬地域ケア会議①1

模擬地域ケア会議②2

模擬地域ケア会議③3

模擬地域ケア会議④4

学内グループワ ーク （ 医学部と 合同） ： 事例提示、 討議5

学内グループワ ーク （ 医学部と 合同） ： 発表準備6

学内グループワ ーク （ 医学部と 合同） ： 発表　7

学内グループワ ーク （ 医学部と 合同） ： 討議、 ま と め・ 解説8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実際の地域ケア会議見学によ り 、 こ れま で身につけた知識の応用、 ま た

現場の問題と の相違について体験する 。

学内グループワ ーク （ 医学部と 合同） では、 各5専門領域が集ま り 、 一

つの症例に対し て討議、 検討を行う こ と で、 よ り 実践的に地域包括ケア
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

学内グループワ ーク （ 医学部と 合同） においては、 事例シート を事前に配布し 、 その症例に対し て予習を行う （ 8h）準備

学修

事後

学修

地域ケア会議見学、 学内グループワ ーク で学んだ事例において、 それぞれの役割分担、 他職種と の連携について知識をま と める （ 15h）

教科書

特に指定し ない。

参考書

特に指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

グループ活動の参加状況

事例発表なら びに発表用資料

レ ポート

30% ○ ○

30% ○ ○

40% ○ ○

注意事項
積極性をも って地域ケア会議見学に参加する こ と 。

5専門領域によ る グループワ ーク においても 積極的にディ ス カッ ショ ンに参加し 、 症例における 各専門領域の役割について説明する こ と 。

備考
新型コ ロ ナウ ィ ルス 感染症の流行状況によ っては， 内容、 開催方法が変更になる 可能性があり ま す。

リ ン ク
URL



○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士、 社会福祉士、 臨床心理士、 医師、 看護師、 保健師、 医師の各専門資格を有し ており 、 長年の臨床経験を有す。
教員の実務

経験

各専門資格によ る 実地の臨床経験に基づいた知識、 考え方、 ま た連携のあり 方を提供する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H010A402

ナンバリング
チュートリアルⅣ(TutorialⅣ)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野） 授業形式
対面

必修 1 4年
福祉健康科学
部　/全コー

ス
後期 他

氏名  朝井，片岡，河上，兒玉，徳丸，阿南，紀，菅田，萬井，安藤，川上，田中，橋本，工藤，栄留
，渡辺，河野，溝口，村上，池永，岩野

E-mail   kodm@oita-u.ac.jp　takamine@oita-u.ac.jp  t-mizo@oita-u.ac.jp   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

チュートリアルⅣでは、福祉健康科学部における理学療法、社会福祉、心理学各コースに加えて、医学部医学科、看護科と合同にて症例検討、討議を行う。チュートリアル
Ⅰ～Ⅲを通して、座学で学んだ知識が実際の現場でどのように役立つかを学習し、課題解決に必要な専門職間の連携と生活を包括的に支援するマネージメントおよびリーダ
ーシップ能力を涵養することを目的とする。また地方自治体における各種地域ケア会議を見学することにより、各専門職を目指す立場として地域包括ケアへの参加、貢献方
法について学ぶ。合同演習では医学部と合同で5専門領域による演習を行い、多職種連携について学ぶ。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

実際の地域ケア会議を見学し、会議の進め方や各専門職の役割分担、各専門職連携による生活全体への支援の実際を学ぶ。

福祉健康科学部と医学部合同で、模擬的な地域ケア会議を総合的に実施し、自己の課題を見つけ今後の学修につなげる。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

模擬地域ケア会議①1

模擬地域ケア会議②2

模擬地域ケア会議③3

模擬地域ケア会議④4

学内グループワーク（医学部と合同）：事例提示、討議5

学内グループワーク（医学部と合同）：発表準備6

学内グループワーク（医学部と合同）：発表　7

学内グループワーク（医学部と合同）：討議、まとめ・解説8

9

10

11

12

13

14

15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

実際の地域ケア会議見学により、これまで身につけた知識の応用、また
現場の問題との相違について体験する。
学内グループワーク（医学部と合同）では、各5専門領域が集まり、一
つの症例に対して討議、検討を行うことで、より実践的に地域包括ケア○

○

ラ
ー
ニ
ン
グ

○

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

学内グループワーク（医学部と合同）においては、事例シートを事前に配布し、その症例に対して予習を行う（8h）準備
学修

事後
学修

地域ケア会議見学、学内グループワークで学んだ事例において、それぞれの役割分担、他職種との連携について知識をまとめる（15h）

教科書

特に指定しない。

参考書

特に指定しない。

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

グループ活動の参加状況

事例発表ならびに発表用資料

レポート

30% ○ ○

30% ○ ○

40% ○ ○

注意事項
積極性をもって地域ケア会議見学に参加すること。
5専門領域によるグループワークにおいても積極的にディスカッションに参加し、症例における各専門領域の役割について説明すること。

備考
新型コロナウィルス感染症の流行状況によっては，内容、開催方法が変更になる可能性があります。

リンク
URL



○
担当教員の
実務経験の
有無

理学療法士、社会福祉士、臨床心理士、医師、看護師、保健師、医師の各専門資格を有しており、長年の臨床経験を有す。
教員の実務
経験

各専門資格による実地の臨床経験に基づいた知識、考え方、また連携のあり方を提供する。
実務経験を
いかした教
育内容



 

 

 

コース専門科目 
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H020B111

ナン バリ ン グ

解剖学Ⅰ( Anat omy I )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎系

授業形式

対面

選択（ 理学療

法コ ースは必

修）

1 1
福祉健康科学

部
前期

氏名  紀　 瑞成， 河上敬介

E-mai l    j i @oi t a-u. ac. j p,   kkawakami @oi t a-u. ac. j p   内線   7973（ 紀） ,  7735（ 河上）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 人体構造を理解する ためには， 細胞生物学， 組織学， 肉眼解剖学そし て発生学と いう 形態学の様々なレ ベルでの知識が必要である 。 本講義では， こ れら の学問を有機的に

関連づけながら 学習する 。 ま た， 理学療法に重要と なる 骨， 関節・ 靭帯， 筋については， 詳細な構造と と も に働き も 学び， 他の器官と の共通性と 相違性について理解を深め

る 。 さ ら に， 機能的， 臨床的な関連性も 含め講義する こ と で， 理学療法における 解剖学の重要性を理解する 。 なお骨については， 体表から 触知でき る ラ ンド マーク に関し て

も 学習する 。

目標1

目標2

目標3 細胞と 組織の基本的構造およ び機能について説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

人体の基本的構造について形態学の様々なレ ベルを説明でき る 。

骨， 筋， 関節など の運動器系について、 その詳細な構造、 基本的な働き ， 他の器官と の共通性と 相違性について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

解剖学序論　 解剖学用語， 細胞・ 組織・ 器官・ 器官系（ 河上）1

人体発生学　 発生の概論（ 胚子・ 器官系・ 胎児） （ 紀）2

組織学総論（ 上皮組織, 結合組織―軟骨組織・ 骨組織） （ 紀）3

組織学総論（ 筋組織―骨格筋・ 心筋・ 平滑筋， 神経組織， 皮膚） （ 紀）4

組織学各論（ 消化器―肝臓・ 膵臓・ 胃・ 小腸） （ 紀）5

組織学各論（ 呼吸器―肺・ 気管， 内分泌器―甲状腺・ 副腎） （ 紀）6

組織学各論（ 循環器―心臓・ 動脈・ 静脈， 造血組織， リ ンパ組織） （ 紀）7

組織学各論（ 泌尿器―腎臓， 生殖器―精巣・ 卵巣） （ 紀）8

組織学各論（ 大脳・ 脊髄） （ 紀）9

骨学総論（ 河上）10

骨学各論（ 河上）11

関節学（ 河上）12

筋学概論（ 河上）13

筋学各論（ 河上）14

体表解剖学総論（ ラ ンド マーク ） （ 河上）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習、 小テス ト 学生がよ り 深く 学ぶための工夫： オリ ジナルの写真等の資料や

模型を用いて解説する 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前にテキス ト をよ く 読んでおく 。 （ 約１ 時間）準備

学修

事後

学修

　 医学に用いる 用語を初めて学ぶ講義と なる 。 解剖学用語の意味が理解でき ないと ， 理学療法学の情報の入手は困難と なる 。 そのために英単語を記憶し た時と

同様に， 解剖学用語の記憶に費やする 時間外学習は必須である 。 （ 約２ 時間）

教科書

野村嶬編『 標準理学療法学・ 作業療法学専門基礎分野解剖学　 第5版』 （ 医学書院， 2020） ， 牛木辰男『 入門組織学　 改訂第2版』 （ 南江堂， 2013）

参考書

金子丑之助原著『 日本人体解剖学』 19版上巻, 下巻（ 南山堂, 2000） 伊藤隆『 組織学　 改訂19版』 （ 南山堂， 2005） A. L. Ki er szenbaum, 内山安男訳『 組織細胞生物学』

( 南江堂, 2006)  Sobot t a, 藤田, 石村訳『 実習人体組織学図譜第5版』 ( 医学書院, 2005)  石村和敬,  井上貴央監訳『 最新カラ ー 組織学』 （ 西村書店， 2007） T. W. Sadl er

著,  安田峯生 ( 訳) 　  『 ラ ングマン人体発生学』  （ メ ディ カルサイ エンス イ ンタ ーナショ ナル， 2010）

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

講義中に実施する 小テス ト

期末試験

30% ○ ○ ○

70% ○ ○ ○

期末試験は60点以上を合格と する 。

注意事項
他学部と の関係で， 定めら れた曜日・ 時限以外の開講も ある ので、 講義１ 回目に渡す日程表に従って授業計画をたてる こ と 。

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:ji@oita-u.ac.jp
mailto:kkawakami@oita-u.ac.jp


H020B121

ナン バリ ン グ

病理学( Pat hol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎系

授業形式

対面

理学療法コ ー

ス： 必修， そ

の他のコ ース

： 選択

1 １
福祉健康科学

部
後期

氏名  守山　 正胤

E-mai l    mmor i yam@oi t a-u. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

医療の現場で患者と 関わる ためには、 個々の患者の病気についての深い理解が必須である 。 病理学と は病気の成り 立ちを明ら かにする 学問であり 、 従って本授業では疾患の

病気の成り 立ち（ 病因） と 病態を正し く 理解する こ と を目的と する 。 そし て医療現場における 病理学の果たす役割を理解する こ と を目的と する 。

目標1

目標2

目標3 医療現場における 病理診断学の役割を理解し 、 各疾患の組織学的特徴を説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

病理学総論で扱う 細胞傷害、 炎症、 免疫、 循環障害、 感染症、 先天異常、 腫瘍、 生活習慣病、 難病の病因・ 病態を説明でき る 。

病理学各論で扱う 各臓器の疾患の病因・ 病態を説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

病理学と はなにか1

細胞傷害2

炎症3

免疫4

循環障害5

先天異常・ 遺伝性疾患6

感染症7

生活習慣病8

腫瘍9

各論（ 循環器、 呼吸器疾患）10

各論（ 神経疾患）11

各論（ 消化器疾患）12

各論（ 内分泌・ 代謝疾患）13

各論（ アレ ルギー疾患、 膠原病）14

各論（ 血液・ 造血器疾患）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

疾病の理解に不可欠な病理学総論の知識を国際的に定評のある 教科書を

活用し て深く 理解し 、 各論で学ぶ疾病の発症と 進展のメ カニズムの理解

でき る よ う に自ら 学ぶこ と 。

予習、 復習を慣例化さ せる こ と によ り 学力向上を図る 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

必ず事前に予習をし てく る こ と （ １ ５ ｈ ）準備

学修

事後

学修

講義前に前回講義のアチーブメ ント 小テス ト を多く 実施する ので復習をし っかり する こ と （ ３ ０ ｈ ）

教科書

ロ ビンス 基礎病理学　 原書10版 丸善出版 Kumar ,  Abbas,  Ast er   監訳　 豊國伸哉、 高橋雅秀 2022年1月

参考書

ダイ ナミ ッ ク 病理学（ 西村書店） 山川光徳、 鈴木利光、 吉野正　 2010年　 12月

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

筆記試験 100% ○ ○ ○

注意事項
なし

備考
学生がよ り 深く 学ぶための工夫と し て一方的な講義ではなく 、 学生と di scussi on し ながら 学生の理解を導く よ う な授業のやり 方をし ていま す

リ ン ク
URL

mailto:mmoriyam@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

医師
教員の実務

経験



H020B122

ナン バリ ン グ

人間発達学( Human Devel opment )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎系

授業形式

対面

必修 1 1

福祉健康科学

部理学療法コ

ース

後期

氏名  紀　 瑞成， 徳丸　 治

E-mai l    j i @oi t a-u. ac. j p,   ost okuma@oi t a-u. ac. j p   内線   7973（ 紀） ,  7972（ 徳丸）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 福祉健康科学部の学生は， 将来， さ ま ざま な年齢の人々を対象と し た地域包括ケアを担う こ と が期待さ れている 。 こ の授業は， 受精から 出生， 小児を経て成人し ， やがて

加齢から 死に至る 過程を理解する こ と を目的と する 。

目標1

目標2

目標3 加齢に伴う 人体機能の変化について説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

受精から 出生ま での成長と 発達について説明でき る 。

出生から 思春期に至る ま での小児の成長と 発達について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

生殖子形成（ 紀）1

排卵、 着床（ 紀）2

二層性胚盤、 三層性胚盤（ 紀）3

胚子期（ 紀）4

胎児期、 胎膜・ 胎盤（ 紀）5

胎児の血液循環（ 紀）6

中枢神経発生の概略と ま と め（ 紀）7

新生児期（ 徳丸）8

乳児期（ 徳丸）9

幼児期（ 徳丸）10

学童期（ 徳丸）11

思春期（ 徳丸）12

青年期・ 老年期（ 徳丸）13

髄鞘形成（ 徳丸）14

ま と め（ 徳丸）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教員が一方的に話すだけになら ないよ う ， 学生と のdi scussi onを楽し み

ながら 講義を行いたい。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

下記参考図書等を読んで， 講義内容について予習し ておく こ と （ 30h） 。準備

学修

事後

学修

配布資料や参考図書などによ り し っかり と 復習を行う こ と （ 30h） 。

教科書

指定し ない

参考書

T. W. Sadl er著,  安田峯生 ( 訳) 　  『 ラ ングマン人体発生学』  （ メ ディ カルサイ エンス イ ンタ ーナショ ナル， 2010）

内山聖 著　 『 標準小児科学』  第8版　 （ 医学書院， 2013）

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験 100% ○ ○ ○

注意事項
なし

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:ji@oita-u.ac.jp
mailto:ostokuma@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

医師（ 小児科専門医）
教員の実務

経験

臨床や健康管理業務での経験に基いた教育を心掛けたい。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B101

ナン バリ ン グ

情報科学( Stat i st i cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎系

授業形式

対面

必修 1 1

福祉健康科学

部理学療法コ

ース

前期

氏名  徳丸治， 萬井太規， 江島伸興（ 非常勤）

E-mai l    ost okuma   内線   7972

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

理学療法士と し て学術論文や専門書に記さ れた数理統計的な情報を正し く 理解し ， ま た， レ ポート 等に基礎的な記述ができ る こ と を目標と する 。 導入と し て、 理学療法士と

情報科学と の関連性について， 具体例を呈示し てその必要性と 重要性について理解を深める 。 その上で， 医療統計学の専門家を招いて情報科学の基礎から 応用ま で教授する

。 実際のデータ を用いた演習形式を交えて， 実際的な統計学の理解を目指す。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

学術論文や専門書に記さ れた数理統計的な情報を説明でき る 。

レ ポート 等への基礎的な記述ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

導入： 理学療法学における 情報科学（ 萬井）1

資料の整理（ 江島・ 徳丸）2

確率変数と その分布（ 江島・ 徳丸）3

母数の推定（ 江島・ 徳丸）4

標本分布（ 江島・ 徳丸）5

統計的検定論： 二標本検定（ 江島・ 徳丸）6

回帰分析（ 江島・ 徳丸）7

実験計画法（ 江島・ 徳丸）8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

学生一人一人が表計算ソ フ ト を操作する 演習によ り ， 実際的な統計学の

基礎を確実に理解する こ と を目指す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配布資料や参考図書で講義内容の予習を行う こ と （ 30h） 。準備

学修

事後

学修

配布資料や参考図書で講義内容の復習を行う こ と 。 特に配布資料中の課題の答案を作成する こ と （ 30h） 。

教科書

参考書を基に作成し たテキス ト を配布する 。

参考書

浅野長一郎・ 江島伸興　 基本多変量解析， 日本規格協会出版， 1995.

Nobuoki  Eshi ma.  St at i st i cal  Dat a Anal ysi s and Ent r opy,  Spr i nger ,  2020.

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

定期試験

課題レ ポート

50% ○ ○

50% ○ ○

注意事項
集中講義と し て実施する 。

受講時に各自ラ ッ プト ッ プパソ コ ンを持参する こ と （ 表計算ソ フト の使用に慣れておく こ と ） 。

備考

リ ン ク
URL



○

担当教員の

実務経験の

有無

医師、 理学療法士， 高等学校教諭
教員の実務

経験

医師， 理学療法士， 高校教諭と し ての実務経験をも つ教員が， 臨床・ 研究・ 教育経験を生かし ， 情報科学の基礎から 応用ま でを教育する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B103

ナン バリ ン グ

生理学実習( Pr act i cum i n physi ol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎系

授業形式

対面

必修 2 １

福祉健康科学

部理学療法コ

ース

後期

氏名  徳丸治

E-mai l    ost okuma   内線   7972

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

生体の正常機能についての科学である 生理学を学ぶこ と は， 理学療法の基礎と し て重要である 。 生理学の講義において学習し た人体の機能を， 刺激に対する 生体の反応を実

際に観察する こ と によ り ， 真の理解を目指す。

目標1

目標2

目標3 結果に基いて論理的に考察する こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

実習書に基いて正確に実験を行う こ と ができ る 。

観察し た結果を正確に記述し ， 分かり 易く 提示する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン1

カエル坐骨神経の活動電位（ １ ）2

カエル坐骨神経の活動電位（ ２ ）3

ヒ ト 神経の伝導速度（ １ ）4

ヒ ト 神経の伝導速度（ ２ ）5

味覚6

皮膚感覚7

視覚（ 視野）8

聴覚（ 音源定位）9

眼球運動10

脳波11

誘発電位と 事象関連電位12

実習成果発表会準備（ プレ ゼンテーショ ン作成）13

実習成果発表会準備（ プレ ゼンテーショ ン中間チェ ッ ク ）14

実習成果発表会（ 口演ま たはポス タ ーによ る プレ ゼンテーショ ン）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

生理学実習のレ ポート を課す。 実習で得ら れたデータ に基づいた学習グ

ループ内での議論を通じ て， 人体の機能に対する 理解を深める こ と を期

待する 。 自然科学のレ ポート と し て， 一定水準に達する ま で繰り 返し 指

導を行う ので， 積極的な取り 組みを期待する 。
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

実習書を熟読し ， ど のよ う な実習を行う か十分に理解し ておく こ と （ 30h） 。準備

学修

事後

学修

実習で得たデータ を整理し ， 必要な解析を行い， 実習班毎にレ ポート にま と める （ 60h） 。

教科書

特に指定し ない。 下記参考書等の中から 自分にあったも のを用意する こ と 。

参考書

日本生理学会教育委員会監修． 新訂生理学実習書． 南江堂（ 東京， 2013）

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート

実習成果発表会

50% ○ ○ ○

50% ○ ○

注意事項

備考
上記の参考書は担当教員の居室（ 福祉健康科学部研究棟２ 階） で実物を見る こ と ができ ま す。

リ ン ク
URL



○

担当教員の

実務経験の

有無

医師， 元・ 航空自衛隊航空医官， 予備自衛官
教員の実務

経験

臨床や健康管理業務での経験に基いた教育を心掛けたい。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B104

ナン バリ ン グ

生理学( Physi ol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎系

授業形式

対面

必修 2 １

福祉健康科学

部理学療法コ

ース

通年

氏名  徳丸治

E-mai l    ost okuma   内線   7972

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

疾病を理解し てそのリ ハビリ テーショ ンを図る ためには， 人体の正常機能を理解する こ と が不可欠である 。 生体の正常機能についての科学である 生理学を学ぶこ と は， 理学

療法の基礎と し て重要である 。

目標1

目標2

目標3 外部環境に対する 生体の適応の過程である 動物機能について説明する こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

ホメ オス タ シス の過程を説明する こ と ができ る 。

生命を維持する 生体の機能である 植物機能について説明する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

生理学入門： 動物機能と 植物機能， ホメ オス タ シス1

呼吸機能－１ ： 換気機能， ガス 交換2

呼吸機能－２ ： 換気血流比， 呼吸機能の調節3

循環機能－１ ： 心筋の興奮と その伝導， 心臓のポンプ機能4

循環機能－２ ： 血圧の調節， 微小循環5

消化機能－１ ： 消化管運動， 消化管吸収6

消化機能－２ ： 消化液の分泌， 消化管ホルモン7

体液： 細胞内液と 細胞外液， アシド ーシス と アルカロ ーシス8

腎機能： 尿の生成と 体液の調節， 排尿機構9

血液： 赤血球， 白血球， 血小板， 血漿の成分， 凝固10

内分泌－１ ： 内分泌総論11

内分泌－２ ： 内分泌各論12

自律神経： 交感神経と 副交感神経13

生殖： 生殖機能の特徴， 男性生殖機能， 女性生殖機能14

生殖： 性の分化と 発達15

静止膜電位： 平衡電位， 濃度勾配と 電位勾配， ナト リ ウ ムポンプ16

活動電位： 電位依存性Na+チャ ネル， 電位依存性K+チャ ネル， 不応期17

興奮の伝導： 伝導の機序， 有髄線維と 無髄線維18

情報の伝達： シナプス ， 神経伝達物質19

シナプス の可塑性と 神経再生： 長期増強， 長期抑圧， 神経再支配20

骨格筋： 滑走説， 興奮収縮連関， 骨格筋のエネルギー代謝21

自律神経系： 交感神経， 副交感神経22

感覚機能－１ ： 感覚総論， 体性感覚（ 皮膚感覚， 深部感覚）23

感覚機能－２ ： 視覚， 聴覚， 前庭覚24

感覚機能－３ ： 味覚， 嗅覚25

運動機能－１ ： 運動単位， 脊髄反射26

運動機能－２ ： 脳幹反射， 小脳27

運動機能－３ ： 大脳基底核， 大脳皮質運動野28

高次脳機能－１ ： 連合野， 覚醒と 睡眠， 脳波29

高次脳機能－２ ： 学習と 記憶， 情動30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義の冒頭に， 前回の講義内容に関する 発表を課す。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

参考図書等で次回講義内容の予習を行う こ と （ 60h） 。準備

学修

事後

学修

配付資料や参考図書等で講義内容の復習を行う こ と ( 60h) 。

教科書

特に指定し ない。 下記参考書等の中から 自分にあったも のを用意する こ と 。

参考書

・  生理学テキス ト 第9版（ 文光堂,  2022） 大地陸男　 著（ 540頁）

・  標準生理学 第9版（ 医学書院,  2019） 本郷利憲， 廣重力， 豊田順一， 熊田衛 編集（ 1202頁）

・  ギャ ノ ング生理学 原書第26版（ 丸善,  2022） W. F.  Ganong著， 岡田泰伸監修（ 910頁）



成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

定期試験

課題レ ポート

80% ○ ○ ○

20% ○ ○ ○

注意事項
高等学校において数学I I I ， 物理， 化学， 生物を履修し ている こ と を前提と し て講義を行う 。

備考
上記の参考書は担当教員の居室（ 福祉健康科学部研究棟２ 階） で実物を見る こ と ができ る 。

リ ン ク
URL

○

担当教員の

実務経験の

有無

医師， 元・ 航空自衛隊航空医官， 予備自衛官
教員の実務

経験

臨床や健康管理業務での経験に基いた教育を心掛けたい。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B105

ナン バリ ン グ

生化学( Bi ochemi st r y)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎系

授業形式

対面

必修 1 1
福祉健康科学

部
前期

氏名  安部眞佐子　 ・ 　 岩崎香子（ 福・ 非）

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

生活を包括的に支援する ためには、 生命現象の基礎を生体分子から 理解する 必要がある 。 さ ら に生体分子の代謝を理解し 、 健常状態や病態において人体でおこ っている こ と

を想像でき る 力をつける 。 実践を展開する 際に的確な用語で他職種と ディ ス カッ ショ ンでき 、 対象者に説明でき る よ う な応用力のある 生化学的知識を獲得する こ と を目指す

。

目標1

目標2

目標3 恒常性維持のメ カニズムを説明でき る

目標4 病態の生化学を他の科目の学習に応用でき る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

生体分子の種類と 役割を説明でき る 。

生体内の代謝を関連付け、 統合さ れた人体の中でイ メ ージでき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

人体を構成する 化学物質と 細胞1

食物成分の生体への取り 込みと 利用2

安静・ 運動時の生体エネルギーの産出と 利用3

生体と 食物に含ま れる 糖質の種類と 血糖維持4

脂質の細胞レ ベルと 個体レ ベルでの役割5

窒素源と し てのタ ンパク 質6

遺伝情報を伝える ための核酸の代謝と 栄養の関わり7

生体内での酵素の役割と 異常8

細胞間・ 細胞内の情報伝達9

ホルモン・ 生理活性物質と 作用（ １ ） （ 視床下部、 下垂体、 甲状腺、 副甲状腺）10

ホルモン・ 生理活性物質と 作用（ ２ ） （ 膵、 副腎、 性腺、 消化管ホルモン）11

内分泌系異常と 疾病、 体液調節12

ビタ ミ ンの役割と 異常13

ミ ネラ ルの役割と 異常14

生体防御の基本的仕組み15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

復習のための小テス ト を講義中に行う 。

ミ ニッ ツペーパーで知識定着の程度を確認する 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

授業前に教科書の該当箇所を必ず読んでおいてく ださ い（ 1h×15回） 。

教科書②の関連箇所の動画を視聴し ておいてく ださ い（ 1h×15回）
準備

学修

事後

学修

教科書や配布資料を用いて、 授業で学習し た内容を復習し てく ださ い（ 2h×15回） 。

教科書

①  奥恒行、 山田和彦編集　 「 基礎から 学ぶ生化学」 　 改訂第3版（ 南江堂） .  2019年

② 高松研・ 堀内ふき （ 医学映像教育センタ ー） 「 生体のし く み 標準テキス ト  新し い解剖生理」 　 第3版. 　 2020年

参考書

D. Papachr i st odoul ou,  他． 「 エリ オッ ト 生化学・ 分子生物学」 （ 東京化学同人） .  2016年

石崎泰樹、 丸山　 敬（ 監修、 翻訳） 「 イ ラ ス ト レ イ テッ ド 　 生化学」 （ リ ッ ピ ンコ ッ ト シリ ーズ） 原著7版（ 丸善出版） .  2019年

清水孝雄（ 監修、 翻訳） 「 イ ラ ス ト レ イ テッ ド 　 ハーパー生化学」 原著30版（ 丸善出版） .  2016年

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

講義中に実施する 小テス ト

期末試験

30% ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○

講義中に実施する 小テス ト と 期末試験の合格を単位取得の条件と する 。

注意事項
生化学は生理学の内容と 深く 関連し ている ので、 生理学の内容をリ ンク さ せる こ と を念頭に置いて講義に臨んでく ださ い。

備考

リ ン ク
URL



○

担当教員の

実務経験の

有無

安部眞佐子（ 管理栄養士）
教員の実務

経験

大学の保健センタ ーで栄養指導

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

リ ハビリ テーショ ンで必要と さ れる 人体の栄養について考慮し ながら 、 生化学の知識を習得する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B112

ナン バリ ン グ

解剖学Ⅰ実習( Pr act i ce of  Anat omy I )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎系

授業形式

対面

必修 2 1
福祉健康科学

部
前期

氏名  紀　 瑞成， 河上敬介， 川上健二， 菅田陽怜

E-mai l    j i @oi t a-u. ac. j p,  kkawakami @oi t a-u. ac. j p   内線   7973（ 紀） ,  7735（ 河上）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

細胞学・ 組織学実習と 運動器系における 肉眼解剖学実習を行う 。 細胞学・ 組織学実習では， 解剖学I の講義で学んだ細胞や組織の構造を実際にプレ パラ ート 観察によ り 理解

を深める 。 肉眼解剖学実習では， 医学部解剖学教室の協力のも と ， 実際の骨標本や液浸標本を用いて実施する 。 主に， 骨， 関節・ 靭帯， 筋について， 各器官の詳細な形状を

観察し ， その形状の意味を考える 。 さ ら に， 複数遺体における 骨標本や液浸標本を観察し ， 個体ごと の共通点や相違点を学び， 人体の多様性を学習する 。 なお骨に関し ては

， 講義で学んだ体表から 触知でき る 簡単なラ ンド マーク に関し て触察実習を行う 。

目標1

目標2

目標3 運動器系については， 各器官の位置や器官中の各部位の名称を説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

上皮組織・ 結合組織・ 筋組織・ 神経組織の基本構造を説明でき る 。

主な器官の構造的特徴を説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

組織学実習ガイ ダンス （ 組織学実習と は， 顕微鏡の使い方など ） （ 紀）1

組織学実習（ 上皮組織， 結合組織―軟骨組織・ 骨組織） （ 紀）2

組織学実習（ 筋組織―骨格筋・ 心筋・ 平滑筋， 神経組織， 皮膚） （ 紀）3

組織学実習（ 消化器―肝臓・ 膵臓・ 胃・ 小腸） （ 紀）4

組織学実習（ 呼吸器―肺・ 気管， 内分泌器―甲状腺・ 副腎） （ 紀）5

組織学実習（ 循環器―心臓・ 動脈・ 静脈， 造血組織， リ ンパ組織） （ 紀）6

組織学実習（ 泌尿器―腎臓・ 膀胱， 生殖器―精巣・ 卵巣）  （ 紀）7

組織学実習（ 大脳・ 脊髄） （ 紀）8

肉眼解剖学実習ガイ ダンス （ 解剖学実習と は， 解剖学実習の環境と 心得） （ 河上）9

骨学実習（ 1） （ 河上、 川上、 菅田）10

骨学実習（ 2） （ 河上、 川上、 菅田）11

関節学実習（ 1） （ 河上、 川上、 菅田）12

筋学実習（ 1） （ 河上、 川上、 菅田）13

筋学実習（ 1） （ 河上、 川上、 菅田）14

身体部位・ 体表観察（ 河上、 川上、 菅田）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

小テス ト 、 口頭試問、 グループでの共同作業、 グループ発表 人体液浸標本を用いて解説する 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

講義と セッ ト で進めていく ため、 事前にテキス ト を読んでおく こ と 。 （ 約１ 時間）準備

学修

事後

学修

医学に用いる 用語を初めて学ぶ講義と なる 。 解剖学用語の意味が理解でき ないと ， 理学療法学の情報の入手は困難と なる 。 そのためには英単語を覚えた時と 同

様に， 解剖学用語の記憶に費やする ． 時間外学習は必須である 。 （ 約２ 時間）

教科書

野村嶬編『 標準理学療法学・ 作業療法学専門基礎分野解剖学　 第5版』 （ 医学書院， 2020） ， 牛木辰男編『 入門組織学　 改訂第2版』 （ 南江堂， 2013） 河上敬介， 磯

貝香編『 骨格筋の形と 触察法改訂第2版』 （ 大峰閣， 2013）

参考書

J . W. Rohen， 横地千訊共著『 解剖学カラ ーアト ラ ス 第7版』 （ 医学書院， 2012） V.  P.  Er oschenko 著,  相磯貞和 ( 訳) 『 di Fi or e人体組織図譜 原著第11版』 ( 南江堂

2011)

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実習中に実施する 口頭試問

実習中に実施する 小テス ト

期末口頭試問

30% ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

40% ○ ○ ○

注意事項
他学部と の関係で， 定めら れた曜日・ 時限以外の開講も ある ので、 講義１ 回目に渡す日程表に従って授業計画をたてる こ と 。

備考
ス ケジュ ールの詳細に関し ては， 第1回目に提示する 。

リ ン ク
URL

mailto:ji@oita-u.ac.jp
mailto:kkawakami@oita-u.ac.jp


H030B113

ナン バリ ン グ

解剖学Ⅱ( Anat omy Ⅱ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎系

授業形式

対面

必修 1 1
福祉健康科学

部
後期

氏名  紀　 瑞成， 河上敬介

E-mai l    j i @oi t a-u. ac. j p,   kkawakami @oi t a-u. ac. j p   内線   7973（ 紀） ,  7735（ 河上）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 解剖学Ⅰにひき つづき ， 人体の構造についての知識を深める 。 具体的には， 消化器系， 呼吸器系， 循環器系， 泌尿器系， 内分泌器系， 感覚器系， 中枢神経系， 末梢神経系

の諸系統に分けて学習する 。 特に， 神経系に関し ては， その構造と 役割について詳し く 学習する 。 更に， 局所解剖学を主体と し て， 四肢， 体幹の各部位ごと に主に運動器系

， 神経系， 循環器系の位置関係について理解を深める 。 こ れら の講義を通し て, 臨床で必要と さ れる 人体構造の基礎について理解し 、 その面白さ を学習する 。

目標1

目標2

目標3 個々の筋の起始・ 停止・ 神経支配・ 脊髄髄節レ ベル・ 作用を説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

各系統の定義や役割， およ び主な器官の位置や構造を説明でき る 。

四肢， 体幹の各部位ごと に主な運動器系， 神経系， 循環器系の位置関係について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

肩甲部1の局所解剖学（ 河上）1

肩甲部2， 上腕部の局所解剖学（ 河上）2

前腕部の局所解剖学（ 河上）3

胸郭， 体幹前面1の局所解剖学（ 河上）4

体幹前面2， 体幹後面の局所解剖学（ 河上）5

骨盤， 臀部の局所解剖学（ 河上）6

大腿部の局所解剖学（ 河上）7

下腿部の局所解剖学（ 河上）8

内臓学I （ 循環器系・ 呼吸器系） （ 紀）9

内臓学I I （ 消化器系・ 泌尿器系） （ 紀）10

内臓学I I I （ 生殖器系・ 内分泌器系） （ 紀）11

感覚器系概論， 皮膚・ 視覚器・ 平衡聴覚器（ 紀）12

神経系総論　 神経系の区分・ 構成、 髄膜と 脳室系（ 紀）13

中枢神経系概論： 脊髄・ 大脳半球の特徴（ 紀）14

末梢神経系概論, 脊髄神経・ 脳神経・ 自律神経系の特徴（ 紀）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習、 小テス ト 解剖学I I と その実習は時間を区切ら ず， 実物を見ながら 理解を

深める こ と ができ る よ う に進める 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前にテキス ト をよ く 読んでおく 。 （ 約１ 時間）準備

学修

事後

学修

　 医学に用いる 用語を初めて学ぶ講義と なる 。 解剖学用語の意味が理解でき ないと ， 理学療法学の情報の入手は困難と なる 。 そのために英単語を記憶し た時と

同様に， 解剖学用語の記憶に費やする 時間外学習は必須である 。 （ 約２ 時間）

教科書

野村嶬編『 標準理学療法学・ 作業療法学専門基礎分野解剖学　 第5版』 （ 医学書院， 2020）

参考書

小川 鼎三,  森 於菟『 分担解剖学1巻　 改訂第11版』 （ 金原出版， 1950） 平沢興『 分担解剖学2巻　 改訂第11版』 （ 金原出版， 1950） 小川鼎三『 分担解剖学3巻　 改訂

第11版』 （ 金原出版， 1950） Frank H. Net t er著,  相磯貞和( 訳)  『 ネッ タ ー解剖学アト ラ ス  第5版』 （ 南江堂2011)

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

講義中に実施する 小テス ト

期末試験

30% ○ ○ ○

70% ○ ○ ○

期末試験は60点以上を合格と する 。

注意事項
他学部と の関係で， 定めら れた曜日・ 時限以外の開講も ある ので、 講義１ 回目に渡す日程表に従って授業計画をたてる こ と 。

備考
ス ケジュ ールの詳細に関する 説明は， 前期後半に提示する 。

リ ン ク
URL

mailto:ji@oita-u.ac.jp
mailto:kkawakami@oita-u.ac.jp


H030B114

ナン バリ ン グ

解剖学Ⅱ実習( Pr act i ce of  Anat omy Ⅱ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎系

授業形式

対面

必修 2 1
福祉健康科学

部
後期

氏名  紀　 瑞成， 河上敬介， 川上健二， 菅田陽怜

E-mai l    j i @oi t a-u. ac. j p,  kkawakami @oi t a-u. ac. j p   内線   7973（ 紀） ,  7735（ 河上）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

医学部解剖学教室の協力のも と ， 実際の骨標本や液浸標本を用いて実施する 。 具体的には， 消化器系， 呼吸器系， 循環器系， 泌尿器系， 内分泌器系， 感覚器系， 中枢神経系

， 末梢神経系の標本によ り ， 各器官系の構造を詳細に観察し ， 各器官系の役割について考察する 。 ま た， 胸部と 腹部に分けて各器官系同士の位置関係を観察し ， その意味に

ついて考察する 。 更に， 運動器系に関し ては， 四肢， 体幹の各部位における 末梢神経や脈管と の三次元的な位置関係を詳細に観察する と と も に， 生体において触察を行う 体

表解剖学実習を実施する 。

目標1

目標2

目標3 骨・ 筋・ 末梢神経・ 脈管に関し ては体表から 触察でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

各系統間の位置関係を説明でき る 。

各系統を構成する 器官の位置関係や構造を説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

肩甲部（ 1） の構造の観察と 触察（ 河上,  川上、 菅田）1

肩甲部（ 2） 、 上腕部（ 1） の構造の観察と 触察（ 河上,  川上、 菅田）2

上腕部（ 2） 、 前腕部（ 1） の構造の観察と 触察（ 河上,  川上、 菅田）3

前腕部（ 2） の構造の観察と 触察（ 河上,  川上、 菅田）4

胸郭、 内臓の構造の観察と 触察（ 河上,  川上、 菅田）5

体幹前面の構造の観察と 触察（ 河上,  川上、 菅田）6

体幹後面、 骨盤の構造の観察と 触察（ 河上,  川上、 菅田）7

臀部、 大腿部（ 1） の構造の観察と 触察（ 河上,  川上、 菅田）8

大腿部（ 2） の構造の観察と 触察（ 河上,  川上、 菅田）9

下腿部の構造の観察と 触察（ 河上,  川上、 菅田）10

ま と め（ 河上,  川上、 菅田）11

胸腔内臓と 血管（ 心臓・ 肺） の観察（ 紀）12

腹腔内臓と 血管（ 胃・ 腸・ 肝臓・ 膵臓・ 腎臓） の観察（ 紀）13

骨盤腔内臓と 血管（ 子宮・ 卵巣・ 膀胱・ 直腸、 甲状腺・ 副腎など ） の観察（ 紀）14

皮膚・ 視覚器・ 平衡聴覚器の観察（ 紀）15

中枢神経系―脳１ の観察（ 紀）16

中枢神経系―脳２ ・ 脊髄１ の観察（ 紀）17

神経系―脊髄２ ・ 脊髄神経・ 脳神経・ 自律神経系の観察（ 紀）18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

小テス ト 、 口頭試問、 グループでの共同作業、 グループ発表 解剖学I I と その実習は時間を区切ら ず， 実物を見ながら 理解を

深める こ と ができ る よ う に進める 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

講義と セッ ト で進めていく ため、 事前にテキス ト を読んでおく こ と 。 （ 約１ 時間）準備

学修

事後

学修

前半は毎回口頭試問を実施する ため復習が必須である （ 約2時間ほど ） 。

教科書

野村嶬編『 標準理学療法学・ 作業療法学専門基礎分野解剖学　 第4版』 （ 医学書院， 2020） 河上敬介， 磯貝香『 骨格筋の形と 触察法改訂第2版』 （ 大峰閣， 2013）

参考書

坂井建雄『 プロ メ テウ ス 解剖学アト ラ ス 解剖学総論/運動器系 第2版』 （ 医学書院， 2011） ） 坂井建雄『 プロ メ テウ ス 解剖学アト ラ ス  頭頸部/神経解剖  第2版』 （

医学書院， 2014） 坂井建雄『 プロ メ テウ ス 解剖学アト ラ ス  胸部/腹部・ 骨盤部 第2版』 （ 医学書院， 2014） 坂井建雄『 プロ メ テウ ス 解剖学アト ラ ス  口腔・ 頭頸部』

（ 医学書院， 2012） Frank H. Net t er著,  相磯貞和( 訳)  『 ネッ タ ー解剖学アト ラ ス  第5版』 （ 南江堂2011)

mailto:ji@oita-u.ac.jp
mailto:kkawakami@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実習中に実施する 口頭試問

期末口頭試問

40% ○ ○ ○

60% ○ ○ ○

期末試験は60点以上を合格と する 。

注意事項
他学部と の関係で， 定めら れた曜日・ 時限以外の開講も ある ので、 講義１ 回目に渡す日程表に従って授業計画をたてる こ と 。

備考
ス ケジュ ールの詳細に関する 説明は， 前期後半の実習時に提示する 。

リ ン ク
URL



H030B214

ナン バリ ン グ

運動学Ⅰ( Ki nesi ol ogy Ⅰ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎系

授業形式

対面

必修 1 1
福祉健康科学

部
後期

氏名  阿南雅也

E-mai l    anan-masaya@oi t a-u. ac. j p   内線   6115

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

運動学は， 人間の身体運動を科学的に分析する 学問であり ， リ ハビリ テーショ ンの領域の基礎的知識と し て重要な学問である ． 本講義では， 人間の運動を構成する 基礎的な

力学， 関節や筋の構造と 機能など を学ぶ．

目標1

目標2

目標3 上肢帯と 上肢の運動， 下肢帯と 下肢の運動， 頭部・ 体幹の運動を説明でき る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

身体運動の解釈に必要な力学の基礎的知識を説明でき る

生体の構造と 機能を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

運動学と 理学療法1

生体力学の基礎 par t  12

生体力学の基礎 par t  23

生体力学の基礎 par t  34

生体力学の基礎 par t  45

生体の構造と 機能 par t  16

生体の構造と 機能 par t  27

生体の構造と 機能 par t  38

上肢帯と 上肢の運動 par t  19

上肢帯と 上肢の運動 par t  210

下肢帯と 下肢の運動 par t  111

下肢帯と 下肢の運動 par t  212

頭部・ 体幹の運動 par t  113

頭部・ 体幹の運動 par t  214

頭部・ 体幹の運動 par t  315

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業開始時に前回分の小テス ト を行う ．

講義の中でグループディ ス カッ ショ ンを適宜行う ．

実際の臨床での事例など を交える ．

動画の活用， LMS（ Moodl e） を積極的に導入し ， 予習・ 復習をし

やすい環境を整備
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書と 事前にMoodl eにアッ プし た講義資料を用いて予習する ( 30h) ．準備

学修

事後

学修

教科書と Moodl eにアッ プし た講義資料や動画を用いて復習する ( 30h) ．

教科書

中村隆一・ 他： 基礎運動学 第6版補訂， 医歯薬出版， 2012

参考書

藤縄理・ 他： 運動学テキス ト  改訂第2版（ 細田多穂 監修） ． 南江堂， 2015

Neumann DA： 筋骨格系のキネシオロ ジー 原著第3版（ Andrew PD・ 他 監訳） ． 医歯薬出版， 2018

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

学期末試験

小テス ト

70% ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

各定期試験はそれま での出席回数が2/3以上の者にのみ受験資格を有す．

注意事項
やむを得ない理由によ る 授業欠席， 定期試験受験欠席のと き は， 必ず連絡のう え必要な書類を提出する ．

備考
なし

リ ン ク
URL

Moodl e（ 2023後期-火1 運動学Ⅰ） を参照する こ と

mailto:anan-masaya@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

理学療法士と し ての実務経験をも つ教員が， 臨床・ 研究・ 教育経験を生かし て， 理学療法士と し て基礎的知識と し て重要な運動学の教育を行っている ．

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B215

ナン バリ ン グ

運動学Ⅱ( Ki nesi ol ogy Ⅱ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎系

授業形式

対面

必修 1 2
福祉健康科学

部
前期

氏名  阿南雅也

E-mai l    anan-masaya@oi t a-u. ac. j p   内線   6115

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

運動学Ⅰで学んだ身体運動の基本的な力学や関節や筋骨格系の構造・ 機能連関を基に， こ れら の学習を基盤と し た姿勢や歩行など のメ カニズムや， 運動制御に関する 神経学

的， 生理学的な基礎知識についても 学習する ．

目標1

目標2

目標3 運動と 動作の分析方法を説明でき る

目標4 疾病や障害の運動学・ 運動力学的特徴を説明でき る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

姿勢や歩行など のメ カニズムを説明でき る

寝返り や立ち上がり 動作など のメ カニズムを説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

姿勢 par t  11

姿勢 par t  22

歩行と 走行 part  13

歩行と 走行 part  24

歩行と 走行 part  35

生体観察・ 生体力学の基礎 par t  16

生体観察・ 生体力学の基礎 par t  27

運動と 動作の分析 par t  1（ 三次元動作解析）8

運動と 動作の分析 par t  2（ 床反力）9

運動と 動作の分析 par t  3（ 筋電図）10

病態運動学 part  111

病態運動学 part  212

病態運動学 part  313

病態運動学 part  414

病態運動学 part  515

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業開始時に前回分の小テス ト を行う ．

講義の中でグループディ ス カッ ショ ンを適宜行う ．

実際の臨床での事例など を交える ．

動画の活用， LMS（ Moodl e） を積極的に導入し ， 予習・ 復習をし

やすい環境を整備
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書と 事前にMoodl eにアッ プし た講義資料を用いて予習する ( 30h) ．準備

学修

事後

学修

教科書と Moodl eにアッ プし た講義資料や動画を用いて復習する ( 30h) ．

教科書

中村隆一・ 他： 基礎運動学 第6版補訂， 医歯薬出版， 2012

参考書

藤縄理・ 他： 運動学テキス ト  改訂第2版（ 細田多穂 監修） ． 南江堂， 2015

Neumann DA： 筋骨格系のキネシオロ ジー 原著第3版（ Andrew PD・ 他 監訳） ． 医歯薬出版， 2018

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

学期末試験

小テス ト

70% ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○ ○

各定期試験はそれま での出席回数が2/3以上の者にのみ受験資格を有す．

注意事項
やむを得ない理由によ る 授業欠席， 定期試験受験欠席のと き は， 必ず連絡のう え必要な書類を提出する ．

備考
なし

リ ン ク
URL

Moodl e（ 2023前期-木2 運動学Ⅱ） を参照する こ と

mailto:anan-masaya@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

理学療法士と し ての実務経験をも つ教員が， 臨床・ 研究・ 教育経験を生かし て， 理学療法士と し て基礎的知識と し て重要な運動学の教育を行っている ．

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B216

ナン バリ ン グ

運動学実習( Pr act i ce of  Ki nesi ol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎系

授業形式

対面

必須 1 2
福祉健康科学

部
後期

氏名  阿南雅也

E-mai l    anan-masaya@oi t a-u. ac. j p   内線   6115

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

運動学Ⅰおよ び運動学Ⅱで学んだの内容について， 実習を通じ て理解を深める ． 実習は三次元動作解析シス テム， 床反力， 筋電計など を用いて， 身体重心， 関節角度など の

運動学的データ ， 圧中心およ び関節モーメ ント など の運動力学データ ， 筋電図データ の計測と 解析ま で幅広く 行う ． グループにて課題動作を設定し て， 各動作の成り 立ちを

学習する ．

目標1

目標2

目標3 各動作の成り 立ちを計測し たデータ から 説明でき る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

運動と 動作の分析方法を説明でき る

運動と 動作の分析機器を実施でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン1

解析動作課題の決定と 計画立案 par t  12

解析動作課題の決定と 計画立案 par t  23

動作解析実習（ 動作解析・ 筋電図）4

動作解析実習（ 動作解析・ 筋電図）5

動作解析実習（ 動作解析・ 筋電図）6

動作解析実習（ 動作解析・ 筋電図）7

プレ ゼンテーショ ン8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

各種動作の実験を行う ．

そのデータ を元に発表を行う ．
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

運動学Ⅰ・ Ⅱの復習を行う ( 30h) ．準備

学修

事後

学修

実験データ のま と め， 発表の準備を行う ( 30h) ．

教科書

中村隆一・ 他: 基礎運動学 第6版補訂， 医歯薬出版， 2012

参考書

Oat i s CA： オーチス のキネシオロ ジー-身体運動の力学と 病態力学 原著第2版（ 山﨑敦・ 他 監訳） ． ラ ウ ンド フ ォ ラ ッ ト ， 2012

Neumann DA： 筋骨格系のキネシオロ ジー 原著第2版（ 嶋田智明・ 他 監訳） ． 医歯薬出版， 2012

Kapandj i  AI ： カパンジー機能解剖学 全3巻 原著第6版（ 塩田悦仁 監訳） ． 医歯薬出版， 2010

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

グループ活動への参加状況

口頭によ る 実習結果発表

発表会への参加状況

レ ポート

30% ○ ○ ○

25% ○ ○ ○

20% ○ ○ ○

25% ○ ○ ○

注意事項
実験実習終了後にその成果を発表する ． グループ単位での実習のため， 特別な理由なし に休ま ないこ と ．

備考
なし

リ ン ク
URL

Moodl e（ 2022後期-金12 運動学実習） を参照する こ と

mailto:anan-masaya@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

理学療法士と し ての実務経験をも つ教員が， 臨床・ 研究・ 教育経験を生かし て， 理学療法士と し て基礎的知識と し て重要な運動学の教育を行っている ．

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B221

ナン バリ ン グ

薬理学( Pharmacol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎系

授業形式

対面

必修 1 2
福祉健康科学

部

前学期

（ 6月1日

開講）

氏名  徳丸治， 片岡晶志， 兒玉雅明， 石崎敏理（ 医学部）

E-mai l    ost okuma   内線   7972

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

理学療法士と し てリ ハビリ テーショ ンの現場に臨めば， 薬物療法を行っていない患者のリ ハビリ テーショ ンに従事する こ と はま れであろう 。 外来性化学物質の薬物と 生体と

の相互作用を明ら かにし て治療に役立てよ う と する 学問である 薬理学の概要を理解する こ と は， 患者の治療に従事する 一員である 理学療法士と し て不可欠である と いえよ う

。 本講義の前半では， さ ま ざま な薬物の薬理作用と 動態の基本を理解する こ と を目標と する 。 後半では， 内科系と 外科系の臨床で用いら れる 代表的な薬剤について取り 上げ

， 薬物療法を受けている 患者の理学療法の実務と 注意点を取り 上げる 。

目標1

目標2

目標3 アゴニス ト ， アンタ ゴニス ト について説明でき る

目標4 薬物用量作用曲線を説明でき る

目標5 自律神経系の体での役割と その作用薬の機序を説明でき る

目標6 主な中枢神経系作動薬について説明でき る

目標7 妊婦や小児など に対する 薬理作用について説明でき る

目標8 治験の概要について説明でき る

目標9 内科系で用いる 主な薬剤について説明でき る

目標10 外科系で用いる 主な薬物について説明でき る

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○ ○

○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

薬力学の基本的事項を説明でき る

薬物動態の基本的事項を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

薬理学総論： 楽理学の歴史， 薬力学， 薬物動態学（ 医学部・ 石崎）1

自律神経と その作用薬（ 医学部・ 石崎）2

治験， 妊婦と 薬剤， 小児と 薬剤， その他（ 徳丸）3

内科系で用いら れる 薬剤１ ： 消化器， 循環器， 呼吸器， 内分泌， 血液（ 兒玉）4

中枢神経作動薬， 抗精神病薬（ 徳丸）5

内科系で用いら れる 薬剤２ ： 抗感染症薬（ 兒玉）6

外科系で用いら れる 薬剤１ ： 鎮痛薬， 麻酔薬（ 片岡）7

外科系で用いら れる 薬剤２ ： 抗炎症薬， 抗腫瘍薬（ 片岡）8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義内で， 学生同士のグループディ ス カッ ショ ンの時間を設け， 知識の

定着を図る 。

講師の経験し た症例と それに対する 処方を提示し ， 実臨床に即

し た講義を展開する 。

薬理学研究の最前線を紹介し ， 学生のリ サーチマイ ンド を醸成

する 。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

1回あたり 2時間（ 合計14時間）準備

学修

事後

学修

1回あたり 2時間（ 合計14時間）

教科書

「 リ ハベーシッ ク 薬理学・ 臨床薬理学」 内山 靖ほか　 医歯薬出版　 2020年　 2970円　 教科書に沿って授業を進める ので必ず準備する こ と 。

参考書

標準薬理学第7版（ 医学書院,  2015） 6, 500円＋税

カッ ツ ング薬理学 原書10版（ 丸善,  2009） 　 17, 000円＋税

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

定期試験

課題レ ポート

50% ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
1年次に履修し た解剖学， 生理学， 生化学， 病理学をし っかり と 復習し ておく こ と 。

備考
令和5年6月1日よ り 開講（ 全8回）

リ ン ク
URL



○

担当教員の

実務経験の

有無

臨床医（ 整形外科， 消化器内科， 小児科）
教員の実務

経験

実臨床に即し た教育を心掛けたい。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B222

ナン バリ ン グ

臨床医学Ⅰ－１ ( Cl i ni cal  Medi ci neⅠ-1 ( I nt er nal  Medi ci ne) 　 )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎系

授業形式

対面

理学療法コ ー

ス必修
1 2年

福祉健康科学

部
前期

氏名  兒玉雅明

E-mai l    kodm@oi t a-u. ac. j p   内線   6113

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 医学を学ぶ上で疾患、 特に内科領域の疾患は頻度が高く その範囲も 多岐にわたる 。 内科学における 主要疾患の概念， 病因， 症状， 診断法， 治療法など を概説する 。 理学療

法学・ 心理学・ 社会福祉学の専門科目を学ぶ上で必要な疾病に対する 医学的な知識を理解し ， 多面的視野と 総合的判断力を身につける こ と を目標と する 。 消化器疾患・ 循環

器疾患・ 呼吸器疾患・ 神経疾患・ 内分泌異常・ 糖代謝異常・ 膠原病・ 腎臓疾患の主な疾患について病態， 症状， 治療， 予後などを学習する 。

　 リ ハビリ テーショ ンを行う に当たり 、 原疾患と し ての内科学的病態、 発生機序、 症候を理解する と と も に、 内臓疾患に関する 生理、 病態生理を理解し 、 疾患の予防を学び

理解する 。 こ れによ り リ ハビリ テーショ ンにおける 目的、 目標を明確にする 。

目標1

目標2

目標3 臨床医学に関連する 消化器系、 腎泌尿器系、 血液系疾患に関する 病態およ び臨床像を説明でき る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

臨床医学に関連する 循環器系疾患に関する 病態およ び臨床像を説明でき る

臨床医学に関連する 呼吸器系疾患に関する 病態およ び臨床像を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

循環器疾患①　 心不全の病態1

循環器疾患②　 心弁膜症2

循環器疾患③　 先天性心疾患、 心筋症など3

循環器疾患④　 不整脈、 心電図の読み方4

循環器疾患⑤　 虚血性心疾患5

呼吸器疾患①　 呼吸機能と 呼吸器疾患症候6

呼吸器疾患②　 閉塞性換気障害、 拘束性換気障害7

呼吸器疾患③　 呼吸器感染症8

腫瘍学総論　 　 腫瘍総論　 放射線療法など9

呼吸器疾患④　 呼吸器系腫瘍10

消化器疾患①　 上部消化管疾患11

消化器疾患②　 下部消化管疾患12

消化器疾患③　 肝胆膵疾患13

消化器疾患④　 消化器癌114

血液疾患①　 　 造血器腫瘍ほか血液疾患15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

ス ラ イ ド によ る 画像、 動画の供覧。 ま た具体的症例を通じ て病態、 疾患

を考えさ せる 項を設ける 。 重要領域において、 疾患に関する レ ポート を

課す。 実際の症例について調べる こ と によ り 病態、 疾患に関する 理解を

深める 。

講義に関し て、 理解し やすいよ う に各分野のポイ ント を絞った

プリ ント を作成し 配布する 。 教科書ではわかり にく い点をよ り

理解し やすいよ う に工夫する 。 資料内の重要項目は空欄にし 各

自調べる こ と によ り 理解度を高めやすく する 。
○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

次回講義内容の領域について、 教科書、 参考書を用いて概要を把握する ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

講義さ れた内容に関し て、 教科書、 参考書などをも ちい配布さ れた資料の空欄を埋める こ と によ り 完成さ せ、 よ り 知識の理解、 定着を行う ( 15h) 。

教科書

内科学 第4版　  ( シリ ーズ 標準理学療法学・ 作業療法学 専門基礎分野) 、  シリ ーズ監修　 奈良 勲 / 鎌倉 矩子、

編集 前田 眞治、 　 医学書院　 2020年　 I SBN 978-4-260-04290-1

参考書

内科診断学 第3版、 編集 福井 次矢 / 奈良 信雄、 医学書院　 2016年　 I SBN 978-4-260-02064-0、 新臨床内科学［ デス ク 判］ 第10版I SBN978-4-260-03806-5［ ポケ

ッ ト 判］ 第10版 、 監修　 矢崎 義雄、 医学書院　 2020年　 I SBN978-4-260-03807-2、 内科学（ 第11版） 総編集　 矢﨑 義雄、 2017年　 I SBN978-4-254-32271-2　 朝倉書

店、 「 病気が見える 」 シリ ーズ、 監修　 武藤 学ほか、 MEDI CMEDI A　 2017-2021年発行

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

疾患検討レ ポート

期末試験（ 筆記試験）

10% ○ ○ ○

90% ○ ○ ○

すべてのレ ポート およ び期末試験の合格を単位取得の条件と する 。

注意事項
講義に使う ス ラ イ ド や資料は実際の症例を用いている 場合が多い。 不用意に写真にと ったり 複写をし て、 配布し たり 、 ま た決し てネッ ト にあげる こ と などがないよ

う にし て下さ い。

備考
【 地域創生教育科目】

リ ン ク
URL

mailto:kodm@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

医師、 内科おも に消化器内科ま たプラ イ マリ ケア診療を大分大学医学部附属病院を中心に行ってき た。 医師と し ての勤務歴は30年。
教員の実務

経験

○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

医師、 内科医師と し て実際に行ってき た診療、 症例経験を講義内容に盛り 込むこ と によ り 、 よ り 実地に近い実践的な知識を与える こ と ができ る 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B223

ナン バリ ン グ

臨床医学Ⅰ－２ ( Cl i ni cal  Medi ci neⅠ-2 ( I nt er nal  Medi ci ne) 　 )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎系

授業形式

対面

理学療法コ ー

ス必修
1 2年

福祉健康科学

部
後期

氏名  兒玉雅明

E-mai l    kodm@oi t a-u. ac. j p   内線   6113

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

医学を学ぶ上で疾患、 特に内科領域の疾患は頻度が高く その範囲も 多岐にわたる 。 内科学における 主要疾患の概念， 病因， 症状， 診断法， 治療法などを概説する 。 理学療法

学・ 心理学・ 社会福祉学の専門科目を学ぶ上で必要な疾病に対する 医学的な知識を理解し ， 多面的視野と 総合的判断力を身につける こ と を目標と する 。 がん、 内分泌異常・

糖代謝異常・ 膠原病・ 疾患、 救急等の主な疾患について病態， 症状， 治療， 予後など を学習する 。

　 リ ハビリ テーショ ンを行う に当たり 、 原疾患と し ての内科学的病態、 発生機序、 症候を理解する と と も に、 内臓疾患に関する 生理、 病態生理、 画像診断を理解し 、 疾患の

予防を学び理解する 。 こ れによ り リ ハビリ テーショ ンにおける 目的、 目標を明確にする 。

目標1

目標2

目標3 臨床医学に関連する 救急疾患の病態を説明でき る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

臨床医学に関連する 悪性腫瘍に関する 病態およ び臨床像を説明でき る

臨床医学に関連する 腎泌尿器系疾患、 内分泌・ 膠原病疾患に関する 病態およ び臨床像を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

消化器系疾患⑤　 消化器癌21

腎泌尿器系疾患①　2

腎泌尿器系疾患②3

内分泌代謝疾患①　 下垂体、 甲状腺4

内分泌代謝疾患②　 副甲状腺、 副腎、 他5

アレ ルギー・ 膠原病疾患①6

アレ ルギー・ 膠原病疾患②7

内科的救急疾患、 救命救急8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

ス ラ イ ド によ る 画像、 動画の供覧。 ま た具体的症例を通じ て病態、 疾患

を考えさ せる 項を設ける 。 重要領域において、 疾患に関する 症例検討、

レ ポート を課す。 実際の症例について調べる こ と によ り 病態、 疾患に関

する 理解を深める 。

講義に関し て、 理解し やすいよ う に各分野のポイ ント を絞った

プリ ント を作成し 配布する 。 教科書ではわかり にく い点をよ り

理解し やすいよ う に工夫する 。 資料内の重要項目は空欄にし 各

自調べる こ と によ り 理解度を高めやすく する 。
○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

次回講義内容の領域について、 教科書、 参考書を用いて概要を把握する ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

講義さ れた内容に関し て、 教科書、 参考書などをも ちい配布さ れた資料の空欄を埋める こ と によ り 完成さ せ、 よ り 知識の理解、 定着を行う ( 15h) 。

教科書

内科学 第4版　  ( シリ ーズ 標準理学療法学・ 作業療法学 専門基礎分野) 、  シリ ーズ監修　 奈良 勲 / 鎌倉 矩子、

編集 前田 眞治、 　 医学書院　 2020年　 I SBN 978-4-260-04290-1

参考書

内科診断学 第3版、 編集 福井 次矢 / 奈良 信雄、 医学書院　 2016年　 I SBN 978-4-260-02064-0、 新臨床内科学［ デス ク 判］ 第10版I SBN978-4-260-03806-5［ ポケ

ッ ト 判］ 第10版 、 監修　 矢崎 義雄、 医学書院　 2020年　 I SBN978-4-260-03807-2、 内科学（ 第11版） 総編集　 矢﨑 義雄、 2017年　 I SBN978-4-254-32271-2　 朝倉書

店、 「 病気が見える 」 シリ ーズ、 監修　 武藤 学ほか、 MEDI CMEDI A　 2017-2021年発行

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

症例検討レ ポート

期末試験（ 筆記試験）

10% ○ ○ ○

90% ○ ○ ○

すべてのレ ポート およ び期末試験の合格を単位取得の条件と する 。

注意事項
講義に使う ス ラ イ ド や資料は実際の症例を用いている 場合が多い。 不用意に写真にと ったり 複写をし て、 配布し たり 、 ま た決し てネッ ト にあげる こ と などがないよ

う にし て下さ い。

備考
前期　 臨床医学I -2と 合わせ全身臓器を学ぶ

リ ン ク
URL

mailto:kodm@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

医師、 内科おも に消化器内科ま たプラ イ マリ ケア診療を大分大学医学部附属病院を中心に行ってき た。 医師と し ての勤務歴は30年。
教員の実務

経験

○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

医師、 内科医師と し て実際に行ってき た診療、 症例経験を講義内容に盛り 込むこ と によ り 、 よ り 実地に近い実践的な知識を与える こ と ができ る 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B224

ナン バリ ン グ

臨床医学Ⅱ－１ ( Cl i ni cal  Medi ci neⅡ-1 ( Or t hopedi c Sur ger y) )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎系

授業形式

対面

必修 1 ２
福祉健康科学

部　
前期

氏名  片岡　 晶志

E-mai l    mkat aoka@oi t a-u. ac. j p   内線   7457

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

運動器疾患に対する 社会的認知度が増すにつれ、 その治療法も 高度に専門化し てき ている 。 正確な診断をつけ適切な治療法を選択し 高度な技術を正確に施すためには， 運動

器に対する 解剖・ 生理学など の基礎知識に始ま り ， 治療のゴール設定やそれを達成する 手術法・ リ ハビリ テーショ ンなど 幅広い知識が求めら れる 。 運動器疾患に対する 治療

法の選択基準など を実際の臨床症例を基に学び， 科学的な判断力を養う と と も に最新の治療法の進歩についての知識を身につける こ と を目的と する 。

目標1

目標2

目標3 知識， 技術のみでなく ， 医療人と し ての心がま え， 態度を説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

運動器疾患の基礎と なる 骨・ 関節， 筋・ 神経の解剖、 生理、 生化学、 病理について説明でき る 。

運動器疾患の症状、 徴候、 病態生理、 診断、 治療法、 予後について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

整形外科疾患各論： 肩関節・ 肘関節　 　 　1

整形外科診断総論整形外科疾患各論： 手関節およ び手指2

整形外科治療総論整形外科疾患各論： 頚椎3

整形外科疾患総論①整形外科疾患各論： 胸椎・ 腰椎4

整形外科疾患総論②整形外科疾患各論： 股関節　 　 　 　 　 　 　 試験　5

整形外科疾患各論： 膝関節6

整形外科疾患各論： 足関節・ 足趾7

整形外科外傷学： 軟部組織損傷， 骨折・ 脱臼8

整形外科外傷学： 脊椎・ 脊髄損傷、9

絞扼性神経障害・ 外傷性末梢神経損傷　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 試験10

骨代謝性疾患11

関節リ ウ マチ12

ス ポーツ 傷害13

運動器疾患と 疼痛①14

運動器疾患と 疼痛②　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 試験15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

１ ） 理解度、 到達度を確認する ためテス ト を3回おこ ない、 フ ィ ード バ

ッ ク する 。 　

２ ） 疾患概念の理解を最重要目標におく 。

３ ） レ ポート を課す（ 課題あり ）

教科書の熟読と 深い理解を要求する

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

該当する 範囲の予習をおこ なう こ と （ １ ５ ｈ ）準備

学修

事後

学修

復習を必ずおこ なう こ と （ ３ ０ ｈ ）

教科書

標準整形外科学（ 第１ ５ 版） 井樋栄二他　 編集　 医学書院　 2023年

参考書

必要に応じ て図書館で調べてく ださ い

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

テス ト 100% ○ ○ ○

5回講義がおわる と 対面テス ト を行いま す。

注意事項
予習、 復習を行う こ と 。 症例検討のレ ポート は必ず提出する こ と 。 レ ポート をすべて提出し ていない場合は、 テス ト での評価はおこ ないま せん

備考
授業中に、 ス ラ イ ド をつかって実際の症例を紹介する 。

【 地域創生教育科目】

リ ン ク
URL

mailto:mkataoka@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

医師と し て診療業務に携わっている
教員の実務

経験

実臨床をも と に、 テキス ト に書かれていない重要な点ま で触れる 。 ま た臨床症例を提示する こ と で、 学生に学修の必要性を納得さ せる

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B225

ナン バリ ン グ

臨床医学Ⅱ－２ ( Cl i ni cal  Medi ci neⅡ-2 ( Or t hopedi c Sur ger y) )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎系

授業形式

対面

必修 1 ２
福祉健康科学

部
後期

氏名  片岡　 晶志

E-mai l    mkat aoka@oi t a-u. ac. j p   内線   7457

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

運動器疾患に対する 社会的認知度が増すにつれ、 その治療法も 高度に専門化し てき ている 。 正確な診断をつけ適切な治療法を選択し 高度な技術を正確に施すためには， 運動

器に対する 解剖・ 生理学など の基礎知識に始ま り ， 治療のゴール設定やそれを達成する 手術法・ リ ハビリ テーショ ンなど 幅広い知識が求めら れる 。 運動器疾患に対する 治療

法の選択基準など を実際の臨床症例を基に学び， 科学的な判断力を養う と と も に最新の治療法の進歩についての知識を身につける こ と を目的と する 。 こ こ では運動器疾患の

画像診断について学ぶ

目標1

目標2

目標3 知識， 技術のみでなく ， 医療人と し ての心がま え， 態度を説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

運動器疾患の基礎と なる 骨・ 関節， 筋・ 神経の解剖、 生理、 生化学、 病理について説明でき る 。

運動器疾患の症状、 徴候、 病態生理、 診断、 治療法、 予後について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

画像診断と 病態①1

画像診断と 病態②2

画像診断と 病態③　 　 　3

画像診断と 病態④　 　 　 試験4

画像診断と 病態⑤5

画像診断と 病態⑥　 　6

画像診断と 病態⑦7

画像診断と 病態⑧　 　 　 試験8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

１ ） 疾患概念の理解を最重要目標におく 。

２ ） 理解度、 到達度を確認する ためレ ポート 課題を課し 、 フ ィ ード バッ

ク する 。 提出ない場合は期末試験受験資格なし と する

症例検討をおこ なう 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

症例検討に該当する 範囲の予習をおこ なう こ と （ １ ５ ｈ ）準備

学修

事後

学修

復習を必ずおこ なう こ と （ ３ ０ ｈ ）

教科書

標準整形外科学（ 第１ ５ 版） 井樋栄二他　 編集　 医学書院　 2023年

参考書

必要に応じ て図書館で調べてく ださ い

mailto:mkataoka@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

テス ト 100% ○ ○ ○

4回目と 8回目に試験を行いま す。 原則と し て月曜３ 限に講義を行う が、 不定期である こ と に注意。 前も って予定を公表する 。

注意事項
予習、 復習を行う こ と 。 症例検討のレ ポート は必ず提出する こ と 。 レ ポート をすべて提出し ていない場合は、 テス ト での評価はおこ ないま せん。

備考
授業中に、 ス ラ イ ド をつかって実際の症例を紹介する 。

【 地域創生教育科目】

リ ン ク
URL

○

担当教員の

実務経験の

有無

医師と し て臨床をおこ なっている
教員の実務

経験

実臨床での症例を供覧する

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B226

ナン バリ ン グ

臨床医学Ⅲ－１ ( Cl i ni cal  Medi ci ne　 Ⅲ-1)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎系

授業形式

対面

必修 1 ２ 福 前期

氏名  井上　 亮

E-mai l    r yo@oi t a-u. ac. j p   内線   医学部　 5051

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

神経疾患によ り 生じ る 機能障害や運動障害はリ ハビリ テーショ ンにおいて多く の割合を占めている 。 そのため、 神経疾患について専門的知識を深め、 神経疾患領域における

リ ハビリ テーショ ンの役割を理解する こ と が重要である 。 授業では、 基礎と なる 神経症候学を学び、 その上でリ ハビリ テーショ ンの適応と なる 様々な神経疾患の症状、 病態

、 治療について概説する 。

目標1

目標2

目標3 神経疾患に対する リ ハビリ テーショ ン効果を理解し 、 患者の生活にど のよ う に支援でき る かを説明でき る 。

目標4 さ ま ざま な専門職と のかかわり の中で、 リ ハビリ テーショ ンの観点から ど のよ う なリ ーダーシッ プを発揮でき る か説明でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

神経症候の特徴、 病態生理を理解し 説明でき る 。

神経疾患の特徴、 診断のポイ ント を理解し 、 その治療について説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

脳解剖と 神経画像1

神経症候学Ｉ （ 意識障害、 大脳皮質、 大脳基底核、 辺縁系）2

神経症候学I I （ 脳幹、 脳神経、 小脳）3

神経症候学I I I （ 運動、 感覚、 自律神経）4

脳血管障害Ｉ5

脳血管障害I I6

脳腫瘍7

頭部外傷8

感染性疾患9

脱髄性疾患10

神経変性疾患Ⅰ11

神経変性疾患Ⅱ12

筋疾患Ⅰ13

筋疾患Ⅱ14

小児神経疾患15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習、 小テス ト なし
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書を必要に応じ て予習（ 15時間）準備

学修

事後

学修

教科書、 小テス ト や配布資料を用いて復習する （ 15時間）

教科書

脳・ 神経,  病気がみえる  vol . 7, 第2版　  2017年　 MEDI C MEDI A出版 I SBN978-4896326864  

参考書

適宜紹介する

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト

最終試験

15% ○ ○

85% ○ ○ ○ ○

すべての小テス ト およ び最終テス ト の合格が単位取得の条件と する 。

注意事項
なし

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:ryo@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

医学部附属病院での医師（ 脳神経外科学）
教員の実務

経験

脳神経外科医と し ての実務経験をも と に、 神経症候学、 神経疾患学、 リ ハビリ テーショ ン学を解説する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B227

ナン バリ ン グ

臨床医学Ⅲ－２ ( Cl i ni cal  Medi ci ne　 Ⅲ-2)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎系

授業形式

対面

必修 1 2 後期

氏名  黒木　 洋美　 ( 非常勤講師)

E-mai l    hi r omi _ kur oki  @med. mi yazaki -u. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

中枢疾患（ 脳、 脊髄） に関する 病態、 画像、 治療等及びリ ハビリ テーショ ン療法について学習する 。 特に急性期医療に関わる 脳卒中、 外傷性脳損傷など の病態と 治療， 社会

復帰ま での経過、 ま た高齢者医療に関わる 認知症など を中心に学習する 。 更に、 神経難病や先天性疾患によ る 中枢、 神経系疾患について、 疾患の理解を深める こ と で、 リ ハ

ビリ テーショ ン療法の訓練内容や目標設定など を理解する 。 臨床現場において大事な画像診断について画像と 臨床症状の関連性を理解する こ と を目指す。

目標1

目標2

目標3 治療が説明でき る

目標4 予後が説明でき る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

画像診断を説明でき る

病態を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

画像診断と 治療①： 脳出血　 実際の画像と 障害の変化、 対応する リ ハビリ テーショ ンを学ぶ（ 急性期～回復期）1

画像診断と 治療②： 脳梗塞　 実際の画像と 障害の変化、 対応する リ ハビリ テーショ ンを学ぶ（ 急性期～回復期）2

画像診断と 治療③： 脳血管障害　 実際の画像と 障害の変化、 対応する リ ハビリ テーショ ンを学ぶ（ 回復期～生活期／維持期）3

画像診断と 治療④： 頭部外傷、 その他： 実際の画像と 障害の変化、 対応する リ ハビリ テーショ ンを学ぶ（ 急性期～回復期～生活期）4

画像診断と 治療⑤： 変性疾患、 進行性疾患、 脱髄性疾患等； 疾患、 病態、 画像やデータ を理解し てリ ハビリ テーショ ンを考える5

画像診断と 治療⑥： 変性疾患、 進行性疾患、 脱髄性疾患等； 疾患、 病態、 画像やデータ を理解し てリ ハビリ テーショ ンを考える6

画像診断と 治療⑦： 認知機能低下（ 認知症） 、 高次脳機能障害： 疾患、 病態、 画像やデータ を理解し てリ ハビリ テーショ ンを考える7

画像診断と 治療⑧： 画像、 検査データ 、 治療（ 手術含む） の内容から リ ハビリ テーショ ンを考える （ 横断的な考察） 、 その他8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

症例や画像、 データ 等を提示し 、 診断、 病態、 症状、 治療、 予後（ 後遺

症） について学習する 。 臨床上のリ ハビリ テーショ ン治療計画の組み立

て方、 進め方を学ぶ。

教科書、 ス ラ イ ド と 配布プリ ント 。 随時、 グループディ ス カッ

ショ ンを行う 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前学習２ 時間： 事前資料配布を行う準備

学修

事後

学修

事後学修２ 時間

教科書

脳・ 神経、 病気がみえる （ 第2版）  　 医療情報科学研究所編集　 メ ディ ッ ク メ ディ ア　 2017年

参考書

最新リ ハビリ テーショ ン医学（ 第3版） 安保雅博　 著　 医歯薬出版　 2016年

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

試験 100% ○ ○ ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL



○

担当教員の

実務経験の

有無

30年
教員の実務

経験

実査の臨床での問題を提示し ながら 、 授業を進める

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B201

ナン バリ ン グ

理学療法概論( Pr i nci pl e of  Physi cal  Ther apy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

専門系

授業形式

対面

必修 1 2年
福祉健康科学

部
前期

氏名  朝井政治

E-mai l    ma-asai @oi t a-u. ac. j p   内線   7551

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

理学療法の歴史， 法律， 社会における 理学療法士の役割と 職域など ， 理学療法全般について学習する 。

実習の振り 返り やグループ討議を交え、 障害構造と 理学療法の関係、 理学療法の実際について理解を深める と と も に、 理学療法の今後の在り 方や自分自身の理学療法士と し

ての将来を展望する 。

目標1

目標2

目標3 理学療法の対象や役割、 方法について説明でき る 。

目標4 評価の目的、 過程、 対象について説明でき る 。

目標5 事例について、 情報収集、 問題点抽出、 ゴール設定を経験する 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

理学療法士の組織・ 関連法規、 理学療法士の現状と 今後の課題について説明でき る 。

理学療法士の適正について自身を振り 返り 、 自己課題を抽出でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

リ ハビリ テーショ ン、 理学療法の概念と 歴史1

理学療法士を目指す学生に求めら れる も の（ グループワ ーク 、 発表）2

リ ス ク マネジメ ント ・ 情報管理、 理学療法の意義と 役割3

理学療法の対象と 評価１ （ 総論： 目的、 過程、 時期、 記録）4

理学療法の対象と 評価２ （ I CF、 ADL）5

理学療法の進め方と 治療（ 情報収集、 問題点抽出、 ゴール設定）6

事例検討（ グループワ ーク 、 発表、 ま と め）7

様々な福祉用具と 介助法について： 一部演習を含む8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

基礎臨床実習Ⅰの経験を踏ま えた話し 合いや発表、 事例検討をグループ

単位で実施する 。

講義だけでなく 、 グループワ ーク や演習を積極的に取り 入れる

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

1年次の基礎臨床実習Ⅰの経験を振り 返り 、 グループ学習において積極的に参加でき る よ う 準備する 。 （ 1時間）

各回の講義の予習（ 1時間×7回）
準備

学修

事後

学修

医療・ 福祉・ 教育・ 研究等、 リ ハビリ テーショ ンや理学療法に関する 情報に興味をも ち資料を収集する 。

課題への取り 組み。 （ 合計8時間）

教科書

有馬慶美　 編、 概説　 理学療法概論　 第2版　 （ 文光堂） 、 2015

参考書

奈良勲　 編集主幹、 木林勉ら 　 編、 実学と し てのリ ハビリ テーショ ン概観（ 文光堂） 、 2015

馬場元毅　 著、 絵で見る 　 脳と 神経（ 第4版） 　 医学書院。 2017

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

グループ学習での成果物・ 発表

事例レ ポート

課題レ ポート

20% ○ ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○

40% ○ ○

注意事項
・ 1年次の基礎臨床実習Ⅰの際の学習成果物（ レ ポート やデイ リ ーノ ート 、 学習ノ ート など ） を持参する こ と 。

・ グループワ ーク では活発な相互交流をはかり 、 実習経験の充実、 深化を図る こ と 。

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:ma-asai@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

理学療法の歴史， 法律， 社会における 理学療法士の役割と 職域など ， 理学療法全般について講義する 。

情報収集→問題点抽出→ゴール設定の評価プロ セス や理学療法の実際について解説する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B213

ナン バリ ン グ

基礎理学療法実習( Physi cal  Ther apy Fundament al s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

*大分を 創る科目

専門系

授業形式

対面

必修 1 3
福祉健康科学

部
前期

氏名  河上敬介， 阿南雅也

E-mai l    河上： kkawakami @oi t a-u. ac. j p， 阿南： anan-masaya@oi t a-u. ac. j p   内線   河上： 7735，

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

臨床における 理学療法効果の科学的根拠と なる 知見を得る ための理論体系を構築する こ と を目的と する ． こ れま で学んだ知識を基礎と し て， 基礎理学療法領域の各領域につ

いて研究さ れている 内容やト ピ ッ ク ス を調査し ， 最先端の英語論文に触れる ． ま た， 最新の研究内容や研究手法， 臨床応用について主体的に学修する ．

目標1

目標2

目標3 最新の研究内容や研究手法， 臨床応用について論理的に説明でき る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○

○

基礎理学療法領域の中から ， 国内外の情報を収集でき る

基礎理学療法領域の最領域の最先端の英語論文に触れる

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン1

基礎理学療法領域の研究報告内容の整理2

基礎理学療法領域の研究報告内容の整理3

基礎理学療法領域の紹介4

基礎理学療法領域の紹介5

基礎理学療法領域の細領域の調査6

基礎理学療法領域の細領域の発表7

基礎理学療法領域の細領域の発表8

基礎理学療法領域の細領域の論文抄読9

基礎理学療法領域の細領域の論文抄読10

基礎理学療法領域の細領域の論文抄読11

基礎理学療法領域の細領域の研究手法の調査12

基礎理学療法領域の細領域の研究手法の調査13

基礎理学療法領域の細領域の研究手法の調査14

ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

グループで基礎理学療法領域の調査を行う ．

講義の中でグループディ ス カッ ショ ンを適宜行う ．

その他の工夫 英語論文にふれる 機会を得る こ と で， こ れから

の研究活動につなげる ．

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

論文検索を行う 方法などを事前に慣れておく ( 30h) ．準備

学修

事後

学修

発表の準備を行う ( 30h) ．

教科書

指定し ない（ 必要に応じ て提示する ）

参考書

指定し ない

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

グループ活動への参加状況

口頭によ る 実習結果発表

他のグループの発表に対する 質疑への参加状況

レ ポート

30% ○ ○ ○

25% ○ ○ ○

20% ○ ○ ○

25% ○ ○ ○

注意事項
グループ単位での実習のため， 特別な理由なし に休ま ないこ と ．

備考
なし

【 地域創生教育科目】

リ ン ク
URL

Moodl e（ 2023前期-火12 基礎理学療法実習） を参照する こ と

mailto:kkawakami@oita-u.ac.jp
mailto:anan-masaya@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

理学療法士と し ての実務経験をも つ教員が， 臨床・ 研究・ 教育経験を生かし て， 理学療法士が行う 研究活動や臨床応用を中心に教育を行っている ．

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B217

ナン バリ ン グ

理学療法管理学( Management  i n Physi ot her apy Pr act i ces)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

専門系

授業形式

対面

必修 2 ３
福祉健康科学

部
後期

氏名  萬井太規、 石丸知二、 梅木駿太、 河野礼治、 兒玉慶司、 竹村仁

E-mai l    mani -hi r oki @oi t a-u. ac. j p   内線   6109

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

臨床・ 地域・ 教育・ 研究の領域における 管理・ マネジメ ント 能力を高める こ と を目的と する 。 保険・ 医療・ 福祉を取り 巻く 諸制度について学習し 、 理学療法士と し て求めら

れる 職業倫理、 研究倫理について学ぶ。 理学療法業務をマネジメ ント する 創造的思考ができ る よ う になる こ と をめざす。

目標1

目標2

目標3 理学療法業務（ 急性期～生活期） のリ ス ク 管理について説明でき る 。

目標4 職場管理およ び組織運営のマネジメ ント について説明でき る 。

目標5 理学療法教育・ 研究に関する マネジメ ント について説明でき る ．

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

○

理学療法士の法律と 職業倫理について説明でき る 。

保険・ 医療・ 福祉を取り 巻く 諸制度について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

総論（ オリ エンテーショ ン・ 管理・ マネジメ ント の外観） （ 萬井）1

個人情報の管理・ データ 管理（ 萬井）2

理学療法教育・ 研究のマネジメ ント （ 萬井）3

職場管理、 組織運営のマネジメ ント 1 （ 竹村）4

職場管理、 組織運営のマネジメ ント 2 （ 竹村）5

急性期の理学療法マネジメ ント （ 兒玉）6

回復期の理学療法マネジメ ント （ 石丸）7

生活期の理学療法マネジメ ント （ 石丸）8

職業倫理と 理学療法業務のマネジメ ント （ 梅木）9

保健・ 医療・ 福祉を取り 巻く 諸制度（ 梅木）10

医療事故と リ ス ク マネジメ ント （ 梅木）11

リ ハビリ テーショ ンに関連し た医療事故の事例検討1（ 梅木）12

リ ハビリ テーショ ンに関連し た医療事故の事例検討2（ 梅木）13

理学療法協会の取り 組み、 理学療法士の社会的責任（ 河野）14

理学療法士に求めら れる 管理能力（ ま と め） （ 萬井）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

映像（ ス ラ イ ド ） や、 実際に起った事例を提示する こ と で、 理学療法士

が関連する 管理法の知識の定着と 臨床的対応能力を高める 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書、 およ び各講師の事前授業資料を用いた各講義に関連する 範囲の予習（ 各講義前1h） 。準備

学修

事後

学修

各講義後に授業資料や教科書を用いて復習する （ 各講義後１ h）

教科書

奈良勲、 理学療法管理学、 医歯薬出版株式会社、 2018年

参考書

石川朗・ 他、 理学療法テキス ト 　 理学療法管理学、 中山書店、 2020年

斉藤・ 能登編集， リ ハビリ テーショ ン管理学， 医学書院， 2020年

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

単元毎の小テス ト 、 レ ポート

期末テス ト

75% ○ ○ ○ ○ ○

25% ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
外部講師を含む数名の講師によ る オムニバス 形式の授業である 。

各講師の講義毎に小テス ト ある いはレ ポート が実施さ れる ため、 特別な理由なし に休ま ないこ と 。

備考
特になし

リ ン ク
URL

mailto:mani-hiroki@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

医療・ 福祉関連施設に勤務する 理学療法士、 管理運営業務を担う 法人事務長など

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

理学療法業務、 管理運営業務、 教育・ 研究業務に従事し ている 講師が、 理学療法士に関連する 管理・ マネジメ ント について、 実例を提示し ながら 解説する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B218

ナン バリ ン グ

基礎理学療法学( Physi cal  t her apy f undament al s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

専門系

授業形式

対面

必修 1 3
福祉健康科学

部
前期

氏名  河上敬介、 菅田陽怜

E-mai l    kkawakami @oi t a-u. ac. j p,  hsugat a@oi t a-u. ac. j p   内線   河上7735、 菅田7671

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

安全で効果的な理学療法を施行する ために， 基礎医学的観点から 理学療法の対象と なる 病態を理解し ， その病態に対する 理学療法の影響が説明でき る 。

特に， 運動器系の中で特に理学療法の対象と なる こ と の多い筋系と 神経系に関し て， 細胞生物学的視点から 病態と 治療に対する 反応のメ カニズムを説明でき ， 各種理学療法

の効果を客観的に判定でき る 。

目標1

目標2

目標3 細胞生物学的視点から 病態と 治療に対する 反応のメ カニズムを説明でき る

目標4 各種理学療法の効果を客観的に評価でき る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

基礎医学的観点から 理学療法の対象と なる 病態を理解する

対象と なる 病態に対する 理学療法の影響が説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

理学療法と 基礎医学（ 総論）1

筋収縮に関わる 役者たち2

細胞内外の情報伝達に関わる 役者たち3

筋の収縮特性と 理学療法4

不活動によ る 筋の適応と そのメ カニズム5

サルコ ペニアの病態6

萎縮筋に対する 理学療法応答と そのメ カニズム7

損傷筋における 理学療法応答と そのメ カニズム8

基礎研究と 臨床研究9

Evi dence-based physi cal  t her apy10

骨代謝の基礎11

骨粗鬆症の病態と 疫学 -原発性骨粗鬆症12

骨粗鬆症の病態と 疫学 -続発性骨粗鬆症-13

骨粗鬆症と 理学療法14

骨折治癒のメ カニズムと 理学療法15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

理学療法の科学的根拠に値する 情報を収集し 、 他に説明し 、 意見交換の

場を設ける 。

最新の科学的知見を中心に講義を行い、 エビデンス に基づく 理

学療法に必要な、 科学的根拠を導き 出す術を示す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前配布資料を確認し 、 １ ． ２ 年生で学んだ基礎医学の復習を行う （ 各回1h） 。準備

学修

事後

学修

講義で不足を感じ た基礎医学の項目を補填する （ 各回1h） 。

教科書

なし （ 配布資料によ り 行う ）

参考書

１ ， ２ 年生時ま でに学んだ、 解剖学、 生理学、 生化学、 病理学等の教科書やテキス ト 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

テス ト

授業時の意見交換

80% ○

20% ○ ○ ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

Moodl e（ 2022前期-火12 基礎理学療法学） を参照する こ と

mailto:kkawakami@oita-u.ac.jp
mailto:hsugata@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

理学療法士と し ての実務経験をも つ教員が， 臨床・ 研究・ 教育経験を生かし て， 理学療法士が行う 研究活動と 、 その臨床的意義を中心に教育を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B232

ナン バリ ン グ

運動器系理学療法学実習( Pr act i ce of  Physi cal  Ther apy f or  muscul oskel et al  di sor der s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

*大分を 創る科目

専門系

授業形式

対面

必修 1 3
福祉健康科学

部
後期

氏名  川上健二， 阿南雅也

E-mai l    kenj i -kawakami @oi t a-u. ac. j p（ 川上） ， anan-masaya@oi t a-u. ac. j p（ 阿南）    内線   7118

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

運動器系理学療法は、 筋骨格系の障害に対する 量的な機能回復から それら を制御する 神経系の機能も 考慮し た質的な機能回復へと 変化し てき ている 。 本授業では、 運動器系

理学療法学で学修し たこ と を基に、 臨床上、 頻繁に経験する であろう 運動器疾患の障害に対する 評価およ び治療の知識と 技術を統合的・ 包括的に学習する 。

目標1

目標2

目標3 グループで作成し たレ ポート を基に、 症例を通し てゴール設定や治療プロ グラ ムの立案について提案する （ グループ発表） 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○

運動器疾患に対する 評価と 治療の知識を学習し 、 その基本的な進め方を説明でき る 。

運動器疾患に対する 理学療法（ 評価と 治療） について実習し 、 その効果や身体の変化について分析でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

事例検討①　 初回情報提供およ びグループ学習1

ス ポーツ 外傷の理学療法（ 外部講師， 主にテーピング， コ ンディ ショ ニング）2

事例検討②　 発表， 追加情報提供3

事例検討③　 グループ学習4

事例検討④　 発表， 最終情報提供5

事例検討⑤　 グループ学習6

事例検討⑥　 グループ学習7

事例検討⑦　 発表8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

ゴール設定およ び理学療法プロ グラ ム立案・ 実施ま での一連の過程をま

と め、 実技を交えてグループごと に発表する 。 ま た、 学生同士で意見交

換を行う 。

教員が講義およ び発表の際に、 こ れま で経験し た症例に実施し

た治療など を補足説明を行い、 よ り 臨床に即し た内容と する 。

ま た、 ス ポーツ 場面で活躍さ れている 外部講師から テーピ ング

やコ ンディ ショ ニングについて講義をし ても ら う 。
○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

運動器系理学療法学Ⅰ・ Ⅱの復習およ びレ ポート の修正（ 30ｈ ） 。準備

学修

事後

学修

発表の準備（ 30ｈ ） 。

教科書

・ 加藤浩・ 他： Crossl i nk理学療法テキス ト  運動器障害運動療法学， メ ジカルビュ ー， 2020

参考書

・ 工藤慎太郎： 運動機能障害の「 なぜ？」 がわかる 評価戦略,  ， 医学書院， 2017　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

・ 森山英樹・ 他： 運動器疾患の病態と 理学療法， 医歯薬出版， 2015

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

学期末試験

レ ポート およ び発表の内容

グループ活動への参加状況

50% ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

20% ○ ○

すべての項目の合格を単位取得と する 。

注意事項
自費でテーピ ングを購入する 必要がある ため、 事前にテーピ ングの種類や価格を連絡する 。

備考
【 地域創生教育科目】

リ ン ク
URL

mailto:kenji-kawakami@oita-u.ac.jp
mailto:anan-masaya@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士と し て、 大学病院や地域の中核病院での実務経験を有する 。
教員の実務

経験

○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

民間病院で勤務し ながら ， 国体やオリ ンピッ ク でト レ ーナー活動を行っている 。

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

こ れま で経験し た症例に実施し た治療などを解説する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B238

ナン バリ ン グ

内部障害理学療法学実習( Pr act i ce of  Physi cal  Ther apy f or  i nt er nal  dysf unct i on)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

*大分を 創る科目

専門系

授業形式

対面

必修 1 3年

福祉健康科学

部　 理学療法

コ ース

前期

氏名  朝井政治、 田中健一朗

E-mai l    ma-asai ＠oi t a-u. ac. j p、 t anaka-keni chi r o@oi t a-u. ac. j p   内線   7551、 6232

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

循環器疾患， 呼吸器疾患， 代謝疾患の代表的な疾患について， 基本的な評価， 治療手技について解説， 実習を行う 。

学生を複数のグループに分け， グループごと にガイ ド ラ イ ンや文献から 最新の知見を収集し ， 提示さ れた症例に対する 根拠に基づいた理学療法のプロ グラ ム立案の手順を学

ぶ。

目標1

目標2

目標3 内部障害系理学療法を行う 上でのリ ス ク が抽出でき る 。

目標4 基本的な支援の方法（ 介助法を含む） を実施でき る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

内部障害系理学療法における 基本的考え方， 評価から 治療， 効果判定ま での流れが説明でき る 。

循環器系， 呼吸器系， 代謝系の代表的な疾患に対する 評価， およ び治療手技の抽出ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン、 バイ タ ルサイ ン・ フ ィ ジカルアセス メ ント ➀： 講義、 演習　1

バイ タ ルサイ ン・ フ ィ ジカルアセス メ ント ②： 講義、 演習2

呼吸器疾患に対する 評価（ 画像所見、 呼吸機能検査） ： 講義、 演習3

呼吸器疾患に対する 理学療法（ コ ンディ ショ ニング） ： 講義、 演習4

呼吸器疾患に対する 理学療法（ 運動療法） ： 講義、 演習、 症例検討（ 呼吸器疾患）5

循環器疾患の病態1　6

循環器疾患の病態27

循環器疾患に対する 評価（ 心電図）8

循環器疾患に対する 理学療法（ 運動負荷試験と 運動処方）9

症例検討　 （ 循環器疾患）10

吸引➀11

吸引②12

代謝系疾患に対する 評価・ 理学療法13

症例検討（ 代謝系疾患）14

総合演習215

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

各疾患の特徴をふま えた上で、 評価， 手技の実習を行う 。 通常の実習に

加え， 症例を通じ たディ ベート ， 学生によ る 講義形式の発表などを取り

入れる 。

模擬症例を提示し 、 疾患や病態の理解を図る 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

こ れま でに学修し た内容の復習（ 10時間）準備

学修

事後

学修

各講義後の復習（ 知識、 実技） （ 各回ごと に1時間）

教科書

解良武士ら 　 編、 Crossl i nk　 理学療法学テキス ト 　 内部障害理学療法学（ MEDI CAL VI EW） 、 2019

医療情報科学研究所　 編、 病気が見える Vol 2. 　 循環器疾患（ 第5版） （ Medi c Medi a） 、 2021

参考書

千住秀明ら 　 監修、 呼吸理学療法標準手技（ 医学書院） 、 2008

宮城征四郎ら 　 編集、 疾患を絞り 込む・ 見抜く ！身体所見から の臨床診断（ 羊土社） 、 2010

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

筆記試験

実技振り 返り

課題レ ポート

70% ○ ○ ○

20% ○ ○ ○ ○

10% ○ ○ ○

注意事項
履修時は、 実習着を着用し 、 治療者と し て相応し い身だし なみを心掛ける こ と 。

授業はク オータ ー形式で行っていく 可能性がある 。

備考
なし

【 地域創生教育科目】

リ ン ク
URL

mailto:tanaka-kenichiro@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

理学療法で実施する 評価、 治療法、 介助法について、 模擬症例や実際の症例の所見を提示し ながら 理解を深める 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B239

ナン バリ ン グ

発達系理学療法学( Pedi at r i c Devel opment al  Physi cal  Ther apy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

専門系

授業形式

理学療法コ ー

ス必修
1 3年

福祉健康科学

部
前期

氏名  武田　 真樹

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

小児期よ り 障害を持つ患者への理学療法を学ぶ。 主な内容は、 定型発達児の運動発達分析、 対象疾患と その障害像、 理学療法評価と 基本的な介入方法である 。 対象疾患の特

性と し て人（ 子ど も ） の発達を多面的に捉える 必要がある ため、 運動・ 認知・ 社会性など の領域を関連づけて学ぶ。 ま た対象疾患は多岐にわたる ため、 臨床でよ く 診る 疾患

にし ぼって学ぶ。

目標1

目標2

目標3 乳幼児の発達を運動・ 認知・ 社会性など の領域に関連づけて説明でき る 。 ま た発達検査の概要を説明でき る 。

目標4 対象疾患の病態・ 障害像を説明でき る 。 ま たその診断・ 評価や基本的な介入方法を説明でき る 。

目標5 定型発達児の運動発達過程と 脳性麻痺児の運動特徴を実演でき る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○ ○ ○

○

○

運動を発達的視点で説明でき る （ 誕生から 歩行獲得ま で） 。

定型およ び異常運動発達と 姿勢反射の関連性を説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ンおよ び発達系理学療法学概論1

乳児期の運動発達分析①： 0～3ヵ 月2

乳児期の運動発達分析②： 4～6ヵ 月3

乳児期の運動発達分析③： 7～9ヵ 月4

乳児期の運動発達分析④： 10～12ヵ 月5

乳幼児期の発達（ マイ ルス ト ーン） と 検査6

定型およ び異常運動発達と 姿勢反射の関連性7

対象疾患論①： 脳性麻痺およ び重症心身障害総論8

対象疾患論②： 脳性麻痺各論（ 痙直型四肢麻痺・ 両麻痺）9

対象疾患論③： 脳性麻痺各論（ 痙直型片麻痺・ アテト ーゼ型四肢麻痺）10

対象疾患論④： 重症心身障害各論11

対象疾患論⑤： 発達障害・ 知的障害12

対象疾患論⑥： 筋疾患13

対象疾患論⑦： 小児整形外科疾患14

口頭試問でのプレ ゼンテーショ ン： 定型発達児の運動発達過程と 脳性麻痺児の運動特徴15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

予習およ び復習範囲の提示、 ペアおよ びグループでの実技演習と ディ ス

カッ ショ ンの促進、 グループ学習によ る レ ポート 作成、 口頭試問でのプ

レ ゼンテーショ ン実施

後日（ 当日） 提出でき る 質問用紙を配布、 回答は口頭およ び資

料提示で実施
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書の該当範囲を予習する （ 15h） 。準備

学修

事後

学修

授業で配布さ れた資料およ び教科書の該当範囲を復習する （ 15h） 。 レ ポート 作成およ び口頭試問（ プレ ゼンテーショ ン） の準備をする （ 5h） 。

教科書

細田多穂（ 監修） 、 小児理学療法学テキス ト 改訂第3版、 南江堂、 2018年、 I SBN978-4-524-25533-7

その他、 授業中に配布する 資料を使用する 。

参考書

浅野大喜（ 著） 、 リ ハビリ テーショ ンのための発達科学入門、 協同医書出版社、 2012年、 I SBN978-4-7639-106600

大城昌平他（ 編集） 、 子ど も の感覚運動機能の発達と 支援、 メ ジカルビュ ー社、 2018年、 I SBN978-4-7583-1900-3

楠本泰士（ 編集） 、 小児リ ハ評価ガイ ド 、 メ ジカルビュ ー社、 2019年、 I SBN978-4-7583-1948-5

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

定期試験

レ ポート ・ 口頭試問（ プレ ゼンテーショ ン）

70% ○ ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○ ○ ○

定期試験と レ ポート ・ 口頭試問（ プレ ゼンテーショ ン） の点数を合算し 成績およ び単位取得の判定を行いま す。

注意事項
限ら れた回数・ 時間での授業です。 能動的に学ぶこ と を心がけて参加し て下さ い。 実技演習は動き やすい服装で参加し て下さ い（ 事前に連絡し ま す） 。

備考
特になし

リ ン ク
URL



○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

療育機関での臨床経験や福祉事業での業務経験を活かし た授業をする 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B242

ナン バリ ン グ

疼痛の理学療法学( Physi cal  t her apy f or  chr oni c pai n)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

専門系

授業形式

対面

必修 1 3
福祉健康科学

部
後期

氏名  川上健二・ 徳丸治・ 片岡晶志・ 菅田陽怜・ 河上敬介

E-mai l    kenj i -kawakami @oi t a-u. ac. j p（ 川上）    内線   7118（ 川上）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

理学療法を行う 際に， 疼痛が大き な阻害因子と なる 。 そのため， 効果的な理学療法を行う 上で疼痛に関する 知識は必要不可欠なも のである 。 近年の研究から さ ま ざま な神経

系の機能異常や心理・ 社会的要因が影響し ている こ と が明ら かになってき ている 。 本講義では、 疼痛の発生のメ カニズム， 薬物によ る 鎮痛のメ カニズム， 神経系の可塑性異

常によ る 疼痛， 運動器由来の疼痛に対する 理学療法について理解でき る こ と を目指す。

目標1

目標2

目標3 疼痛のある 疾患に対し ての理学療法展開を説明でき る

目標4 疼痛に対する 薬物の作用機序を説明でき る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○

○

疼痛発生およ び鎮痛のメ カニズムを説明でき る

痛みの可塑性について説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

概論（ 川上）1

疼痛発生のメ カニズム（ 徳丸）2

薬物によ る 鎮痛のメ カニズム①（ 片岡）3

薬物によ る 鎮痛のメ カニズム②（ 片岡）4

神経系の可塑性異常によ る 疼痛①（ 菅田）5

神経系の可塑性異常によ る 疼痛②（ 菅田）6

筋痛症候群の疼痛と 理学療法（ 河上）7

運動器疾患の疼痛と 理学療法（ 川上）8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

グループによ る レ ポート 作成
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

参考書を基に予習をする （ 15h） 。準備

学修

事後

学修

授業の内容を復習する （ 15h） 。

教科書

教科書は指定し ない。

授業時に配布する プリ ント 小冊子を使用する 。

参考書

参考書を指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

学期末試験 100% ○ ○ ○ ○

学期末試験は60%以上を合格と する 。

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:kenji-kawakami@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

医師・ 理学療法士
教員の実務

経験

多角的なアプロ ーチの必要な疼痛マネジメ ント のポイ ント を医師、 理学療法士がそれぞれの立場から を解説する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B243

ナン バリ ン グ

運動器系理学療法学Ⅰ( Physi cal  t her apy f or  muscul oskel et al  di sor der sⅠ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

専門系

授業形式

対面

必修 1 2
福祉健康科学

部
後期

氏名  川上健二， 阿南雅也

E-mai l    kenj i -kawakami @oi t a-u. ac. j p（ 川上） ， anan-masaya@oi t a-u. ac. j p（ 阿南）    内線   7118

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

運動器系疾患に対する 理学療法は， 身体に障害や機能低下がある 場合， その機能を回復ま たは維持さ せる ために， 身体運動を科学的に適用し なければなら ない。 本講義では

, ま ず， 運動学， 解剖学， 生理学の知識をベース と し て， 運動器系疾患の理学療法の概要， 関節可動域の改善， 筋機能障害の改善等に用いら れる 理学療法の知識を学ぶ。 さ

ら に， いく つかの四肢およ び脊柱の運動器系疾患についての具体的な理学療法について実技を交えて学習する こ と で理解を深める 。

目標1

目標2

目標3 各運動器系疾患に対する 評価方法を説明でき る

目標4 各運動器系疾患に対する 理学療法を説明でき る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

関節可動域の改善， 筋機能障害の改善等に用いら れる 理学療法の知識を説明でき る

各運動器疾患の病態を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

運動療法の基礎（ 阿南）1

関節可動域制限に対する 運動療法（ 阿南）2

関節可動域制限に対する 運動療法（ 阿南）3

筋機能障害に対する 運動療法 （ 阿南）4

筋機能障害に対する 運動療法 （ 阿南）5

運動器系理学療法学の概要（ 川上）6

骨折に対する 理学療法①（ 川上）7

骨折に対する 理学療法②（ 川上）8

骨折に対する 理学療法③（ 川上）9

肩関節疾患に対する 理学療法①（ 川上）10

肩関節疾患に対する 理学療法②（ 川上）11

肩関節疾患に対する 理学療法③（ 川上）12

腰部・ 脊椎疾患に対する 理学療法①（ 川上）13

腰部・ 脊椎疾患に対する 理学療法②（ 川上）14

腰部・ 脊椎疾患に対する 理学療法③（ 川上）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

小テス ト 行う 。 ま た、 理解を深める ために課題をま と めさ せ提出さ せる

。

基本的な実技を可能な範囲で取り 入れる 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書およ び参考書を基に予習をする （ 30h） 。準備

学修

事後

学修

授業の内容を復習する （ 30ｈ ） 。

教科書

・ 対馬栄輝・ 他： Crossl i nk理学療法テキス ト  運動療法学， メ ジカルビュ ー， 2020

・ 加藤浩・ 他： Crossl i nk理学療法テキス ト  運動器障害運動療法学， メ ジカルビュ ー， 2020

参考書

・ 工藤慎太郎： 運動機能障害の「 なぜ？」 がわかる 評価戦略， 医学書院， 2017　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

・ 森山英樹・ 他： 運動器疾患の病態と 理学療法， 医歯薬出版， 2015

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

学期末試験

小テス ト

80% ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○ ○

すべての項目の合格を単位取得の条件と する 。

注意事項
履修時は、 実技を行う こ と も ある ため実習着も し く は動き やすい服装（ ジーパン・ ス カート は禁） を着用する こ と 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:kenji-kawakami@oita-u.ac.jp
mailto:anan-masaya@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士と し て、 大学病院や地域の中核病院での実務経験を有する 。
教員の実務

経験

こ れま で経験し た実際の症例を通し て解説する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B244

ナン バリ ン グ

運動器系理学療法学Ⅱ( Physi cal  t her apy f or  muscul oskel et al  di sor der s Ⅱ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

専門系

授業形式

対面

必修 1 3
福祉健康科学

部
前期

氏名  川上健二， 阿南雅也

E-mai l    kenj i -kawakami @oi t a-u. ac. j p（ 川上） ， anan-masaya@oi t a-u. ac. j p（ 阿南）    内線   川上

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

臨床場面で多く 遭遇する であろう 運動器系疾患を中心に， その病態およ び整形外科的治療方針など を理解し ， 根拠に基づいた理学療法プロ グラ ムの立案に必要な知識を学ぶ

。 具体的には骨折， 変形性関節症， 脊椎疾患， 靭帯損傷等の整形外科的治療（ 保存的およ び観血的治療） に応じ た理学療法評価から 治療プロ グラ ム立案ま での一連の過程を

理解する こ と を目指す。 さ ら に， 理解を深める ためにデモンス ト レ ーショ ンや学生同士での実技を実施する 。

目標1

目標2

目標3 各運動器系疾患に対する 理学療法を説明でき る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

各運動器疾患の病態を説明でき る

各運動器系疾患に対する 評価方法を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

股関節疾患に対する 理学療法①（ 阿南）1

股関節疾患に対する 理学療法②（ 阿南）2

膝関節疾患に対する 理学療法①（ 阿南）3

膝関節疾患に対する 理学療法②（ 阿南）4

膝関節疾患に対する 理学療法③（ 阿南）5

足関節疾患に対する 理学療法①（ 川上）6

足関節疾患に対する 理学療法②（ 川上）7

足関節疾患に対する 理学療法③（ 川上）8

関節リ ウ マチに対する 理学療法①（ 川上）9

関節リ ウ マチに対する 理学療法②（ 川上）10

運動器不安定症・ 運動器症候群に対する 理学療法➀（ 川上）11

運動器不安定症・ 運動器症候群に対する 理学療法②（ 川上）12

実技①（ 川上）13

実技②（ 川上）14

実技③（ 川上）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

小テス ト の実施。

グループも し く はペアで、 疾患およ び部位別の評価方法等について討議

する 時間を設ける 。

必要に応じ て， メ ジャ ーやゴニオメ ータ ーを使用する 。

理解し やすいよ う に教科書以外の資料（ 動画も 含む） など を活

用する

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書およ び参考書を基に予習をする （ 30h） 。準備

学修

事後

学修

授業の内容を復習する （ 30ｈ ） 。

教科書

・ 対馬栄輝・ 他： Crossl i nk理学療法テキス ト  運動療法学， メ ジカルビュ ー， 2020

・ 加藤浩・ 他： Crossl i nk理学療法テキス ト  運動器障害運動療法学， メ ジカルビュ ー， 2020

参考書

・ 工藤慎太郎： 運動機能障害の「 なぜ？」 がわかる 評価戦略， 医学書院， 2017　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

・ 森山英樹・ 他： 運動器疾患の病態と 理学療法， 医歯薬出版， 2015

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

学期末試験

小テス ト

80% ○ ○ ○

20% ○ ○ ○

すべての項目の合格を単位取得の条件と する 。

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:kenji-kawakami@oita-u.ac.jp
mailto:anan-masaya@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士と し て、 大学病院や地域の中核病院での実務経験を有する 。
教員の実務

経験

現在も 1回/週の実務を行っている ため、 実際の症例を通し て解説する こ と ができ る 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B245

ナン バリ ン グ

神経系理学療法学Ⅰ( Physi cal  t her apy f or  neur ol ogi cal  di sor der sⅠ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

専門系

授業形式

対面

必修 1 3年
福祉健康科学

部
前期

氏名  坪内 優太

E-mai l    y. t subouchi @kyoj u. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

脳血管障害の理学療法に必要と なる 脳の構造と 機能およ び脳血管障害後に生じ る 病態や症状について理解を深める 。 脳血管障害の病型と それぞれの特徴・ 各時期における 治

療やリ ハビリ テーショ ンの進め方， リ ス ク 管理について理解する 。

目標1

目標2

目標3 脳血管障害後片麻痺患者の回復過程について説明する こ と ができ る 。

目標4 脳血管障害における 評価項目を選定する こ と ができ る 。

目標5 脳血管障害における 理学療法について説明する こ と ができ る 。

目標6 脳血管障害における 合併症について説明する こ と ができ る 。

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○

○ ○

脳血管障害理学療法に必要と なる 脳の機能およ び構造について説明する こ と ができ る 。

脳損傷によ り 生じ る 障害について説明する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

脳血管障害理学療法総論1

脳の機能と 構造（ １ ）  ー 運動2

脳の機能と 構造（ ２ ）  ー 感覚、 脳血管の走行と 灌流領域3

脳血管障害4

その他の脳損傷疾患 ー 頭部外傷、 脳腫瘍、 低酸素脳症5

中枢性運動障害の病態6

中枢性運動障害に対する 評価（ １ ）  ー 機能障害（ i mpai rment ）7

中枢性運動障害に対する 評価（ ２ ）  ー 機能障害（ act i vi t y / par t i ci pat i on）8

脳卒中後片麻痺に対する 理学療法（ １ ）  ー 一般的ト レ ーニングと 課題特異的ト レ ーニング9

脳卒中後片麻痺に対する 理学療法（ ２ ）  ー 装具療法、 機能的電気刺激、 電気刺激療法、 ロ ボッ ト 治療10

脳卒中後片麻痺に対する 理学療法（ ３ ）  ー 合併症11

脳卒中後片麻痺に対する 急性期の介入12

脳卒中後片麻痺に対する 回復期の介入13

脳卒中後片麻痺に対する 理学療法の実際（ １ ）14

脳卒中後片麻痺に対する 理学療法の実際（ ２ ）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

映像（ ス ラ イ ド ） 等を示し てイ メ ージを持たせる 。 授業中に学生に意見

や説明を求める 場面を設ける 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

神経解剖・ 生理について十分な予習をし て臨むこ と （ 1h×15回＝15h） 。準備

学修

事後

学修

脳血管障害理学療法学実習につながる よ う 知識の定着・ 確認に努める こ と （ 1h×15回＝15h） 。

教科書

神経障害理学療法学I 　 第２ 版（ 中山書店） 、 大畑光司・ 石川朗編集、 2020年発行

参考書

１ ） 脳卒中理学療法の理論と 技術　 第3版（ メ ジカルビュ ー社） 、 原寛美・ 吉尾雅春編集、 2019年発行

２ ） ベッ ド サイ ド 神経のみかた　 第18版（ 南山堂） 、 田崎義昭・ 斎藤佳雄著、 2016年発行

３ ） 脳卒中最前線　 第4版（ 医歯薬出版） 、 福井圀彦・  藤田勉・ 宮坂元麿編集、 2009年発行

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験 100% ○ ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
なし

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:y.tsubouchi@kyoju.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

脳血管障害の理学療法全般について講義する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B246

ナン バリ ン グ

神経系理学療法学Ⅰ実習( Pr act i ce of  physi cal  t her apy f or  neur ol ogi cal  di sor der sⅠ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

専門系

授業形式

対面

必修 1 3年
福祉健康科学

部
後期

氏名  萬井太規、 菅田陽怜

E-mai l    mani -hi r oki @oi t a-u. ac. j p   内線   6109（ 萬井）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

脳血管障害の患者モデルをと おし て、 疾患特性・ 障害構造特性をよ り 深く 理解する 。

ま た、 学生同士ペアと なり 基本的な治療について実習を行う 。

目標1

目標2

目標3 患者モデルにおいてゴール設定ができ る 。

目標4 患者モデルにおいて治療プロ グラ ムが立案でき る 。

目標5 学生モデルにおいて治療の一部を実施でき る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

患者モデルにおいて評価項目が選定でき る 。

患者モデルにおいて問題点が抽出でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

症例検討①（ 症例情報の提示）1

症例検討①（ 問題点の抽出、 ゴール設定、 治療プロ グラ ム立案）2

症例検討①（ 発表）3

実技（ 片麻痺機能検査、 ポジショ ニング）4

実技（ 関節可動域ト レ ーニング、 麻痺筋促通ト レ ーニング）5

実技（ 寝返り 、 起き 上がり 、 立ち上がり へのアプロ ーチ）6

実技（ 練習）7

実技（ 試験）8

歩行分析（ 症例情報の提示）9

歩行分析（ 発表）10

脳画像評価（ 脳画像提示）11

脳画像評価（ 発表）12

症例検討②（ 症例情報の提示）13

症例検討②（ 問題点の抽出、 ゴール設定、 治療プロ グラ ム立案）14

症例検討②（ 発表）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

学生同士によ る 演習、 グループによ る 協同学習を取り 入れる 。

症例レ ポート や模擬患者（ Paper  pat i ent） を用い具体的なケース 検討

を行う こ と で、 臨床推論能力を高める 。
○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

神経系理学療法学Ⅰの十分な復習をし て授業に臨むこ と （ 1h×15回＝15h） 。準備

学修

事後

学修

習得し た知識・ 技術が臨床実習で活用でき る よ う 振り 返り を継続する こ と （ 1h×15回＝15h） 。

教科書

特に指定し ない。

参考書

１ ） 理学療法ハンド ブッ ク 　 改訂第4版（ 協同医書出版社） 、 細田多穂・ 柳澤健編集、 2010年発行

２ ） 脳卒中最前線　 第4版（ 医歯薬出版） 、 福井圀彦・  藤田勉・ 宮坂元麿編集、 2009年発行

３ ） 脳卒中理学療法の理論と 技術　 第3版（ メ ジカルビュ ー社） 、 原寛美・ 吉尾雅春編集、 2019年発行

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

グループ活動の評価

実技試験

60% ○ ○ ○ ○

40% ○

全てについて6割以上の評価を得た場合のみ単位認定を行う 。

注意事項
なし

備考
なし

【 地域創生教育科目】

リ ン ク
URL

mailto:mani-hiroki@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

脳血管障害の理学療法について講義・ 実技指導を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B247

ナン バリ ン グ

神経系理学療法学Ⅱ( Physi cal  t her apy f or  neur ol ogi cal  di sor der sⅡ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

専門系

授業形式

対面

必修 1 ３
福祉健康科学

部
前期

氏名  萬井太規・ 朝井政治

E-mai l    mani -hi r oki @oi t a-u. ac. j p、 ma-asai @oi t a-u. ac. j p   内線   6109（ 萬井） 、 7551（ 朝井）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

神経に起因する 代表的な疾患と その障害像を理解し 、 それに対する 理学療法アプロ ーチの理論について学習する 。

目標1

目標2

目標3 神経難病の病態と 治療について説明でき る 。

目標4 失調症の理学療法評価・ 治療について説明でき る 。

目標5 パーキンソ ン病の理学療法評価・ 治療について説明でき る 。

目標6 頭部外傷・ 末梢神経損傷の病態・ 症状について説明でき る 。

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

○

錐体外路系、 小脳の解剖・ 生理について説明でき る 。

難治性疾患の定義が説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

神経・ 筋疾患総論、 錐体外路系によ る 運動制御（ 萬井）1

パーキンソ ン病（ 病態・ 症状・ 分類） （ 萬井）2

パーキンソ ン病（ 薬物療法・ 評価） （ 萬井）3

パーキンソ ン病（ 治療） （ 萬井）4

小脳の構造と 機能（ 萬井）5

失調症（ 評価） （ 萬井）6

失調症（ 治療） （ 萬井）7

脊髄小脳変性症の病態（ 朝井）8

難治性疾患総論， 神経難病にみら れる 症状・ 合併症（ 朝井）9

免疫学総論， 多発性硬化症（ 朝井）10

多発筋炎・ 皮膚筋炎（ 朝井）11

筋萎縮性側索硬化症（ 朝井）12

頭部外傷（ 萬井）13

末梢神経の解剖・ 生理（ 萬井）14

末梢神経損傷（ 萬井）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

ス ラ イ ド や適宜症例のビデオ等を示し てイ メ ージを持たせ、 疾患の病態

・ 評価・ 理学療法の実際について知識の定着と 臨床的対応能力を高める

。

動画の活用、 単元ごと に知識振り 返り を実施する 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

解剖学、 生理学、 運動学についての復習（ 5h） 。 配布資料や参考文献など の情報を必要に応じ て予習（ 各講義前1h） 。準備

学修

事後

学修

各講義後に授業資料や教科書を用いて復習する （ 各講義後1h）

教科書

細田多穂・ 他、 シンプル理学療法学シリ ーズ　 神経筋障害理学療法学テキス ト 　 改訂第3版、 南江堂、 2018年

尾上尚志・ 他、 病気がみえる 7　 脳・ 神経　 第2版、 MEDI C MEDI A、 2017年

小林哲夫・ 他、 神経難病領域のリ ハビリ テーショ ン実践アプロ ーチ　 改訂第2版、 MEDI CAL VI EW、 2019年

参考書

森尾友宏・ 他、 病気がみえる 6　 免疫・ 膠原病・ 感染症　 第2版、 MEDI C MEDI A、 2018年

中山恭秀・ 鈴木俊明、 Crossl i nk理学療法学テキス ト 神経障害理学療法学Ⅱ、 MEDI CAL VI EW、 2019年

吉尾雅春・ 森岡周、 標準理学療法学　 神経系理学療法学、 医学書院、 2013年

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト

期末テス ト

20% ○ ○ ○ ○ ○ ○

80% ○ ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
特になし

備考
特になし

リ ン ク
URL

mailto:mani-hiroki@oita-u.ac.jp
mailto:ma-asai@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

なし

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

実際の症例の病態や経過を提示、 解説する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B248

ナン バリ ン グ

神経系理学療法学Ⅱ実習( Pr act i ce of  physi cal  t her apy f or  neur ol ogi cal  di sor der sⅡ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

専門系

授業形式

対面

必修 1 ３
福祉健康科学

部
後期

氏名  萬井太規、 朝井政治

E-mai l    mani -hi r oki @oi t a-u. ac. j p、 ma-asai @oi t a-u. ac. j p   内線   6109（ 萬井） 、 7551（ 朝井）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

神経に起因する 代表的な疾患の患者モデルをと おし て、 疾患特性・ 障害構造特性をよ り 深く 理解する 。 提示さ れた情報のみから 情報収集、 評価、 治療技術に関する 課題につ

いて学生間で討議し て理解を深める 。 ま た、 学生同士ペアと なり 基本的な評価・ 治療技術について実習を行う 。

目標1

目標2

目標3 筋萎縮性側索硬化症の評価・ 治療が実施でき る 。

目標4 疾患・ 障害に合わせた動作の介助方法が実施でき る 。

目標5 評価結果、 評価の統合と 解釈、 およ び症例の問題点について専門用語を用いて説明でき る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

パーキンソ ン病の理学療法評価・ 治療が実施でき る 。

運動失調の理学療法評価・ 治療が実施でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

運動失調の評価（ 協調性検査） （ 萬井）1

運動失調の理学療法（ 萬井）2

運動失調Case st udy（ 問題点抽出・ ゴール設定） （ 萬井）3

運動失調Case st udy（ 発表・ 討議・ ま と め） （ 萬井）4

パーキンソ ン病の評価（ 姿勢反射検査） （ 萬井）5

パーキンソ ン病の理学療法（ 萬井）6

パーキンソ ン病Case st udy（ 問題点抽出・ ゴール設定） （ 萬井）7

パーキンソ ン病Case st udy（ 発表・ 討議・ ま と め） （ 萬井）8

筋萎縮性側索硬化症の評価（ 朝井）9

筋萎縮性側索硬化症の理学療法1（ 朝井）10

筋萎縮性側索硬化症の理学療法2（ 朝井）11

運動失調， パーキンソ ン病Case st udy（ 治療プロ グラ ム立案） （ 萬井、 朝井）12

運動失調， パーキンソ ン病Case st udy（ 治療プロ グラ ム発表・ 討議） （ 萬井、 朝井）13

疾患別・ 障害別介助方法（ 萬井）14

疾患別・ 障害別介助方法（ 萬井）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

学生同士によ る 演習、 グループによ る 共同学習を取り 入れる 。 症例レ ポ

ート や模擬患者を用いた具体的なケース 検討を行う こ と で、 臨床推論能

力を高める 。 さ ら に、 模擬患者に対し てロ ールプレ イ し ながら 実践する

こ と で、 実施技術の獲得、 及び問題点を学習する 。

ケース ス タ ディ 。 症例検討のディ ス カッ ショ ン、 プレ ゼンテー

ショ ン。 ロ ールプレ イ ング。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

神経系理学療法学Ⅱ、 理学療法評価学の復習（ 5h） 。準備

学修

事後

学修

実習後、 習得し た知識・ 技術が臨床実習で活用でき る よ う 反復練習を継続する こ と （ 各実習後1h）

教科書

細田多穂・ 他、 シンプル理学療法学シリ ーズ　 神経筋障害理学療法学テキス ト 　 改訂第3版、 南江堂、 2018年

尾上尚志・ 他、 病気がみえる 7　 脳・ 神経　 第2版、 MEDI C MEDI A、 2017年

小林哲夫・ 他、 神経難病領域のリ ハビリ テーショ ン実践アプロ ーチ　 改訂第2版、 MEDI CAL VI EW、 2019年

参考書

森尾友宏・ 他、 病気がみえる 6　 免疫・ 膠原病・ 感染症　 第2版、 MEDI C MEDI A、 2018年

中山恭秀・ 鈴木俊明、 Crossl i nk理学療法学テキス ト 神経障害理学療法学Ⅱ、 MEDI CAL VI EW、 2019年

吉尾雅春・ 森岡周、 標準理学療法学　 神経系理学療法学、 医学書院、 2013年

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

グループ活動の評価

提出課題（ 個人レ ポート など ）

40% ○ ○ ○ ○ ○

60% ○ ○ ○ ○ ○

全てについて6割以上の評価を得た場合のみ単位認定を行う 。

注意事項
特になし

備考
特になし

リ ン ク
URL

mailto:mani-hiroki@oita-u.ac.jp
mailto:ma-asai@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

なし

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

実際の症例の病態や経過を提示、 解説する 。 評価・ 治療の手技をデモンス ト レ ーショ ンし 、 実技指導する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B249

ナン バリ ン グ

内部障害理学療法学Ⅰ( Physi cal  Ther apy f or  i nt er nal  dysf unct i on Ⅰ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

専門系

授業形式

対面

必修 1 2年
福祉健康科学

部
後期

氏名  田中健一朗、 朝井政治

E-mai l    t anaka-keni chi r o@oi t a-u. ac. j p、 ma-asai @oi t a-u. ac. j p   内線   6232（ 田中） 、 7551（ 朝

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

内部障害のなかでも 循環分野における 疾患と それに伴って生じ る 障害像を学習し ， 治療およ び内部障害リ ハビリ テーショ ンの現状を学習する 。 目に見えない循環器疾患を理

解する ための病態解剖生理を再学習する と と も に病態機能面も 学習し ， 循環器疾患の障害について論じ る 。

目標1

目標2

目標3 心臓リ ハビリ テーショ ン（ 特に運動療法） について説明でき る 。

目標4 具体的な運動処方ができ る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

循環器疾患の病態について説明でき る 。

循環器疾患患者に対する 評価や， リ ス ク 管理について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

循環器総論1

循環器系の機能・ 構造2

心電図の診かた3

エネルギー代謝と 栄養4

運動耐容能と 運動処方5

病態・ 検査と 治療　 総論6

病態・ 検査と 治療　 （ 虚血性心疾患）7

病態・ 検査と 治療（ 心臓弁膜症と 心筋症）8

病態・ 検査と 治療（ 大動脈およ び末梢血管疾患）9

病態・ 検査と 治療（ 心不全）10

理学療法を実施する 上でのリ ス ク 管理11

心臓リ ハビリ テーショ ン総論12

高齢社会と 心疾患13

症例検討①14

症例検討㽠15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義に加え、 ビデオ視聴、 ディ ベート 、 学生によ る 講義を取り 入れる 。 模擬症例を通し て、 病態、 評価、 治療の理解を深める 。

講義内容の振り 返り を適宜実施する 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

こ れま での学習内容の復習（ 5時間）準備

学修

事後

学修

各講義に復習を行う （ 各講義後に1時間）

教科書

病気がみえる  vol . 2 循環器（ 第4版） MEDI C MEDI A,  医療情報科学研究所, 2017

参考書

人体の構造と 機能（ 第3版） 医学書院, 　 エレ イ ン N.  マリ ーブ　 2010

内部障害理学療法学（ 第2版） 医学書院,  高橋 哲也 ・ 神津 玲 ・  野村 卓生　 2020

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題レ ポート

知識振り 返り （ 確認テス ト ）

筆記試験

20% ○ ○ ○ ○

10% ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○

注意事項
病理学、 臨床医学の復習を行って、 講義に参加する こ と

備考
ク オータ ー制で講義を行う 可能性がある 。

講義毎に確認テス ト を行う

リ ン ク
URL

mailto:tanaka-kenichiro@oita-u.ac.jp
mailto:ma-asai@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

理学療法士

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

循環器障害に対する 理学療法について、 症例を提示し ながら 、 講義やディ ス カッ ショ ンを進める 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B250

ナン バリ ン グ

内部障害理学療法学Ⅱ( Physi cal  Ther apy f or  i nt er nal  dysf unct i on　 Ⅱ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

専門系

授業形式

対面

必修 1 2年
福祉健康科学

部
後期

氏名  朝井政治、 田中健一朗

E-mai l    ma-asai @oi t a-u. ac. j p、 t anaka-keni chi r o@oi t a-u. ac. j p   内線   7551、 6232

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

呼吸， 代謝分野における 理学療法の対象と なる 疾患と 障害像を学習し ， 一般的な治療およ び内部障害系理学療法について学習する 。 さ ら にがんや急性期領域における 内部障

害についての理解を深める ために疾患特異性と 理学療法の現状について概説する 。

目標1

目標2

目標3 内部障害を有する 患者に対する 理学療法に必要な評価， 問題点抽出ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

呼吸、 代謝を中心と し た内科系疾患の病態、 症状、 治療法を説明でき る 。

理学療法を実施する 上でのリ ス ク の抽出と 説明ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

総論（ 定義、 疫学など ） 、 呼吸器系の解剖・ 生理1

症候学と 身体所見評価（ 発熱、 咳、 浮腫、 体重減少、 肥満、 痛み、 呼吸困難）2

理学療法を実施する 上でのリ ス ク 管理、 検査・ 画像所見のみかた13

理学療法を実施する 上でのリ ス ク 管理、 検査・ 画像所見のみかた24

呼吸器疾患に対する 評価： フ ィ ジカルアセス メ ント5

呼吸器疾患に対する 評価： 運動機能、 ADL6

呼吸器疾患に対する 理学療法7

症例検討（ 呼吸器疾患）8

身体の構造と 機能： 腎・ 代謝9

糖尿病に対する 評価と 理学療法110

腎機能障害に対する 評価と 理学療法111

腎機能障害に対する 評価と 理学療法212

症例検討（ 代謝系疾患）13

リ ハビリ テーショ ンの実際： がん症例14

症例検討・ 総合討論15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

模擬症例を通し て、 病態、 評価、 治療の理解を深める 。

講義に加え、 ビデオ視聴、 ディ ベート 、 学生によ る 講義を取り 入れる 。

講義内容の振り 返り を適宜実施する 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

こ れま での学習内容の復習（ 5時間）準備

学修

事後

学修

各講義に復習を行う （ 各講義後に1時間）

教科書

医療情報科学研究所　 編、 病気がみえる  vol . 4 呼吸器（ 第3版） MEDI C MEDI A、 2018

医療情報科学研究所　 編、 病気がみえる  vol . 8 腎・ 泌尿器（ 第3版） MEDI C MEDI A、 2019

参考書

エレ イ ン　 N　 マリ ーブ　 著、 人体の構造と 機能（ 第4版） （ 医学書院） 、 2015

医療情報科学研究所　 編、 病気がみえる  vol . 2 循環器（ 第5版） MEDI C MEDI A、 2021

医療情報科学研究所　 編、 病気がみえる  vol . 3 糖尿病・ 代謝・ 内分泌（ 第5版） MEDI C MEDI A、 2019

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題レ ポート ， 学修成果物

知識振り 返り （ 小テス ト ）

筆記試験

20% ○ ○ ○

10% ○ ○

70% ○ ○ ○

注意事項
病理学、 臨床医学の復習を行って、 講義に参加する こ と

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:ma-asai@oita-u.ac.jp
mailto:tanaka-kenichiro@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

内部障害理学療法（ 呼吸、 代謝） について、 実際の症例を提示し ながら 、 講義やディ ス カッ ショ ンを進める 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B251

ナン バリ ン グ

理学療法評価学Ⅰ( Eval uat i on of  Physi cal  Ther apy Ⅰ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

専門系

授業形式

対面

必修 1 2年
福祉健康科学

部
前期

氏名  川上健二　 ・ 　 田中健一朗

E-mai l    kenj i -kawakami @oi t a-u. ac. j p　 ,  t anaka-keni chi r o@oi t a-u. ac. j p   内線   7118（ 川上）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

運動機能の基本的評価を学習する 。 問診等の情報収集， 身体観察， 身体計測について， 各検査のも つ意義と 評価の方法を学習する 。 さ ら に， 関節可動域検査と 筋力検査（ 徒

手筋力検査， 筋持久力検査） について検査の意義と 目的， 実施する 上での注意点や禁忌， 評価し ていく プロ セス について学ぶ。 さ ら にそれぞれの評価のつながり について理

解を深める 。

目標1

目標2

目標3 関節可動域検査における 意義・ 目的、 方法を理解し 、 結果の解釈について説明でき る 。

目標4 筋力検査における 意義・ 目的、 方法を理解し 、 結果の解釈について説明でき る 。

目標5 各種評価のつながり について説明でき る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○ ○ ○

○

一般的な評価の意義と 目的、 流れについて説明でき る 。

形態計測における 意義・ 目的、 方法を理解し 、 結果の解釈について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

評価学総論（ 評価の目的、 流れ等） 、 医療面接、 形態計測総論1

形態計測の実際12

形態計測の実際23

形態計測の実際3　 関節可動域検査総論4

関節可動域検査の実際1（ 上肢） 　5

関節可動域検査の実際2（ 上肢）6

関節可動域検査の実際3（ 下肢）7

関節可動域検査の実際4（ 体幹ほか） 、 筋力検査総論8

総合演習19

徒手筋力検査の実際1（ 上肢・ 肩甲帯）10

徒手筋力検査の実際2（ 上肢）11

徒手筋力検査の実際3（ 下肢）12

徒手筋力検査の実際4（ 体幹ほか）13

総合演習214

総合演習315

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

学生をグループに分け、 実際の評価について解説、 デモンス ト レ ーショ

ンを実施し ても ら う

模擬症例をも と にデモンス ト レ ーショ ンや技術の振り 返り を実

施し 、 理解度を確認する

初回に解剖学、 運動学に関する 知識振り 返り を行い， 必要な知

識が習得でき ている か確認する 。
○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

解剖学、 運動学の復習をし て授業に臨むこ と （ 5時間） 。

各評価法の実施方法について予習し ておく こ と （ 毎回1時間） 。
準備

学修

事後

学修

評価法に関する 知識と 実施方法について、 復習を行い理解し ておく こ と （ 毎回1時間）

教科書

１ ） 理学療法評価法 第6版補訂版　 （ 金原出版）   松澤正・ 江口勝彦　 2022

２ ） 新・ 徒手筋力検査法　 原著第10版（ 協同医書出版社） 　 Dal e Aver s, Marybet h Brown 2020

参考書

リ ハビリ テーショ ン・ ポケッ ト ナビ　 今日から なれる ！評価の達人（ 中山書店） 　 玉木彰・ 高橋仁美　 2015

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題（ 講義用資料提出・ 発表）

知識振り 返り （ 形態測定Ｒ Ｏ Ｍ）

知識振り 返り （ ＭＭＴ ）

筆記試験

10% ○ ○ ○ ○ ○

10% ○ ○ ○ ○ ○

10% ○ ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
履修時は、 実習着を着用し 、 治療者と し て相応し い身だし なみを心掛ける こ と 。

評価器具を必ず持参する こ と 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:kenji-kawakami@oita-u.ac.jp
mailto:tanaka-kenichiro@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

理学療法の評価（ 特に形態計測、 関節可動域測定、 徒手筋力検査） に関する 講義、 演習を模擬症例を交えながら 実施する

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B252

ナン バリ ン グ

理学療法評価学Ⅱ( Eval uat i on of  Physi cal  Ther apy Ⅱ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

専門系

授業形式

対面

必修 1 2年
福祉健康科学

部
後期

氏名  菅田陽怜,  萬井太規

E-mai l    hsugat a@oi t a-u. ac. j p,  mani -hi r oki @oi t a-u. ac. j p   内線   7671（ 菅田） 、 6109（ 萬井）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

神経・ 生理機能の基本的評価（ バイ タ ルサイ ン・ 意識の評価、 筋緊張検査、 反射検査、 感覚検査、 脳神経検査、 認知・ 高次脳検査） について学習する 。 各検査の意義と 目的

、 方法と 手順、 留意点、 さ ら にそれぞれの評価のつながり について理解を深める 。

目標1

目標2

目標3 感覚検査の目的や方法を理解し 、 結果の解釈について説明でき る 。

目標4 脳神経検査の目的や方法を理解し 、 結果の解釈について説明でき る 。

目標5 高次脳機能検査の目的や方法を理解し 、 結果の解釈について説明でき る 。

目標6 脳画像（ CT・ MRI ） を理解し 、 画像から 障害予測を行う こ と ができ る 。

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

○

バイ タ ルサイ ン・ 意識の評価の目的や方法を理解し 、 結果の解釈について説明でき る 。

筋緊張検査、 反射検査の目的や方法を理解し 、 結果の解釈について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

神経系に関する 基礎知識確認（ 菅田）1

医療面接と 情報収集（ 菅田）2

意識障害・ 全身状態の評価（ 菅田）3

感覚検査①（ 表在感覚、 深部感覚） （ 菅田）4

感覚検査②（ 疾患別） （ 菅田）5

筋緊張検査（ 萬井）6

反射検査①（ 深部反射） （ 萬井）7

反射検査②（ 表在反射、 病的反射） （ 萬井）8

協調性検査、 姿勢バラ ンス 検査（ 萬井）9

脳神経検査①（ 総論、 各論： 脳神経Ⅰ～Ⅴ） （ 菅田）10

脳神経検査②（ 各論： 脳神経Ⅵ～Ⅻ） （ 菅田）11

高次脳機能検査①（ 総論、 各論： 言語、 認知、 記憶） （ 菅田）12

高次脳機能検査②（ 各論： 失行、 失認） （ 菅田）13

痛みの評価、 意欲・ 自己効力感、 気分（ う つ・ 不安） ・ 思考の評価（ 菅田）14

脳画像（ CT・ MRI ） 解釈（ 菅田）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

事前の知識確認や単元ごと の振り 返り （ 小テス ト ） を用いた診断的／形

成的評価を実施する 。

基本的な疾患を想定し 、 具体的な評価方法を思考する 。

ベアやグループによ る 意見交換、 問題解決を図る 。

毎回の講義で小テス ト を行い、 知識の定着を図る 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

各検査の意義・ 目的につながる 神経解剖・ 生理について十分な予習をし て臨むこ と （ 1h×15回＝15h）準備

学修

事後

学修

理学療法評価学実習において検査が実施でき る よ う 方法・ 手順について十分な復習をする こ と （ 1h×15回＝15h）

教科書

１ ） 理学療法評価学　 改定第6版（ 金原出版） 、 松澤 正・ 江口 勝彦著、 2018年発行

２ ） ベッ ド サイ ド 神経のみかた　 第18版（ 南山堂） 、 田崎義昭・ 斎藤佳雄著、 2016年発行

参考書

その都度， 紹介する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

講義ごと の小テス ト

期末テス ト

20% ○ ○ ○ ○ ○ ○

80% ○ ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
履修時は、 実習着を着用し 、 治療者と し て相応し い身だし なみを心掛ける こ と 。 　 　 　 　 　 　 　 　

評価器具は必ず持参する こ と 。

備考
なし 。

リ ン ク
URL

mailto:hsugata@oita-u.ac.jp
mailto:mani-hiroki@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

神経・ 生理機能に関する 基本的な理学療法評価の目的や方法、 結果の解釈について講義する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B255

ナン バリ ン グ

理学療法評価学Ⅰ実習( Pr act i ce of  Eval uat i on　 Ⅰ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

専門系

授業形式

対面

必修 2 2年
福祉健康科学

部
前期

氏名  川上健二　 ・ 　 田中健一朗

E-mai l    kenj i -kawakami @oi t a-u. ac. j p　 ,    t anaka-keni chi r o@oi t a-u. ac. j p   内線   7118( 川

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

種々の運動機能検査で使用する 機器の使用方法の理解し 、 学生同士で関節可動域検査， 筋力検査， 形態測定を主体と し たアク ティ ブラ ーニングにて実習を行う 。 ま た、 具体

的な症例を提示し ながら 、 模擬的に検査・ 測定を実施し 、 患者の障害像やリ ス ク 管理を踏ま えた検査手法を学修し 、 理学療法における 評価の意味やその位置付け、 およ び具

体的技術について学習する 。

目標1

目標2

目標3 学生同士によ る 演習方式で検査を実施でき る 。

目標4 各種疾患を想定し た模擬症例に対し て評価を実施する 際のリ ス ク 管理を実施でき る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

各検査の目的を述べる こ と ができ る 。

各検査の手順が説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

形態計測総論、 体表解剖に関する 知識の確認、 問診の実際1

形態計測の実際12

形態計測の実際2　 　3

形態計測の実際3、 関節可動域検査総論4

関節可動域検査の実際1（ 上肢） 　 　5

関節可動域検査の実際2（ 上肢）6

関節可動域検査の実際3（ 下肢）7

関節可動域検査の実際4（ 体幹ほか）8

技術振り 返り （ 形態計測、 関節可動域検査）9

筋力検査総論、 徒手筋力検査の実際1（ 上肢・ 肩甲帯）10

徒手筋力検査の実際2（ 上肢）11

徒手筋力検査の実際3（ 下肢）12

徒手筋力検査の実際4（ 体幹ほか）13

技術振り 返り （ 徒手筋力検査）14

総合演習15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

学生同士によ る 演習、 模擬患者によ る デモス ト レ ーショ ンを実施する 。 単元ごと の振り 返り ( 小テス ト ・ 実技試験) を実施する 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

各評価技術の理解と 習熟を目指し 、 十分な予習をする こ と 。 　 （ 各講義、 1時間）準備

学修

事後

学修

各評価技術の理解と 習熟を目指し 、 十分な復習をする こ と 。 　 （ 各講義、 1時間）

教科書

１ ） 理学療法評価法第6版補訂版　 （ 金原出版）  松澤正・ 江口勝彦　 2022

２ ） 新・ 徒手筋力検査法　 原著第10版（ 協同医書出版社） 　 Dal e Aver s, Marybet h Brown 2020

参考書

その都度， 紹介する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実技試験

小テス ト

80% ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○ ○

注意事項
履修時は、 実習着を着用し 、 治療者と し て相応し い身だし なみを心掛ける こ と 。

評価器具を必ず持参する こ と 。

備考
実技試験１ は第１ 回～15回ま での講義内容に関する 実技試験

リ ン ク
URL

mailto:kenji-kawakami@oita-u.ac.jp
mailto:tanaka-kenichiro@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

理学療法の評価全般に関する 実習を行う 。 各評価法の学修後にその都度、 模擬症例によ る 振り 返り を実施する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B256

ナン バリ ン グ

理学療法評価学Ⅱ実習( Pr act i ce of  Eval uat i on　 Ⅱ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

専門系

授業形式

対面

必修 2 2年
福祉健康科学

部
後学期

氏名  菅田　 陽怜、 萬井　 太規

E-mai l    hsugat a@oi t a-u. ac. j p,  mani -hi r oki @oi t a-u. ac. j p   内線   7671（ 菅田） 、 6109（ 萬井）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

理学療法における 評価の意味やその位置付け、 およ び具体的技術について学習する 。

目標1

目標2

目標3 学生同士によ る 演習方式で検査を実施でき る 。

目標4 各種疾患を想定し た模擬症例に対し て評価を実施する 際のリ ス ク 管理を実施でき る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

各検査の目的を述べる こ と ができ る 。

各検査の手順が説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

神経系に関する 基礎知識の確認、 車椅子・ 杖の操作体験（ 菅田）1

医療面接と 情報収集の実際（ 菅田）2

意識障害・ 全身状態の評価（ 菅田）3

感覚検査の実際1（ 菅田）4

感覚検査の実際2（ 菅田）5

筋緊張検査の実際（ 萬井）6

反射検査の実際1（ 萬井）7

反射検査の実際2（ 萬井）8

協調性検査、 姿勢バラ ンス 検査の実際（ 萬井）9

脳神経検査の実際1（ 菅田）10

脳神経検査の実際2（ 菅田）11

高次脳機能検査の実際1（ 菅田）12

高次脳機能検査の実際2（ 菅田）13

痛みの評価、 意欲・ 自己効力感、 気分（ う つ・ 不安） ・ 思考の評価の実際（ 菅田）14

脳画像（ CT・ MRI ） 解釈の実際（ 菅田）15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

学生同士によ る 演習、 模擬患者によ る デモス ト レ ーショ ンを実施する 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

各評価技術の理解と 習熟を目指し 、 十分な予習をする こ と （ 1h×15回＝15h）準備

学修

事後

学修

各評価技術の理解と 習熟を目指し 、 十分な復習をする こ と （ 1h×15回＝15h）

教科書

理学療法評価学　 改定第6版（ 金原出版） 、 松澤 正・ 江口 勝彦著、 2018年発行

参考書

１ ） ベッ ド サイ ド 神経のみかた　 第18版（ 南山堂） 、 田崎義昭・ 斎藤佳雄著、 2016年発行

２ ） リ ハビリ テーショ ン基礎評価学　 第２ 版（ 羊土社） 、 潮見泰蔵・ 下田信明編集、 2020年発行

mailto:hsugata@oita-u.ac.jp
mailto:mani-hiroki@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実技試験（ 口頭試問含む） 100% ○ ○ ○ ○

注意事項
履修時は、 実習着を着用し 、 治療者と し て相応し い身だし なみを心掛ける こ と 。

評価器具を必ず持参する こ と 。

備考

リ ン ク
URL

○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

理学療法の評価全般に関する 実習を行う 。 各評価法の学修後にその都度、 模擬症例によ る 振り 返り を実施する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B261

ナン バリ ン グ

義肢装具学( Pr ost het i cs and or t hot i cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

専門系

授業形式

対面

必修 1 2
福祉健康科学

部
後期

氏名  阿南雅也， 片岡晶志

E-mai l    anan-masaya@oi t a-u. ac. j p， mkat aoka@oi t a-u. ac. j p   内線   6115， 7457

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

ある 部位の身体機能が一時的に低下ある いは永久に消失し た際， その機能を身体外部から 代償する 方法が義肢装具である ． 本講義では， リ ハビリ テーショ ンにおける 義肢装

具の意義， 歴史， 現状について， ま た各義肢装具の種類・ 構造， 機能など を学ぶ． そし て， 義肢装具のチェ ッ ク アウ ト およ び義肢装具療法の基礎知識， ま た補装具の支給体

系について学ぶ．

目標1

目標2

目標3 義肢装具のチェ ッ ク アウ ト を説明でき る

目標4 義肢装具療法の目的およ び実際を説明でき る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

リ ハビリ テーショ ンにおける 義肢装具の重要性と 役割を説明でき る

義肢装具の種類・ 構造， 機能を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

装具総論（ 阿南）1

脊髄損傷の装具（ 片岡）2

関節リ ウ マチの装具（ 片岡）3

脳卒中片麻痺の装具 （ 阿南）4

整形外科治療装具・ ス ポーツ 障害の装具 par t 1（ 阿南）5

整形外科治療装具・ ス ポーツ 障害の装具 par t 2（ 阿南）6

末梢神経障害の装具， 小児用装具（ 片岡）7

切断総論・ 切断のリ ハビリ テーショ ン（ 片岡）8

義肢総論（ 片岡）9

下腿義足（ 阿南）10

大腿義足 par t 1（ 阿南）11

大腿義足 par t 2（ 阿南）12

股， 膝， サイ ム， 足部切断用義足（ 阿南）13

義手（ 阿南）14

その他の補装具（ 阿南）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業開始時に前回分の小テス ト を行う ．

実際の臨床での事例など を交える ．

動画の活用， LMS（ Moodl e） を積極的に導入し ， 予習・ 復習をし

やすい環境を整備
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書と 事前にMoodl eにアッ プし た講義資料を用いて予習する ( 30h) ．準備

学修

事後

学修

教科書と Moodl eにアッ プし た講義資料や動画を用いて復習する ( 30h) ．

教科書

佐伯覚： 標準理学療法学・ 作業療法学・ 言語聴覚障害学 別巻　 義肢装具学， 医学書院， 2018

参考書

伊藤利之・ 他： 義肢装具のチェ ッ ク ポイ ント  第8版． 医学書院， 2014

澤村誠志・ 他： 義肢学 第3版． 医歯薬出版， 2015

飛松好子・ 他： 装具学 第4版． 医歯薬出版， 2016

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

学期末試験

小テス ト

80% ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○ ○

学期末試験はそれま での出席回数が2/3以上の者にのみ受験資格を有す．

注意事項
阿南担当分は「 木曜1限」 ， 片岡担当分は「 木曜3限」 にて実施する ．

やむを得ない理由によ る 授業欠席， 学期末試験受験欠席のと き は， 必ず連絡のう え必要な書類を提出し ， 許可を得る ．

備考
なし

リ ン ク
URL

Moodl e（ 2022後期-木1 義肢装具学） を参照する こ と

mailto:anan-masaya@oita-u.ac.jp
mailto:mkataoka@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士， 医師
教員の実務

経験

理学療法士， 医師と し ての実務経験をも つ教員が， 臨床・ 研究・ 教育経験を生かし て， 理学療法士の臨床現場で多岐に用いら れる 義肢装具に関する 教育を行ってい

る ．

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B262

ナン バリ ン グ

義肢装具学実習( Pr act i ce of  Pr ost het i cs and or t hot i cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

専門系

授業形式

対面

必修 1 ３ 年
福祉健康科学

部
前期

氏名  阿南雅也， （ 非） 狩野綾子

E-mai l    阿南： anan-masaya@oi t a-u. ac. j p   内線   阿南： 6115

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

義肢装具学で学習し たこ と を基に， 義肢装具の構造と 使用さ れる パーツについて学修する ． ま た装具については学生自身が相互にモデルと なり ， 疾病と 装具の特殊性を学習

する ． 義肢については， 体験用義足を用い， 装着時の問題点やアラ イ メ ント 調整の技術を理解し ， 義肢の適合判定の知識について学修する ．

目標1

目標2

目標3 基本的な義肢のアラ イ メ ント 調整が説明でき る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

義肢装具の構造について説明でき る

基本的な装具のチェ ッ ク アウ ト ができ る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

義肢・ 装具のエビデンス 調査（ 阿南）1

義肢・ 装具のエビデンス 調査（ 阿南）2

義肢・ 装具のエビデンス 発表（ 阿南）3

義肢・ 装具のエビデンス 発表（ 阿南）4

義肢・ 装具の使用方法（ チェ ッ ク アウ ト ， アラ イ メ ント 調整を含む） 調査（ 阿南）5

義肢・ 装具の使用方法（ チェ ッ ク アウ ト ， アラ イ メ ント 調整を含む） 調査（ 阿南）6

義肢・ 装具の使用方法の発表（ 阿南）7

義肢・ 装具の使用方法の発表（ 阿南）8

装具の体験実習（ 阿南）9

装具の体験実習（ 阿南）10

義肢装具に関係する 法律や制度概論・ 材料学・ ト ピ ッ ク ス （ 狩野）11

義肢装具士から みた装具のチェ ッ ク ポイ ント （ 狩野）12

義足等の体験実習・ 義足の調整（ 狩野）13

義足等の体験実習・ 義足の調整（ 狩野）14

義足等の体験実習・ 義足の調整（ 狩野）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義の中でグループディ ス カッ ショ ンを適宜行う ． 動画の活用， LMS（ Moodl e） を積極的に導入し ， 予習・ 復習をし

やすい環境を整備
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

義肢装具学の復習を行う ( 30h) ．準備

学修

事後

学修

発表の準備を行う ( 30h) ．

教科書

佐伯覚： 標準理学療法学・ 作業療法学・ 言語聴覚障害学 別巻 義肢装具学． 医学書院， 2018

参考書

澤村誠志・ 他： 義肢学 第3版． 医歯薬出版， 2015

飛松好子・ 他： 装具学 第4版． 医歯薬出版， 2016

伊藤利之・ 他： 義肢装具のチェ ッ ク ポイ ント  第8版． 医学書院， 2014

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

グループ活動への参加状況

口頭によ る 実習結果発表

発表会への参加状況

レ ポート

30% ○ ○ ○

25% ○ ○ ○

20% ○ ○ ○

25% ○ ○ ○

注意事項
グループ単位での実習のため， 特別な理由なし に休ま ないこ と ．

備考
なし

リ ン ク
URL

Moodl e（ 2023前期-木34 義肢装具学実習） を参照する こ と

mailto:anan-masaya@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士・ 義肢装具士
教員の実務

経験

理学療法士， 医師と し ての実務経験をも つ教員が， 臨床・ 研究・ 教育経験を生かし て， 理学療法士の臨床現場で多岐に用いら れる 義肢装具に関する 教育を行ってい

る ．

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B271

ナン バリ ン グ

物理療法学( El ect r ophysi cal  Agent s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

専門系

授業形式

対面

必修 1 3
福祉健康科学

部
前期

氏名  阿南雅也， 河上敬介， 萬井太規

E-mai l    阿南： anan-masaya@oi t a-u. ac. j p   内線   阿南： 6115

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

物理療法では， よ り 高い効果を求めて強い強度で行われたり ， 様々な種類のエネルギーを利用し たり する こ と になる が， 同時に身体に対する 危険性も 高く なる 。 安全で効果

の高い治療を実施する ためには， 与えら れたエネルギーに対し て身体がど のよ う な反応を示すかを基礎知識と し て学習する 必要がある 。 ま た， 物理療法には極超短波療法，

超短波療法， 超音波療法など がある が， 使用さ れる 物理的エネルギーの多く は目に見えないも のであり ， 理解する こ と が困難な場合が多い。 本授業では， こ れら を可能な限

り 単純化し て各自がイ メ ージと し て理解でき る よ う に心がけながら 行う 。

目標1

目標2

目標3 各種物理療法の実施上の注意点を説明でき る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

各種物理療法の作用機序を説明でき る

各種物理療法の適応と 禁忌を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

物理療法の概要（ 河上）1

温熱療法（ 総論， ホッ ト パッ ク ， パラ フ ィ ン浴） （ 河上）2

温熱療法（ 赤外線療法） （ 河上）3

温熱療法（ 超短波療法， 極超短波療法） （ 河上）4

超音波療法（ 河上）5

電気刺激療法（ 総論） （ 阿南）6

電気刺激療法（ 神経筋電気刺激） （ 阿南）7

電気刺激療法（ 経皮的電気刺激） （ 阿南）8

電気刺激療法（ バイ オフ ィ ード バッ ク 療法） （ 阿南）9

光線療法（ レ ーザー， 紫外線） （ 阿南）10

牽引療法（ 概要， 頸椎牽引， 骨盤牽引） （ 萬井）11

間欠的空気圧迫装置， 持続的他動運動装置（ 萬井）12

寒冷療法（ 萬井）13

水治療法（ 萬井）14

リ ス ク 管理（ 萬井）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

グループ発表を行う ．

授業開始時に単元ごと の小テス ト を行う ．
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

高校時代に学んだ物理学を復習する ( 30h) ．準備

学修

事後

学修

講義内容を復習する ( 30h) ．

教科書

吉田英樹・ 他： Crossl i nk理学療法学テキス ト  物理療法学， メ ジカルビュ ー社， 2020

参考書

木村貞治・ 他： 物理療法学テキス ト  改訂第2版， 南江堂， 2013

網本和・ 他： 物理療法学　 第4版， 医学書院， 2014

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

学期末試験

小テス ト

90% ○ ○ ○

10% ○ ○ ○

注意事項
物理療法は物理学の現象を生体に与える 治療法である ．

高校時代に学んだ物理学を復習し ておいていただき たい．

備考
なし

リ ン ク
URL

Moodl e（ 2023前期-火3 物理療法学） を参照する こ と

mailto:anan-masaya@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

理学療法士と し ての実務経験をも つ教員が， 臨床・ 研究・ 教育経験を生かし て， 理学療法士が行う 基本的治療法の一つである 物理療法に関する 教育を行っている ．

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B272

ナン バリ ン グ

物理療法学実習( Pr act i ce of  Ther apeut i c Physi cal  Agent s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

専門系

授業形式

対面

必修 1 3
福祉健康科学

部
前期

氏名  萬井太規， 河上敬介， 阿南雅也

E-mai l    萬井： mani -hi r oki @oi t a-u. ac. j p   内線   萬井： 6109

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

実際に物理療法がおこ なえる よ う ， 各療法についての目的， 効果と 適応， 手技， リ ス ク 管理など を整理し ながら 学修する ． 物理療法の主な目的は疼痛の緩和， 循環の改善等

であり ， 臨床においては運動療法と 組み合わせて実施さ れる 場合が多い． 本授業では物理療法を実施する 場面を想定し て， 物理療法機器の取り 扱い， リ ス ク 管理など を実習

する ． こ の時に物理療法の授業で学んだ知識を復習し ながら ， その効果も 体験でき る よ う に行う ．

目標1

目標2

目標3 各種物理療法の適応と 禁忌， 実施上の注意点を説明でき る

目標4 各種物理療法を実施でき る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

各種物理療法のエビデンス を調査し ， 説明でき る

各種物理療法の作用機序を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン1

各種物理療法のエビデンス の調査2

各種物理療法のエビデンス の調査3

各種物理療法のエビデンス の報告4

各種物理療法のエビデンス の報告5

各種物理療法のエビデンス の報告6

熱療法・ 超音波療法の治療法の実際7

熱療法・ 超音波療法の治療法の実際8

電気刺激療法・ 光線療法の治療法の実際9

電気刺激療法・ 光線療法の治療法の実際10

牽引療法・ 寒冷療法・ 水治療法の治療法の実際11

牽引療法・ 寒冷療法・ 水治療法の治療法の実際12

機器体験実習13

機器体験実習14

機器体験実習15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

グループで物理療法機器のエビデンス の調査， 治療法の経験を行う ．

講義の中でグループディ ス カッ ショ ンを適宜行う ．

物理療法学と 並行し て行う ．
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

物理療法学の復習を行う ( 30h) ．準備

学修

事後

学修

発表の準備を行う ( 30h) ．

教科書

吉田英樹・ 他： Crossl i nk 理学療法学テキス ト  物理療法学， メ ジカルビュ ー， 2019

参考書

庄本康治・ 他： エビデンス から 身につける 物理療法， 羊土社， 2017

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

グループ活動への参加状況

口頭によ る 実習結果発表

発表会への参加状況

レ ポート

30% ○ ○ ○ ○

25% ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○ ○

25% ○ ○ ○ ○

注意事項
グループ単位での実習のため， 特別な理由なし に休ま ないこ と ．

備考
なし

リ ン ク
URL

Moodl e（ 2023前期-火45 物理療法学実習） を参照する こ と

mailto:mani-hiroki@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

理学療法士と し ての実務経験をも つ教員が， 臨床・ 研究・ 教育経験を生かし て， 理学療法士が行う 基本的治療法の一つである 物理療法に関する 教育を行っている ．

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B281

ナン バリ ン グ

Ａ Ｄ Ｌ 学( Act i vi t i es of  Dai l y Li vi ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

専門系

授業形式

対面

必修 1 3年
福祉健康科学

部
後期

氏名  田中健一朗、 朝井政治

E-mai l    t anaka-keni chi r o@oi t a-u. ac. j p、 ma-asai @oi t a-u. ac. j p、    内線   6232（ 田中） 、 7551

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 ADL学は、 リ ハビリ テーショ ンおよ び理学療法において重要な位置を占める 。 ADL学では、 ADLの概念やADL評価国際生活機能分類[ I CF] と の関連性などの基本的なADLを理解

する 。 ま た、 ADLを支援する 機器と し ての自助具や日常生活用具、 歩行補助具や車いすなど の補装具の使用目的と その役割についても 学修する 。 さ ら に、 ADLの環境因子と し

て重要な生活環境について学び、 理学療法士と し て専門的な視点で、 対象者を取り 巻く 生活環境の基礎知識や具体的な対応方法を学修する 。

目標1

目標2

目標3 ADL基本動作を理解し ， 動作を分析、 説明でき る

目標4 ADL支援機器の基本的機能を説明でき る

目標5 フ レ イ ル・ サルコ ペニア・ ロ コ モティ ブシンド ロ ームの評価と ADL指導ができ る

目標6 代表的な疾患に対する 介助・ 支援方法を説明でき る

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

ADLの概念を説明でき る ．

代表的なADL評価について適応と 実施方法を説明でき る ．

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン（ 日常生活活動と は， 評価の復習） 　 総論1

ADL評価➀2

ADL評価②3

基本動作と セルフ ケア4

ADLと 身体活動量5

福祉用具・ 環境調整　6

代表的な疾患・ 障害における ADL（ 整形外科）7

代表的な疾患・ 障害における ADL（ 中枢疾患➀）8

代表的な疾患・ 障害における ADL（ 中枢疾患②）9

代表的な疾患・ 障害における ADL（ 脊髄損傷➀）10

代表的な疾患・ 障害における ADL（ 脊髄損傷②）11

代表的な疾患・ 障害における ADL（ 内部障害）12

フ レ イ ル・ サルコ ペニア・ ロ コ モティ ブシンド ロ ーム の評価と ADL13

症例検討14

ADL総合振り 返り15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

各種評価や介助方法について、 演習を取り 入れる 。 具体的な理学療法やADL指導について実際の症例ビデオを視聴し

， ディ ス カッ ショ ンを行う 。

小テス ト を行い、 知識の定着を深める 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

解剖学、 生理学、 運動学の復習を行って講義に参加する こ と （ 5時間）準備

学修

事後

学修

各講義後に復習する こ と （ 各回1時間×15回）

教科書

島田裕之　 編著、 高齢者理学療法学　 （ 医歯薬出版） 、 2017

鶴見隆正ら 　 編集、 標準理学療法学　 専門分野　 日常生活活動学・ 生活環境学　 第5版（ 医学書院） 、 2017

参考書

橋元　 隆　 編集、 理学療法学テキス ト Ⅴ　 日常生活活動（ ADL） 第2版　 （ 神陵文庫） 、 2015

福井圀彦　 原著、 老人のリ ハビリ テーショ ン　 第8版　 （ 医学書院） 、 2016

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト

課題レ ポート

筆記試験

10% ○ ○ ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
講義の中で一部演習を行う

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:tanaka-kenichiro@oita-u.ac.jp
mailto:ma-asai@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

ADLの評価、 環境調整、 福祉用具の利用について、 具体例を示し ながら 、 講義やディ ス カッ ショ ンを進め、 理解を深める 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B282

ナン バリ ン グ

Ａ Ｄ Ｌ 学実習( Pr act i ce of  Act i vi t i es of  Dai l y Li vi ng)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

専門系

授業形式

対面

必修 1 3年
福祉健康科学

部
後期

氏名  田中健一朗、 朝井政治

E-mai l    t anaka-keni chi r o@oi t a-u. ac. j p、 ma-asai @oi t a-u. ac. j p   内線   6232（ 田中） 、 7551（ 朝

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 ADL学で学んだ知識をも と に、 ADLの評価およ びその改善のための基本的な介入方法や、 寝返り 動作、 起き 上がり 動作など の基本動作を中心と し た各動作の介助、 指導方法

について学修する 。 ま た、 移動補助具である 、 杖・ 松葉杖・ 車いすにおける 採寸と チェ ッ ク アウ ト 、 使用方法についても 学修する 。 さ ら に、 実践的なアプロ ーチ方法につい

て、 模擬症例を通じ たディ ス カッ ショ ンを行いながら 学修する 。

目標1

目標2

目標3 代表的な疾患、 障害に対し て適切な福祉用具の選択、 処方ができ る

目標4 フ レ イ ル・ サルコ ペニア・ ロ コ モティ ブシンド ロ ームの評価と ADL指導ができ る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

適切なADL評価法の選択、 評価の実践ができ る

代表的な疾患、 障害に対し て適切な介助、 ADL指導ができ る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン、 　 総論1

ADL評価（ 概論： 目的、 代表的な評価尺度）2

ADL評価（ 概論： 基本動作）3

基本動作と セルフ ケア4

ADLと 身体活動量5

福祉用具（ 名称と 機能、 採寸の意義） ・ 環境調整6

代表的な疾患・ 障害における ADL（ 整形外科）7

代表的な疾患・ 障害における ADL（ 中枢疾患➀）8

代表的な疾患・ 障害における ADL（ 中枢疾患②）9

代表的な疾患・ 障害における ADL（ 脊髄損傷➀）10

代表的な疾患・ 障害における ADL（ 脊髄損傷②）11

代表的な疾患・ 障害における ADL（ 内部障害）12

フ レ イ ル・ サルコ ペニア・ ロ コ モティ ブシンド ロ ーム の評価と ADL13

症例検討14

ADL総合振り 返り15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

各種評価や介助方法について、 症例を想定し た演習・ 実技を取り 入れる

。

具体的な理学療法やADL指導について実際の症例ビデオを視聴し

， ディ ス カッ ショ ンを行う 。

症例を模擬し 、 学生同士で介助方法、 福祉用具の具体的調整を

行う
○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

解剖学、 生理学、 運動学、 疾患学の復習を行って講義に参加する こ と （ 5時間）準備

学修

事後

学修

各講義後に復習する こ と （ 各回1時間×15回）

教科書

島田裕之　 編著、 高齢者理学療法学　 （ 医歯薬出版） 、 2017

鶴見隆正ら 　 編集、 標準理学療法学　 専門分野　 日常生活活動学・ 生活環境学　 第5版（ 医学書院） 、 2017

参考書

橋元　 隆　 編集、 理学療法学テキス ト Ⅴ　 日常生活活動（ ADL） 第2版　 （ 神陵文庫） 、 2015

福井圀彦　 原著、 老人のリ ハビリ テーショ ン　 第8版　 （ 医学書院） 、 2016

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題レ ポート

実技試験

筆記試験

20% ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○ ○

60% ○ ○ ○ ○

注意事項
講義の中で一部実習を行う 。 講義は、 実習着を着用し 、 治療者と し て相応し い身だし なみを心掛ける こ と 。

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:tanaka-kenichiro@oita-u.ac.jp
mailto:ma-asai@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

医療機関、 福祉施設で勤務経験のある 理学療法士が、 臨床現場でのポイ ント を踏ま え、 実務経験を活かし た講義を行う 。
教員の実務

経験

ADLの評価、 環境調整、 福祉用具の利用について、 具体例を示し ながら 、 講義やディ ス カッ ショ ンを進め、 理解を深める 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B291

ナン バリ ン グ

地域理学療法学( Communi t y-based physi cal  t her apy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

専門系

授業形式

対面

必修 1 3年

福祉健康科学

部　 理学療法

コ ース

後期

氏名  田中健一朗

E-mai l    t anaka-keni chi r o@oi t a-u. ac. j p   内線   6232

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 地域理学療法学に関わる 理念と 定義を理解し ， 地域在住の障害者や高齢者を取り 巻く 制度的環境や支援ネッ ト ワ ーク の現状を学習する 。 ま た， 地域理学療法学において現

状の課題・ 問題についてディ ス カッ ショ ン等を実施する こ と によ り ， 理学療法士が果たすべき 役割について理解を深める 。 さ ら に， 地域理学療法学と 密接な関係がある 介護

保険制度や高齢者施策について， 学生が在住する 地域における 違い等を把握する こ と によ り 地域に適し たリ ハビリ テーショ ンのビジョ ンを構築する 。

目標1

目標2

目標3 地域理学療法学と 密接な関係がある 介護保険制度や高齢者施策について理解し 、 地域理学療法のビジョ ンについて説明ができ る

目標4 地域理学療法について、 具体的な実践方法を説明する こ と ができ る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

地域理学療法学に関わる 理念と 定義を理解し ， 対象者を取り 巻く 制度的環境や支援ネッ ト ワ ーク の現状を説明でき る

地域理学療法学において現状の課題・ 問題を挙げ、 理学療法士が果たすべき 役割について説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

地域理学療法およ び地域リ ハビリ テーショ ンの概念と 視点1

地域理学療法と 社会情勢と 制度2

地域理学療法の対象と 支援方法3

理学療法的支援（ 1）4

理学療法的支援（ 2）5

理学療法的支援（ 3）6

地域の仕組みと 行政7

世界の地域リ ハビリ テーショ ン8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

小テス ト を取り 入れながら 、 知識の確認を行う 。

具体的な症例を提示し 、 ディ ス カッ ショ ンを取り 入れる

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

理学療法概論の復習を行って講義に参加する こ と （ 5時間）準備

学修

事後

学修

各講義後に復習する こ と （ 各回1時間×8回）

教科書

金谷さ と み　 原田和宏　 編著、 地域理学療法学 第5版（ 医学書院） 、 2022

参考書

牧迫飛雄馬　 編著、 地域理学療法学　 （ 医歯薬出版株式会社） 　 2021

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト

課題レ ポート

筆記試験

10% ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○

注意事項
なし 。

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:tanaka-kenichiro@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

地域理学療法の概念、 基本的な視点、 具体的な実践方法を等について、 臨床の具体例を提示し ながら 、 講義やディ ス カッ ショ ンを進め、 理解を深める 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B401

ナン バリ ン グ

理学療法学研究論( Physi cal  Ther apy Resear ch)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

研究系

授業形式

対面

必修 2 3
福祉健康科学

部
通年

氏名  河上敬介， 朝井政治， 片岡晶志， 徳丸治， 紀瑞成， 阿南雅也， 菅田陽怜， 萬井太規， 安藤敬子，

川上健二， 田中健一朗

E-mai l    阿南： anan-masaya@oi t a-u. ac. j p   内線   阿南： 6115

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

研究モラ ルと 倫理教育と と も に， 基礎研究概説， 臨床研究概説を学修する ． ま た， 各教員の研究室への配属によ り ， 基礎・ 臨床研究倫理や研究方法論， 研究計画法を学ぶこ

と で， 疑問点の解明や問題点の解決のための論理的な思考過程を構築する ． こ れによ り ， その後に実施さ れる 臨床実習において， 論理的思考によ り ， 患者の評価や治療の実

践を科学的な視点から 検証する こ と が可能と なる ．

目標1

目標2

目標3 研究テーマの背景-目的を説明でき る

目標4 研究テーマにおける 方法を説明でき る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

基礎・ 臨床研究倫理を説明でき る

研究方法論や研究計画法を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

研究モラ ルと 倫理教育・ 研究内容紹介（ 教員1）1

基礎研究概説・ 研究内容紹介（ 教員2）2

臨床研究概説・ 研究内容紹介（ 教員3）3

研究内容紹介（ 教員4・ 5）4

研究内容紹介（ 教員6・ 7）5

研究内容紹介（ 教員8・ 9）6

研究内容紹介（ 教員10・ 11）7

基礎・ 臨床研究倫理　 各論1（ 全教員）8

基礎・ 臨床研究倫理　 各論2（ 全教員）9

基礎・ 臨床研究方法論　 研究計画法1（ 背景-目的） （ 全教員）10

基礎・ 臨床研究方法論　 研究計画法2（ 背景-目的） （ 全教員）11

基礎・ 臨床研究方法論　 研究計画法3（ 方法） （ 全教員）12

基礎・ 臨床研究方法論　 研究計画法4（ 方法） （ 全教員）13

基礎・ 臨床研究方法論　 研究計画法5（ 背景-目的-方法） （ 全教員）14

基礎・ 臨床研究方法論　 研究計画法6（ 背景-目的-方法） （ 全教員）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

各教員の研究室へ配属（ 2～3名） する ． 中間報告会にて進捗状況を報告する ．

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

各指導教員に指示に従う ( 30h) ．準備

学修

事後

学修

各指導教員に指示に従う ( 30h) ．

教科書

各指導教員に指示に従う

参考書

各指導教員に指示に従う

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

研究活動への参加状況

必要な文献・ 資料を使って研究背景を説明

研究計画の立案

60% ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○ ○

注意事項
なし

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:anan-masaya@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士， 医師， 看護師
教員の実務

経験

理学療法士， 医師， 看護師と し ての実務経験をも つ教員が， 臨床・ 研究・ 教育経験を生かし ， 基礎・ 臨床研究方法論を教育する ．

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B402

ナン バリ ン グ

理学療法学研究演習( Advanced pr act i ce on Physi cal  Ther apy Resear ch)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

研究系

授業形式

対面

必修 2 4
福祉健康科学

部
通年

氏名  河上敬介， 朝井政治， 片岡晶志， 徳丸治， 紀瑞成， 阿南雅也， 菅田陽怜， 萬井太規， 安藤敬子，

川上健二， 田中健一朗

E-mai l    anan-masaya@oi t a-u. ac. j p   内線   6115

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

臨床で発見し た新たな高いレ ベルの疑問点や問題点を解決する ための術を， 教員の指導のも と 試行錯誤し ながら 学修する ． こ の様に， 臨床実習と いう 実践を単に， 評価や治

療技術の取得に留めず， 論理的思考の構築と 疑問点の解明や問題点の解決に活用する 能力を身につける ． ま た指導教員の直接指導によ って， 基礎・ 臨床研究実践論を学びな

がら ， 予備実験， 本実験， データ 解析， 討論， 最終発表準備を経て， 抄録集を作成し ， 卒業研究発表会を行う ．

目標1

目標2

目標3 最終発表準備を経て， 抄録集を作成し ， 研究内容を発表する ．

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

基礎・ 臨床研究実践論を説明する ．

予備実験， 本実験， データ 解析を実践する ．

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ガイ ダンス1

基礎・ 臨床研究実践論　 予備実験12

基礎・ 臨床研究実践論　 予備実験23

基礎・ 臨床研究実践論　 予備実験34

基礎・ 臨床研究実践論　 本実験15

基礎・ 臨床研究実践論　 本実験26

基礎・ 臨床研究実践論　 本実験37

基礎・ 臨床研究実践論　 データ 解析18

基礎・ 臨床研究実践論　 データ 解析29

基礎・ 臨床研究実践論　 データ 解析310

基礎・ 臨床研究実践論　 討論111

基礎・ 臨床研究実践論　 討論212

基礎・ 臨床研究実践論　 最終発表準備113

基礎・ 臨床研究実践論　 最終発表準備214

最終発表15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

各教員の研究室へ配属（ 2～3名） する ． 最終発表会にて報告する ．

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

各指導教員に指示に従う ( 120h) ．準備

学修

事後

学修

各指導教員に指示に従う ( 120h) ．

教科書

各指導教員に指示に従う ．

参考書

各指導教員に指示に従う ．

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

研究活動への参加状況

予備実験， 本実験， データ 解析の実践

最終研究発表

30% ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

40% ○ ○ ○

注意事項
なし

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:anan-masaya@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士， 医師， 看護師
教員の実務

経験

理学療法士， 医師， 看護師と し ての実務経験をも つ教員が， 臨床・ 研究・ 教育経験を生かし ， 基礎・ 臨床研究実践論を教育する ．

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B131

ナン バリ ン グ

基礎臨床実習Ⅰ( Basi c cl i ni cal  pr act i ce I )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

臨床実習

授業形式

対面

必修 1 1
福祉健康科学

部
後期

氏名  河上敬介、 菅田陽怜、 朝井政治、 阿南雅也、 川上健二、 田中健一朗、 萬井太規

E-mai l    kkawakami @oi t a-u. ac. j p,  hsugat a@oi t a-u. ac. j p   内線   7735

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

臨床実習担当者の指導の下、 理学療法業務を見学し 、 理学療法士の役割について学ぶ。

さ ら に、 理学療法対象者を取り 巻く 種々の職種の役割を学び、 理学療法部門と の協力体制に関し て体験学習する 。

目標1

目標2

目標3 理学療法対象者を取り 巻く 種々の職種と その役割について説明でき る 。

目標4 理学療法部門と 他職種と の協力体制について、 その必要性も 含めて説明でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

理学療法対象者と のコ ミ ュ ニケーショ ンの取り 方について説明でき る 。

理学療法士の役割について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

実習事前ガイ ダンス （ 12月） ・ 実習直前ガイ ダンス （ 2月）1

1週間の集中実習（ 1年次春季休暇中）2

実習報告会（ 実習終了後）3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実習後の報告会にて、 実習を通し て気づいたこ と や学んだこ と を学生間

で共有し 知識の定着を図る

臨床実習予定施設の中から 、 各学生がお世話になる 施設を学生

の主体的な判断で希望する こ と ができ る 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

こ れま でに学習し た知識を復習し ておく （ 5時間）準備

学修

事後

学修

実習で体験し たこ と を振り 返る と と も に、 実習での気づき や学んだこ と を整理する （ 5時間）

教科書

１ 年生時に学んだ全ての教科書。

参考書

１ 年生時に学んだ全ての参考書。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

臨床実習評価

実習報告書などの提出

実習前・ 後指導への参画と 理解

40% ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○

注意事項
履修規定に定める 条件によ り 履修が可能と なる 。 原則と し て、 全日出席で評価対象と する 。 ま た、 実習の履修に問題が生じ る と 予想さ れる 場合は、 コ ース 会議の審

議を経て実習遂行が不可能と なり 、 単位を修得でき ないこ と がある 。

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:kkawakami@oita-u.ac.jp
mailto:hsugata@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

理学療法士

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

教員以外の指導に関わる 実務経験者

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B254

ナン バリ ン グ

基礎臨床実習Ⅱ( Basi c cl i ni cal  pr act i ce Ⅱ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

臨床実習

授業形式

対面

必修 1 2
福祉健康科学

部
後期

氏名  河上敬介、 菅田陽怜、 朝井政治、 阿南雅也、 川上健二、 田中健一朗、 萬井太規

E-mai l    kkawakami @oi t a-u. ac. j p， hsugat a@oi t a-u. ac. j p   内線   7735

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 臨床実習担当者の指導の下、 こ れま でに学習し た知識・ 技能を活用し 、 理学療法対象者の既往歴、 現病歴、 家族歴など の問診と 、 簡単な検査・ 測定を学習する 。

目標1

目標2

目標3 理学療法対象者に対し て形態測定， MMT， ROM t estができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

理学療法対象者のカルテよ り 情報が収集でき る 。

理学療法対象者に対し て問診ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

実習事前ガイ ダンス （ 12月）1

実習前直前ガイ ダンス （ 2月）2

１ 週間の集中実習3

実習報告会（ 実習終了後）4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習、 問題点解決への創造的思考力の開発 臨床実習予定施設の中から 、 各学生がお世話になる 施設を学生

の主体的な判断で希望する こ と ができ る 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

こ れま でに学習し た知識・ 技術を復習し ておく （ 5時間）準備

学修

事後

学修

実習で体験し たこ と を振り 返る と と も に、 実習で学んだ知識や技術を整理する （ 5時間）

教科書

１ 、 2年生時に学んだ全ての教科書。

参考書

１ 、 2年生時に学んだ全ての参考書。

mailto:kkawakami@oita-u.ac.jp
mailto:hsugata@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

臨床実習評価

実習報告書などの提出

実習前・ 後指導への参画と 理解

40% ○ ○ ○

20% ○ ○ ○

40% ○ ○ ○

注意事項
履修規定に定める 条件によ り 履修が可能と なる 。 原則と し て、 全日出席で評価対象と する 。 ま た、 実習の履修に問題が生じ る と 予想さ れる 場合は、 コ ース 会議の審

議を経て実習遂行が不可能と なり 、 単位を修得でき ないこ と がある 。

備考
なし

【 地域創生教育科目】

リ ン ク
URL

○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

理学療法士

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

医療機関， 介護施設等で、 理学療法対象者の既往歴、 現病歴、 家族歴など の問診と 、 簡単な検査・ 測定を学習する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B301

ナン バリ ン グ

臨床実習Ⅰ( Cl i ni cal  Pr act i ce I )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

臨床実習

授業形式

対面

必修 4 3年
福祉健康科学

部
後期

氏名  朝井、 田中、 河上、 阿南、 菅田、 萬井、 川上

E-mai l    ma-asai ＠oi t a-u. ac. j p、 t anaka-keni chi r o@oi t a-u. ac. j p   内線   7551、 6232

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

臨床実習指導者の指導・ 監督の下で行う 診療参加型臨床実習において， こ れま でに学習し た知識・ 技能を活用し ， 理学療法対象者を通し て， 必要な検査・ 測定を実施する ．

さ ら に， 得ら れた結果を統合・ 解釈し て問題点を抽出する ． こ れら を通し て， 理学療法対象者の障害像・ 全体像を捉える 能力を養う ． ま た， 可能な施設では， 通所リ ハビリ

テーショ ン又は訪問リ ハビリ テーショ ンについて経験し ， 地域における 理学療法士の役割を理解し ， 生活を支援する ために必要な知識， 技術， 多職種と の連携について学ぶ

.

目標1

目標2

目標3 理学療法対象者の問題点について列挙でき る 。

目標4 理学療法対象者のゴール設定を経験する 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

理学療法対象者の情報収集ができ る 。

理学療法対象者に対し て検査・ 測定ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

1） 臨床実習事前ガイ ダンス （ 事前、 直前）1

2） 学内実習（ 集中実習前）2

・ 技術振り 返り ： 実技試験、 フ ィ ード バッ ク3

・ 知識振り 返り ： 筆記試験4

3） 3週間の集中実習： 実習施設の指導者の下で実習を行う5

4） 実習施設訪問指導： 担当教員が実習施設に赴き 、 臨床実習指導者およ び学生と と も に実習の進行状況や問題点を確認する 。6

今後の実習での目標、 指導内容について調整を図る 。7

5） 学内実習（ 集中実習後）8

・ 提出用資料の作成： 事例報告書（ レ ポート 、 レ ジュ メ 等） 、 デイ リ ーノ ート 等9

・ 技術振り 返り ： 実技試験、 フ ィ ード バッ ク10

・ 知識振り 返り ： 筆記試験11

・ 事例検討会： 事例発表、 検討会など12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実習前・ 後の筆記試験、 実技テス ト で、 知識、 技術の確認を行う 。

実習後の事例検討会にて、 臨床実習で学んだ事例を通じ て知識や技術の

向上を図る 。
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

臨床実習前： こ れま でに学修し た知識、 技術を見直し ておく （ 10時間） 。準備

学修

事後

学修

臨床実習後： 事例検討会に向けて、 資料の準備、 知識の整理をし ておく （ 5時間） 。

実習中なら びに事例検討会で学修し た疾患、 病態、 理学療法手技について、 不十分だった点を振り 返ってておく （ 10時間） 。

教科書

特に指定し ない

参考書

特に指定し ない

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

臨床実習前後の学内臨床実習成績

臨床実習評価表によ る 評価

50% ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

注意事項
履修規定に定める 条件を満たすこ と によ り 本課目の履修が可能と なる 。

実習の履修に問題が生じ る と 予想さ れる 場合は、 理学療法コ ース 会議の審議を経て実習遂行が不可と なり 、 単位を修得でき ないこ と がある 。

備考
臨床実習前の準備を十分に行い、 臨床実習に臨むこ と 。

臨床実習期間を通じ て、 体調管理、 リ ス ク 管理に留意する こ と 。

リ ン ク
URL

mailto:tanaka-kenichiro@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

理学療法士

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

臨地実習前に事例を通じ て知識、 技術の振り 返り を行う 。

医療機関， 介護施設等で， 理学療法（ 主に評価） に関する 3週間の実習を行う 。 ま た、 １ 週間の学内実習を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030B302

ナン バリ ン グ

臨床実習Ⅱ( Cl i ni cal  Pr act i ce Ⅱ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

臨床実習

授業形式

対面

必修 7 ４ 年時
福祉健康科学

部
前期

氏名  阿南・ 川上・ 朝井・ 河上・ 菅田・ 田中・ 萬井

E-mai l    川上： kenj i -kawakami @oi t a-u. ac. j p　 ・ 　 阿南： anan-masaya@oi t a-u. ac. j p   内線   川

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

臨床実習指導者の指導・ 監督の下で行う 診療参加型臨床実習において， 理学療法対象者の評価から ， その問題点の抽出， ゴール設定， 理学療法プロ グラ ムの立案を通し て，

臨床思考過程能力を養う 。 なお， 可能な施設では， 通所リ ハビリ テーショ ン又は訪問リ ハビリ テーショ ンについて経験し ， 地域における 理学療法士の役割を理解し ， 生活を

支援する ために必要な知識， 技術， 多職種と の連携について学ぶ。

目標1

目標2

目標3 臨床実習指導者の指導の下、 理学療法の一部を経験する 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

理学療法対象者のゴール設定ができ る 。

理学療法対象者の理学療法プロ グラ ムが立案でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

１ ） 事前指導（ 実習前）1

　 　 臨床実習の目的、 意義、 心得等、 実習に必要と なる 項目について事前にオリ エンテーショ ンを行う 。2

　 　 臨床実習Ⅱに臨む準備が十分である か否かを判断する ために、 学力試験およ び実技試験を行う 。3

　4

5

２ ） 臨床実習（ 6週間）6

　 　 実習施設の臨床実習指導者のも と で実習を行う 。7

8

３ ） 実習地訪問指導9

　 　 担当教員が実習地に赴き 、 学生及び臨床実習指導者から 実習の進行具合や問題点、 残り の実習期間の目標や指導内容について調整を図る 。10

　11

12

４ ） 事後指導（ 実習終了後）13

　 　 実習に関する 成果と 反省及び今後の課題等について相互共有し 、 実習経験の充実・ 深化を図る 。14

　 　 臨床実習中に学習し た内容から １ つテーマを決めたこ と についてま と め、 報告会で発表する 。15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実習前の筆記試験・ 実技テス ト で知識， 技術の確認を行う 。

実習後の報告会にて， 臨床実習で学んだ事を通じ て知識や技術の向上を

図る 。
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

臨床実習前： こ れま でに学修し た知識， 技術を見直し ておく （ 10h） 。準備

学修

事後

学修

臨床実習後： 事例検討会に向けて、 資料の準備、 知識の整理をし ておく （ 5h） 。

実習中なら びに事例検討会で学修し た疾患、 病態、 理学療法手技について、 不十分だった点を振り 返ってておく （ 45h） 。

教科書

特に指定し ない。

参考書

特に指定し ない。

mailto:kenji-kawakami@oita-u.ac.jp
mailto:anan-masaya@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実習前学力試験

実習前実技試験

臨床実習課題提出

報告会発表・ レ ジュ メ

臨床実習評価

10% ○ ○ ○

20% ○ ○ ○

10% ○ ○ ○

20% ○ ○ ○

40% ○ ○ ○

臨床実習評価と は臨床実習施設で実施し た指導内容に対する 評価であり 、 必要に応じ て臨床実習指導者と 担当教員と で協議し て行う 。

注意事項
事前の準備を十分に行い、 実習実施に関し ては臨床実習指導者への報告・ 連絡・ 相談を徹底する こ と 。

リ ス ク 管理を十分に行い、 事故・ 怪我等が発生し ないよ う に細心・ 最善の注意を払う こ と 。

備考
　

リ ン ク
URL

○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

理学療法士

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

こ れま でに習得し た知識・ 技術を実際の臨床場面の対象者に対し て適応し 、 基本的な理学療法プロ セス を実施でき る よ う 、 支援・ 指導する 。
実務経験を

いかし た教

育内容



H030B303

ナン バリ ン グ

臨床実習Ⅲ( Cl i ni cal  Pr act i ce Ⅲ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

臨床実習

授業形式

対面

必修 7 ４ 年
福祉健康科学

部
前期

氏名  阿南・ 萬井・ 朝井・ 河上・ 川上・ 菅田・ 田中

E-mai l    萬井： mani -hi r oki @oi t a-u. ac. j p　 ・ 　 阿南： anan-masaya@oi t a-u. ac. j p   内線   萬井：

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

臨床実習指導者の指導・ 監督の下で行う 診療参加型臨床実習において， 経験する 理学療法を通し て， 理学療法の知識と 技術を統合する 能力を養う ． ま た， 経過の観察を通じ

て理学療法の効果を学ぶ。 なお， 可能な施設では， 通所リ ハビリ テーショ ン又は訪問リ ハビリ テーショ ンについて経験し ， 地域における 理学療法士の役割を理解し ， 生活を

支援する ために必要な知識， 技術， 多職種と の連携について学ぶ。

目標1

目標2

目標3 必要に応じ て理学療法プロ グラ ムを修正でき る 。

目標4 治療内容・ 経過等について報告でき る 。

目標5 臨床実習指導者の判断の下、 理学療法を実施でき る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

理学療法対象者のゴール設定ができ る 。

理学療法対象者の理学療法プロ グラ ムを立案でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

１ ） 事前指導（ 実習前）1

　 臨床実習Ⅱの課題や報告書およ び臨床実習指導者評価を基に臨床実習Ⅲに臨む準備が十分である か否かを判断し ， 必要に応じ て面談を行う 。2

3

２ ） 臨床実習（ 6週間）4

　 実習施設の臨床実習指導者の下で実習を行う 。5

6

３ ） 実習地訪問指導7

　 担当教員が実習地に赴き 、 学生およ び臨床実習指導者から 実習の進行具合や問題点、 残り の実習期間の目標や指導内容について調整を図る 。8

9

４ ） 事後指導（ 実習終了後）10

　 実習に関する 成果と 反省及び今後の課題等について相互共有し 、 実習経験の充実・ 深化を図る 。11

　 臨床実習中に学習し た内容から １ つテーマを決めたこ と についてま と め、 報告会で発表する 。12

　 学内・ 学外すべての履修が終了する ため、 臨床に赴く に相応し い学力を兼ね備えている かを判断する ために実習後学力およ び実技試験を実施する 。13

14

　15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実習後の事例検討会にて、 臨床実習で学んだ事例を通じ て知識や技術の

向上を図る 。

実習後の筆記試験、 実技テス ト で、 知識、 技術の確認を行う 。
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

臨床実習前： こ れま でに学修し た知識、 技術を見直し ておく （ 10h） 。準備

学修

事後

学修

臨床実習後： 事例検討会に向けて、 資料の準備、 知識の整理をし ておく （ 5時間） 。

実習中なら びに事例検討会で学修し た疾患、 病態、 理学療法手技について、 不十分だった点を振り 返ってておく （ 50h） 。

教科書

特に指定し ない。

参考書

特に指定し ない。

mailto:mani-hiroki@oita-u.ac.jp
mailto:anan-masaya@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実習後学力試験

実習後実技試験

臨床実習課題提出

報告会発表・ レ ジュ メ

臨床実習評価

10% ○ ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○ ○ ○

10% ○ ○ ○ ○ ○

20% ○ ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○ ○

臨床実習評価と は臨床実習施設で実施し た指導内容に対する 評価であり 、 必要に応じ て臨床実習指導者と 担当教員と で協議し て行う 。

注意事項
事前の準備を十分に行い、 実習実施に関し ては臨床実習指導者への報告・ 連絡・ 相談を徹底する こ と 。

リ ス ク 管理を十分に行い、 事故・ 怪我が発生し ないよ う に細心・ 最善の注意を払う こ と 。

備考

リ ン ク
URL

○

担当教員の

実務経験の

有無

理学療法士
教員の実務

経験

○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

理学療法士

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

こ れま でに習得し た知識・ 技術を実際の臨床場面の対象者に対し て適応し 、 基本的な理学療法プロ セス を実施でき る よ う 、 支援・ 指導する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



 

 

 

コース専門科目 

（社会福祉実践コース） 

 

 

 

 

 

 

 



H030S501

ナンバリング
相談援助実習指導Ⅰ(Leading of Social Work PracticumⅠ)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）
実習系

授業形式
対面

選択 2 2
福祉健康科学

部
前 水2

氏名  工藤修一他

E-mail   takamine@oita-u.ac.jp   内線   7947

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

社会福祉士受験資格取得に係る実習の事前学習，事後学習を行う科目である。事前学習では，ソーシャルワーク実践の基礎的理解を土台に，実習生としての姿勢や当該実習
分野の理解促進を図る。事後学習では，各福祉分野の利用者の生活課題について，環境との関連からその生起要因について分析をする。

目標1

目標2

目標3利用者の生活課題を環境因子から判別できる。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○

○

○

実習体験を通して，ソーシャルワーカーとしての基盤を確立できる。

ソーシャルワーカーに必要な価値・知識・技術を帰納的に列挙できる。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

ソーシャルワーク実習の意義と目的1

ソーシャルワークの共通基盤の基本的理解2

ソーシャルワークの実践分野の基本的理解3

介護や保育など関連分野の基本的理解4

実習課題の明確化と実習計画書作成5

実習記録の内容と記録方法6

プライバシー保護など実習生に求められる倫理7

事前訪問8

事前訪問を踏まえての実習で必要とされる知識・技術などの整理（配属実習・実習巡回）9

実習体験の全体的省察10

児童福祉分野のソーシャルワーク実践の基本的理解11

障害者福祉分野のソーシャルワーク実践の基本的理解12

高齢者福祉分野のソーシャルワーク実践の基本的理解13

見学実習（更生保護施設）14

見学実習（児童相談所）15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

実習施設ごとのグループ学習，並びに講義での成果の報告
ラ
ー
ニ
ン
グ

○

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

疾病（障害）別の利用者特性（7ｈ）準備
学修

事後
学修

実習経験のリフレクション（8ｈ）

教科書

使用しない。

参考書

指定しない。

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

試験レポート 100%○ ○ ○

注意事項

備考

リンク
URL



○
担当教員の
実務経験の
有無

医療ソーシャルワーカー（7年）
教員の実務
経験

教員という立場だけでなく，元実習指導者としての経験を踏まえて，あるべき実習等について教示する。
実務経験を
いかした教
育内容



H030S501

ナン バリ ン グ

ソ ーシャ ルワーク 実習指導Ⅰ( Soci al  Wor k Pr act i cum Gui danceⅠ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

実習系

授業形式

対面

選択 2 2年
福祉健康科学

部
前期

氏名  工藤ほか

E-mai l    t akami ne@oi t a-u. ac. j p   内線   7947

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

社会福祉士受験資格取得に係る 実習の事前学習， 事後学習を行う 科目である 。 事前学習では， ソ ーシャ ルワ ーク 実践の基礎的理解を土台に， 実習生と し ての姿勢や当該実習

分野の理解促進を図る 。 事後学習では， 各福祉分野の利用者の生活課題について， 環境と の関連から その生起要因について分析をする 。

目標1

目標2

目標3 利用者の生活課題を環境因子から 判別でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

実習体験を通し て， ソ ーシャ ルワ ーカーと し ての基盤を確立でき る 。

ソ ーシャ ルワ ーカーに必要な価値・ 知識・ 技術を帰納的に列挙でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ソ ーシャ ルワ ーク 実習の意義と 目的1

際に実習を行う 実習分野（ 利用者理解含む。 ） と 施設・ 機関、 地域社会等に関する 基本的理解2

実習先で関わる 他の専門職の専門性や業務に関する 基本的な理解3

実習先で必要と さ れる ソ ーシャ ルワ ーク の価値規範と 倫理・ 知識及び技術に関する 理解4

実習における 個人のプラ イ バシーの保護と 守秘義務等の理解5

実習記録への記録内容及び記録方法に関する 理解6

実習計画の作成（ 学生・ 教員）7

実習計画の作成（ 学生・ 教員・ 実習指導者）8

巡回指導9

実習体験や実習記録を踏ま えた課題の整理と 実習総括レ ポート の作成10

児童福祉分野のソ ーシャ ルワ ーク 実践の基本的理解11

障害者福祉分野のソ ーシャ ルワ ーク 実践の基本的理解12

高齢者福祉分野のソ ーシャ ルワ ーク 実践の基本的理解13

見学実習（ 更生保護施設）14

見学実習（ 児童相談所）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実習施設ごと のグループ学習， 並びに講義での成果の報告
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

疾病（ 障害） 別の利用者特性（ 7ｈ ）準備

学修

事後

学修

実習経験のリ フ レ ク ショ ン（ 8ｈ ）

教科書

使用し ない。

参考書

指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

試験レ ポート 100% ○ ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:takamine@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

医療ソ ーシャ ルワ ーカー（ 7年）
教員の実務

経験



H030S502

ナン バリ ン グ

ソ ーシャ ルワーク 実習Ⅰ( Soci al  Wor k Pr act i cum Ⅰ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

実習系

授業形式

対面

選択 2 2年
福祉健康科学

部
前期

氏名  工藤ほか

E-mai l    t akami ne@oi t a-u. ac. j p   内線   7947

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本科目は講義及び演習形式の「 相談援助実習指導Ⅰ」 と 連動し ており ， 狭義の「 実習部分」 と なる 。 「 利用者を知る 」 をキーワ ード と し て、 利用者と の関り を通し て， その

特性や生活課題など を学ぶ。 同時に， 専門職と し て求めら れる マナーなど も 含めた基礎的な素養を涵養する 。

目標1

目標2

目標3 専門職（ 組織人） と し ての基礎的な行動ができ る よ う になる 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

実習分野の全体像を網羅的に説明でき る 。

各種別ごと の障害特性を説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

実習プロ グラ ムは配属先によ って異なる 。1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実習のためすべてアク ティ ブラ ーニング
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

相談援助実習指導Ⅰ参照準備

学修

事後

学修

相談援助実習指導Ⅰ参照

教科書

使用し ない。

参考書

指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実習レ ポート 100% ○ ○ ○

注意事項
社会性をも って実習に臨むこ と 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:takamine@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

医療ソ ーシャ ルワ ーカー（ 7年）
教員の実務

経験



H030S503

ナン バリ ン グ

ソ ーシャ ルワーク 実習指導Ⅱ( Soci al  Wor k Pr act i cum Gui dance　 Ⅱ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

実習系

授業形式

対面

選択 2 3年
福祉健康科学

部
前期

氏名  工藤修一ほか

E-mai l    t akami ne@oi t a-u. ac. j p   内線   7947

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

最初に実習先に提出する レ ポート 作成を通じ て， 実習に必要な基本的な知識を涵養する 。 こ れを土台と し て実習計画書に取り 組み， 実習課題を明確化する 。 さ ら に， 実践者

の講和によ って， 福祉実践， ある いは福祉専門職についての理解を図る 。

目標1

目標2

目標3 明確化さ れた実習課題を学ぶ方法について説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

社会福祉専門職と し てのアイ デンティ ティ を説明でき る 。

「 ある べき 」 福祉ではなく 「 ある 」 福祉から 実習課題を明確化でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

前期オリ エンテーショ ン・ 実習のコ ンセプト1

実習の学び方（ 2年次実習省察・ 先輩の体験談）2

社会福祉専門職の機能と 役割3

社会福祉法制度（ 社会資源） の理解4

実習課題明確化の方法と 事前訪問のポイ ント5

実習課題の明確化（ 実習計画書作成） １6

実習課題の明確化（ 実習計画書作成） ２7

実習課題の明確化（ 実習計画書作成） ３8

福祉実践の理解（ 外部講師） １9

福祉実践の理解（ 外部講師） ２10

福祉実践の理解（ 外部講師） ３11

守秘義務と 個人情報保護法12

実習で想定さ れる ディ レ ンマ13

実習記録の方法14

ま と めと 実習前の諸注意15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実習計画書の個別指導（ 意見交換） を各学生あたり 5回前後実施する 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

ソ ーシャ ルワ ーカーの実践録の文献学習（ 5ｈ ）準備

学修

事後

学修

相談援助実習Ⅲがこ れにあたる （ 30ｈ ） 。

教科書

使用し ない。

参考書

その都度紹介する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実習計画書

事前学習レ ポート

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:takamine@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

医療ソ ーシャ ルワ ーカー（ 7年）
教員の実務

経験

○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

児童， 障害者， 医療実践のス ペシャ リ ス ト から ， ある べき 実習， ある べき 実習生について教示を頂く 。

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者



H030S504

ナン バリ ン グ

ソ ーシャ ルワーク 実習Ⅱ( )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

実習系

授業形式

対面

選択 6 2年
福祉健康科学

部
前期

氏名  工藤修一ほか

E-mai l    t akami ne@oi t a-u. ac. j p   内線   7947

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本科目では， 職場実習， 職種実習， （ 狭義の） ソ ーシャ ルワ ーク 実習の3層構造を体験する こ と で， ま た， 実習指導者と 教員のス ーパービジョ ンを通し て， 実践に必要な知

識と 技術の理解を図る 。 さ ら に一連の援助過程への関与を通じ て， 各ス テージの支援のポイ ント を把握する 。

目標1

目標2

目標3 ソ ーシャ ルワ ーカーに必要な価値， 知識， 技術を説明でき る 。

目標4 生活を包括的に支援する ための必要要素について説明でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

各社会福祉組織の存在意義を説明でき る 。

各職種の役割を認識する と と も に， その必然性を説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

利用者・ 家族や職員と の基本的なコ ミ ュ ニケーショ ン1

利用者・ 家族と の援助関係の形成2

利用者や地域等のニーズ把握の方法3

支援計画の作成と 実施4

権利擁護活動と 評価5

チームアプロ ーチの実践的理解6

サービス 提供組織の果たす役割の理解7

サービス 提供組織の運営と 経営の方法8

職業倫理と 組織人と し ての役割の理解9

アウ ト リ ーチの方法10

ネゴシエーショ ンの方法11

フ ァ シリ テーショ ンの方法12

プレ ゼンテーショ ンの方法13

ソ ーシャ ルアク ショ ンの方法14

コ ス ト マネジメ ント の方法15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実習のためすべてがアク ティ ブラ ーニング

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

自ら の実習分野・ 利用者について以下を学習する こ と

①制度的な位置付けと 運営基準（ 10h)
準備

学修

事後

学修

自ら の実習分野・ 利用者について以下を学習する こ と

①利用者・ 家族の課題（ 10h）

教科書

使用し ない。

参考書

個別に（ 実習施設の特性に合わせて） 紹介する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実習レ ポート

実習先評価

70% ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○ ○

注意事項
社会性をも って実習に臨むこ と 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:takamine@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

医療ソ ーシャ ルワ ーカー（ 7年）
教員の実務

経験



H030S505

ナンバリング
相談援助実習指導Ⅲ(Leading of Social Work PracticumⅢ)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）
実習系

授業形式
対面

選択 2 3
福祉健康科学

部
後期 火5

氏名  工藤ほか

E-mail   takamine@oita-u.ac.jp   内線   7947

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

社会福祉実践とは問題解決の営みである。つまり，ソーシャルワーカーには極めて高度な問題解決能力が必要とされる。そこで本講義では，相談援助実習Ⅱで各学生が体験
した事柄を素材にして，問題の特定，生起要因の把握，解決方法の検討を繰り返し学習する。

目標1

目標2

目標3問題の解決策について提案できる。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○

○

○

「問題とは何か」について構造的に説明できる。

問題の生起要因について分析できる。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

オリエンテーション1

問題の掌握方法2

問題の生起要因3

社会福祉実践の課題の検討（グループ報告）１4

社会福祉実践の課題の検討（グループ報告）２5

社会福祉実践の課題の検討（グループ報告）３6

社会福祉実践の課題の検討（グループ報告）４7

社会福祉実践の課題の検討（グループ報告）５8

実習報告会準備9

実習報告会10

実習報告会11

実習報告会12

社会福祉実践の課題の検討（グループ報告）６13

社会福祉実践の課題の検討（グループ報告）７14

社会福祉実践の課題の検討（グループ報告）８15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

学生の報告を中心素材としてディスカッションを繰り返す。

○

ラ
ー
ニ
ン
グ

○
工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

相談援助実習指導Ⅱ，相談援助実習Ⅱ参照（2ｈ）準備
学修

事後
学修

報告の振り返り（2ｈ）

教科書

使用しない。

参考書

その都度紹介する。

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

課題レポート

報告

70% ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

注意事項

備考

リンク
URL



○
担当教員の
実務経験の
有無

医療ソーシャルワーカー（7年）
教員の実務
経験



H030S505

ナン バリ ン グ

ソ ーシャ ルワーク 実習指導Ⅲ( Soci al  Wor k Pr act i cum Gui dance  Ⅲ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

実習系

授業形式

選択 2 3年
福祉健康科学

部
後期

氏名  工藤修一

E-mai l    t akami ne@oi t a-u. ac. j p   内線   7947

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

社会福祉実践と は問題解決の営みである 。 つま り ， ソ ーシャ ルワ ーカーには極めて高度な問題解決能力が必要と さ れる 。 そこ で本講義では， ソ ーシャ ルワ ーク 実習Ⅱで各学

生が体験し た事柄を素材にし て， 問題の特定， 生起要因の把握， 解決方法の検討を繰り 返し 学習する 。

目標1

目標2

目標3 問題の解決策について提案でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

「 問題と は何か」 について構造的に説明でき る 。

問題の生起要因について分析でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン1

問題の掌握方法2

問題の生起要因3

社会福祉実践の課題の検討（ グループ報告） １4

社会福祉実践の課題の検討（ グループ報告） ２5

社会福祉実践の課題の検討（ グループ報告） ３6

社会福祉実践の課題の検討（ グループ報告） ４7

社会福祉実践の課題の検討（ グループ報告） ５8

実習報告会準備9

実習報告会10

実習報告会11

実習報告会12

社会福祉実践の課題の検討（ グループ報告） ６13

社会福祉実践の課題の検討（ グループ報告） ７14

社会福祉実践の課題の検討（ グループ報告） ８15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

学生の報告を中心素材と し てディ ス カッ ショ ンを繰り 返す。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

福祉実践の課題整理（ 10h）

課題の生起要因の特定（ 20h)
準備

学修

事後

学修

課題の解決方策の検討（ 20ｈ ）

教科書

使用し ない。

参考書

その都度紹介する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題レ ポート 100% ○ ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:takamine@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

医療ソ ーシャ ルワ ーカー（ 7年）
教員の実務

経験



H030S101

ナン バリ ン グ

社会学と 社会システム( Soci ol ogy and Soci al  Syst em)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

概論系

授業形式

対面

選択 2 １
福祉健康科学

部
前期

氏名  大杉　 至

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

社会学が現代社会をと ら える 上で不可欠な学問である こ と を、 具体的事例の社会学的知見を紹介し ながら 理解し ても ら う 。

目標1

目標2

目標3 人と 社会の関係について説明でき る 。

目標4 社会問題と その背景について説明でき る 。

目標5 福祉関係の仕事に就いた場合、 社会学的な視点から も 対象を捉える こ と ができ る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

現代社会の特性を説明でき る 。

生活の多様性について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

社会学の成立と その視点； A. コ ント と その時代1

社会学の発展； M. ウ ェ ーバー2

社会学の発展； K. マルク ス3

社会学の発展； E. デュ ルケム4

近代化、 産業化、 脱工業化5

組織と 集団6

社会的役割、 社会化7

社会問題の諸相8

逸脱行動9

差別と 偏見10

いじ めと 社会11

自殺と 社会12

家族と ジェ ンダー13

現代の労働の特徴と その問題14

ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

授業内容に関する 問いを設定し た小テス ト を適宜行う 。 　 　
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

シラ バス の内容に沿って、 次回の内容をある 程度把握し ておく （ 15ｈ ） 。準備

学修

事後

学修

授業で理解でき なかったこ と を書籍、 ネッ ト 等で調べる （ 15ｈ ） 。

教科書

教科書は指定し ない。 適宜プリ ント を配布する 。

参考書

なし 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト

最終テス ト

20% ○ ○ ○ ○ ○

80% ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
なし 。

備考
なし 。

リ ン ク
URL



H030S104

ナン バリ ン グ

現代社会と 福祉Ⅱ( Contempor ar y Soci et y Wel f ar eⅡ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

概論系

授業形式

対面

選択 2 1
福祉健康科学

部
後期

氏名  三好禎之

E-mai l    mi yoshi -yoshi yuk@oi t a-u. ac. j p   内線   7696

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本講義の目的は、 社会福祉の理念およ び実践が社会の成熟と 人権意識の高ま り によ って発展し 、 施策（ 制度） と し て形成さ れた社会福祉を学習する こ と にある 。 ま た、 少子

・ 高齢社会やグロ ーバリ ズムの進展によ って、 社会構造が大き く 変動し ていく なか、 現代社会における 社会福祉は、 あら たな局面に直面し ている 。 本講義の第二の目的と し

て、 転換期にある 日本社会の実態をグロ ーバリ ズム、 ロ ーカリ ズムの視点でと ら え、 現代社会に希求さ れる 社会福祉の実践や施策を検討する 。

目標1

目標2

目標3 学修で修得し た知識を活用する こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

現代社会の問題、 課題を説明でき る 。

現代社会における 社会福祉制度・ 実践の潮流を説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン　 社会福祉の理念1

現代社会における 福祉の対象と 問題群2

社会福祉の思想と 理念 ―社会福祉の基本原理―3

社会福祉の法・ 制度と 実施体制4

地方分権化にみる 福祉政策の展開　  ―福祉政策と 社会福祉基礎構造改革―　 　5

子ども 家庭福祉の制度と 展開6

子ども 家庭福祉の事例と 援助ケース7

社会保障制度　  ―社会福祉における 公的責任と 福祉行政の仕組み―8

福祉職の実践と 労働9

認知症の概要と 非薬物療法110

認知症の概要と 非薬物療法211

認知症の概要と 非薬物療法312

住民参加と 組織化　  ソ ーシャ ル・ キャ ピ タ ルの展開と 効用　13

あら たな時代に対応し た福祉の提供ビジョ ン114

ま と め　 あら たな時代に対応し た福祉の提供ビジョ ン215

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

ミ ニッ ツ・ ペーパー。 動画を活用する 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト や配布資料及び参考文献等から 、 用語の理解、 法・ 制度、 歴史的背景を学修する 。 ( 15h)準備

学修

事後

学修

テキス ト や配布資料及び、 参考文献など を通じ て復習し 、 学修し た内容を深める 。 ( 15h)

教科書

適宜指示する 。

参考書

1. 一般社団法人日本ソ ーシャ ルワ ーク 教育学校連盟編集( 2021) 『 最新社会福祉士養成講座　 精神保健福祉士養成講座4. 社会福祉の原理と 政策』 中央法規

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

試験

レ ポート 課題

60% ○ ○

40% ○ ○ ○

注意事項
私語は厳格に禁じ ま す。

備考

リ ン ク
URL

mailto:miyoshi-yoshiyuk@oita-u.ac.jp


H030S209

ナンバリング
社会調査の基礎(Introduction to Social Research)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）
概論系

授業形式
対面

選択 2 3
福祉健康科学

部
前期 木3

氏名  大杉　至

E-mail      内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

社会科学では、社会調査の結果は重要なエビデンスの一つである。同時に、調査によって一方的に都合のよい結果を導くことも可能である。本授業では、社会調査の目的と
方法を説明し、量的調査と質的調査の区別とその手法、実際に調査するに当たって留意すべき点等を理解させ、科学的に有意味な調査を行える基礎をつくる。

目標1

目標2

目標3社会調査の留意点を説明できる。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

社会調査の基礎的技術を実施できる。

調査上の倫理を説明できる。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

社会福祉調査の意義と目的1

社会調査と対象と方法2

社会福祉調査のデザイン3

量的調査の種類・方法4

調査票の作成5

調査票の配布と回収6

量的調査におけるデータ解析7

ソーシャルワークにおける評価8

質的調査の種類9

質的調査の手法10

質的調査におけるデータ解析11

質的調査の発表・報告12

調査発表13

社会福祉調査における倫理とITの活用14

社会科学としての社会福祉15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

質問票（アンケート）で問うべき社会的事象を考え、実際に質問票を作
成してみる，学生からのアンケート収集と教員から回答提示，調査の手
続きを実際に行う演習，ブレインストーミング，学生自身によるリサー
チクエスチョンの作成

実際に調査を実施しその結果を発表する

○

○

ラ
ー
ニ
ン
グ

○

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

教科書およびMoodle上に呈示した参考資料に目を通す（15h）準備
学修

事後
学修

量的及び質的調査を時間外に実施する（15h）

教科書

一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟編集『最新社会福祉士養成講座・精神保健福祉士養成講座　社会福祉調査の基礎』中央法規出版，2021年

参考書

適宜提示する。

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

調査の実施

試験

20% ○ ○ ○

80% ○ ○ ○

注意事項
教科書を忘れないこと。

備考
なし。

リンク
URL



H030S209

ナン バリ ン グ

社会福祉調査の基礎( I nt r oduct i on t o Soci al  Wel f ar e Resear ch)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

概論系

授業形式

対面

選択 2 3
福祉健康科学

部
前期

氏名  大杉　 至

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

社会科学では、 社会調査の結果は重要なエビデンス の一つである 。 同時に、 調査によ って一方的に都合のよ い結果を導く こ と も 可能である 。 本授業では、 社会調査の目的と

方法を説明し 、 量的調査と 質的調査の区別と その手法、 実際に調査する に当たって留意すべき 点等を理解さ せ、 科学的に有意味な調査を行える 基礎をつく る 。

目標1

目標2

目標3 社会調査の留意点を説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

社会調査の基礎的技術を実施でき る 。

調査上の倫理を説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

社会福祉調査の意義と 目的1

社会調査と 対象と 方法2

社会福祉調査のデザイ ン3

量的調査の種類・ 方法4

調査票の作成5

調査票の配布と 回収6

量的調査における データ 解析7

ソ ーシャ ルワ ーク における 評価8

質的調査の種類9

質的調査の手法10

質的調査における データ 解析11

質的調査の発表・ 報告12

調査発表13

社会福祉調査における 倫理と I Tの活用14

社会科学と し ての社会福祉15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

質問票（ アンケート ） で問う べき 社会的事象を考え、 実際に質問票を作

成し てみる ， 学生から のアンケート 収集と 教員から 回答提示， 調査の手

続き を実際に行う 演習， ブレ イ ンス ト ーミ ング， 学生自身によ る リ サー

チク エス チョ ンの作成

実際に調査を実施し その結果を発表する

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書およ びMoodl e上に呈示し た参考資料に目を通す（ 15h）準備

学修

事後

学修

量的及び質的調査を時間外に実施する （ 15h）

教科書

一般社団法人日本ソ ーシャ ルワ ーク 教育学校連盟編集『 最新社会福祉士養成講座・ 精神保健福祉士養成講座　 社会福祉調査の基礎』 中央法規出版， 2021年

参考書

適宜提示する

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

調査の実施

試験

20% ○ ○ ○

80% ○ ○ ○

注意事項
教科書を忘れないこ と 。

備考
なし 。

リ ン ク
URL



H030S105

ナン バリ ン グ

社会保障論Ⅱ( Soci al  Secur i t y Ⅱ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

制度政策系

授業形式

対面

選択 2 2 福 後期

氏名  松本由美

E-mai l    mat sumot o-yumi @oi t a-u. ac. j p   内線   6097

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

こ の授業では、 日本の社会保障制度の具体的な仕組みと 改革方策について学ぶと と も に、 政策課題について考える ための多角的な視点を身につける 。 そのために、 社会保障

の歴史と 社会保険制度( 年金制度、 医療保険制度、 介護保険制度) 、 民間保険制度、 諸外国の社会保障制度について学習し 、 理解を深める 。 それを踏ま えて、 社会保障制度の

政策課題や今後のあり 方を考える 。

目標1

目標2

目標3 社会保障制度の課題について考え、 今後のあり 方について自ら の考えを述べる こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○

社会保険の各制度について具体的に説明する こ と ができ る 。

社会保障制度の歴史と 近年の改革動向について理解し 、 説明する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

社会保障の政策課題1

日本の社会保障の歴史( 確立期( ～1960年代) )2

日本の社会保障の歴史( 拡充期・ 改革期( 1970年代～) )3

年金制度の体系・ 財政方式4

国民年金制度5

厚生年金保険制度6

年金制度の課題と 改革動向7

医療保険制度の体系と 医療提供体制8

健康保険制度9

国民健康保険制度10

高齢者医療制度11

医療保障制度の課題と 改革動向12

介護保険制度13

公的保険制度と 民間保険制度の関係14

諸外国における 社会保障制度15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

学習内容に関する 課題レ ポート を作成・ 提出する 。 学習を補足する ため、 資料や新聞記事等を活用する 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

参考書等に基づき 、 必要に応じ て予習を行う ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

毎回、 講義内容の復習を行う 、 知識や理解を定着さ せておく ( 30h) 。

教科書

教科書は指定し ない。

配布する 講義資料を使用する 。

参考書

最新・ 社会福祉士養成講座・ 精神保健福祉士養成講座『 7　 社会保障』 中央法規、 2021年。

土田武史編著『 社会保障論』 成文堂、 2015年。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

学期末試験

授業への参加の積極度

70% ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:matsumoto-yumi@oita-u.ac.jp


H020S201

ナン バリ ン グ

高齢者福祉( Soci al  Wor k Theor y f or  t he El der l y)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

社会福祉分野系

授業形式

対面

選択 2 2年
福祉健康科学

部
前期

氏名  工藤修一

E-mai l    t akami ne@oi t a-u. ac. j p   内線   7947

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

高齢者， 及び高齢社会を概観する こ と で我が国が解決すべき 問題を理解する と と も に， 介護保険制度など具体的支援シス テムの理解を深める 。

目標1

目標2

目標3 高齢者に対する 法制度と 支援の仕組みについて理解する こ と を通し て， マッ チングでき る 社会資源を推察でき る 。

目標4 高齢期における 生活課題を踏ま えて、 社会福祉士と し ての適切な支援のあり 方をイ メ ージでき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○ ○

○

○

高齢者の定義と 特性を踏ま え、 高齢者と その家族の生活と こ れを取り 巻く 社会環境について説明でき る 。

高齢者福祉の歴史と 高齢者観の変遷、 制度の発展過程について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

高齢者の定義と 特性1

認知症の特性と ケア2

高齢者の生活実態と こ れを取り 巻く 社会環境（ 高齢者全般）3

高齢者の生活実態と こ れを取り 巻く 社会環境（ 要介護高齢者）4

高齢者の住環境5

高齢者福祉の歴史（ 大正～八法改正）6

高齢者福祉の歴史（ 八法改正～現在）7

老人福祉法8

介護保険法9

介護保険法10

高齢者と 家族など の支援における 関係機関と 専門職の役割11

地域包括支援センタ ーの機能と 役割12

高齢者と 家族等に対する 支援の実際（ 貧困）13

高齢者と 家族等に対する 支援の実際（ 医療）14

超高齢化社会に係る 日本の生き 残り 戦略15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

①30分毎の質問タ イ ム　 ②グループディ ス カッ ショ ン　 講義の開始時にト ピッ ク ス を説明する 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

新聞を毎日読むこ と （ 1日1ｈ ） 。準備

学修

事後

学修

講義ごと の「 キーワ ード 」 についての理解を深める （ 10ｈ ）

教科書

使用し ない（ レ ジュ メ を配布する ） 。

参考書

日本ソ ーシャ ルワ ーク 学校連盟『 高齢者福祉論』 （ 中央法規） 2020

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

小テス ト 34回＝1回あたり 10）

試験レ ポート

30% ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:takamine@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

医療ソ ーシャ ルワ ーカー　 7年
教員の実務

経験

臨床時代に関与し たケース をふんだんに盛り 込む。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030S102

ナン バリ ン グ

地域福祉論Ⅱ( Local  Wel f ar e Ⅱ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

社会福祉分野系

授業形式

対面

選択 2 2 福 後期

氏名  齋藤　 建児

E-mai l    k-sai t o@oi t a-u. ac. j p   内線   6169

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本科目は、 地域福祉論Ⅰおよ びソ ーシャ ルワ ーク で得た学びを踏ま え、 ジェ ネリ ッ ク な視点のも と 「 地域を基盤と し たソ ーシャ ルワ ーク 」 の展開を中心に学ぶ。 さ ら に、 災

害時の対応や地域福祉計画、 福祉行政財政を含めており 、 地域福祉を展開する 体制について総合的に学ぶ。 こ れら の一連は「 個を地域で支える 援助」 と 「 個を支える 地域を

つく る 援助」 の両面を包含する だけではなく 、 地域共生社会の実現に資する 実践力を養う こ と をめざし ている 。

目標1

目標2

目標3 福祉計画の意義およ び策定と 運用について説明でき る

目標4 福祉行財政の役割を説明でき る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

地域を共通と し たソ ーシャ ルワ ーク の理念、 方法、 展開を説明でき る

災害時の支援に必要な法制度およ び方法を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン1

地域を基盤と し たソ ーシャ ルワ ーク の方法： 概念、 理念、 方法、 歴史を理解する2

住民の主体形成に向けたアプロ ーチ： 概念、 アプロ ーチの方法を理解する3

地域を基盤と し たソ ーシャ ルワ ーク の展開： 事例を通じ て展開過程を学ぶ4

災害時における 法制度： 被災者へ支援に向けて関連法制度を学ぶ5

災害時における 総合的かつ包括的な支援： 被災者が抱える 多様なニーズへの対応を学ぶ6

福祉計画の定義、 目的、 機能と 歴史的展開： 福祉計画の基本的な視点を学ぶ7

地域福祉計画、 地域福祉支援計画： 法定計画に至る ま での歴史的変遷およ び策定ガイ ド ラ イ ンを理解する8

福祉計画の策定過程と 方法： 策定に係る 一連を理解する9

福祉計画における ニーズ把握の方法・ 技術： ニーズの概念およ び具体的な把握方法を学ぶ10

福祉計画における 評価： 説明責任およ び事後評価を学ぶ11

国、 都道府県、 市町村の役割： 福祉行政の役割を理解する12

国と 地方の役割、 福祉行政の組織、 専門職の役割： 地方分権、 地方創生を理解する 、 社会福祉の実施体制を学ぶ13

福祉における 財源： 国、 地方、 民間の財源を学ぶ14

ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

ディ ス カッ ショ ンを通じ て事例の検討を行う 理解を促すために、 実践事例や映像資料を用いる
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前に教科書を熟読し 、 講義の課題について明確化にする ( 15h)準備

学修

事後

学修

講義後に配付資料と 教科書の内容を照ら し 合わし て復習し 、 知識と 技術の定着に努める ( 15h)

教科書

一般社団法人日本ソ ーシャ ルワ ーク 教育学校連盟＝編集, 最新社会福祉士養成講座・ 精神保健福祉士養成講座6『 地域福祉と 包括的支援体制』 , 2021年, 中央法規

参考書

適宜、 資料を配付する

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

リ アク ショ ンペーパー

課題レ ポート

試験

30% ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○

注意事項
私語など講義の妨げと なる よ う な行為は禁止する 。

備考
各回の授業計画の変更については、 学習支援シス テムでその都度提示する 。

リ ン ク
URL

mailto:k-saito@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

地域福祉専門員と し て岩手県旧川井村社会福祉協議会で勤務。 地域包括支援センタ ー社会福祉士と し て岩手県二戸市社会福祉協議会で勤務。
教員の実務

経験



H030S203

ナンバリング
児童・家庭福祉論(Children,Young people and family welfare)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）
隣接領域系

授業形式
対面

選択 2 2
福祉健康科学

部
後期 火4

氏名  栄留里美　　

E-mail   eidome@oita-u.ac.jp   内線   6098

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

①子どもが権利の主体であることを踏まえ、子ども・家庭及び妊産婦の生活とそれを取り巻く社会環境について理解する。② 児童福祉の歴史と児童観の変遷や制度の発展
過程について理解する。③ 子どもや家庭福祉に係る法制度について理解する。④ 子どもや家庭福祉領域における支援の仕組みと方法、社会福祉士の役割について理解する
。⑤ 子ども・家庭及び妊産婦の生活課題を踏まえて、適切な支援のあり方を理解する。

目標1

目標2

目標3子どもや保護者等のニーズに対応する社会資源について理解し説明できる。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○

○

○

子ども家庭福祉の理念、制度施策、実践のあり方など、実践に必要な基本的かつ包括的な内容や視点について理解し説明できる。

子ども家庭福祉実践に必要な技術や倫理について理解し説明できる。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

児童家庭福祉の理念・子ども・家庭の定義と権利　1

子ども・家庭の生活実態とこれを取り巻く社会環境　2

子どもの権利擁護と児童家庭福祉3

児童家庭福祉の歴史・制度と実施体制4

子ども・家庭に対する支援における関係機関と専門職の役割　5

子育て支援サービス・保育サービス・母子保健6

児童虐待防止・ドメスティックバイオレンス7

子どもの貧困対策・ひとり親家庭等の家庭支援8

社会的養護9

障害児支援10

少年非行等への対応　11

グループ発表　子ども虐待防止12

グループ発表　　社会的養護　13

グループ発表　障害児・インクルーシブ　　14

グループ発表　少年非行への支援　15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

グループディスカッションを多用する。また、関心のあるテーマについ
てグループで調べ、問題解決のための新たな方法を開発する。　

ショートライティングによって、理解度を確認し、質疑応答を
行う。　

○

○

ラ
ー
ニ
ン
グ

○

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

次回のトピックについて調べる（10h) 。準備
学修

事後
学修

ショートライティングを書く（10ｈ）

教科書

教科書は指定しない。
授業中に配布するプリントを使用する。

参考書

参考書は指定しない。

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

口頭発表　 100%○ ○ ○

注意事項
なし

備考
なし
【地域創生教育科目】

リンク
URL



○
担当教員の
実務経験の
有無

社会福祉士　
教員の実務
経験



H030S203

ナン バリ ン グ

児童・ 家庭福祉( Chi l dr en, Young peopl e and f ami l y wel f ar e)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

社会福祉分野系

授業形式

対面

選択 2 2年
福祉健康科学

部
前期

氏名  栄留里美　

E-mai l    ei dome@oi t a-u. ac. j p   内線   6098

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本授業は児童福祉全般の共通基盤と も 言える 子ども の権利保障を柱に， 実践に必要な子ど も 観， 子育て観， 家族観など について当事者の声や事例などを紹介し ながら ， 児童

虐待やDV， ひと り 親家庭など 近年家庭内の福祉需要が多様化する 中で， ど のよ う な視点や法制度、 支援方法をも って子ど も やその家族にかかわっていく のかについて考える

。

目標1

目標2

目標3 子ど も や保護者等のニーズに対応する 社会資源について理解し 説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

児童・ 家庭福祉の理念、 制度施策、 実践のあり 方など 、 実践に必要な基本的かつ包括的な内容や視点について理解し 説明でき る 。

児童・ 家庭福祉実践に必要な技術や倫理について理解し 説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

児童家庭福祉の理念・ 子ども ・ 家庭の定義と 権利　1

子ども ・ 家庭の生活実態と こ れを取り 巻く 社会環境　2

子ども の権利擁護と 児童家庭福祉3

児童家庭福祉の歴史・ 制度と 実施・ 法体制4

子ども ・ 家庭に対する 支援における 関係機関と 専門職の役割　5

子育て支援サービス ・ 保育サービス ・ 母子保健6

児童虐待防止・ ド メ ス ティ ッ ク バイ オレ ンス7

子ども の貧困対策・ ひと り 親家庭等の家庭支援8

社会的養護9

障害児支援10

少年非行等への対応　11

児童家庭に対する 支援の実際　12

グループ発表　 　 社会的養護　13

グループ発表　 障害児・ イ ンク ルーシブ　 　14

グループ発表　 少年非行への支援　15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

グループディ ス カッ ショ ンを多用する 。 ま た、 関心のある テーマについ

てグループで調べ、 問題解決のための新たな方法を開発する 。 　

ショ ート ラ イ ティ ングによ って、 理解度を確認し 、 質疑応答を

行う 。 　

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

次回のト ピ ッ ク について調べる （ 10h)  。準備

学修

事後

学修

ショ ート ラ イ ティ ングを書く （ 10ｈ ）

教科書

教科書は指定し ない。

授業中に配布する プリ ント を使用する 。

参考書

一般社団法人日本ソ ーシャ ルワ ーク 教育学校連盟＝編集『 児童・ 家庭福祉』 中央法規， 2021年　

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

口頭発表　 100% ○ ○ ○

注意事項
なし

備考
なし

【 地域創生教育科目】

リ ン ク
URL

mailto:eidome@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

社会福祉士　
教員の実務

経験



H030S204

ナンバリング
障害児・者福祉論(Social welfare for disabled people)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）
隣接領域系

授業形式
対面

選択 2 ２
福祉健康科学

部
後期 月5

氏名  滝口　真

E-mail   makoto-takiguchi@oita-u.ac.jp   内線   6096

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

障がいの概念と特性を踏まえ、障がい児・者とその家族の「生活を包括的に支援する」という視点に立ち、障がい児・者を取り巻く社会環境について理解する。また、障が
い児・者福祉の歴史と障がい観の変遷に加え、障がい児・者の法制度と「多職種連携による支援の仕組み」について理解する。さらに、障がい児・者に生じる生活課題を踏
まえ、社会福祉士及び精神保健福祉士として求められる「知識、技能、価値」の修得および適切な支援のあり方を理解できる。

目標1

目標2

目標3障がい児者福祉の歴史と法制度および「関係機関と専門職」の役割について述べることができる。

目標4障がい児者とその家族等に対する支援の実際について、専門職としての「知識・技能・知識」について説明ができる。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

障がい概念と特性について理解できる。

障がい児者とその家族の生活実態とこれを取り巻く社会環境について「生活を包括的に支援する」視点について理解できる。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

障がい児者福祉を学ぶ事の意義、国際生活機能分類（ICF）と障害者の定義と特性（ICIDHからICF（構造）へ、身体・知的・精神・発達の各障がい等）1

障がい児者の生活実態（地域移行、居住、就学・就労、高齢化、介護需要、障がい者の芸術・スポーツ等）2

障がい児者を取り巻く社会環境（バリアフリー、コンフリクト、障がい者虐待、親亡き後問題、きょうだいへの支援等）3

障がい児者福祉理念と障がい観の変遷及び障がい児者援助の変遷（ソーシャルインクルージョンまでの変遷､偏見と差別､障がい者関係法変遷、障がい児者の処遇史）4

障害者の権利条約と障害者基本法及び障がい児者福祉制度の発展過程（障害者権利条約の概要、障害者基本法の概要等）5

障害者総合支援法(障害者総合支援法概要､障がい者サービス及び相談支援、障害支援区分､自立支援医療、補装具、地域生活支援 事業、障害福祉計画等)6

身体障害者福祉法と知的障害者福祉法（身体障害者福祉法と知的障害者福祉法の概要、身体障害者手帳と療育手帳、各福祉法に基づく措置等）7

精神保健及び精神障害者福祉に関する法律と児童福祉法(精神保健福祉法概要・入院形態と処遇、対象手帳、児童福祉法の障害児支援概要、発達･家族･地域支援等)8

発達障害者支援法と障害者虐待防止法(発達障害者支援法概要,発達障害者支援センターの役割,障害者虐待防止法概要,障がい者虐待未然防止,通報義務,早期発見等)9

障害者差別解消法の概要と高齢者,障害者の移動等の円滑化の促進に関する法律(バリアフリー法)の概要(合理的配慮,施設設置管理者等の責務)10

障害者雇用促進法の概要と国等による障害者就労施設等からの物品等に関する法律(事業主の責務、法定雇用率、障害者優先調達推進法の概要、障害者就労施設等)11

障がい児者と家族等の支援における関係機関の役割（国・都道府県・市町村、障害者に対する法制度に基づく施設・事業所、特別支援学校、ハローワーク等）12

障がい児者と家族に関連する専門職等の役割(医師・看護師等、相談支援専門員・サービス管理責任者等、ピアサポーター、SSW、住民・ボランティア等)13

障がい領域における社会福祉士及び精神保健福祉士の役割並びに障がい者と家族等に対する支援の実際（多職種連携）（地域相談支援、就労支援、居住支援等）14

これからの障がい児・者福祉における全体総括と展望15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

レポート等の学習成果物を作成して下さい。グループによる意見交換を
行います。授業の最後に質問の時間を設けます。疑問に感じた事項や質
問内容をノートに記載し質問します。

講義のポイントについて適宜、意見を求める。
講義のテーマに関する資料を別途配布する。

○

○

ラ
ー
ニ
ン
グ

○

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

テキストおよび配布資料を精読し、理解が難しい用語を事前に調べておきましょう（30分）。準備
学修

事後
学修

授業で学習した内容を振り返るために小テストおよび配布資料を用いて復習を行いましょう（30分）。

教科書

一般社団法人 日本ソーシャルワーク教育学校連盟編集 『最新 社会福祉士・精神保健福祉士養成講座 共通科目 ⑧『障害者福祉』．中央法規出版．2021年（各自最
新版を準備下さい。）

参考書

渡部昭男．『障害のある子の就学・進学ガイドブック』（ 改訂新版）．青木書店．2022年（講義中に適宜必要な箇所を単元に応じて紹介します。）
滝口 真・福永良逸共編著．『障害者福祉論　―障害者に対する支援と障害者自立支援制度― 』，法律文化社，2010年（講義中に適宜必要な箇所を単元に応じて紹
介します。）

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

レポート

発表報告

期末テスト

20% ○ ○ ○ ○

10% ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○

注意事項
席は間隔をあけてソーシャルディスタンスに心がけましょう。

備考
疑問などが生じたら、その都度、質問して下さい。積極的な参加を期待しています。

リンク
URL



H030S204

ナン バリ ン グ

障害者福祉( Soci al  wor k f or  peopl e wi t h di sabi l i t i es)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

社会福祉分野系

授業形式

対面

選択 2 ２
福祉健康科学

部
後期

氏名  滝口　 真

E-mai l    makot o-t aki guchi @oi t a-u. ac. j p   内線   6096

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

障がいの概念と 特性を踏ま え、 障がい児・ 者と その家族の「 生活を包括的に支援する 」 と いう 視点に立ち、 障がい児・ 者を取り 巻く 社会環境について理解する 。 ま た、 障が

い児・ 者福祉の歴史と 障がい観の変遷に加え、 障がい児・ 者の法制度と 「 多職種連携によ る 支援の仕組み」 について理解する 。 さ ら に、 障がい児・ 者に生じ る 生活課題を踏

ま え、 社会福祉士及び精神保健福祉士と し て求めら れる 「 知識、 技能、 価値」 の修得およ び適切な支援のあり 方を理解でき る 。

目標1

目標2

目標3 障がい児者福祉の歴史と 法制度およ び「 関係機関と 専門職」 の役割について述べる こ と ができ る 。

目標4 障がい児者と その家族等に対する 支援の実際について、 専門職と し ての「 知識・ 技能・ 知識」 について説明ができ る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

障がい概念と 特性について理解でき る 。

障がい児者と その家族の生活実態と こ れを取り 巻く 社会環境について「 生活を包括的に支援する 」 視点について理解でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

障がい児者福祉を学ぶ事の意義、 国際生活機能分類（ I CF） と 障害者の定義と 特性（ I CI DHから I CF（ 構造） へ、 身体・ 知的・ 精神・ 発達の各障がい等）1

障がい児者の生活実態（ 地域移行、 居住、 就学・ 就労、 高齢化、 介護需要、 障がい者の芸術・ ス ポーツ 等）2

障がい児者を取り 巻く 社会環境（ バリ アフ リ ー、 コ ンフ リ ク ト 、 障がい者虐待、 親亡き 後問題、 き ょ う だいへの支援等）3

障がい児者福祉理念と 障がい観の変遷及び障がい児者援助の変遷（ ソ ーシャ ルイ ンク ルージョ ンま での変遷､偏見と 差別､障がい者関係法変遷、 障がい児者の処遇史）4

障害者の権利条約と 障害者基本法及び障がい児者福祉制度の発展過程（ 障害者権利条約の概要、 障害者基本法の概要等）5

障害者総合支援法( 障害者総合支援法概要､障がい者サービス 及び相談支援、 障害支援区分､自立支援医療、 補装具、 地域生活支援 事業、 障害福祉計画等)6

身体障害者福祉法と 知的障害者福祉法（ 身体障害者福祉法と 知的障害者福祉法の概要、 身体障害者手帳と 療育手帳、 各福祉法に基づく 措置等）7

精神保健及び精神障害者福祉に関する 法律と 児童福祉法( 精神保健福祉法概要・ 入院形態と 処遇、 対象手帳、 児童福祉法の障害児支援概要、 発達･家族･地域支援等)8

発達障害者支援法と 障害者虐待防止法( 発達障害者支援法概要, 発達障害者支援センタ ーの役割, 障害者虐待防止法概要, 障がい者虐待未然防止, 通報義務, 早期発見等)9

障害者差別解消法の概要と 高齢者, 障害者の移動等の円滑化の促進に関する 法律( バリ アフ リ ー法) の概要( 合理的配慮, 施設設置管理者等の責務)10

障害者雇用促進法の概要と 国等によ る 障害者就労施設等から の物品等に関する 法律( 事業主の責務、 法定雇用率、 障害者優先調達推進法の概要、 障害者就労施設等)11

障がい児者と 家族等の支援における 関係機関の役割（ 国・ 都道府県・ 市町村、 障害者に対する 法制度に基づく 施設・ 事業所、 特別支援学校、 ハロ ーワ ーク 等）12

障がい児者と 家族に関連する 専門職等の役割( 医師・ 看護師等、 相談支援専門員・ サービス 管理責任者等、 ピ アサポータ ー、 SSW、 住民・ ボラ ンティ ア等)13

障がい領域における 社会福祉士及び精神保健福祉士の役割並びに障がい者と 家族等に対する 支援の実際（ 多職種連携） （ 地域相談支援、 就労支援、 居住支援等）14

こ れから の障がい児・ 者福祉における 全体総括と 展望15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

レ ポート 等の学習成果物を作成し て下さ い。 グループによ る 意見交換を

行いま す。 授業の最後に質問の時間を設けま す。 疑問に感じ た事項や質

問内容をノ ート に記載し 質問し ま す。

講義のポイ ント について適宜、 意見を求める 。

講義のテーマに関する 資料を別途配布する 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト およ び配布資料を精読し 、 理解が難し い用語を事前に調べておき ま し ょ う （ 30分） 。準備

学修

事後

学修

授業で学習し た内容を振り 返る ために小テス ト およ び配布資料を用いて復習を行いま し ょ う （ 30分） 。

教科書

一般社団法人 日本ソ ーシャ ルワ ーク 教育学校連盟編集 『 最新 社会福祉士・ 精神保健福祉士養成講座 共通科目 ⑧『 障害者福祉』 ． 中央法規出版． 2021年（ 各自最

新版を準備下さ い。 ）

参考書

渡部昭男． 『 障害のある 子の就学・ 進学ガイ ド ブッ ク 』 （  改訂新版） ． 青木書店． 2022年（ 講義中に適宜必要な箇所を単元に応じ て紹介し ま す。 ）

滝口 真・ 福永良逸共編著． 『 障害者福祉論　 ―障害者に対する 支援と 障害者自立支援制度― 』 ， 法律文化社， 2010年（ 講義中に適宜必要な箇所を 単元に応じ て紹

介し ま す。 ）

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート

発表報告

期末テス ト

20% ○ ○ ○ ○

10% ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○

注意事項
席は間隔をあけてソ ーシャ ルディ ス タ ンス に心がけま し ょ う 。

備考
疑問などが生じ たら 、 その都度、 質問し て下さ い。 積極的な参加を期待し ていま す。

リ ン ク
URL

mailto:makoto-takiguchi@oita-u.ac.jp


H030S205

ナン バリ ン グ

貧困に対する支援( Soci al  Suppor t  f or  Pover t y)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

社会福祉分野系

授業形式

対面

選択 2 2
福祉健康科学

部
前期

氏名  三好禎之

E-mai l    mi yoshi -yoshi yuk@oi t a-u. ac. j p   内線   7696

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本講義は、 現代の貧困問題と それに対する 施策と し ての公的扶助の原理や、 制度について学ぶこ と を目的と する 。 ま た、 国民生活の安全網と し ての生活保護の問題・ 課題を

検討する こ と にある 。 そのため、 ま ず、 2000年代に入って社会的に注目さ れた日本の貧困問題を分析し 、 その実態を理解する 。 次いで、 救貧対策と し ての公的扶助の役割や

原理を学ぶ。 そのう えで、 日本の生活保護制度の仕組みを学ぶと と も に、 運用場面における 諸問題について検討を深める 。 以上、 公的扶助の実態を踏ま える こ と から 、 日本

社会が直面する 貧困問題を考える 。

目標1

目標2

目標3  生活保護制度の仕組みや実施体制を説明でき る 。

目標4 貧困問題をふま えて生活保護の改革課題を提示する こ と ができ る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○ ○

○

○ ○

「 貧困問題」 を分析する 視点を修得する 。   　 　 　 　

公的扶助の実態を理解し 、 説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

現代日本の貧困問題 　  　  　1

貧困の概念2

貧困の把握と 測定3

戦前日本社会における 国民生活と 貧困問題4

戦後日本社会における 国民生活の状況と 社会保障の役割5

高度経済成長と 公的扶助の展開6

日本の貧困問題と 貧困対策の変化7

生活保護制度の成立と 展開8

生活保護の目的と 原理9

生活保護制度の仕組みと 保護基準10

生活困窮の実態11

生活保護の実施体制と 援助の方法12

生活保護の動向と 特徴13

生活保護改革と 生活困窮者自立支援制度14

 ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造 ○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

参考文献や辞典、 配布資料から 、 用語の理解、 法制度、 歴史的背景を予習する 。 ( 15h)準備

学修

事後

学修

配布資料及び、 参考文献など を通じ て復習し 、 学習し た内容を深める 。 （ 15ｈ ）

教科書

指定し ない。

参考書

一般財団法人日本ソ ーシャ ルワ ーク 教育学校連盟編集（ 2021） 『 最新社会福祉士養成講座4　 貧困に対する 支援』 中央法規

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

試験

レ ポート

60% ○ ○

40% ○ ○ ○

注意事項
講義では、 ただ漫然と 聞いていたり 、 知識を入れ込むだけではなく 、 自分の頭で理解し 考える よ う にし てく ださ い。 ま た、 受講生も 私も 講義に集中でき る 環境を保

つため、 講義の迷惑になる よ う な私語や受講態度はし ないでく ださ い。

備考

リ ン ク
URL

mailto:miyoshi-yoshiyuk@oita-u.ac.jp


H030S207

ナン バリ ン グ

権利擁護を 支える 法制度( Legal  syst em t hat  suppor t s t he pr ot ect i on of  r i ght s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

社会福祉分野系

授業形式

対面

選択 2 2年 福 前期

氏名  岡田　 壮平,  田中　 良太

E-mai l    r . t anaka. shi r osaki @gmai l . com   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

社会福祉サービス の利用についての相談援助の場面では、 その活動と 法と の関連を理解する こ と によ り 質の高い支援が可能になり ま す。 そのためには、 憲法の基本的人権や

行政法の行政手続き 等についての理解が必要不可欠です。 ま た、 社会福祉基礎構造改革によ って、 高齢者や障害者、 子育て等の福祉サービス の利用が措置制度から 契約制度

に転換し たため、 民法の契約に関する 理解も 必要です。 本講義は、 社会福祉サービス の利用における 相談援助の活動に関連する 法と し て、 憲法・ 民法・ 行政法を中心に、 そ

の基本的な法律用語や法解釈、 判例等について講述し た上で、 判断能力が不十分な人々の生活を支援する 成年後見制度についての理解を深めていき ま す。

目標1

目標2

目標3 成年後見制度における 問題点を挙げる こ と ができ る 。

目標4 憲法・ 民法・ 行政法の知識を、 普段の生活において応用する こ と ができ る 。

目標5 法的観点から 地域や福祉の課題について分析する こ と ができ る 。

目標6 憲法や民法、 行政法、 成年後見制度について、 探求心をも って自発的に学習に取り 組むこ と ができ る 。

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

○

憲法・ 民法・ 行政法の基本的な法律用語について説明する こ と ができ る 。

判例や新聞記事の内容について意見を述べる こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

法の基礎（ 法と 規範）1

憲法（ １ ） 　 憲法の意義と 機能2

憲法（ ２ ） 　 基本的人権の内容と その射程3

憲法（ ３ ） 　 社会権4

民法（ １ ） 　 民法の意義と 機能5

民法（ ２ ） 　 契約6

民法（ ３ ） 　 親族・ 相続7

行政法（ １ ） 　 行政法の意義と 機能8

行政法（ ２ ） 　 行政手続法・ 行政不服審査法9

成年後見制度（ １ ） 　 成年後見制度の意義と 機能10

成年後見制度（ ２ ） 　 成年後見11

成年後見制度（ ３ ） 　 保佐・ 補助・ 日常生活自立支援事業12

権利擁護の意義と 支える 仕組み（ 虐待防止法・ 苦情解決の仕組み）13

権利擁護で直面し う る 法的諸問題14

権利擁護に係る 組織、 団体の役割と 実際15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

事例に基づく ディ ス カッ ショ ンを行う こ と がある 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前にト ピ ッ ク に関連する 資料を学習する （ 10h)準備

学修

事後

学修

学習し た内容を振り 返り 学習を深める （ 10h)

教科書

使用し ない

参考書

社会福祉士養成講座編集委員会（ 編） 『 権利擁護を支える 法体制』 （ 中央法規） , 2021.

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート 100% ○ ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
本講義は、 社会福祉士試験の受験科目である 「 権利擁護を支える 法制度」 にも 対応し ている ので、 受験を予定し ている 学生は受講し てく ださ い。

備考

リ ン ク
URL

mailto:r.tanaka.shirosaki@gmail.com


○

担当教員の

実務経験の

有無

弁護士
教員の実務

経験



H030S208

ナン バリ ン グ

刑事司法と 福祉( Cr i mi nal  Just i ce and Wel f ar e)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

社会福祉分野系

授業形式

対面

選択 2 2 福 後期

氏名  桑野博文、 大田黒ゆき 、 深川恵美

E-mai l    shi en@sai sei kai -t ei chaku-oi t a. net    内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

かねてよ り 犯罪の社会因子は認識さ れている が、 近年はこ れへの着目が強く なり 、 いわゆる 懲罰・ 矯正だけでなく 「 支援」 が求めら れている 。 本講義では、 犯罪の社会因子

の理解を土台にし て、 各種の具体的支援について広く 取り 扱う 。

目標1

目標2

目標3 刑事司法の制度に関わる 関係機関など の役割について説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○ ○

刑事司法の近年の動向と 制度の仕組みを説明でき る 。

刑事司法における 社会福祉士及び精神保健福祉士の役割について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

犯刑事司法における 近年の動向と こ れを取り 巻く 社会環境（ 犯罪の社会要因） 　 ( 桑野)1

刑事司法における 近年の動向と こ れを取り 巻く 社会環境（ ソ ーシャ ルワ ーク の役割） 　 ( 大田黒)2

刑事司法（ 刑法の概観） 　 ( 深川)3

刑事司法（ 逮捕から 起訴ま での流れ） ( 深川)4

刑事司法（ 入口支援） 　 ( 大田黒)5

刑事司法（ 服役中の福祉的関与） ( 桑野)6

刑事司法（ 出口支援） ( 深川)7

少年司法（ 児童福祉法， 及び刑法と の関係性） ( 桑野・ 深川)8

少年司法（ 保護処分と 具体的支援） ( 桑野・ 大田黒)9

更生保護制度（ 目的と 機能） ( 大田黒)10

更生保護制度（ 地方更生保護委員会・ 保護観察所・ 保護司） ( 大田黒・ 深川)11

医療観察制度（ 概要と 手続き の流れ） ( 桑野)12

医療観察制度（ 精神保健観察） ( 桑野)13

犯罪被害者支援（ 類型と それぞれの実際） ( 桑野)14

刑事司法における 近年の動向と こ れを取り 巻く 社会環境（ 振り 返り ） ( 桑野・ 太田黒・ 深川)15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義で扱う 事例の多く は、 実際の担当ケース に基づく も のであり 、 「 自

分だったら ど のよ う な支援をする のか」 について、 逐次発言を求める 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

例えば、 非行に至った同級生等、 触法行為をし たケース をプラ イ バシーに留意し メ モ書き を作成。 ( 1h)準備

学修

事後

学修

犯罪者家族の苦悩に関する 文献学習( 講義内で資料を準備し ま す） ( 20h)

教科書

使用し ない。

授業中に配布する プリ ント 等を使用する 。

参考書

なし

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題レ ポート 100% ○ ○ ○

注意事項
なし

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:shien@saiseikai-teichaku-oita.net


○

担当教員の

実務経験の

有無

社会福祉士、 精神保健福祉士
教員の実務

経験

地域生活定着支援センタ ーでの矯正施設出所者の自立支援等を通じ た知識・ 経験を活かし て授業を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030S301

ナン バリ ン グ

ソ ーシャ ルワーク の基盤と 専門職( The Foundat i on of  Soci al  Wor k Pr of essi on)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

相談援助技術系

授業形式

対面

選択 2 1年
福祉健康科学

部
後期

氏名  栄留里美

E-mai l    ei dome@oi t a-u. ac. j p    内線   6098

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 社会福祉士及び精神保健福祉士の法的な位置づけ、 ソ ーシャ ルワ ーク の基盤と なる 考え方と その形成過程について理解する 。 ソ ーシャ ルワ ーク の価値規範と 倫理について

理解し 、 そのジレ ンマを考える 。

目標1

目標2

目標3 ソ ーシャ ルワ ーク の価値規範と 倫理について述べ、 自分なり の考えを付け加える こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

社会福祉士及び精神保健福祉士の法的な位置づけ・ 意義・ 課題について述べる こ と でき る 。

ソ ーシャ ルワ ーク の基盤と なる 考え方と その形成過程について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

１ 社会福祉士及び介護福祉士法・ 精神保健福祉士法・ 定義、 専門性・ 法制度成立や見直し の背景1

　 ソ ーシャ ルワ ーク の概念・ ソ ーシャ ルワ ーク の定義2

ソ ーシャ ルワ ーク の基盤と なる 考え方・ 原理3

社会正義・ 人権尊重4

多様性の尊重・ 集団的責任5

ソ ーシャ ルワ ーク の理念―当事者主権と は6

尊厳の保持・ 権利擁護・ アド ボカシー7

自立支援・ ソ ーシャ ルイ ンク ルージョ ン・ ノ ーマラ イ ゼーショ ン8

ソ ーシャ ルワ ーク の形成過程～慈善組織協会・ セツ ルメ ント 運動9

 ソ ーシャ ルワ ーク の形成過程～医学モデルから 生活モデルへ・ ソ ーシャ ルワ ーク の統合化10

ソ ーシャ ルワ ーク の倫理綱領―社会福祉士・ 精神保健福祉士11

倫理的ジレ ンマと は・ ジレ ンマの考察　12

 ソ ーシャ ルワ ーク の形成過程と 人物～日本の歴史　 口頭発表　13

 ソ ーシャ ルワ ーク の形成過程と 人物～世界の歴史　 口頭発表　14

 ソ ーシャ ルワ ーク の形成過程と 人物～近代の歴史　 口頭発表　15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

・ グループディ ス カッ ショ ン・ 口頭発表を通じ て、 単なる 講義ではない

問題解決型の学修を目指す。

・  学びの到達度を把握する ために、 毎回の講義終了時にショ ー

ト ・ ラ イ ティ ングを課す。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

次回のト ピ ッ ク について調べ学習をする （ 10ｈ ）

口頭発表の準備をする （ 10h)
準備

学修

事後

学修

ショ ート ラ イ ティ ングを書く こ と で復習を行う （ 10h)

教科書

指定し ない　

参考書

社会福祉士養成講座編集委員会（ 編） 『 ソ ーシャ ルワ ーク の基盤と 専門職』 （ 中央法規)  2020年

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

口頭発表 100% ○ ○ ○

注意事項

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:eidome@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

社会福祉士　
教員の実務

経験



H030S302

ナン バリ ン グ

ソ ーシャ ルワーク の基盤と 専門職( 専門) ( Soci al  wor k of  f oundat i on and pr of essi on

( speci al t y) )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

相談援助技術系

授業形式

対面

選択　 2 2年生
福祉健康科学

部
前期　

氏名  栄留里美　

E-mai l    ei dome@oi t a-u. ac. j p   内線   6098

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

社会福祉士の職域と 求めら れる 役割、 ソ ーシャ ルワ ーク に係る 専門職の概念と 範囲、 ミ ク ロ ・ メ ゾ・ マク ロ レ ベルにおける ソ ーシャ ルワ ーク の対象と 連関性について理解す

る 。 さ ら に、 総合的かつ包括的な支援と 多職種連携の意義と 内容について理解する 。

目標1

目標2

目標3  ミ ク ロ ・ メ ゾ・ マク ロ レ ベルにおける ソ ーシャ ルワ ーク の対象と 連関性について理解する 。

目標4 総合的かつ包括的な支援と 多職種連携の意義と 内容について理解する 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

社会福祉士の職域と 求めら れる 役割について説明でき る

ソ ーシャ ルワ ーク に係る 専門職の概念と 範囲について理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ソ ーシャ ルワ ーク に係る 専門職の概念と 範囲   倫理的ジレ ンマ　1

ソ ーシャ ルワ ーク 専門職の諸外国の動向2

ミ ク ロ ・ メ ゾ・ マク ロ レ ベルにおける ソ ーシャ ルワ ーク ーミ ク ロ レ ベルの対象・ 意義・ 介入と 実際3

メ ゾレ ベルの対象・ 意義・ 介入と 実際4

マク ロ レ ベルの対象・ 意義・ 介入と 実際　5

ミ ク ロ レ ベルのソ ーシャ ルワ ーク と ソ ーシャ ルアク ショ ン6

メ ゾレ ベルのソ ーシャ ルワ ーク と ソ ーシャ ルアク ショ ン7

マク ロ レ ベルのソ ーシャ ルワ ーク と ソ ーシャ ルアク ショ ン　8

 総合的かつ包括的な支援と 多職種連携の意義と 内容9

ジェ ネラ リ ス ト の視点に基づく 総合的かつ包括的な支援の意義と 内容 　10

多職種連携の意義と 課題・ ジレ ンマ 　11

多職種連携と 利用者・ 家族の参画・ 実際　 　12

ソ ーシャ ルワ ーク 実践と ソ ーシャ ルアク ショ ンの実際　 子ども ・ 高齢者・ 障害分野　 口頭発表　13

ソ ーシャ ルワ ーク 実践と ソ ーシャ ルアク ショ ンの実際　 地域福祉分野・ ジェ ンダーなど 　 口頭発表　14

ソ ーシャ ルワ ーク 実践と 課題　 口頭発表　 　15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

自ら 考える 力を養成する ため、 グループワ ーク 、 事例を調べて発表する

と いったアク ティ ブラ ーニングを用いる 。

ショ ート ラ イ ティ ングを書き 、 思考力と 書く 力を養成する 。 　

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

次回のト ピ ッ ク について調べ学習を行う （ 10ｈ ）

口頭発表の準備をする （ 10ｈ ） 　
準備

学修

事後

学修

ショ ート ラ イ ティ ングを書き 、 思考力と 書く 力を養成する 。 （ 15ｈ ） 　 　

教科書

教科書を指定し ない　

参考書

社会福祉士養成講座編集委員会（ 編） 『 ソ ーシャ ルワ ーク の基盤と 専門職』 （ 中央法規） 2021年　

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

口頭発表 100% ○ ○ ○ ○

注意事項
なし

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:eidome@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

社会福祉士
教員の実務

経験



H030S303

ナンバリング
相談援助の理論と方法Ⅰ(Social Work Theory and Method I)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）
相談援助技術系

授業形式
対面

選択 2 ２ 福 後期 木5

氏名  齋藤 建児

E-mail   k-saito@oita-u.ac.jp   内線   6169

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

本科目は、社会福祉士養成課程の要である「ソーシャルワークの理論と方法」について学習する。その中でも、ソーシャルワークの基本ともいえる、生活課題を解決するた
めに必要な「人と環境との交互作用」の視点について理解することをめざす。そのうえで、具体的な実践方法のケアマネジメント、グループワーク、コミュニティワークに
ついて、今日的な福祉課題や事例を交え、知識、技術、理論を学ぶ。

目標1

目標2

目標3ケアマネジメント（ケースマネジメント）の方法を説明できる

目標4グループワークの概念と展開を説明できる

目標5コミュニティワークの概念と展開過程を説明できる

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

人と環境の交互作用の理論を説明できる

クライエントの課題を把握する視点をもとに生活課題を分析できる

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

オリエンテーション、1

相談援助とは何か①：事例からソーシャルワークの役割と定義を理解する2

相談援助とは何か②：ソーシャルワークを構成する要素、職場や組織を理解する3

相談援助の構造と機能①：ソーシャルワークの構造と対応するニーズを理解する4

相談援助の構造と機能②：ソーシャルワークの機能を理解する5

人と環境の相互作用：システム理論を理解する6

相談援助における援助関係①：援助関係のプロセスを理解する7

相談援助における援助関係②：援助関係がもたらす実践効果を理解する8

グループワーク①：意義と目的を学ぶ9

グループワーク②：展開過程を理解する10

セルフヘルプグループ：実践事例から意義を学ぶ11

コミュニティワーク①：理論に関する系譜とモデルを学ぶ12

コミュニティワーク②：意義と目的を理解する13

コミュニティワーク③：展開過程、手法を学ぶ14

まとめ15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

ディスカッションを通じて事例の検討を行う 理解を促すために、実践事例や映像資料を用いる
ラ
ー
ニ
ン
グ

○

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

事前に教科書を熟読し、講義の課題について明確化にする(15h)準備
学修

事後
学修

講義後に配付資料と教科書の内容を照らし合わして復習し、知識と技術の定着に努める(15h)

教科書

社会福祉士養成講座編集委員会編『相談援助の理論と方法Ⅰ』中央法規

参考書

適宜、資料を配付する

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

リアクションペーパー

課題レポート

試験

30% ○ ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○ ○

注意事項

備考

リンク
URL



○
担当教員の
実務経験の
有無

地域福祉専門員として岩手県、旧川井村社会福祉協議会で勤務。地域包括支援センター社会福祉士として岩手県、二戸市社会福祉協議会で勤務。
教員の実務
経験



H030S303

ナン バリ ン グ

ソ ーシャ ルワーク の理論と 方法Ⅰ( Soci al  Wor k Theor y and Met hod Ⅰ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

相談援助技術系

授業形式

対面

選択 2 2年 福 後期

氏名  齋藤 建児

E-mai l    k-sai t o@oi t a-u. ac. j p   内線   6169

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本科目は、 社会福祉士養成課程の要である 「 ソ ーシャ ルワ ーク の理論と 方法」 について学習する 。 その中でも 、 ソ ーシャ ルワ ーク の基本と も いえる 、 生活課題を解決する た

めに必要な「 人と 環境と の交互作用」 の視点について理解する こ と をめざす。 そのう えで、 具体的な実践方法のケアマネジメ ント 、 グループワ ーク 、 コ ミ ュ ニティ ワ ーク に

ついて、 今日的な福祉課題や事例を交え、 知識、 技術、 理論を学ぶ。

目標1

目標2

目標3 ケアマネジメ ント （ ケース マネジメ ント ） の方法を説明でき る

目標4 グループワ ーク の概念と 展開を説明でき る

目標5 コ ミ ュ ニティ ワ ーク の概念と 展開過程を説明でき る

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

人と 環境の交互作用の理論を説明でき る

ク ラ イ エント の課題を把握する 視点をも と に生活課題を分析でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン、1

ソ ーシャ ルワ ーカーが学ぶ理論： ソ ーシャ ルワ ーク の共通基盤と 固有の視点を理解する2

人と 環境の交互作用に関する 理論： シス テム理論と 生態学理論を理解する3

ク ラ イ エント の状況、 課題を把握する ための視点： BPSモデル、 ミ ク ロ ・ メ ゾ・ マク ロ レ ベルを理解する4

ソ ーシャ ルワ ーク の目標と 展開過程の概要を理解する5

ケアマネジメ ント （ ケース マネジメ ント ） ： 原則、 意義、 方法を学ぶ6

グループワ ーク ①： 意義と 目的を学ぶ7

グループワ ーク ②： 展開過程を理解する8

セルフ ヘルプグループ： 実践事例から 意義を学ぶ9

コ ミ ュ ニティ ワ ーク ①： 理論に関する 系譜と モデルを学ぶ10

コ ミ ュ ニティ ワ ーク ②： 意義と 目的を理解する11

コ ミ ュ ニティ ワ ーク ③： 展開過程、 手法を学ぶ12

ソ ーシャ ルアク ショ ン： 概念と 意義を理解する13

コ ミ ュ ニティ オーガナイ ジング： 概念と 意義を理解する14

ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

ディ ス カッ ショ ンを通じ て事例の検討を行う 理解を深める ために、 実践事例や映像資料を用いる
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前に教科書を熟読し 、 講義の課題について明確化にする ( 15h)準備

学修

事後

学修

講義後に配付資料と 教科書の内容を照ら し 合わし て復習し 、 知識と 技術の定着に努める ( 15h)

教科書

一般社団法人日本ソ ーシャ ルワ ーク 教育学校連盟＝編集, 最新社会福祉士養成講座・ 精神保健福祉士養成講座12『 ソ ーシャ ルワ ーク の理論と 方法　 ［ 共通科目］ 』

, 2021年, 中央法規

参考書

適宜、 資料を配付する

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

リ アク ショ ンペーパー

課題レ ポート

試験

30% ○ ○

30% ○ ○

40% ○ ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:k-saito@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

地域福祉専門員と し て岩手県旧川井村社会福祉協議会で勤務。 地域包括支援センタ ー社会福祉士と し て岩手県二戸市社会福祉協議会で勤務。
教員の実務

経験



H030S304

ナンバリング
相談援助の理論と方法Ⅱ(Theory of Social Work PracticeⅡ)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）
相談援助技術系

授業形式
対面

選択 2 3
福祉健康科学

部
前期 他

氏名  桑野博文

E-mail   reekenpou@yahoo.co.jp   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの具体的な展開過程を学ぶとともに、ソーシャルワークにおける専門援助技術の体系を習得することを目的とする。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○ ○

○ ○

ソーシャルワークの具体的な展開過程について、説明することができる。

ソーシャルワークにおける専門援助技術の体系について理解できる

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

相談援助の展開過程の流れ、ケース発見、受理面接(インテーク)1

問題把握―ニーズ確定―事前評価(アセスメント)2

事前評価―支援目的・目標設定―支援の計画―支援の実施3

経過観察(モニタリング)、再アセスメントと支援の強化4

支援の終結と効果測定、評価、アフターケア、予防的対応とサービス開発5

相談援助のためのアウトリーチの技術6

相談援助のための契約の技術7

アセスメント技術（アセスメントの特性、援助的関係、面接）8

アセスメント技術（アセスメントで収集すべき情報と視覚化ツール）9

アセスメント技術 （アセスメント面接で得た情報の使い方）10

相談援助のための介入の技術11

相談援助のための経過観察、再アセスメント、 効果測定、評価の技術12

相談援助のための面接技術（相談援助における面接の目的、展開）13

相談援助のための面接技術（面接で用いる技術とコミュニケーション）14

相談援助のための記録の技術15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

現場における実践を事例として用い、グループワークにて討議する。 何でもメモを授業終わりに配布し、理解の状況を確認していく
。教科書の内容により、必要に応じ資料を配布していく。

○

ラ
ー
ニ
ン
グ

○

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

教科書をしっかりと読んでおくこと。（３ｈ）準備
学修

事後
学修

教科書を用いて復習し、知識の定着に努めること。（５ｈ）

教科書

テキストは使用しない。

参考書

なし

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

試験レポート

小レポート

80% ○ ○

20% ○ ○

注意事項
授業には必ず、教科書を持参。

備考

リンク
URL



○
担当教員の
実務経験の
有無

医療ソーシャルワーカー　29年
教員の実務
経験

教育としての知識が現場において、どのように展開されるか、知識的な理論と実践の繋がりをアクティブラーニング等を通じて理解を促す。
実務経験を
いかした教
育内容



H030S305

ナンバリング
相談援助の理論と方法Ⅲ(Theory of Social Work PracticeⅢ)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）
相談援助技術系

授業形式
対面

選択 2 3
福祉健康科学

部
後期 木5

氏名  栄留里美

E-mail   eidome@oita-u.ac.jp   内線   6098

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

本講義では、相談援助の理論と方法I・IIの講義で得た知識を活用して、ソーシャルワーク実践する際に必要な専門技術と知識について概説する。
具体的には、ソーシャルワークの実践に必要な記録の方法と個人情報保護のあり方、また相談援助に関連する援助技術としてのケアマネジメントと、スーパービジョンに関
する内容について解説する。また社会資源とは何か、開発するとは何かを考える。

目標1

目標2

目標3ケアマネジメントの具体的な方法とその意義を説明できる。

目標4スーパービジョンを活用した実践の質の向上に寄与できる。

目標5社会資源の開発を実際に考え、プレゼンテーションをすることができる。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○

○

社会福祉実践における記録の方法と意義を説明できる。

社会福祉実践における個人情報保護の在り方を説明できる。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

オリエンテーション1

スーパービジョンとコンサルテーション2

ソーシャルワークにおける記録の意義・技術　3

ソーシャルワークと個人情報保護4

ケアマネジメント　5

アウトリーチの意義・方法6

ネットワークの形成7

社会資源の活用8

社会資源の活用・開発9

プレゼンテーションの意義、目的10

プレゼンテーションの方法、留意点11

社会資源の開発　グループ発表　子ども分野　12

社会資源の開発　グループ発表　高齢分野　13

社会資源の開発　グループ発表　障害分野　14

社会資源の開発　グループ発表　地域福祉分野15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

バズセッション、KJ法などのブレーンストーミング、また事例検討など
の小集団討議を活用するので、積極的に講義に参加すること。ショート
ライティングを行ってもらう。社会資源を実際に開発するための口頭発
表を行う。

パワーポイントなどの視聴覚教材を活用し・エコマップを用い
た実践事例の分析と解説を行う。

○

○

ラ
ー
ニ
ン
グ

○

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

事前に教科書の担当部分を熟読し、講義の課題について明確化しておくこと。(15h)準備
学修

事後
学修

講義後に配付資料と教科書の内容を照らし合わして復習し、知識と技術の定着に努めること。(15h)

教科書

資料の配布を行う　　

参考書

川延宗之・坪井真編(2011）『相談援助の理論と方法Ⅱ』kumi出版　

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

口頭発表　 100%○ ○ ○ ○

注意事項
なし　

備考
なし

リンク
URL



○
担当教員の
実務経験の
有無

社会福祉士　
教員の実務
経験



H030S304

ナン バリ ン グ

ソ ーシャ ルワーク の理論と 方法Ⅱ( Theor y and Met hod of  Soci al  Wor k Ⅱ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

相談援助技術系

授業形式

対面

選択 2 3
福祉健康科学

部
前期

氏名  桑野　 博文

E-mai l    r eekenpou@yahoo. co. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

ソ ーシャ ルワ ーク の具体的な展開過程を学ぶと と も に、 ソ ーシャ ルワ ーク における 専門援助技術の体系を習得する こ と を目的と する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

ソ ーシャ ルワ ーク の具体的な展開過程について、 説明する こ と ができ る 。

ソ ーシャ ルワ ーク における 専門援助技術の体系について理解でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

相談援助の展開過程の流れ、 ケース 発見、 受理面接( イ ンテーク )1

問題把握―ニーズ確定―事前評価( アセス メ ント )2

事前評価―支援目的・ 目標設定―支援の計画―支援の実施3

経過観察( モニタ リ ング) 、 再アセス メ ント と 支援の強化4

支援の終結と 効果測定、 評価、 アフ タ ーケア、 予防的対応と サービス 開発5

相談援助のためのアウ ト リ ーチの技術6

相談援助のための契約の技術7

アセス メ ント 技術（ アセス メ ント の特性、 援助的関係、 面接）8

アセス メ ント 技術（ アセス メ ント で収集すべき 情報と 視覚化ツ ール）9

アセス メ ント 技術 （ アセス メ ント 面接で得た情報の使い方）10

相談援助のための介入の技術11

相談援助のための経過観察、 再アセス メ ント 、  効果測定、 評価の技術12

相談援助のための面接技術（ 相談援助における 面接の目的、 展開）13

相談援助のための面接技術（ 面接で用いる 技術と コ ミ ュ ニケーショ ン）14

相談援助のための記録の技術15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

現場における 実践を事例と し て用い、 グループワ ーク にて討議する 。 何でも メ モを授業終わり に配布し 、 理解の状況を確認し ていく

。 教科書の内容によ り 、 必要に応じ 資料を配布し ていく 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書をし っかり と 読んでおく こ と 。 （ 3ｈ ）準備

学修

事後

学修

教科書を用いて復習し 、 知識の定着に努める こ と 。 （ ５ ｈ ）

教科書

テキス ト は使用し ない。

参考書

なし

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

試験レ ポート

小レ ポート

80% ○ ○

20% ○ ○

注意事項
授業には必ず、 教科書を持参。

備考

リ ン ク
URL

mailto:reekenpou@yahoo.co.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

医療ソ ーシャ ルワ ーカー　 29年
教員の実務

経験

教育と し ての知識が現場において、 ど のよ う に展開さ れる か、 知識的な理論と 実践の繋がり をアク ティ ブラ ーニング等を通じ て理解を促す。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030S306

ナンバリング
相談援助の理論と方法Ⅳ(Theory and Method of Social Work Ⅳ)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）
相談援助技術系

授業形式
対面（含 同時双方向型
）

選択 2 4
福祉健康科学

部
前期 他

氏名  中川　美幸

E-mail      内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

「相談援助の理論と方法」4科目の仕上げ科目となる。他の専門科目も含めて，社会福祉の理論が実践でどのように用いられているか，また，用いるための方法論を，臨床
の事例などを題材にして掘り下げて学習する。

目標1

目標2

目標3ソーシャルワークの価値や倫理を実践で意識することができる

目標4ソーシャルワーク実践の各分野を、包括的に理解することができる

目標5ソーシャルワーク実践を論理的に表現することができる

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

習得してきたソーシャルワークの知識を、実践に活かすことができる

習得してきたソーシャルワークの技術を、実践に活かすことができる

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

１．面接の基本と目的1

２．利用者（クライエント）理解2

３．相談援助記録の理解と書き方3

４．スーパービジョンの意義と目的4

５．スーパービジョンの方法と留意点5

６．事例検討の意義と目的6

７．事例検討の方法と留意点7

８．身寄りのない方の事例8

９．権利擁護（成年後見の事例）9

10．家族間の意見が異なる事例10

11．経済的虐待の事例11

12．終末期の事例12

13．チームアプローチの事例13

14．地域福祉実践の事例14

15．スーパービジョンの事例15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

模擬アセスメントや模擬プランニングなどを多く取り組ませる 授業毎にショートレポートの提出を課し、学習の定着を諮る。

○

ラ
ー
ニ
ン
グ

○

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

単元毎に実践テーマが異なるので、対象となる実践内容を把握しておくこと。（10ｈ）準備
学修

事後
学修

事例検討の後、制度の理解や活用されている社会資源についての知識を深めること。（10ｈ）

教科書

使用なし

参考書

資料を配布する。

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

試験レポート

小レポート

80% ○ ○ ○

20% ○ ○ ○

注意事項

備考

リンク
URL



○
担当教員の
実務経験の
有無

医療ソーシャルワーカー　32年
教員の実務
経験



H030S305

ナン バリ ン グ

ソ ーシャ ルワーク の理論と 方法( 専門) Ⅰ( Theor y and Methods of  Soci al  Wor k ( Speci al t y)  I )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

相談援助技術系

授業形式

選択　 2 3年生
福祉健康科学

部
後期　 　

氏名  栄留里美　

E-mai l    ei dome@oi t a-u. ac. j p    内線   6098

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

①社会福祉士と し て多様化・ 複雑化する 課題に対応する ため、 よ り 実践的かつ効果的なソ ーシャ ルワ ーク の様々な理論と 方法を理解する 。 ②支援を必要と する 人と の援助関

係の形成やニーズの掘り 起こ し を行う ための、 知識と 技術について理解する 。 ③社会資源の活用の意義を踏ま え、 地域における 社会資源の開発やソ ーシャ ルアク ショ ンにつ

いて理解する 。

目標1

目標2

目標3 社会資源の活用の意義を踏ま え、 地域における 社会資源の開発やソ ーシャ ルアク ショ ン事例を見出し プレ ゼンテーショ ンでき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

多様化・ 複雑化する 課題に対応する ため、 よ り 実践的かつ効果的なソ ーシャ ルワ ーク の様々な理論と 方法を説明でき る 。

支援を必要と する 人と の援助関係の形成やニーズの掘り 起こ し を行う ための、 知識と 技術について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン1

ソ ーシャ ルワ ーク における 援助関係の形成―自己覚知と 他者理解2

コ ミ ュ ニケーショ ンと ラ ポール3

面接技術4

アウ ト リ ーチの意義、 目的、 方法、 留意5

ネッ ト ワ ーク の形成6

ソ ーシャ ルワ ーク に関連する 方法7

ソ ーシャ ルワ ーク における 社会資源の活用・ 調整・ 開発8

 ソ ーシャ ルアク ショ ンの意義、 目的9

ソ ーシャ ルアク ショ ンの方法、 留意点10

プレ ゼンテーショ ンの意義、 目的、 方法、 留意点11

社会資源の開発事例の発表12

 世界における ソ ーシャ ルアク ショ ン事例の発表13

 地域における ソ ーシャ ルアク ショ ン事例の発表14

ふり かえり ・ ま と め　15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

ブレ ーンス ト ーミ ング、 ま た事例検討などの小集団討議、 ロ ールプレ イ

を活用する ので、 積極的に講義に参加する こ と 。 ショ ート ラ イ ティ ング

を行っても ら う 。 ソ ーシャ ルアク ショ ン事例の発表を行っても ら う 。

パワ ーポイ ント や動画など の視聴覚教材を活用する 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前に参考書を熟読し 、 講義の課題について明確化し ておく こ と 。 ( 15h)準備

学修

事後

学修

講義後に配付資料と 参考書の内容を照ら し 合わし て復習し 、 知識と 技術の定着に努める こ と 。 ( 15h)

教科書

資料の配布を行う 　 　

参考書

社会福祉士養成講座編集委員会（ 編） （ 2021） 『 ソ ーシャ ルワ ーク の理論と 方法［ 社会専門］ 』 （ 中央法規）

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

口頭発表　 100% ○ ○ ○

注意事項
なし 　

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:eidome@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

社会福祉士　
教員の実務

経験



H030S401

ナンバリング
相談援助演習Ⅰ(Social Work ExerciseⅠ)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）

*大分を創る科目

演習系
授業形式

対面

選択（社会福
祉士・精神保
健福祉士の受
験資格に必

2 3年生
福祉健康科学

部
前期 木1

氏名  工藤修一・栄留里美・上白木悦子・三好禎之・中山慎吾・滝口真・齋藤建児

E-mail   takamine@oita-u.ac.jp   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

社会福祉士としての基本的な姿勢や技能を身につける

目標1

目標2

目標3援助の事例について基本的な分析ができるようになる

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

社会福祉士が身につけるべき価値や守るべき規範について説明できるようになる

社会福祉士として必要な基本的なコミュニケーションスキルを使いこなすことができるようになる

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

イントロダクション　（講義のねらい　ルールについて説明　予定について）1

社会福祉士のもつべき価値と規範（倫理綱領、ソーシャルワークのグローバル定義）2

自分を知る（自己覚知）3

基本的なコミュニケーションスキル（傾聴の姿勢①）4

基本的なコミュニケーションスキル（傾聴の姿勢②）5

基本的なコミュニケーションスキル（質問、反射、要約）6

基本的なコミュニケーションスキル（言い換え、リフレイミング、焦点化）7

援助事例の分析（1）8

援助事例の分析（2）9

援助事例の分析（3）10

援助事例の分析（4）11

援助事例の分析（5）12

援助事例の分析（6）13

援助記録の技術14

講義のふりかえりと総括15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

全ての講義でグループワークを導入している。 適宜、小レポートを課す。

○

○

ラ
ー
ニ
ン
グ

○

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

前回の演習をよくふりかえっておくこと（10ｈ）準備
学修

事後
学修

演習の中で出てきた疑問点について自分なりに調べること（35ｈ）

教科書

教科書は指定しない。適宜、参考書を紹介する。

参考書

講義において紹介する

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

グループワークの参加度

小レポート

80% ○ ○ ○

20% ○ ○ ○

注意事項
5回以上欠席がある場合、単位を認めない
ロールプレイについて特に真剣に取り組むこと

備考
2クラスに分けて同じ時限に行う。講義の最初に各回の担当の予定を知らせる。必ず演習Ⅰと演習Ⅱをセットで履修すること。（社会福祉士・精神保健福祉士の受験
資格に必要な科目）【地域創生教育科目】

リンク
URL



H030S401

ナン バリ ン グ

ソ ーシャ ルワーク 演習( Soci al  Wor k Semi nar )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

演習系

授業形式

対面

選択（ 社会福

祉士・ 精神保

健福祉士の受

験資格に必

2 2
福祉健康科学

部
前期

氏名  工藤修一・ 栄留里美・ 上白木悦子・ 三好禎之・ 中山慎吾・ 滝口真・ 齋藤建児

E-mai l    nakayama-shi ngo@oi t a-u. ac. j p   内線   7518( 中山)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

ソ ーシャ ルワ ーク における 基本的な姿勢や技能を身につける ため、 自己覚知、 基本的なコ ミ ュ ニケーショ ン技術、 基本的な面接技術、 ソ ーシャ ルワ ーク の展開過程等につい

て、 適宜事例を用いて演習を行う 。

目標1

目標2

目標3 ソ ーシャ ルワ ーク の展開過程において用いら れる 、 知識と 技術を実践的に理解する 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

ソ ーシャ ルワ ーク の価値規範と 倫理を実践的に理解する 。

ソ ーシャ ルワ ーク の実践に必要なコ ミ ュ ニケーショ ン能力を養う 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

イ ント ロ ダク ショ ン（ 講義のねら い　 ルールについて説明　 予定について）1

自己覚知①（ 自己理解と 他者理解）2

自己覚知②（ 自己理解と 他者理解）3

基本的なコ ミ ュ ニケーショ ン技術（ 傾聴の姿勢等①）4

基本的なコ ミ ュ ニケーショ ン技術（ 傾聴の姿勢等②）5

 基本的なコ ミ ュ ニケーショ ン技術（ 繰り 返し ・ 言い換え①）6

 基本的なコ ミ ュ ニケーショ ン技術（ 繰り 返し ・ 言い換え②）7

基本的なコ ミ ュ ニケーショ ン技術（ 質問・ 促し ）8

基本的なコ ミ ュ ニケーショ ン技術（ 感情の反映・ 要約）9

基本的な面接技術（ 面接の構造化・ 場の設定等）10

ソ ーシャ ルワ ーク の記録11

ソ ーシャ ルワ ーク の展開過程（ ケース の発見・ イ ンテーク ・ アセス メ ント ・ プラ ンニング）12

ソ ーシャ ルワ ーク の展開過程②13

グループダイ ナミ ク ス の活用14

プレ ゼンテーショ ン技術15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

全ての講義でグループワ ーク を導入し ている 。 適宜小レ ポート を課す。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

前回の演習をよ く ふり かえっておく こ と （ 10ｈ ）準備

学修

事後

学修

演習の中で出てき た疑問点について自分なり に調べる こ と （ 35ｈ ）

教科書

教科書は指定し ない。 適宜、 参考書を紹介する 。

参考書

講義において紹介する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

グループワ ーク の参加度

小レ ポート

80% ○ ○ ○

20% ○ ○ ○

注意事項
5回以上欠席がある 場合、 単位を認めない。

ロ ールプレ イ について特に真剣に取り 組むこ と

備考
2ク ラ ス に分けて同じ 時限に行う 。 講義の最初に各回の担当の予定を知ら せる 。 講義計画は変更する 場合がある 。 必ずソ ーシャ ルワ ーク 演習と ソ ーシャ ルワ ーク 演習

( 専門) Ⅰをセッ ト で履修する こ と 。 （ 社会福祉士・ 精神保健福祉士の受験資格に必要な科目） 【 地域創生教育科目】

リ ン ク
URL

mailto:nakayama-shingo@oita-u.ac.jp


H030S402

ナンバリング
相談援助演習Ⅱ(Social Work ExerciseⅡ)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）

*大分を創る科目

演習系
授業形式

対面

選択（社会福
祉士・精神保
健福祉士の受
験資格に必

2 3年生
福祉健康科学

部
前期 木2

氏名  工藤修一・栄留里美・上白木悦子・三好禎之・中山慎吾・滝口真・齋藤建児

E-mail   takamine@oita-u.ac.jp   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

社会福祉士としての基本的な姿勢や技能を身につける

目標1

目標2

目標3援助の事例について基本的な分析ができるようになる

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

社会福祉士が身につけるべき価値や守るべき規範について説明できるようになる

社会福祉士として必要な基本的なコミュニケーションスキルを使いこなすことができるようになる

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

イントロダクション　（講義のねらい　ルールについて説明　予定について）1

社会福祉士のもつべき価値と規範（倫理綱領、ソーシャルワークのグローバル定義）2

自分を知る（自己覚知）3

基本的なコミュニケーションスキル（傾聴の姿勢①）4

基本的なコミュニケーションスキル（傾聴の姿勢②）5

基本的なコミュニケーションスキル（質問、反射、要約）6

基本的なコミュニケーションスキル（言い換え、リフレイミング、焦点化）7

援助事例の分析（1）8

援助事例の分析（2）9

援助事例の分析（3）10

援助事例の分析（4）11

援助事例の分析（5）12

援助事例の分析（6）13

援助記録の技術14

講義のふりかえりと総括15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

毎回の講義で、グループワークやロールプレイを取り入れる。 学生による発表も取り入れる。

○

○

ラ
ー
ニ
ン
グ

○

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

援助者として自分のもっている傾向を把握すること（10ｈ）。準備
学修

事後
学修

毎回の演習における議論をふりかえること（35ｈ）。

教科書

特に使用しない。

参考書

講義において適宜紹介する

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

グループワーク等の参加度

小レポート等

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
5回以上欠席がある場合、単位を認めない
ロールプレイについて特に真剣に取り組むこと

備考
2クラスに分けて同じ時限に行う。講義の最初に各回の担当の予定を知らせる。
（社会福祉士・精神保健福祉士の受験資格に必要）【地域創生教育科目】

リンク
URL



H030S402

ナン バリ ン グ

ソ ーシャ ルワーク 演習( 専門) Ⅰ( Semi nar  on Soci al  Wor k ( Advanced) Ⅰ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

演習系

授業形式

対面

選択（ 社会福

祉士・ 精神保

健福祉士の受

験資格に必

2 2
福祉健康科学

部
前期

氏名  工藤修一・ 栄留里美・ 上白木悦子・ 三好禎之・ 中山慎吾・ 滝口真・ 齋藤建児

E-mai l    nakayama-shi ngo@oi t a-u. ac. j p   内線   7518( 中山)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

ソ ーシャ ルワ ーク の展開過程に関し て実践的に理解する ため、 ケース の発見・ イ ンテーク 、 情報収集、 アセス メ ント 、 プラ ンニング、 支援の実施・ モニタ リ ング、 支援の終

結と 事後評価・ アフ タ ーケアなど について、 適宜事例を用いて演習を行う 。 具体的な事例等（ 集団に対する 事例含む） を活用し 、 支援を必要と する 人が抱える 複合的な課題

に対する 総合的かつ包括的な支援について実践的に学習する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

ソ ーシャ ルワ ーク の実践に必要な知識と 技術の統合を行い、 専門的援助技術と し て体系立てていく こ と ができ る 能力を習得する 。

ミ ク ロ ・ メ ゾレ ベルにおける ソ ーシャ ルワ ーク の対象と 展開過程について実践的に理解する 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

イ ント ロ ダク ショ ン　 （ 講義のねら い　 ルールについて説明　 予定について）1

ケース の発見・ イ ンテーク ・ 情報収集①2

ケース の発見・ イ ンテーク ・ 情報収集②3

アセス メ ント ①4

アセス メ ント ②5

プラ ンニング①6

プラ ンニング②7

支援の実施・ モニタ リ ング①8

支援の実施・ モニタ リ ング②9

支援の終結と 事後評価・ アフ タ ーケア①10

支援の終結と 事後評価・ アフ タ ーケア②11

ケース ワ ーク 事例の分析と 理解①12

ケース ワ ーク 事例の分析と 理解②13

グループワ ーク 事例の分析と 理解①14

グループワ ーク 事例の分析と 理解②15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回の講義で、 グループワ ーク やロ ールプレ イ を取り 入れる 。 学生の発表も 取り 入れる 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

援助者と し て自分のも っている 傾向を把握する こ と （ 10ｈ ） 。準備

学修

事後

学修

毎回の演習における 議論をふり かえる こ と （ 35ｈ ） 。

教科書

特に使用し ない。

参考書

講義において適宜紹介する

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

グループワ ーク 等の参加度

小レ ポート

50% ○ ○

50% ○ ○

注意事項
5回以上欠席がある 場合、 単位を認めない

ロ ールプレ イ について特に真剣に取り 組むこ と

備考
2ク ラ ス に分けて同じ 時限に行う 。 講義の最初に各回の担当の予定を知ら せる 。 授業計画は変更する 場合がある 。 必ずソ ーシャ ルワ ーク 演習と ソ ーシャ ルワ ーク 演習

( 専門) Ⅰをセッ ト で履修する こ と 。 （ 社会福祉士・ 精神保健福祉士の受験資格に必要） 【 地域創生教育科目】

リ ン ク
URL

mailto:nakayama-shingo@oita-u.ac.jp


H030S403

ナンバリング
相談援助演習Ⅲ(Social Work ExerciseⅢ)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）

*大分を創る科目

演習系
授業形式

対面

選択(社会福
祉士・精神保
健福祉士の受
験資格に必

2 3年生
福祉健康科学

部
後期 木1

氏名  青山昌憲

E-mail      内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

前期の相談援助演習Ⅰ・Ⅱの成果をふまえつつ、さらに実践的なソーシャルワークの技術を体験的に習得する。

目標1

目標2

目標3援助事例について分析し、課題を明確に説明できる

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

ソーシャルワークのプロセスを理解し、クライエント支援について必要な技術を駆使できる

ケースワーク・コミュニティワーク・グループワークといった各技法の事例についてそのポイントを説明できる

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

イントロダクション（講義の予定、相談援助技法について）1

虐待事案の対応からソーシャルワークプロセスを考える2

貧困・社会的困窮者支援からソーシャルワークプロセスを考える3

災害時支援からソーシャルワークプロセスを考える4

認知症の対応からソーシャルワークプロセスを考える5

アウトリーチとチームアプローチ理解6

終末期ケアからソーシャルワークプロセスを考える7

地域福祉計画と地域アセスメント8

様々な危機状態にある事例からソーシャルワークプロセスを考える9

社会資源の活用・調整・開発と組織化の重要性10

ソーシャルアクションについて11

コーディネーションについて（事例研究）12

ファシリテーションについて（事例研究）13

ネゴシエーションについて（スーパービジョン）14

プレゼンテーションについて（スーパービジョン）15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

ほぼ全ての講義でグループワークを導入しており、学生同士の相互作用
によって教育効果を高める。

上記に加えて、適宜、小レポート等を課す。

○

○

ラ
ー
ニ
ン
グ

○

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

前回の演習の経験をよくふりかえっておく。(30h)準備
学修

事後
学修

演習を通して出てきた疑問等について調べておく。(30ｈ)

教科書

特に指定しない。適宜資料を配布する。

参考書

講義の中で適宜紹介する

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

グループワークへの参加度

小レポート

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
5回以上の欠席の場合、単位を認めない
グループワーク等に積極的に参加すること

備考
必ず演習Ⅲと演習Ⅳをセットで履修すること
（社会福祉士・精神保健福祉士の受験資格に必要）　【地域創生教育科目】

リンク
URL



○
担当教員の
実務経験の
有無

ソーシャルワーク実践における利用者理解の留意事項および社会資源活用における具体的事例展開の解説等
実務経験を
いかした教
育内容



H030S403

ナン バリ ン グ

ソ ーシャ ルワーク 演習( 専門) Ⅱ( Semi nar  on Soci al  Wor k ( Advanced) Ⅱ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

演習系

授業形式

対面

選択（ 社会福

祉士・ 精神保

健福祉士の受

験資格に必

2 2年生
福祉健康科学

部
後期

氏名  青山昌憲

E-mai l    nakayama-shi ngo@oi t a-u. ac. j p   内線   7518( 中山)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

前期のソ ーシャ ルワ ーク 演習、 ソ ーシャ ルワ ーク 演習( 専門) Ⅰの成果をふま えつつ、 さ ら に実践的なソ ーシャ ルワ ーク の技術を体験的に習得する 。

目標1

目標2

目標3 援助事例について分析し 、 課題を明確に説明でき る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

ソ ーシャ ルワ ーク のプロ セス を理解し 、 ク ラ イ エント 支援について必要な技術を駆使でき る

ケース ワ ーク ・ コ ミ ュ ニティ ワ ーク ・ グループワ ーク と いった各技法の事例についてそのポイ ント を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

イ ント ロ ダク ショ ン（ 講義の予定、 相談援助技法について）1

虐待事案の対応から ソ ーシャ ルワ ーク プロ セス を考える2

貧困・ 社会的困窮者支援から ソ ーシャ ルワ ーク プロ セス を考える3

災害時支援から ソ ーシャ ルワ ーク プロ セス を考える4

認知症の対応から ソ ーシャ ルワ ーク プロ セス を考える5

アウ ト リ ーチと チームアプロ ーチ理解6

終末期ケアから ソ ーシャ ルワ ーク プロ セス を考える7

地域福祉計画と 地域アセス メ ント8

様々な危機状態にある 事例から ソ ーシャ ルワ ーク プロ セス を考える9

社会資源の活用・ 調整・ 開発と 組織化の重要性10

ソ ーシャ ルアク ショ ンについて11

コ ーディ ネーショ ンについて（ 事例研究）12

フ ァ シリ テーショ ンについて（ 事例研究）13

ネゴシエーショ ンについて（ ス ーパービジョ ン）14

プレ ゼンテーショ ンについて（ ス ーパービジョ ン）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

ほぼ全ての講義でグループワ ーク を導入し ており 、 学生同士の相互作用

によ って教育効果を高める 。

上記に加えて、 適宜、 小レ ポート 等を課す。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

前回の演習の経験をよ く ふり かえっておく 。 （ 30ｈ ）準備

学修

事後

学修

演習を通し て出てき た疑問等について調べておく 。 （ 30ｈ ）

教科書

特に指定し ない。

参考書

講義の中で適宜紹介する

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

グループワ ーク への参加度

小レ ポート

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
5回以上の欠席の場合、 単位を認めない

グループワ ーク 等に積極的に参加する こ と

備考
必ずソ ーシャ ルワ ーク ( 専門) Ⅱ、 ソ ーシャ ルワ ーク 演習( 専門) Ⅲをセッ ト で履修する こ と 。 授業計画は変更する 場合がある 。 （ 社会福祉士・ 精神保健福祉士の受験

資格に必要） 　 【 地域創生教育科目】

リ ン ク
URL

mailto:nakayama-shingo@oita-u.ac.jp


H030S404

ナンバリング
相談援助演習Ⅳ(Social Work ExerciseⅣ)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）

*大分を創る科目

演習系
授業形式

対面

選択（社会福
祉士・精神保
健福祉士の受
験資格に必

2 3年生
福祉健康科学

部
後期 木2

氏名  青山昌憲

E-mail      内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

前期の相談援助演習Ⅰ・Ⅱの成果をふまえつつ、さらに実践的なソーシャルワークの技術を体験的に習得する。

目標1

目標2

目標3援助事例について分析し、課題を明確に説明できる

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

ソーシャルワークのプロセスを理解し、クライエント支援について必要な技術を駆使できる

ケースワーク・コミュニティワーク・グループワークといった各技法の事例についてそのポイントを説明できる

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

イントロダクション（講義の予定、相談援助技法について）1

虐待事案の対応からソーシャルワークプロセスを考える2

貧困・社会的困窮者支援からソーシャルワークプロセスを考える3

災害時支援からソーシャルワークプロセスを考える4

認知症の対応からソーシャルワークプロセスを考える5

アウトリーチとチームアプローチ理解6

終末期ケアからソーシャルワークプロセスを考える7

地域福祉計画と地域アセスメント8

様々な危機状態にある事例からソーシャルワークプロセスを考える9

社会資源の活用・調整・開発と組織化の重要性10

ソーシャルアクションについて11

コーディネーションについて（事例研究）12

ファシリテーションについて（事例研究）13

ネゴシエーションについて（スーパービジョン）14

プレゼンテーションについて（スーパービジョン）15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

ほぼ全ての講義でグループワークを導入しており、学生同士の相互作用
によって教育効果を高める。

上記に加えて、適宜、小レポート等を課す。

○

○

ラ
ー
ニ
ン
グ

○

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

前回の演習の経験をよくふりかえっておく。(30ｈ)準備
学修

事後
学修

演習を通して出てきた疑問等について調べておく。(30h)

教科書

特に指定しない。適宜資料を配布する。

参考書

講義の中で適宜紹介する

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

グループワークへの参加度

小レポート

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
5回以上の欠席の場合、単位を認めない
グループワーク等に積極的に参加すること

備考
必ず演習Ⅲと演習Ⅳをセットで履修すること
（社会福祉士・精神保健福祉士の受験資格に必要）　【地域創生教育科目】

リンク
URL



○
担当教員の
実務経験の
有無

 ソーシャルワーク実践における利用者理解の留意事項および社会資源活用における具体的事例展開の解説等
実務経験を
いかした教
育内容



H030S404

ナン バリ ン グ

ソ ーシャ ルワーク 演習( 専門) Ⅲ( Semi nar  on Soci al  Wor k ( Advanced) Ⅲ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

演習系

授業形式

対面

選択（ 社会福

祉士・ 精神保

健福祉士の受

験資格に必

2 2年生
福祉健康科学

部
後期

氏名  青山昌憲

E-mai l    nakayama-shi ngo@oi t a-u. ac. j p   内線   7518( 中山)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

前期のソ ーシャ ルワ ーク 演習、 ソ ーシャ ルワ ーク 演習( 専門) Ⅰの成果をふま えつつ、 さ ら に実践的なソ ーシャ ルワ ーク の技術を体験的に習得する 。

目標1

目標2

目標3 援助事例について分析し 、 課題を明確に説明でき る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

ソ ーシャ ルワ ーク のプロ セス を理解し 、 ク ラ イ エント 支援について必要な技術を駆使でき る

ケース ワ ーク ・ コ ミ ュ ニティ ワ ーク ・ グループワ ーク と いった各技法の事例についてそのポイ ント を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

イ ント ロ ダク ショ ン（ 講義の予定、 相談援助技法について）1

虐待事案の対応から ソ ーシャ ルワ ーク プロ セス を考える2

貧困・ 社会的困窮者支援から ソ ーシャ ルワ ーク プロ セス を考える3

災害時支援から ソ ーシャ ルワ ーク プロ セス を考える4

認知症の対応から ソ ーシャ ルワ ーク プロ セス を考える5

アウ ト リ ーチと チームアプロ ーチ理解6

終末期ケアから ソ ーシャ ルワ ーク プロ セス を考える7

地域福祉計画と 地域アセス メ ント8

様々な危機状態にある 事例から ソ ーシャ ルワ ーク プロ セス を考える9

社会資源の活用・ 調整・ 開発と 組織化の重要性10

ソ ーシャ ルアク ショ ンについて11

コ ーディ ネーショ ンについて（ 事例研究）12

フ ァ シリ テーショ ンについて（ 事例研究）13

ネゴシエーショ ンについて（ ス ーパービジョ ン）14

プレ ゼンテーショ ンについて（ ス ーパービジョ ン）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

ほぼ全ての講義でグループワ ーク を導入し ており 、 学生同士の相互作用

によ って教育効果を高める 。

適宜、 小レ ポート を課す。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

前回の演習をよ く ふり かえっておく （ 30ｈ ） 。準備

学修

事後

学修

事例検討等を行う 中で出てき た疑問点について調べておく （ 30ｈ ） 。

教科書

特に指定し ない。

参考書

講義の中で適宜紹介する

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

グループワ ーク への参加度

小レ ポート

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
5回以上の欠席の場合、 単位を認めない

グループワ ーク 等に積極的に参加する こ と

備考
必ずソ ーシャ ルワ ーク ( 専門) Ⅱ、 ソ ーシャ ルワ ーク 演習( 専門) Ⅲをセッ ト で受講する こ と 。 授業計画は変更する 場合がある 。 （ 社会福祉士・ 精神保健福祉士の受験

資格に必要） 　 【 地域創生教育科目】

リ ン ク
URL

mailto:nakayama-shingo@oita-u.ac.jp


H030S405

ナンバリング
相談援助演習Ⅴ(Social Work ExerciseⅤ)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）

*大分を創る科目

演習系
授業形式

対面

選択　（ただ
し社会福祉士
・精神保健福
祉士、受験資

2 4年生
福祉健康科学

部
前期 木3,木4

氏名  工藤修一・栄留里美 ・上白木悦子・三好禎之・中山慎吾・滝口真・齋藤建児

E-mail   takamine@oita-u.ac.jp   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

ソーシャルワーク実習を踏まえ、実際の援助場面を題材とした実践的能力を涵養する。

目標1

目標2

目標3支援の中で必要な面接のスキルを実践することができる。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

支援の方向性や具体的な計画について表現することができる。

支援過程で必要となる社会資源を指摘することができる。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

インテークの実際と方法1

アセスメントの実際と方法2

プランニングの実際と方法3

支援の実施の実際と方法4

モニタリングの実際と方法5

評価・効果測定の実際と方法6

終結とアフターケアの実際と方法7

アウトリーチ型支援の具体的方法8

チームアプローチの具体的方法9

ネットワーキングの具体的方法10

地域住民のニーズ把握の具体的方法11

地域福祉の計画立案についての具体的方法12

地域福祉の計画実施についての具体的方法13

社会資源の活用・調整・開発の具体的方法14

サービスの評価の具体的方法15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

全ての講義でグループワークを行う。 適宜、小レポートを行う。

○

○

ラ
ー
ニ
ン
グ

○

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

毎回の演習事例を各自でふりかえっておくこと（10ｈ）。準備
学修

事後
学修

演習を通して出た疑問点について自分なりに調べておく（35ｈ）。

教科書

指定しない。

参考書

適宜紹介する。

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

グループワークへの参加度

小レポート

80% ○ ○ ○

20% ○ ○ ○

注意事項
グループワークへの積極的な参加が必要である。
5回以上の欠席がある場合、単位を認定しない。

備考
（社会福祉士・精神保健福祉士の受験資格に必要）　【地域創生教育科目】

リンク
URL



H020P701

ナン バリ ン グ

精神疾患と その治療Ⅰ( Ment al  I l l ness and I t s Tr eat ment  Ⅰ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

精神保健福祉系

授業形式

オン ラ イ ン （ 同時双方

向型）

選択 2 3年 福 前期

氏名  河野健太郎、 平川博文、 泉寿彦、 衞藤真樹、 室長祐彰、 駄阿優子、 佐藤盛暁

E-mai l    kent ar okohno@oi t a-u. ac. j p   内線   5823

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

精神医学では、 精神疾患の成因や症状、 治療に関する 内容を学ぶ。 本講では、 精神医学の歴史や診断法・ 症状評価、 主たる 精神障害をみていく こ と にする 。

目標1

目標2

目標3 精神科における 代表的な疾患を理解し 、 説明する こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

精神医学の総論を理解し 、 説明する こ と ができ る 。

精神症状・ 状態像の理解と 診断法について学び、 説明する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

精神医学概論( 精神医学・ 医療の歴史、 精神現象の生物学的基礎)1

精神障害の理解( 精神障害の概念、 精神疾患の診断分類)2

精神疾患の症状と 診断、 検査3

代表的な疾患と その症状、 経過、 予後( 器質性精神障害)4

代表的な疾患と その症状、 経過、 予後( 精神作用物質によ る 精神およ び行動の障害)5

代表的な疾患と その症状、 経過、 予後( 統合失調症)6

代表的な疾患と その症状、 経過、 予後( 気分障害)7

代表的な疾患と その症状、 経過、 予後( 神経症性障害・ 生理的障害・ パーソ ナリ ティ 障害)8

代表的な疾患と その症状、 経過、 予後( 知的障害・ 発達障害)9

代表的な疾患と その症状、 経過、 予後( 小児期・ 青年期の行動およ び情緒の障害)10

精神疾患の治療11

精神医療の動向12

精神科医療機関における 治療13

精神科治療における 人権擁護、 精神保健福祉士の役割14

精神医療と 保健、 福祉の連携の重要性15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

適宜、 質問やミ ニディ ス カッ ショ ンなど を通し 積極的に学生が考え学ぶ

こ と ができ る よ う にする 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

必要に応じ て教科書を読み、 予習をする ( 15h) 。準備

学修

事後

学修

授業で学習し たこ と を復習する ( 30h) 。

教科書

最新精神保健福祉士養成講座『 1 精神医学と 精神医療』 ( 中央法規出版、 2021年)

参考書

太田保之・ 上野武治編『 学生のための精神医学』 ( 医歯薬出版、 2014年)

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

学期末試験

授業への参加の積極度

90% ○ ○ ○

10% ○ ○ ○

注意事項
なし

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:kentarokohno@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

附属病院の医師
教員の実務

経験

種々の精神疾患の原因・ 症状・ 検査・ 診断・ 治療法や、 精神疾患にま つわる 歴史、 法律、 仕組みなど について講義する

実務経験を

いかし た教

育内容



H020P701

ナンバリング
精神医学Ⅰ(Psychiatry Ⅰ)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）
心理分野

授業形式
オンライン（同時双方
向型）

必修（心理学
コース），選
択（理学療法
コース，社会

2 3年 福 前期 木5

氏名  河野健太郎、平川博文、泉寿彦、衞藤真樹、室長祐彰、駄阿優子、佐藤盛暁

E-mail   kentarokohno@oita-u.ac.jp   内線   5823

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

精神医学では、精神疾患の成因や症状、治療に関する内容を学ぶ。本講では、精神医学の歴史や診断法・症状評価、主たる精神障害をみていくことにする。

目標1

目標2

目標3精神科における代表的な疾患を理解し、説明することができる。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○

○

○

精神医学の総論を理解し、説明することができる。

精神症状・状態像の理解と診断法について学び、説明することができる。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

精神医学概論(精神医学・医療の歴史、精神現象の生物学的基礎)1

精神障害の理解(精神障害の概念、精神疾患の診断分類)2

精神疾患の症状と診断、検査3

代表的な疾患とその症状、経過、予後(器質性精神障害)4

代表的な疾患とその症状、経過、予後(精神作用物質による精神および行動の障害)5

代表的な疾患とその症状、経過、予後(統合失調症)6

代表的な疾患とその症状、経過、予後(気分障害)7

代表的な疾患とその症状、経過、予後(神経症性障害・生理的障害・パーソナリティ障害)8

代表的な疾患とその症状、経過、予後(知的障害・発達障害)9

代表的な疾患とその症状、経過、予後(小児期・青年期の行動および情緒の障害)10

精神疾患の治療11

精神医療の動向12

精神科医療機関における治療13

精神科治療における人権擁護、精神保健福祉士の役割14

精神医療と保健、福祉の連携の重要性15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

適宜、質問やミニディスカッションなどを通し積極的に学生が考え学ぶ
ことができるようにする。

ラ
ー
ニ
ン
グ

○
工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

必要に応じて教科書を読み、予習をする(15h)。準備
学修

事後
学修

授業で学習したことを復習する(30h)。

教科書

最新精神保健福祉士養成講座『1 精神医学と精神医療』(中央法規出版、2021年)

参考書

太田保之・上野武治編『学生のための精神医学』(医歯薬出版、2014年)

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

学期末試験

授業への参加の積極度

90% ○ ○ ○

10% ○ ○ ○

注意事項
なし

備考
なし

リンク
URL



○
担当教員の
実務経験の
有無

附属病院の医師
教員の実務
経験

種々の精神疾患の原因・症状・検査・診断・治療法や、精神疾患にまつわる歴史、法律、仕組みなどについて講義する。
実務経験を
いかした教
育内容



H040S222

ナンバリング
精神保健福祉に関する制度とサービスⅠ(Social Welfare System and Service for Person with a
Mental Disorder Ⅰ)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）
精神保健福祉系

授業形式
対面

選択 2 ３
福祉健康科学

部
前期 水1

氏名  橋本美枝子

E-mail   hmieko@oita-u.ac.jp   内線   ７６０４

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

１．精神障害者の支援に関連する制度及び福祉サービスの知識と支援内容について理解する。
２．精神障害者の支援において係わる施設、団体、関連機関等について理解する。
３．社会資源の調整・開発に係わる社会調査の概要と活用について基礎的な知識を理解する。
以上を理解することを通して、演習や実習で知識と技術を統合するとともに、卒業後の福祉実践場面で支援をマネジメントし、リーダーシップを取れる能力を育むことが本
授業のねらいである。

目標1

目標2

目標3相談援助に係わる組織、団体、関係機関及び専門職の機能・役割を理解し、地域住民との協働の意義を自分の言葉で説明できる。

目標4社会資源の調整・開発に係わる社会調査の意義、目的、倫理、方法および活用について、自分の言葉で説明することができる。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○

○

○

○

精神障害者の福祉制度の概要と福祉サービスの実際について、自分の言葉で説明することができる。

精神障害者に関連する社会保障制度について、自分の言葉で説明することができる。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

障害者基本法と精神障害者施策との関わり1

障害者総合支援法における精神障害者の福祉サービスの実際2

精神障害者を対象とした福祉施策・事業の実際3

医療保険制度の意義と内容4

介護保険制度の意義と内容5

経済的支援に関する制度の意義と内容6

行政組織と民間組織の役割と実際7

福祉サービス提供施設・機関8

インフォーマルな社会資源の役割と実際9

専門職や地域住民の役割と実際10

社会調査の意義と目的・根拠にもとづいた実践11

社会調査の対象および調査における倫理（社会調査における個人情報保護）12

量的調査の方法と活用13

質的調査の方法と活用14

ICTの活用方法15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

正確な知識が定着しているか確認するために、毎回、学生に意見や説明
を求める。

なし
ラ
ー
ニ
ン
グ

○

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

制度・サービスについて理解を深めるために、教科書の内容をノートに整理すること（30h）。準備
学修

事後
学修

学んだ制度・サービスに関する知識を定着させるために、講義ノートを整理するとともに、暗記すること（15h）。

教科書

日本精神保健福祉士養成校協会編『新・精神保健福祉士養成講座６　精神保健福祉に関する制度とサービス』中央法規出版,2018年

参考書

杉本豊和 (編集), 伊藤千尋 (編集), 森谷康文 (編集)『精神障害のある人と家族のための生活・医療・福祉制度のすべてＱ＆Ａ（第11版）』萌文社,2018年
その他、資料を配布する

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

期末試験

授業中の発言内容や参加姿勢等

70% ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○ ○

注意事項
精神保健福祉士国家試験の受験資格を得るためには、単位取得が必須要件である。

備考
なし

リンク
URL



○
担当教員の
実務経験の
有無

ソーシャルワーカー（アルコール依存の回復支援施設、精神障害者のグループホーム、アルコール依存症家族グループ）
教員の実務
経験

精神障害者が利用できる福祉制度・サービスについて、事例を用いて具体的に理解できるよう実践的学習を行う。
実務経験を
いかした教
育内容



H040S223

ナンバリング
精神保健福祉に関する制度とサービスⅡ(Social Welfare System and Service for Person with a
Mental Disorder Ⅱ)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）
精神保健福祉系

授業形式
対面

選択 2 ３
福祉健康科学

部
後期 火4

氏名  橋本美枝子

E-mail   hmieko@oita-u.ac.jp   内線   ７６０４

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

精神保健福祉に関する制度とサービスを理解することを目的として展開する。具体的には，精神保健福祉制度の中核ともいえる精神保健福祉法の概要と重要点について解説
する。特に重要なのは，精神科の入院制度および精神障害者保健福祉手帳に関する規定である。次に更生保護の概要である。犯罪を防ぐ，あるいは犯罪や非行をなした者へ
の更生のための制度を学ぶ。そして，精神耗弱または精神喪失時に重大な他害行為を行った者に対する医療観察法について学ぶ。

目標1

目標2

目標3更生保護制度における関係機関や団体との連携について、自分の言葉で説明することができる。

目標4医療観察法の概要について、自分の言葉で説明することができる。

目標5医療観察法における精神保健福祉士の専門性と役割について、自分の言葉で説明することができる。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○

○

○

○

○

精神保健福祉法の意義と内容について、自分の言葉で説明することができる。

更生保護制度の概要と精神障害者福祉との関係について、自分の言葉で説明することができる。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

精神保健福祉法の法制度見直しの背景1

精神保健福祉法の目的および構成2

地方精神保健福祉審議会及び精神医療審査会3

精神保健指定医4

入院形態と手続き（入院中の権利、制限等を含む）5

退院後生活環境相談員6

精神障害者保健福祉手帳7

精神保健福祉法における精神保健福祉士の役割8

更生保護制度とその担い手9

司法・医療・福祉の連携10

保護観察所の役割と実際11

医療観察法の意義と内容12

医療観察法における入院者・通院者に関する処遇13

社会復帰調整官の役割と実際14

精神保健参与員の役割と実際15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

知識の定着を確認するために、毎回、学生に意見や説明等を求める。 なし
ラ
ー
ニ
ン
グ

○

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

制度・サービスについて理解を深めるために、教科書の内容をノートに整理すること（30h）。準備
学修

事後
学修

学んだ制度・サービスに関する知識を定着させるために、講義ノートを整理するとともに、暗記すること（15h）。

教科書

日本精神保健福祉士養成校協会編『新・精神保健福祉士養成講座６　精神保健福祉に関する制度とサービス』中央法規出版,2018年

参考書

資料を配布する

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

期末試験

授業中の発言内容や参加姿勢等

70% ○ ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
精神保健福祉士国家試験の受験資格を得るためには、単位取得が必須要件である。

備考
なし

リンク
URL



○
担当教員の
実務経験の
有無

ソーシャルワーカー（アルコール依存の回復支援施設、精神障害者のグループホーム、アルコール依存症家族グループ）
教員の実務
経験

精神障害者が利用できる福祉制度・サービスについて、事例を用いて具体的に理解できるよう実践的学習を行う。
実務経験を
いかした教
育内容



H040S315

ナンバリング
精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅳ(Psychiatric Social WorkⅣ)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）
精神保健福祉系

授業形式
対面

選択 2 4年 福 前期 月3

氏名  池田　真典

E-mail   mikeda@nm.beppu-u.ac.jp   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

この科目では、精神保健福祉士が利用者の生活支援を行うにあたって必要な知識、技術、方法論について理解させる。具体的には精神障害者ケアマネジメントの理念や手法
、さらには地域住民を巻き込んだ精神障害者地域支援の在り方について、グループワーク形式で自主的な学びを即させながら理解を深めさせる。またテキストにそって新た
に課題となる精神障害者の就労支援や地域生活支援の意義、援助技術についても理解を促す。

目標1

目標2

目標3精神保健福祉士の地域援助について説明することができる。

目標4精神保健福祉士の援助技術全般について説明することができる。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

障害者のケアマネジメントについて、関連法との関係から説明することができる。

チームアプローチにおける精神保健福祉士の役割を説明することができる。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

地域相談援助の現状と課題１1

地域相談援助の現状と課題２2

地域相談援助の現状と課題３3

精神障害者と障害者福祉の連動と課題１4

精神障害者と障害者福祉の連動と課題２5

精神障害者のケアマネジメント１6

精神障害者のケアマネジメント２7

精神障害者のケアマネジメント３8

地域を基盤とした支援１9

地域を基盤とした支援２10

地域を基盤とした支援３11

総合的・包括的支援とは１12

総合的・包括的支援とは２13

総合的・包括的支援とは３14

総合的・包括的支援とは４15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

グループに分かれて調べ学習、発表を実施

○

○

ラ
ー
ニ
ン
グ

○

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

教科書の該当箇所を熟読し、事前に課題を整理し明確にしておく（１０時間）準備
学修

事後
学修

講義で解説した教科書該当箇所を再考し、講義内で紹介した文献や資料等で理解を含め、学修した内容を定着させる（１０時間）

教科書

「精神保健福祉士養成講座　精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅱ」中央法規出版の最新版　（講義で必ず使用）

参考書

資料配布及び講義内で説明する

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

グループ学習・発表

課題及びレポート

40% ○ ○ ○ ○

60% ○ ○ ○ ○

合計１００点中60点以上が合格（ただし出席3分の2以上が条件）

注意事項
精神保健福祉士国家試験の受験資格を得るためには、単位取得が必須条件である。

備考

リンク
URL



○
担当教員の
実務経験の
有無

障害福祉施設にて精神障害者の地域生活支援の業務を行った。
教員の実務
経験

国家試験対策も踏まえつつ、地域での障害者支援の経験を活かし、ケアマネジメント、当事者組織などについての指導を行います。
実務経験を
いかした教
育内容



H040S222

ナン バリ ン グ

精神保健福祉制度論( Soci al  Wel f ar e Syst em f or  Per son wi t h a Ment al  Di sor der )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

精神保健福祉系

授業形式

対面

選択 2 ３
福祉健康科学

部
前期

氏名  橋本美枝子

E-mai l    hmi eko@oi t a-u. ac. j p   内線   ７ ６ ０ ４

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 精神保健福祉に関する 法制度の体系を理解し た上で、 精神保健福祉法、 医療観察法、 生活支援に関する 制度、 生活保護制度や生活困窮者自立支援制度等の経済的支援に関

する 制度等の制度の概要と 課題、 精神保健福祉士の役割について学ぶと と も に、 法制度の限界と 課題について考える 。

目標1

目標2

目標3 制度を活用する 上での精神保健福祉士の役割について説明でき る 。

目標4 障害者に関する 法制度を適切に活用し 、 法制度の限界と 課題について考える こ と ができ る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

精神障害者に関する 法制度の体系について説明でき る 。

生活支援に関する 制度、 生活保護や生活困窮者自立支援制度等の経済的支援に関する 制度の概要と 課題について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

精神障害者に関する 制度・ 施策の体系1

精神保健福祉法における 入院形態・ 入院の方法と 精神保健福祉士の役割2

精神保健福祉法における 人権擁護と 精神保健福祉士の役割3

医療観察法の概要と 審判・ 処遇の流れ及び精神保健福祉士の役割（ 精神保健参与員の役割を含む）4

医療観察法の処遇内容と 精神保健福祉士の役割5

医療観察法の処遇内容と 社会復帰調整官の役割6

精神障害者の医療に関する 課題7

相談支援制度の概要と 相談支援制度における 精神保健福祉士の役割8

居住支援制度の概要と 居住支援における 精神保健福祉士の役割9

就労支援制度の概要と 就労支援における 精神保健福祉士の役割10

精神障害者の生活支援制度に関する 課題11

生活保護の概要と 生活保護制度における 精神保健福祉士の役割12

生活困窮者自立支援制度の概要と 生活困窮者自立支援制度における 精神保健福祉士の役割13

低所得者対策と 精神保健福祉士の役割14

精神障害者の経済的支援制度に関する 課題15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

正確な知識が定着し ている か確認する ために、 毎回、 学生に意見や説明

を求める 。

なし
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

制度・ サービス について理解を深める ために、 教科書の内容をノ ート に整理する こ と （ 30h） 。準備

学修

事後

学修

学んだ制度・ サービス に関する 知識を定着さ せる ために、 講義ノ ート を整理する と と も に、 暗記する こ と （ 15h） 。

教科書

一般社団法人日本ソ ーシャ ルワ ーク 教育学校連盟＝編集『 最新　 精神保健福祉士養成講座４ 　 精神保健福祉制度論』 中央法規出版, 2021年

参考書

杉本豊和 ( 編集) ,  伊藤千尋 ( 編集) ,  森谷康文 ( 編集) 『 精神障害のある 人と 家族のための生活・ 医療・ 福祉制度のすべてＱ ＆Ａ （ 第11版） 』 萌文社, 2018年

その他、 資料を配布する

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

授業中の発言内容や参加姿勢等

70% ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○ ○

注意事項
精神保健福祉士国家試験の受験資格を得る ためには、 単位取得が必須要件である 。

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:hmieko@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

ソ ーシャ ルワ ーカー（ アルコ ール依存の回復支援施設、 精神障害者のグループホーム、 アルコ ール依存症家族グループ）
教員の実務

経験

精神障害者が利用でき る 福祉制度・ サービス について、 事例を用いて具体的に理解でき る よ う 実践的学習を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H040S311

ナン バリ ン グ

精神保健福祉の原理Ⅰ( Pr i nci pl e of  Psychi at r i c Soci al  Wor k Ⅰ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

精神保健福祉系

授業形式

オン ラ イ ン （ 同時双方

向型）

選択 2 2年 福 前期

氏名  茶屋道　 拓哉

E-mai l    t -chayami chi @soc. i uk. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

①「 障害者」 に対する 思想や障害者の社会的立場の変遷から 、 障害者福祉の基本的枠組み理念・ 視点・ 関係性） を概観する 。

②精神保健福祉士が対象と する 「 精神障害者」 の定義と その障害特性を構造的に理解する と と も に、 精神障害者の生活実態を学ぶ。

③精神障害者へのかかわり について、 精神医学ソ ーシャ ルワ ーカーが構築し てき た固有の価値を学び、 精神保健福祉士の存在意義を理解し て職業的アイ デンティ ティ の基礎

を学ぶ。

④現在の精神保健福祉士の基本的枠組み（ 理念・ 視点・ 関係性） と 倫理綱領に基づく 職責を学ぶ。

目標1

目標2

目標3 精神障害者の障害特性や法制度上の位置づけについて説明する こ と ができ る 。

目標4 精神障害者の社会的排除に係る 歴史や構造を理解し 、 問題点を述べる こ と ができ る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

「 精神保健福祉と は何か」 について自分の言葉で説明でき る 。

障害者福祉・ 精神保健福祉の歴史的課題について整理し て考える こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

精神保健福祉の原理と は何1

障害者福祉の思想2

障害者福祉の理念3

精神障害者福祉の歴史的展開4

国際生活機能分類（ I CF）5

制度における 「 精神障害者」 の定義6

精神障害の障害特性7

精神障害の理解にかかわる 新たな潮流8

諸外国における 排除の歴史9

諸外国における 精神保健福祉活動（ 排除のその後）10

日本における 排除の歴史と 構造（ 相馬事件、 ラ イ シャ ワ ー事件、 宇都宮病院事件、 大和川病院事件）11

日本における 排除の歴史と 構造（ 池田小学校事件、 相模原事件）12

日本における 精神保健福祉活動（ 排除のその後）13

日本の社会的障壁の構造と その課題（ 結核条項、 旧優生保護法）14

日本の社会的障壁の構造と その課題（ コ ンフ リ ク ト と そのレ ベル、 アルコ ール・ 薬物関連問題と 刑罰、 自己責任論）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習、 グループディ ス カッ ショ ン、 ブレ イ ンス ト ーミ ング アイ ス ブレ イ ク 、 動画の活用、 遠隔講義（ zoom） の活用
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト の該当箇所、 配布資料や参考文献などの情報を必要に応じ て予習する （ 15h） 。 ディ ス カッ ショ ンの準備をする （ 15h） 。準備

学修

事後

学修

授業で学習し たこ と をテキス ト や配布資料をも と に復習し 、 理解水準を確実なも のと する （ 30h） 。

教科書

最新・ 精神保健福祉士養成講座『 精神保健福祉の原理』 中央法規， 2021年．

参考書

参考書は指定し ない。 適宜資料配布する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

総合評価

課題レ ポート

60% ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○

注意事項
精神保健福祉士国家試験の受験資格を得る ためには、 単位取得が必須条件である 。

授業の内容は予定ですので、 変わる 可能性がある 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:t-chayamichi@soc.iuk.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

精神科病院でのソ ーシャ ルワ ーク （ 精神保健福祉士） 、 学校教育機関でのソ ーシャ ルワ ーク （ 社会福祉士・ 精神保健福祉士）
教員の実務

経験

実践現場における 事例の提供や理論と 実践の間にある ジレ ンマを教材と し て取り 扱う 。

日本精神保健福祉士協会で作成さ れた「 将来ビジョ ン」 を活用する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H040S311

ナン バリ ン グ

精神保健福祉の原理Ⅱ( Pr i nci pl es of  Psychi at r i c Soci al  Wor kⅡ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

精神保健福祉系

授業形式

オン ラ イ ン （ 同時双方

向型）

選択 2 2年 福 後期

氏名  茶屋道 拓哉

E-mai l    t -chayami chi @soc. i uk. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

①「 障害者」 に対する 思想や障害者の社会的立場の変遷から 、 障害者福祉の基本的枠組み（ 理念・ 視点・ 関係性） を概観する 。

②精神保健福祉士が対象と する 「 精神障害者」 の定義と その障害特性を構造的に理解する と と も に、 精神障害者の生活実態を学ぶ。

③精神障害者へのかかわり について、 精神医学ソ ーシャ ルワ ーカーが構築し てき た固有の価値を学び、 精神保健福祉士の存在意義を理解し て職業的アイ デンティ ティ の基礎

を学ぶ。

④現在の精神保健福祉士の基本的枠組み（ 理念・ 視点・ 関係性） と 倫理綱領に基づく 職責を学ぶ。

目標1

目標2

目標3 精神保健福祉士の役割について法や職業倫理、 業務指針など から キャ リ アの入り 口に立つ自己のあり よ う を述べる こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

精神障害者の生活特性について、 ク ラ イ エント や家族、 精神科医療、 社会と の関係から 説明する こ と ができ る 。

精神保健福祉のコ アと なる 原理について, その歴史的背景や新し い実践の視点をも と に述べる こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

精神科医療によ る 生活への影響1

精神障害者の家族が置かれている 状況2

社会生活を構成する も のと 課題3

メ ンタ ルヘルス をめぐ る 新たな生活課題4

精神保健福祉の原理が培われた足跡・ 過程5

精神保健福祉士によ る 実践の価値・ 原理（ 社会的復権と 権利擁護、 自己決定、 当事者主体）6

精神保健福祉士によ る 実践の価値・ 原理（ 社会正義、 ごく 当たり 前の生活）7

精神保健福祉士によ る 実践の視野・ 視点（ 人と 環境の相互作用、 生活者、 エンパワ メ ント 、 リ カバリ ー）8

精神保健福祉士によ る 実践の視野・ 視点（ アンチス ティ グマ、 ハームリ ダク ショ ン）9

援助における 関係性10

精神保健福祉士法の理解11

精神保健福祉士の職業倫理12

精神保健福祉士の業務指針・ 業務分類13

精神保健福祉士の職場・ 職域14

精神保健福祉士の業務内容と その特性15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習、 グループディ ス カッ ショ ン、 ブレ イ ンス ト ーミ ング アイ ス ブレ イ ク 、 動画の活用、 遠隔講義（ zoom） の活用

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト の該当箇所、 配布資料や参考文献などの情報を必要に応じ て予習する （ 15h） 。 ディ ス カッ ショ ンの準備をする （ 15h） 。準備

学修

事後

学修

授業で学習し たこ と をテキス ト や配布資料をも と に復習し 、 理解水準を確実なも のと する （ 30h） 。

教科書

最新・ 精神保健福祉士養成講座『 精神保健福祉の原理』 中央法規， 2021年

参考書

参考書は指定し ない。 適宜資料配布する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

総合評価

課題レ ポート

40% ○ ○ ○

60% ○ ○ ○

合計100点中60点以上が合格（ ただし 出席3分の2以上が条件）

注意事項
授業の内容は予定ですので、 変わる 可能性がある 。

精神保健福祉士国家試験の受験資格を得る ためには、 単位取得が必須条件である 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:t-chayamichi@soc.iuk.ac.jp


H040S316

ナン バリ ン グ

ソ ーシャ ルワーク の理論と 方法( 専門) Ａ ( Psychi at r i c Soci al  Wor k Theor y and Met hod

（ advanced） A)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

精神保健福祉系

授業形式

対面

選択 2 3年 福 前期

氏名  尾口　 昌康

E-mai l    m-oguchi @nm. beppu-u. ac. j p   内線   0977-86-6701( 研究室)

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本講義のねら いは、 人と 環境と の交互作用に関する 理論と ミ ク ロ ・ メ ゾ・ マク ロ レ ベルにおける ソ ーシャ ルワ ーク について学ぶこ と である 。 ま た、 ソ ーシャ ルワ ーク の様々

な実践モデルと アプロ ーチについて理解する と と も に、 それに係る 知識と 技術を修得する こ と にある 。

　 加えて、 コ ミ ュ ニティ ワ ーク の概念と その展開を学び、 ソ ーシャ ルワ ーク における ス ーパービジョ ンを修得する こ と を目的と する 。

目標1

目標2

目標3 ソ ーシャ ルワ ーク の過程と それに係る 知識と 技術について説明でき る 。

目標4 コ ミ ュ ニティ ワ ーク の概念と その展開について説明でき る 。

目標5 ソ ーシャ ルワ ーク における ス ーパービジョ ンについて説明でき る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

人と 環境と の口語作用に関する 理論と 、 ミ ク ロ ・ メ ゾ・ マク ロ レ ベルにおける ソ ーシャ ルワ ーク について説明でき る 。

ソ ーシャ ルワ ーク の様々な実践モデルと アプロ ーチについて説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ソ ーシャ ルワ ーク の構成要素1

ソ ーシャ ルワ ーク の展開過程2

精神保健福祉分野のソ ーシャ ルワ ーク の基本的視点3

アウ ト リ ーチ4

イ ンテーク5

アセス メ ント ①（ 情報から 情報分析・ 解釈、 人と 環境の相互作用から 捉えた問題の特性）6

アセス メ ント ②（ 本人に関する 理解、 環境に関する 理解、 アセス メ ント ツ ール（ エコ マッ プ等） ）7

援助関係の形成技法8

面接技術と その応用9

支援の展開（ 人、 環境へのアプロ ーチ） 事例分析10

支援の展開（ ケアマネジメ ント ）11

精神障害者家族の課題12

家族理解の変遷13

家族支援の方法①（ 家族相談面接、 家族療法的アプロ ーチ）14

家族支援の方法②（ 家族間暴力への介入、 家族のリ カバリ ー、 家族のセルフ ヘルプグループ）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

①正確な知識が定着し ている か確認する ため、 ②意見の表現・ 交換を通

し て、 事例をど のよ う に理解し ている かを確認する と と も に、 援助方法

について他者に的確に伝える 言語化ス キルを高める ため、 毎回、 学生に

意見や説明を求めま す。

視聴覚教材も 積極的に用いま す。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

次回の講義部分のテキス ト を精読し 、 解ら ない語句等を事前に調べておく こ と ( 15h) 。

事例についてはその概要をジェ ノ グラ ムやエコ マッ プ、 タ イ ムラ イ ン等を用いて整理し 、 理解し た上で授業に臨むこ と ( 15h)
準備

学修

事後

学修

知識の定着を図る ためにMoodl eにアッ プロ ード さ れたス ラ イ ド を再確認し 、 配布資料のカッ コ 書き の部分については何も 見ずに記入でき る

よ う になっておく こ と ( 15h)

教科書

最新 精神保健福祉士養成講座６ 『 ソ ーシャ ルワ ーク の理論と 方法（ 精神専門） 』 中央法規出版 2021年

参考書

授業の中で適宜紹介し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

授業中の発言内容や参加姿勢等

70% ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○ ○

注意事項
精神保健福祉士国家試験の受験資格を得る ためには、 こ の科目の単位修得が必須要件です。

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:m-oguchi@nm.beppu-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

 精神科病院にて精神保健福祉士と し ての実務経験あり
教員の実務

経験

神科科病院における 精神保健福祉士と し ての実務経験（ 常勤12年・ その後非常勤） や、 公益社団法人日本精神保健福祉士協会の認定ス ーパーバイ ザーと し ての活動

、 各種セルフ ヘルプグループへの支援などの経験を活かし た授業を行いま す。

実務経験を

いかし た教

育内容



H040S317

ナン バリ ン グ

ソ ーシャ ルワーク の理論と 方法( 専門) Ｂ ( Soci al  Wor k Theor y and Met hod（ Advanced） B)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

精神保健福祉系

授業形式

選択 2 3
福祉健康科学

部
後期

氏名  今村　 浩司

E-mai l    i mamur a_ k@sei nan-j o. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

① 精神障害及び精神保健福祉の課題を持つ人に対する ソ ーシャ ルワ ーク の過程を理解する 。

② 精神障害及び精神保健福祉の課題を持つ人と 家族の関係を理解し 、 家族への支援方法を理解する 。

③ 精神医療、 精神障害者福祉における 多職種連携・ 多機関連携の方法と 精神保健福祉士の役割を理解する 。

④ 精神保健福祉士と 所属機関の関係を踏ま え、 組織運営管理、 組織介入・ 組織活動の展開を理解する 。

⑤ 個別支援から ソ ーシャ ルアク ショ ンへの実践展開をミ ク ロ ・ メ ゾ・ マク ロ の連続性・ 重層性を理解する 。

目標1

目標2

目標3 精神医療、 精神障害者福祉における 多職種連携・ 多機関連携の方法と 精神保健福祉士の役割について理解し 、 説明でき る 。

目標4 精神保健福祉士と 所属機関の関係を踏ま え、 組織運営管理、 組織介入・ 組織活動の展開を理解し 、 説明でき る 。

目標5 個別支援から ソ ーシャ ルアク ショ ンへの実践展開をミ ク ロ ・ メ ゾ・ マク ロ の連続性・ 重層性を踏ま えケース を検討でき る 。

目標6 精神保健福祉分野以外における 精神保健福祉士の実践展開を理解し 、 説明でき る 。

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

○

精神障害及び精神保健福祉の課題を持つ人に対する ソ ーシャ ルワ ーク の過程を理解し 、 説明でき る 。

精神障害及び精神保健福祉の課題を持つ人と 家族の関係を理解し 、 家族への支援方法を学び具体的に支援方法を説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

多職種連携・ 多機関連携（ チームアプロ ーチ） の意義と 目的・ 連携に関わる 概念整理1

多職種連携・ 多機関連携の留意点・ 当事者中心、 当事者参加の原則・ 目標の共有2

チームビルディ ングと チームの形態・ 特徴3

多職種連携・ 多機関連携（ チームアプロ ーチ） における 精神保健福祉士の役割の実際（ 事例分析）4

組織と 精神保健福祉士の関係性5

組織介入・ 組織改善の実践モデル6

組織運営管理の実際7

精神保健福祉分野における コ ミ ュ ニティ ワ ーク の意義8

地域における 精神保健福祉の向上9

個別支援から 地域における 基本的視点10

個別支援から 地域における 体制整備11

政策提言・ 政策展開12

精神障害者の地域移行・ 地域定着に関わる 展開（ 事例分析）13

関連分野における 精神保健福祉士の実践展開①（ 学校・ 教育分野、 産業分野）14

関連分野における 精神保健福祉士の実践展開②（ 司法分野、 その他）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

グループに分かれて調べ学習、 発表を実施

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書の該当箇所を熟読し 、 事前に課題を整理し 明確にし ておく （ 10ｈ ）準備

学修

事後

学修

講義で解説し た教科書該当箇所を再考し 、 講義内で紹介し た文献や資料等で理解を含め、 学修し た内容を定着さ せる （ 10ｈ ）

教科書

一般社団法人日本ソ ーシャ ルワ ーク 教育学校連盟編集『 最新精神保健福祉士養成講座　 ソ ーシャ ルワ ーク の理論と 方法（ 精神専門） 』 中央法規出版（ 最新版）

参考書

資料配布及び講義内で説明する

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

グループ学習及び発表を含む総合評価

課題レ ポート

60% ○ ○ ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○ ○ ○

合計100点中60点以上が合格（ ただし 出席3分の2以上が条件）

注意事項
精神保健福祉士国家試験の受験資格を得る ためには、 単位取得が必須条件である 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:imamura_k@seinan-jo.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

神科科医療機関の相談援助職と し て20年、 刑事施設にて精神障害受刑者支援10年、 成年後見センタ ー理事10年、 社会福祉法人理事10年等
教員の実務

経験



H040S318

ナン バリ ン グ

精神障害リ ハビ リ テーショ ン 論( Ment al  Di sor der  Rehabi l i t at i on Theor y)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

精神保健福祉系

授業形式

対面

選択 2 3
福祉健康科学

部
前期

氏名  今村　 浩司

E-mai l    i mamur a_ k@sei nan-j p. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

① 精神障害リ ハビリ テーショ ンの概念を学ぶ。

② 精神障害リ ハビリ テーショ ンのプロ セス 及び精神保健福祉士の役割について学ぶ。

③ 精神障害リ ハビリ テーショ ンのプロ グラ ムの知識、 実施機関、 援助実践を学ぶ。

目標1

目標2

目標3 精神障害リ ハビリ テーショ ンのプロ グラ ムの知識、 実施機関を理解し 、 説明でき る と 同時に援助場面で活用でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○ ○

精神障害リ ハビリ テーショ ンの概念を理解し 、 説明でき る 。

精神障害リ ハビリ テーショ ンのプロ セス 及び精神保健福祉士の役割について理解し 、 説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

精神障害リ ハビリ テーショ ンの理念と 定義1

医学的・ 職業的・ 社会的・ 教育的リ ハビリ テーショ ン2

精神障害リ ハビリ テーショ ンの基本原則3

精神障害リ ハビリ テーショ ンと ソ ーシャ ルワ ーク と の関係4

地域及びリ カバリ ー概念を基盤と し たリ ハビリ テーショ ンの意義5

精神障害リ ハビリ テーショ ンの対象、 チームアプロ ーチ、 精神障害リ ハビリ テーショ ンのプロ セス6

精神障害リ ハビリ テーショ ンにおける 精神保健福祉士の役割7

医学的リ ハビリ テーショ ンプロ グラ ム8

職業的リ ハビリ テーショ ンプロ グラ ム9

社会的リ ハビリ テーショ ンプロ グラ ム10

教育的リ ハビリ テーショ ンプロ グラ ム11

家族支援プロ グラ ム12

精神障害リ ハビリ テーショ ンの動向と 実際13

精神障害当事者や家族を主体と し たリ ハビリ テーショ ン14

依存症のリ ハビリ テーショ ン15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

グループに分かれて調べ学習、 発表を実施

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書の該当箇所を熟読し 、 事前に課題を整理し 明確にし ておく （ 10ｈ ）準備

学修

事後

学修

講義で解説し た教科書該当箇所を再考し 、 講義内で紹介し た文献や資料等で理解を含め、 学修し た内容を定着さ せる （ 10ｈ ）

教科書

一般社団法人日本ソ ーシャ ルワ ーク 教育学校連盟編集『 最新精神保健福祉士養成講座　 精神障害リ ハビリ テーショ ン論』 中央法規出版（ 最新版）

参考書

資料配布及び講義内で説明する

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

グループ学習及び発表を含む総合評価

課題レ ポート

60% ○ ○ ○

40% ○ ○

合計100点中60点以上が合格（ ただし 出席3分の2以上が条件）

注意事項
精神保健福祉士国家試験の受験資格を得る ためには、 単位取得が必須条件である 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:imamura_k@seinan-jp.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

精人理事10年等
教員の実務

経験



H040S411

ナン バリ ン グ

ソ ーシャ ルワーク 演習( 専門) Ａ ( Pr act i ce on Ment al  Heal t h Soci al  Wor k( advanced) A)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

精神保健福祉系

授業形式

選択 2 ３
福祉健康科学

部
後期

氏名  橋本美枝子

E-mai l    hmi eko@oi t a-u. ac. j p   内線   ７ ６ ０ ４

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

精神疾患や精神障害、 精神保健の課題のある 人の状況や困難、 希望を的確に聞き 取り 、 と り ま く 状況や環境を含めて理解し てソ ーシャ ルワ ーク を展開する ためにジェ ノ グラ

ムやエコ マッ プの描き 方と 読み解き 方を学ぶ。 そのう えで、 各事例の情報をも と にジェ ノ グラ ムやエコ マッ プを作製し 、 アセス メ ント と と も に、 本人を中心にどのよ う な環

境（ 人・ 機関・ 制度・ サービス 等） と ど んな関係を構築し 、 役割分担をする か等、 援助計画を立て、 援助の展開をイ メ ージし ながら 具体的に学ぶ。

目標1

目標2

目標3 精神疾患・ 障害等を持つ人々への差別・ 偏見を除去する ための政策・ 制度、 行政・ 地域住民への介入方法をイ メ ージでき る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

精神疾患・ 障害、 精神保健の課題のある 人のための諸制度の概念と 利用要件・ 手続き を自分の言葉で説明し 、 援助に活用でき る 。

精神疾患・ 障害、 精神保健の課題のある 人のための関係機関・ 職種を理解し 、 他職種連携のコ ーディ ネート 役を担える 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

ジェ ノ グラ ムの描き 方・ 読み方（ 個別支援記録の方法）1

エコ マッ プの描き 方・ 読み方（ 個別支援記録の方法）2

保健所における 未受診の精神障害者に関する 近隣から の苦情への対応（ 受療相談）3

家族から の受診に関する 個別面接4

入院患者に対する Ｓ Ｓ Ｔ （ リ ハビリ テーショ ンプロ グラ ムの実施）5

家族支援のための心理教育と グループワ ーク6

医療保護入院者の退院支援委員会のマネジメ ント7

入院者の退院に向けた地域移行支援8

精神科デイ ・ ケアにおける グループワ ーク の展開9

障害福祉サービス を申請し ている 人へのサービス 利用計画の個別面接10

障害福祉サービス を活用し た地域生活支援11

障害福祉サービス 事業所における 就労未経験者を対象と し た就労支援グループワ ーク の展開12

判断能力が不十分な精神障害者の地域生活支援（ 成年後見制度）13

教育機関における 児童虐待の発見と ソ ーシャ ルワ ーク の過程（ 学校・ 児童相談所等と の連携・ ケア会議）14

ひき こ も り 支援のためのアウ ト リ ーチ15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回、 事例に関する 質疑応答や意見表明を求める 。 ま た、 ロ ールプレ イ

等を用いた体験的な学習を行う 。

なし

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト およ び事例を読み込んだ上で、 授業に臨む。 その際、 わから ないこ と を調べる と と も に、 事例についてはジェ ノ グラ ム・ エコ マッ プ・ タ イ ムラ イ ンな

どを作成し 、 事例の概要を整理し ておく こ と ( 30h) 。
準備

学修

事後

学修

演習で学んだ内容をノ ート に整理する （ 15h） 。

教科書

一般社団法人日本ソ ーシャ ルワ ーク 教育学校連盟＝編集『 最新　 精神保健福祉士養成講座７ ソ ーシャ ルワ ーク 演習［ 精神専門］ 』 中央法規, 2021年

参考書

資料を配布する

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題への取り 組み

授業中の発言内容や参加姿勢等

60% ○ ○

40% ○ ○ ○

注意事項
精神保健福祉士国家試験の受験資格を得る ためには、 単位取得が必須要件である 。

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:hmieko@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

ソ ーシャ ルワ ーカー（ アルコ ール依存の回復支援施設、 精神障害者のグループホーム、 アルコ ール依存症家族グループ）
教員の実務

経験

精神障害者およ びメ ンタ ルヘルス の課題をも つク ラ イ エント の生活課題を分析し 、 援助計画を立てたり 、 面接やグループ援助ス キル等が獲得でき る よ う 実践的な指

導をする 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H040S422

ナン バリ ン グ

ソ ーシャ ルワーク 演習( 専門) Ｂ ( Pr act i ce on Ment al  Heal t h Soci al  Wor k( advanced) B)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

精神保健福祉系

授業形式

選択 2 ３
福祉健康科学

部
後期

氏名  橋本美枝子

E-mai l    hmi eko@oi t a-u. ac. j p   内線   ７ ６ ０ ４

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

精神疾患や精神障害、 精神保健の課題のある 人の状況や困難、 希望を的確に聞き 取り 、 と り ま く 状況や環境を含めて理解し てソ ーシャ ルワ ーク を展開する ためにジェ ノ グラ

ムやエコ マッ プの描き 方と 読み解き 方を学ぶ。 そのう えで、 各事例の情報をも と にジェ ノ グラ ムやエコ マッ プを作製し 、 アセス メ ント と と も に、 本人を中心にどのよ う な環

境（ 人・ 機関・ 制度・ サービス 等） と ど んな関係を構築し 、 役割分担をする か等、 援助計画を立て、 援助の展開をイ メ ージし ながら 具体的に学ぶ。

目標1

目標2

目標3 精神疾患・ 障害等を持つ人々への差別・ 偏見を除去する ための政策・ 制度、 行政・ 地域住民への介入方法をイ メ ージでき る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

精神疾患・ 障害、 精神保健の課題のある 人のための諸制度の概念と 利用要件・ 手続き を自分の言葉で説明し 、 援助に活用でき る 。

精神疾患・ 障害、 精神保健の課題のある 人のための関係機関・ 職種を理解し 、 他職種連携のコ ーディ ネート 役を担える 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

精神障害者に対する 社会的排除を解消する ための地域住民への啓発活動1

社会福祉協議会における 精神保健福祉ボラ ンティ アの養成2

地域に存在し ない自助グループを創出する ための当事者活動支援3

自殺予防のための人材育成（ ゲート キーパー養成）4

アルコ ール依存、 薬物依存、 ギャ ンブル依存等の予防のための普及啓発活動5

アルコ ール依存の回復支援プロ グラ ム6

薬物依存症の回復支援グループワ ーク （ Ｓ ＭＡ Ｒ Ｐ Ｐ ） の展開7

刑の一部執行猶予制度で保護観察と なった薬物依存症者を支援する ための地域関係者会議8

触法精神障害者の社会復帰支援における 多職種・ 他機関連携と ケア会議9

う つ病患者のリ ワ ーク 支援10

ハロ ーワ ーク における 就労（ 雇用） 支援11

職場ス ト レ ス を予防・ 軽減する ためのＥ Ａ Ｐ12

ホームレ ス 支援のためのアウ ト リ ーチ13

災害被災者の社会的孤立を予防する ためのコ ミ ュ ニティ ソ ーシャ ルワ ーク の展開14

ス ーパービジョ ンのためのレ ポート 作成の方法15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回、 事例に関する 質疑応答や意見表明を求める 。 ま た、 ロ ールプレ イ

等を用いた体験的な学習を行う 。

なし

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト およ び事例を読み込んだ上で、 授業に臨む。 その際、 わから ないこ と を調べる と と も に、 事例についてはジェ ノ グラ ム・ エコ マッ プ・ タ イ ムラ イ ンな

どを作成し 、 事例の概要を整理し ておく こ と ( 30h) 。
準備

学修

事後

学修

演習で学んだ内容をノ ート に整理する （ 15h） 。

教科書

一般社団法人日本ソ ーシャ ルワ ーク 教育学校連盟＝編集『 最新　 精神保健福祉士養成講座７ ソ ーシャ ルワ ーク 演習［ 精神専門］ 』 中央法規, 2021年

参考書

資料を配布する

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題への取り 組み

授業中の発言内容や参加姿勢等

60% ○ ○

40% ○ ○ ○

注意事項
精神保健福祉士国家試験の受験資格を得る ためには、 単位取得が必須要件である 。

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:hmieko@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

ソ ーシャ ルワ ーカー（ アルコ ール依存の回復支援施設、 精神障害者のグループホーム、 アルコ ール依存症家族グループ）
教員の実務

経験

精神障害者およ びメ ンタ ルヘルス の課題をも つク ラ イ エント の生活課題を分析し 、 援助計画を立てたり 、 面接やグループ援助ス キル等が獲得でき る よ う 実践的な指

導をする 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H040S511

ナン バリ ン グ

ソ ーシャ ルワーク 実習指導Ａ ( Leadi ng of  Ment al  Heal t h Soci al  Wor k Pr act i cum A)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

精神保健福祉系

授業形式

選択 2 ３
福祉健康科学

部
後期

氏名  橋本美枝子

E-mai l    hmi eko@oi t a-u. ac. j p   内線   ７ ６ ０ ４

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 本科目では， 次年度に精神科医療機関と それ以外の2機関で実習を行う ために必要な事前指導を通し て， 各機関の機能や求めら れる 専門性を体得する 。 そこ で， 精神保健

福祉援助実習と 実習指導の内容と 展開の説明およ び意義を理解し ， 精神保健医療福祉の現状や精神保健福祉士の職業倫理と 法的責務について， 講義およ び精神科医療機関と

精神保健福祉センタ ーの見学実習を通し て学ぶ。 学生の実習目標と 照合し た上で， 実習先を選定し ， 実習計画書の個別・ 集団指導を行う 。 なら びに個人情報保護法の理解を

含む守秘義務について指導する 。

目標1

目標2

目標3 実習施設と 地域社会を理解し た上で、 実習生・ 実習担当教員・ 実習指導者と の三者協議を踏ま えた実習計画を立てら れる 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

精神保健福祉援助実習指導における 個別・ 集団指導の意義が理解でき る 。

精神保健医療福祉の現状およ び精神保健福祉援助の専門的知識と 技術、 職業倫理と 法的責務を理解でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

精神保健福祉援助実習と 実習指導の内容と 展開（ オリ エンテーショ ン）1

精神保健福祉実習の意義（ 個別指導と 集団指導の意義を含む）2

精神保健医療福祉の現状（ 利用者理解を含む） に関する 基本的な理解3

精神保健福祉士に求めら れる 職業倫理と 法的責務に関する 理解4

見学実習（ 精神科医療機関） の目的・ 事前学習5

見学実習（ 精神科医療機関）6

見学実習（ 精神科医療機関） の振り 返り7

見学実習（ 精神障害者施設） の目的・ 事前学習8

見学実習（ 精神障害者施設）9

見学実習（ 精神障害者施設） の振り 返り10

実際に実習を行う 施設・ 機関・ 事業者・ 団体・ 地域社会等に関する 基本的な理解11

実習先で必要と さ れる 精神保健福祉援助に係る 専門的知識と 技術に関する 理解12

実習計画書の作成（ 個別指導）13

実習計画書の作成（ 集団指導）14

実習生、 実習担当教員、 実習先の実習指導者と の三者協議を踏ま えた実習計画の作成15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回、 学生に意見や説明等を求める 。 施設見学の事前・ 事後学習を宿題

と し て課す。 実習計画は、 2-3年次の実習の振り 返り を基盤に立案し 、

発表する 。 施設見学の他、 断酒会・ AA等、 自助グループに参加し て当事

者から 体験的に学習する 。

なし

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

精神保健福祉センタ ー、 精神科病院の設置基準、 役割・ 機能、 精神保健福祉士の業務など について、 事前学習レ ポート を作成する （ 10h） 。 2－3年次の相談援

助実習を振り 返り 、 自己評価し 、 4年次の精神保健福祉援助実習の援助計画を立てる （ 20h） 。
準備

学修

事後

学修

指導内容（ 見学実習を含む） についてノ ート を整理する （ 15h） 。

教科書

資料を配布する

参考書

資料を配布する

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート

授業中の発言内容や参加姿勢等

70% ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

注意事項
精神保健福祉士国家試験の受験資格を得る ためには、 単位取得が必須要件である 。

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:hmieko@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

ソ ーシャ ルワ ーカー（ アルコ ール依存の回復支援施設、 精神障害者のグループホーム、 アルコ ール依存症家族グループ）
教員の実務

経験

○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

精神保健福祉センタ ー（ 保健師、 精神保健福祉士） 、 精神科病院（ 精神保健福祉士）

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

精神保健福祉センタ ー、 精神科病院での見学実習指導において、 機関の役割・ 機能およ び、 各専門職の業務内容について実践的に学習する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H040S220

ナン バリ ン グ

現代の精神保健の課題と 支援Ⅰ( Cont empor ar y Ment al  Heal t h I ssues and Suppor t  I )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

精神保健福祉系

授業形式

オン ラ イ ン （ 同時双方

向型）

選択 2 3年
福祉健康科学

部
前期

氏名  堤　 隆

E-mai l    t sut sumi @oi t a-u. ac. j p   内線   7477

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

精神保健では、 「 心の健康の維持」 と 「 心の病気の予防」 に関する 内容を学ぶ。

本講では、 「 心の健康」 と 「 心の危機」 についての心理社会的側面をみていく こ と にする 。

目標1

目標2

目標3 家庭や職場など の環境ごと の「 心の問題」 について学ぶこ と ができ る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

「 心の健康」 「 心の危機」 「 心の病気」 について理解でき る

ラ イ フ サイ ク ルごと の「 心の問題」 について学ぶこ と ができ る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

精神保健の概要1

精神保健の歴史・ 課題2

乳幼児期・ 学童期のメ ンタ ルヘルス3

思春期・ 青年期のメ ンタ ルヘルス4

成人期・ 老年期( 高齢者) のメ ンタ ルヘルス5

ス ト レ ス と 心の病気6

精神の健康7

精神の健康への関与と 支援8

家庭における メ ンタ ルヘルス ( 1)9

家庭における メ ンタ ルヘルス ( 2)10

学校における メ ンタ ルヘルス ( 1)11

学校における メ ンタ ルヘルス ( 2)12

職場における メ ンタ ルヘルス ( 1)13

職場における メ ンタ ルヘルス ( 2)14

ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

学修成果物の作成
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を事前に読んでおく （ 10ｈ ）準備

学修

事後

学修

教材を用いて復習する （ 10ｈ ）

教科書

一般社団法人日本ソ ーシャ ルワ ーク 教育学校連盟. 新･精神保健福祉士養成講座「 精神保健の課題と 支援」 （ 中央法規） 2018

参考書

太田保之・ 上野武治. 「 学生のための精神医学」 （ 医歯薬出版） 2014

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

学修成果物

総合的に評価する

70% ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

注意事項
なし

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:tsutsumi@oita-u.ac.jp


H040S220

ナンバリング
精神保健学Ⅰ(Mental Health I)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）
精神保健福祉系

授業形式
オンライン（同時双方
向型）

選択 2 ３年
福祉健康科学

部
前期 火1

氏名  堤　隆

E-mail   tsutsumi@oita-u.ac.jp   内線   7477

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

精神保健では、「心の健康の維持」と「心の病気の予防」に関する内容を学ぶ。
本講では、「心の健康」と「心の危機」についての心理社会的側面をみていくことにする。

目標1

目標2

目標3家庭や職場などの環境ごとの「心の問題」について学ぶことができる

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○

○

○

「心の健康」「心の危機」「心の病気」について理解できる

ライフサイクルごとの「心の問題」について学ぶことができる

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

精神保健の概要1

精神保健の歴史・課題2

乳幼児期・学童期のメンタルヘルス3

思春期・青年期のメンタルヘルス4

成人期・老年期(高齢者)のメンタルヘルス5

ストレスと心の病気6

精神の健康7

精神の健康への関与と支援8

家庭におけるメンタルヘルス(1)9

家庭におけるメンタルヘルス(2)10

学校におけるメンタルヘルス(1)11

学校におけるメンタルヘルス(2)12

職場におけるメンタルヘルス(1)13

職場におけるメンタルヘルス(2)14

まとめ15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

学修成果物の作成
ラ
ー
ニ
ン
グ

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

テキストを事前に読んでおく（10ｈ）準備
学修

事後
学修

教材を用いて復習する（10ｈ）

教科書

一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟.新･精神保健福祉士養成講座「精神保健の課題と支援」（中央法規）2018

参考書

太田保之・上野武治.「学生のための精神医学」（医歯薬出版）2014

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

学修成果物

総合的に評価する

70% ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

注意事項
なし

備考
なし

リンク
URL



H040S221

ナン バリ ン グ

現代の精神保健の課題と 支援Ⅱ( Cont empor ar y Ment al  Heal t h I ssues and Suppor t  I I )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

精神保健福祉系

授業形式

オン ラ イ ン （ 同時双方

向型）

選択 2 3年
福祉健康科学

部
後期

氏名  堤　 隆

E-mai l    t sut sumi @oi t a-u. ac. j p   内線   7477

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

精神保健では、 「 心の健康の維持」 と 「 心の病気の予防」 に関する 内容を学ぶ。

本講では、 心の病気の予防やケアについて検討する 。

目標1

目標2

目標3 国内外の精神医療や精神保健について概観する こ と ができ る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

「 統合失調症」 「 アルコ ール依存症」 「 認知症」 など の精神障害について理解でき る

こ う し た精神障害の予防やケアについて学ぶこ と ができ る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

統合失調症( 1)1

統合失調症( 2)2

発達障害者に対する 対策3

アルコ ール問題に対する 対策4

薬物依存対策5

う つ病と 自殺防止対策6

認知症高齢者に対する 対策( 1)7

認知症高齢者に対する 対策( 2)8

社会的ひき こ も り 、 ニート 、 ホームレ ス9

災害時の精神保健10

精神保健福祉士、 性同一性障害11

タ ーミ ナルケアと 精神保健12

地域精神保健の概要13

世界の精神保健14

講義内容全体についての討論15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

学修成果物の作成
ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト を事前に読んでおく （ 10ｈ ）準備

学修

事後

学修

教材を用いて復習する （ 10ｈ ）

教科書

一般社団法人日本ソ ーシャ ルワ ーク 教育学校連盟. 新･精神保健福祉士養成講座「 精神保健の課題と 支援」 （ 中央法規） 2018

参考書

太田保之・ 上野武治. 「 学生のための精神医学」 （ 医歯薬出版） 2014

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

学修成果物

総合的に評価する

70% ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

注意事項
なし

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:tsutsumi@oita-u.ac.jp


H040S221

ナンバリング
精神保健学Ⅱ(Mental Health II)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）
精神保健福祉系

授業形式
オンライン（同時双方
向型）

選択 2 3年
福祉健康科学

部
後期 月2

氏名  堤　隆

E-mail   tsutsumi@oita-u.ac.jp   内線   7477

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

精神保健では、「心の健康の維持」と「心の病気の予防」に関する内容を学ぶ。
本講では、心の病気の予防やケアについて検討する。

目標1

目標2

目標3国内外の精神医療や精神保健について概観することができる

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○

○

○

「統合失調症」「アルコール依存症」「認知症」などの精神障害について理解できる

こうした精神障害の予防やケアについて学ぶことができる

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

統合失調症(1)1

統合失調症(2)2

発達障害者に対する対策3

アルコール問題に対する対策4

薬物依存対策5

うつ病と自殺防止対策6

認知症高齢者に対する対策(1)7

認知症高齢者に対する対策(2)8

社会的ひきこもり、ニート、ホームレス9

災害時の精神保健10

精神保健福祉士、性同一性障害11

ターミナルケアと精神保健12

地域精神保健の概要13

世界の精神保健14

講義内容全体についての討論15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

学修成果物の作成
ラ
ー
ニ
ン
グ

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

テキストを事前に読んでおく（10ｈ）準備
学修

事後
学修

教材を用いて復習する（10ｈ）

教科書

一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟.新･精神保健福祉士養成講座「精神保健の課題と支援」（中央法規）2018

参考書

太田保之・上野武治.「学生のための精神医学」（医歯薬出版）2014

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

学修成果物

総合的に評価する

70% ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

注意事項
なし

備考
なし

リンク
URL



H040S411

ナン バリ ン グ

精神保健福祉援助演習Ⅰ( Pr act i ce on Psychi at r i c Soci al  Wor k Ⅰ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

精神保健福祉系

授業形式

対面

選択 2 ３
福祉健康科学

部
後期 水2

氏名  橋本美枝子

E-mai l    hmi eko@oi t a-u. ac. j p   内線   ７ ６ ０ ４

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

精神保健福祉援助実習前の段階である 本授業では， 講義科目で習得し た理論や技術など を関連づけながら ， 精神保健福祉士に必要な専門知識や職業倫理について理解を深め

る 。 そのために， 総合的かつ包括的な相談援助， 医療と 協働・ 連携する 相談援助に係る 具体的な相談援助事例を用いて， ロ ールプレ ーイ ング等の実技指導を中心と し た演習

を通し て， 精神障害者の生活や生活上の困難について把握し ， 精神保健福祉士に求めら れる 相談援助に係る 知識と 技術について実践的に習得する 。

目標1

目標2

目標3 ロ ールプレ ーイ ング等の実技演習を通し て、 精神障害者の生活や困難について把握し 、 適切な援助技法等を用いる こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

精神障害者に対する 社会的排除の構造を理解し 、 自分の言葉で説明でき る 。

精神保健福祉士に求めら れる 相談援助の知識と 技術を用いて、 さ ま ざま な生活困難がなぜ生起し ている のか構造を理解でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

精神障害者に対する 社会的排除の構造1

「 差別意識」 の自己覚知2

薬物， アルコ ールなど アディ ク ショ ンの生起要因と 支援方法3

不登校， 引き こ も り など 教育問題の生起要因と 支援方法4

低所得， ホームレ ス など 貧困問題の生起要因と 支援方法5

就労上の困難と 支援方法6

精神保健から みた児童虐待の特徴と 支援方法7

前方連携（ 入院支援） の方法8

後方連携（ 退院支援） の方法9

イ ンク ルージョ ン思想を基盤と する 地域移行と 地域生活継続10

精神科リ ハビリ テーショ ンⅠ　 作業療法の具体的展開（ 事例検討）11

精神科リ ハビリ テーショ ンⅡ　 集団精神療法（ ピアサポート ） の具体的展開（ 事例検討）12

精神科リ ハビリ テーショ ンⅢ　 行動療法の具体的展開（ 事例検討）13

精神科リ ハビリ テーショ ンⅣ　 生活技能訓練の具体的展開（ 事例検討）14

精神障害者と ソ ーシャ ルワ ーク15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回、 事例に関する 質疑応答や意見表明を求める 。 ま た、 ロ ールプレ イ

等を用いた体験的な学習を行う 。

なし

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

テキス ト およ び事例を読み込んだ上で、 授業に臨む。 その際、 わから ないこ と を調べる と と も に、 事例についてはジェ ノ グラ ム・ エコ マッ プ・ タ イ ムラ イ ンな

どを作成し 、 事例の概要を整理し ておく こ と ( 30h) 。
準備

学修

事後

学修

演習で学んだ内容をノ ート に整理する （ 15h） 。

教科書

日本精神保健福祉士養成校協会編『 第8巻 精神保健福祉援助演習（ 基礎・ 専門） 』 中央法規, 2016年

参考書

資料を配布する

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題への取り 組み

授業中の発言内容や参加姿勢等

60% ○ ○

40% ○ ○ ○

注意事項
精神保健福祉士国家試験の受験資格を得る ためには、 単位取得が必須要件である 。

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:hmieko@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

ソ ーシャ ルワ ーカー（ アルコ ール依存の回復支援施設、 精神障害者のグループホーム、 アルコ ール依存症家族グループ）
教員の実務

経験

精神障害者およ びメ ンタ ルヘルス の課題をも つク ラ イ エント の生活課題を分析し 、 援助計画を立てたり 、 面接やグループ援助ス キル等が獲得でき る よ う 実践的な指

導をする 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H040S422

ナン バリ ン グ

精神保健福祉援助演習Ⅱ( Pr act i ce on Psychi at r i c Soci al  Wor k Ⅱ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

精神保健福祉系

授業形式

対面

選択 2 ４
福祉健康科学

部
後期 月3

氏名  橋本美枝子

E-mai l    ｈ ｍｉ ｅ ｋ ｏ ＠ｏ ｉ ｔ ａ －ｕ ． ａ ｃ ． ｊ ｐ    内線   ７ ６ ０ ４

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

精神保健福祉援助実習で行った事例研究を集団で検討する こ と を通し て、 自ら の実践を内省する と と も に他者の経験や考えから 学ぶこ と で、 精神保健福祉士に必要な援助技

術・ 知識・ 価値の統合をはかる 。 そのために、 精神保健福祉援助実習で行った事例研究を集団で検討する 。 その際、 質疑応答や意見表明のみなら ず、 ロ ールプレ イ 等を用い

た体験的な学習を行う 。

目標1

目標2

目標3 アセス メ ント ・ 援助計画・ 評価の方法等を理解し 、 実践でき る

目標4 ロ ールプレ イ 等の体験的学習を通し て、 具体的な援助技術が実践でき る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

事例を多面的にと ら えなおすこ と ができ る

自身の知識や価値、 事象に対する 認知や行動の傾向等を自覚する こ と ができ る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

事例研究の意義と 方法1

事例検討によ る 実習体験の一般化： ハーバード 方式によ る 事例検討（ 1）2

事例検討によ る 実習体験の一般化： ハーバード 方式によ る 事例検討（ 2）3

事例検討によ る 実習体験の一般化： ハーバード 方式によ る 事例検討（ 3）4

事例検討によ る 実習体験の一般化： ハーバード 方式によ る 事例検討（ 4）5

事例検討によ る 実習体験の一般化： ハーバード 方式によ る 事例検討（ 5）6

事例検討によ る 実習体験の一般化： ハーバード 方式によ る 事例検討（ 6）7

プロ セス レ コ ード を用いた事例検討の方法8

事例検討によ る 実習体験の一般化： プロ セス レ コ ード を用いた事例検討（ 1）9

事例検討によ る 実習体験の一般化： プロ セス レ コ ード を用いた事例検討（ 2）10

事例検討によ る 実習体験の一般化： プロ セス レ コ ード を用いた事例検討（ 3）11

事例検討によ る 実習体験の一般化： プロ セス レ コ ード を用いた事例検討（ 4）12

事例検討によ る 実習体験の一般化： プロ セス レ コ ード を用いた事例検討（ 5）13

事例検討によ る 実習体験の一般化： プロ セス レ コ ード を用いた事例検討（ 6）14

ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

精神保健福祉援助実習で行った事例研究を集団で検討する 。 その際、 質

疑応答や意見表明のみなら ず、 ロ ールプレ イ 等を用いた体験的な学習を

行う 。

なし

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前に配布さ れた事例を読み込み、 わから ないこ と を調べる （ 15h） 。 さ ら に、 質問内容・ 自分なら ど う する かを考える （ 15ｈ ） 。準備

学修

事後

学修

演習で学んだ内容についてノ ート に整理する （ 15ｈ ） 。

教科書

日本精神保健福祉士養成校協会編『 精神保健福祉援助演習( 基礎・ 専門) 』 中央法規, 2016年

参考書

資料を配布する

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

事例レ ポート

発言やロ ールプレ イ 等への取り 組み姿勢

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

注意事項
精神保健福祉士国家試験の受験資格を得る ためには、 単位取得が必須要件である 。

備考
なし

リ ン ク
URL



○

担当教員の

実務経験の

有無

ソ ーシャ ルワ ーカー（ アルコ ール依存の回復支援施設、 精神障害者のグループホーム、 アルコ ール依存症家族グループ）
教員の実務

経験

精神障害者およ びメ ンタ ルヘルス の課題をも つク ラ イ エント の生活課題を分析し 、 援助計画を立てたり 、 面接やグループ援助ス キル等が獲得でき る よ う 実践的な指

導をする 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H040S512

ナン バリ ン グ

精神保健福祉援助実習( Psychi at r i c Soci al  Wor k Pr act i cum)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

*大分を 創る科目

精神保健福祉系

授業形式

対面

選択 5 ４
福祉健康科学

部
前期集中 他

氏名  橋本美枝子

E-mai l    hmi eko@oi t a-u. ac. j p   内線   ７ ６ ０ ４

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

精神科医療機関と 精神科医療機関以外の2機関で実習を行う 。 実習中は， 毎週実習を振り 返り ， 直面し た課題に効果的に取り 組める よ う に， 帰校によ る 個別指導（ 実習日誌

への指導・ 個別相談） と 集団指導（ 実習の振り 返り と Ｓ Ｓ Ｔ など ロ ールプレ イ をも ちいた課題解決） を行う 。 ま た実習機関での巡回指導では， 実習生への指導と と も に， 実

習指導者と 実習指導に関する 協議等を行う 。 各機関の実習終了後には直ちに実習のま と めを行う （ 個別指導） 。

目標1

目標2

目標3 多職種や病院外の関係機関と の連携を通じ た援助について理解でき る

目標4 利用者や関係者等と コ ミ ュ ニケーショ ンをと る こ と ができ る

目標5 利用者やその関係者と の支援関係を形成する こ と ができ る

目標6 精神保健福祉士の倫理に基づいた行動をと る こ と ができ る

目標7 簡潔明瞭に実習日誌を記述する こ と ができ る

目標8 実習目標を意識し て実習に取り 組むこ と ができ る

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

○

○

○

入院時又は急性期の患者及びその家族への相談援助について理解でき る

退院又は地域移行・ 地域支援に向けた， 患者及びその家族への相談援助について理解でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

精神科医療機関（ 12日） と 精神科医療機関以外（ 7日） の2機関で実習を行い， それぞれの機関の機能や求めら れる 専門性を体得する 。1

精神科病院（ 12日） では、 以下について指導を受ける2

①入院時又は急性期の患者及びその家族への相談援助3

②退院又は地域移行・ 地域支援に向けた， 患者及びその家族への相談援助4

③多職種や病院外の関係機関と の連携を通じ た援助5

精神科医療機関・ 精神科医療機関以外の施設（ 7日） 2機関共通で、 以下について指導を受ける 。6

①利用者やその関係者， 施設・ 機関・ 事業者・ 団体住民やボラ ンティ ア等と の基本的なコ ミ ュ ニケーショ ンや人と の付き 合い方など の円滑な人間関係の形成7

②利用者理解と その需要の把握及び支援計画の作成8

③利用者やその関係者（ 家族・ 親族・ 友人等） と の支援関係の形成9

④利用者やその関係者（ 家族・ 親族・ 友人等） への権利擁護及び支援（ エンパワ ーメ ント を含む） と その評価10

⑤精神医療・ 保健・ 福祉に係る 多職種連携をはじ めと する 支援における チームアプロ ーチの実際11

⑥精神保健福祉士と し ての職業倫理と 法的義務への理解12

⑦施設・ 機関・ 事業者・ 団体等の職員の就業などに関する 規定への理解と 組織の一員と し ての役割と 責任への理解13

⑧施設・ 機関・ 事業者・ 団体等の経営やサービス の管理運営の実際14

⑨当該実習先が地域社会の中の施設・ 機関・ 事業者・ 団体等である こ と への理解と 具体的な地域社会への働き かけと し てのアウ ト リ ーチ， ネッ ト ワ ーキング，15

社会資源の活用・ 調整・ 開発に関する 理解16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎週実習を振り 返り ， 直面し た課題に効果的に取り 組める よ う に， 帰校

によ る 個別指導（ 実習日誌への指導・ 個別相談） と 集団指導（ 実習の振

り 返り と Ｓ Ｓ Ｔ などロ ールプレ イ をも ちいた課題解決） を行う 。

なし

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

事前学習を行う （ 1時間／日）準備

学修

事後

学修

実習終了後、 その日のう ちに実習日誌を記述する （ 1時間／日）

実習中にわから なかったこ と を調べる （ 1時間／日）

教科書

資料を配布する

参考書

資料を配布する

mailto:hmieko@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実習指導者評価

実習日誌

実習指導への参加姿勢

40% ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30% ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
精神保健福祉士国家試験の受験資格を得る ためには、 単位取得が必須要件である 。

備考
【 地域創生教育科目】

リ ン ク
URL

○

担当教員の

実務経験の

有無

ソ ーシャ ルワ ーカー（ アルコ ール依存の回復支援施設、 精神障害者のグループホーム、 アルコ ール依存症家族グループ）
教員の実務

経験

○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

精神保健福祉士

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

実習機関の実習指導者は、 面接場面やグループワ ーク 、 利用者宅への訪問、 関係機関と の連携等、 精神保健福祉士と し て必要な実務に学生を同席さ せる 等、 実践的

な指導を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H040S511

ナン バリ ン グ

精神保健福祉援助実習指導Ⅰ( Psychi at r i c Soci al  Wor k Pr act i cum Gui dance and Super vi si on

Ⅰ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

精神保健福祉系

授業形式

対面

選択 2 ３
福祉健康科学

部
後期 水1

氏名  橋本美枝子

E-mai l    hmi eko@oi t a-u. ac. j p   内線   ７ ６ ０ ４

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

　 本科目では， 次年度に精神科医療機関と それ以外の2機関で実習を行う ために必要な事前指導を通し て， 各機関の機能や求めら れる 専門性を体得する 。 そこ で， 精神保健

福祉援助実習と 実習指導の内容と 展開の説明およ び意義を理解し ， 精神保健医療福祉の現状や精神保健福祉士の職業倫理と 法的責務について， 講義およ び精神科医療機関と

精神保健福祉センタ ーの見学実習を通し て学ぶ。 学生の実習目標と 照合し た上で， 実習先を選定し ， 実習計画書の個別・ 集団指導を行う 。 なら びに個人情報保護法の理解を

含む守秘義務について指導する 。

目標1

目標2

目標3 実習施設と 地域社会を理解し た上で、 実習生・ 実習担当教員・ 実習指導者と の三者協議を踏ま えた実習計画を立てら れる 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

精神保健福祉援助実習指導における 個別・ 集団指導の意義が理解でき る 。

精神保健医療福祉の現状およ び精神保健福祉援助の専門的知識と 技術、 職業倫理と 法的責務を理解でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

精神保健福祉援助実習と 実習指導の内容と 展開（ オリ エンテーショ ン）1

精神保健福祉実習の意義（ 個別指導と 集団指導の意義を含む）2

精神保健医療福祉の現状（ 利用者理解を含む） に関する 基本的な理解3

精神保健福祉士に求めら れる 職業倫理と 法的責務に関する 理解4

見学実習（ 精神科医療機関） の目的・ 事前学習5

見学実習（ 精神科医療機関）6

見学実習（ 精神科医療機関） の振り 返り7

見学実習（ 精神障害者施設） の目的・ 事前学習8

見学実習（ 精神障害者施設）9

見学実習（ 精神障害者施設） の振り 返り10

実際に実習を行う 施設・ 機関・ 事業者・ 団体・ 地域社会等に関する 基本的な理解11

実習先で必要と さ れる 精神保健福祉援助に係る 専門的知識と 技術に関する 理解12

実習計画書の作成（ 個別指導）13

実習計画書の作成（ 集団指導）14

実習生、 実習担当教員、 実習先の実習指導者と の三者協議を踏ま えた実習計画の作成15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回、 学生に意見や説明等を求める 。 施設見学の事前・ 事後学習を宿題

と し て課す。 実習計画は、 2-3年次の実習の振り 返り を基盤に立案し 、

発表する 。 施設見学の他、 断酒会・ AA等、 自助グループに参加し て当事

者から 体験的に学習する 。

なし

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

精神保健福祉センタ ー、 精神科病院の設置基準、 役割・ 機能、 精神保健福祉士の業務など について、 事前学習レ ポート を作成する （ 10h） 。 2－3年次の相談援

助実習を振り 返り 、 自己評価し 、 4年次の精神保健福祉援助実習の援助計画を立てる （ 20h） 。
準備

学修

事後

学修

指導内容（ 見学実習を含む） についてノ ート を整理する （ 15h） 。

教科書

資料を配布する

参考書

資料を配布する

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート

授業中の発言内容や参加姿勢等

70% ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

注意事項
精神保健福祉士国家試験の受験資格を得る ためには、 単位取得が必須要件である 。

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:hmieko@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

ソ ーシャ ルワ ーカー（ アルコ ール依存の回復支援施設、 精神障害者のグループホーム、 アルコ ール依存症家族グループ）
教員の実務

経験

○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

精神保健福祉センタ ー（ 保健師、 精神保健福祉士） 、 精神科病院（ 精神保健福祉士）

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

精神保健福祉センタ ー、 精神科病院での見学実習指導において、 機関の役割・ 機能およ び、 各専門職の業務内容について実践的に学習する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H040S513

ナン バリ ン グ

精神保健福祉援助実習指導Ⅱ( Psychi at r i c Soci al  Wor k Pr act i cum Gui dance and Super vi si on

Ⅱ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

精神保健福祉系

授業形式

対面

選択 2 ４
福祉健康科学

部
前期 月4

氏名  橋本美枝子

E-mai l    hmi eko@oi t a-u. ac. j p   内線   ７ ６ ０ ４

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

ソ ーシャ ルワ ーク の価値や倫理を基盤と し た上で， 精神障害者の生活や課題を理解し ， 相談援助に係る 専門的知識と 技術について， 具体的かつ実際的に理解する 。 実習前に

は， 記録方法， プラ イ バシー保護・ 守秘義務の理解， 実習前の確認， 事例研究の方法等について指導を行う と と も に， 事前訪問指導を行う 。 実習終了後は， 施設及び精神科

医療機関実習での記録や体験を踏ま えた省察を行う 。

目標1

目標2

目標3 実習記録の方法について理解し 、 事実と 考察を分けて記入でき る 。

目標4 個人情報保護およ び守秘義務について理解でき る 。

目標5 事例研究のためのケース サマリ ーの意義・ ま と め方が理解でき る 。

目標6 実習修了後に記録をも と に精神保健福祉士の専門性、 ク ラ イ エント の生活課題を省察でき る 。

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

○

価値や倫理を基盤と し た上で， 精神障害者の生活や課題を理解でき る 。

相談援助に係る 専門的知識と 技術について， 具体的かつ実際的に理解でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

「 実習記録ノ ート 」 の記録内容1

「 実習記録ノ ート 」 の記録方法2

実習における 個人のプラ イ バシー保護と 守秘義務の理解3

実習における 個人情報保護法の理解4

実習前の確認事項（ 事前訪問前の指導） １5

実習前の確認事項（ 事前問前の指導） ２6

事前訪問で実習指導者指示さ れたた事前学習等に関する 指導7

事例研究の意義と 方法8

ケース サマリ ーのま と め方9

プロ セス レ コ ード のま と め方10

精神科医療機関実習での記録や体験を踏ま えた省察（ ク ラ イ エント の理解を中心に）11

精神科医療機関実習での記録や体験を踏ま えた省察（ 精神保健福祉士の業務理解を中心に）12

  実習での記録や体験を踏ま えた省察（ ク ラ イ エント の理解を中心に）13

 施設実習での記録や体験を踏ま えた省察（ 精神保健福祉士の業務理解を中心に）14

 施設及び精神科医療機関実習での記録や体験を踏ま えた総合的評価（ 集団指導）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回、 知識が定着し ている かを確認する ために質問をする 。 ま た、 実習

前およ び実習後にはグループディ ス カッ ショ ンによ って、 意見表明・ 交

換を行う 。

なし

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

あら かじ め配布する 資料に必ず目を通し 、 要点を整理し ておく （ 6ｈ ） 。

実習後は、 実習記録から 精神保健福祉士の専門性、 ク ラ イ エント の生活課題等について、 何を学んだのか具体的に整理し てから 指導に臨むこ と （ 24ｈ ）
準備

学修

事後

学修

実習指導内容をノ ート に整理する （ 15ｈ ） 。

教科書

資料を配布する

参考書

資料を配布する

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート 等提出物

実習指導への参加姿勢

50% ○ ○ ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
精神保健福祉士国家試験の受験資格を得る ためには、 単位取得が必須要件である 。

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:hmieko@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

ソ ーシャ ルワ ーカー（ アルコ ール依存の回復支援施設、 精神障害者のグループホーム、 アルコ ール依存症家族グループ）
教員の実務

経験

事前指導では、 実習現場を想定し た指導を行う 。 ク ラ イ エント の生活課題を理解する ために、 実践現場で用いていたケース サマリ ーのフ ォ ーマッ ト を用いて指導す

る 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H040S514

ナン バリ ン グ

精神保健福祉援助実習指導Ⅲ( Psychi at r i c Soci al  Wor k Pr act i cum Gui dance and Super vi si on

Ⅲ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

精神保健福祉系

授業形式

対面

選択 2 ４
福祉健康科学

部
後期 月4

氏名  橋本美枝子

E-mai l    hmi eko@oi t a-u. ac. j p   内線   ７ ６ ０ ４

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本科目では， 精神科医療機関と 精神科医療機関以外の2機関での実習の事後指導を行う 。 事後指導の内容は， ①実習中に行った事例研究を用いた事例の発表と ディ ス カッ シ

ョ ンを通し て， 利用者・ 環境・ 精神保健福祉士の専門性の深化を図る 。 ②実習報告会に向けての発表準備（ 実習報告会での発表資料の作成およ び個別指導） ， ③実習報告書

の作成（ 個別指導） ， ④実習成果の検証を通し た， 実習評価（ 個別指導・ 集団指導） ， ⑤実習およ び実習指導を通し た学生自身の学習成果・ 成長の評価（ 集団指導） である

。

目標1

目標2

目標3 実習での学び・ 考えたこ と を実習総括レ ポート と し て文章化でき る 。

目標4 実習総括レ ポート の内容を実習報告会で口頭発表でき る 。

目標5 実習報告会での質疑応答に適切に回答でき る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

実習記録や実習体験を踏ま えた自己課題を整理でき る 。

実習記録や実習体験を踏ま えた自己課題を言語化でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

事後学習の目的と 意義1

実習記録や実習体験をふま えた課題達成状況の評価( 1)2

実習記録や実習体験をふま えた課題達成状況の評価( 2)3

実習記録や実習体験をふま えた課題の整理( 1)4

実習記録や実習体験をふま えた課題の整理( 2)5

実習記録や実習体験をふま えた実習報告書（ 実習総括レ ポート ） の作成指導( 1)6

実習記録や実習体験をふま えた実習報告書（ 実習総括レ ポート ） の作成指導( 2)7

実習記録や実習体験をふま えた実習報告書（ 実習総括レ ポート ） の作成指導( 3)8

実習の評価全体総括会( 実習報告会) の発表資料の作成指導( 1)9

実習の評価全体総括会( 実習報告会) の発表資料の作成指導( 2)10

実習の評価全体総括会( 実習報告会) の発表資料の作成指導( 3)11

実習報告会によ る 全体的評価の総括①実習報告会（ 実習の評価全体総括会） での発表12

実習報告会によ る 全体的評価の総括②実習報告会（ 実習の評価全体総括会） での発表13

実習報告会での発表の振り 返り （ 評価・ 総括）14

実習指導過程全体を振り 返り （ 評価・ 総括）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実習記録や実習体験を踏ま えた自己課題を整理し 、 文章およ び口頭で表

現し 、 実習生同士で意見交換をする 。

実習での学び・ 考えたこ と を実習総括レ ポート と し てま と める 。 ま た、

実習報告会で発表する 。

なし

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

実習総括レ ポート の作成（ 20ｈ ） 、 実習報告会の資料作成・ 発表準備（ 10ｈ ）準備

学修

事後

学修

実習指導の内容をノ ート に整理する （ 15ｈ ）

教科書

資料を配布する

参考書

資料を配布する

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

実習報告書

課題レ ポート

実習指導への参加姿勢

40% ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

30% ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
精神保健福祉士国家試験の受験資格を得る ためには、 単位取得が必須要件である 。

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:hmieko@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

ソ ーシャ ルワ ーカー（ アルコ ール依存の回復支援施設、 精神障害者のグループホーム、 アルコ ール依存症家族グループ）
教員の実務

経験

精神障害当事者およ び家族のニーズや、 地域、 精神科医療機関およ び障害福祉サービス 事業所など、 精神障害者の保健医療福祉に携わる 機関の実情を踏ま え、 今後

精神保健福祉士と し て働く ために必要な知識・ ス キルを意識し た指導を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030S601

ナン バリ ン グ

卒業研究指導Ⅰ( Gr aduat i on Resear ch Gui dance I )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎研究科目

授業形式

対面

必修 2 ３
福祉健康科学

部
前期

氏名  社会福祉実践コ ース全教員

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

卒業研究への導入と し て、 ま ず「 科学的に実践する こ と 」 の基礎的な知見を養う 。 具体的には、 「 研究をする と はどう いう こ と か」 についての基礎的な理解、 すなわち視点

・ 対象・ 方法の設定の必要性について理解する と と も に、 福祉健康科学分野の先行研究例を参照し ながら 、 実際に学生が自分自身の卒業研究を行っていく 具体的なイ メ ージ

を構築する 。

目標1

目標2

目標3 研究対象を選択する 際に、 視点・ 対象・ 方法の設定の必要性を説明する こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

自己が関心を持つ事柄に関する 先行研究を探すこ と ができ る 。

先行研究の内容をレ ジュ メ にま と め、 報告する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

１ ． 卒業研究の進め方・ 形式1

各ゼミ の進め方は、 初回に卒論指導教員が説明し ま す。 形式は、 ゼミ ナール形式で実施し ま す。2

3

２ ． 卒業研究のス ケジュ ール（ 予定）4

２ 年１ ２ 月： ゼミ 希望の調査、 ゼミ 配属の決定5

３ 年前期　 ： ゼミ の開始6

４ 年４ 月末： 卒業論文の題目提出7

　 　 ８ 月頃： 卒業論文中間報告会8

　 　 １ 月末： 卒業論文の提出9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

卒業論文の執筆に向けて、 各自が選択し た研究テーマに従って、 報告・

討論を行なう ゼミ ナール形式を実施し ま す。

なし 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

報告者は、 入念な報告準備をし てく ださ い（ 15ｈ ） 。準備

学修

事後

学修

報告にて指摘さ れた点について、 文献・ イ ンタ ーネッ ト 等で調査し てく ださ い（ 15ｈ ） 。

教科書

各ゼミ で指示し ま す。

参考書

各ゼミ で指示し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

報告内容、 討議への参加態度など を含む研究活動の総合的評価 100% ○ ○ ○

注意事項
なし 。

備考
なし 。

リ ン ク
URL



H030S602

ナン バリ ン グ

卒業研究指導Ⅱ( Gr aduat i on Resear ch Gui dance Ⅱ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎研究科目

授業形式

対面

必修 2 ３ 年
福祉健康科学

部
後期集中

氏名  社会福祉実践コ ース教員

E-mai l    nakayama-shi ngo@oi t a-u. ac. j p   内線   7518

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

卒業研究指導Ⅰを受けて、 本科目では学生が取り 組む具体的な研究テーマの設定を行う 。 具体的には、 学生が関心のある 領域や、 実習における 臨床場面での経験を踏ま えて

、 卒業研究のテーマを絞り 込み、 卒業研究の枠組みを作成する 。 学生には自分自身の関心明確化する ためのプレ ゼンテーショ ンを求める と と も に、 バズセッ ショ ンやブレ ー

ンス ト ーミ ングを用いた小集団討議の方法を活用し 、 卒業研究の枠組みを完成さ せる こ と を目指す。

目標1

目標2

目標3 卒業論文で取り 組む具体的な研究テーマの設定ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

自身が関心のある 領域や、 実習における 経験から 、 関係する 先行研究を探し 、 内容をレ ジュ メ にま と める こ と ができ る 。

研究テーマについて、 自分自身の関心を明確化する ためのプレ ゼンテーショ ンを行う こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

１ ． 卒業研究の進め方・ 形式1

各ゼミ の進め方は、 初回に卒論指導教員が説明し ま す。 形式は、 ゼミ ナール形式で実施し ま す。2

3

２ ． 卒業研究のス ケジュ ール（ 予定）4

２ 年１ ２ 月： ゼミ 希望の調査、 ゼミ 配属の決定5

３ 年前期　 ： ゼミ の開始6

４ 年４ 月末： 卒業論文の題目提出7

　 　 ８ 月頃： 卒業論文中間報告会8

　 　 １ 月末： 卒業論文の提出9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

卒業論文の執筆に向けて、 各自が選択し た研究テーマに従って、 報告・

討論を行なう ゼミ ナール形式を実施し ま す。

なし 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

報告者は、 入念な報告準備をし てく ださ い（ 15ｈ ） 。準備

学修

事後

学修

報告にて指摘さ れた点について、 文献・ イ ンタ ーネッ ト 等で調査し てく ださ い（ 15ｈ ） 。

教科書

各ゼミ で指示し ま す。

参考書

各ゼミ で指示し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

報告内容、 討議への参加態度など を含む研究活動の総合的評価 100% ○ ○ ○

注意事項
なし 。

備考
なし 。

リ ン ク
URL

mailto:nakayama-shingo@oita-u.ac.jp


H030S603

ナン バリ ン グ

卒業研究Ⅰ( Semi nar  f or  Gr aduat e Thesi s Ⅰ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎研究科目

授業形式

対面

必修 2 ４ 年
福祉健康科学

部
前期集中

氏名  社会福祉実践コ ース教員

E-mai l    nakayama-shi ngo@oi t a-u. ac. j p   内線   7518

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

３ 年次の卒業研究指導Ⅰ・ Ⅱを受けて、 実際にテーマを明ら かにする ための卒業研究に着手する 。 具体的には、 先行研究を踏ま えた研究設問の設定、 研究設問に答える ため

の調査方法の選定に基づいて、 フ ィ ールド ワ ーク を用いた調査研究を実施し 、 実証的なデータ の収集と 分析を目指す。 こ れら 一連のプロ セス は， 各教員の十分な指導の元に

おいて行われる 。

目標1

目標2

目標3 目標１ ・ 目標２ を踏ま えた、 卒業論文の執筆を進める こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

先行研究を踏ま えた研究設問の設定ができ る 。

フ ィ ールド ワ ーク を用いた調査研究を実施し 、 実証的データ を収集する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

１ ． 卒業研究の進め方・ 形式1

各ゼミ の進め方は、 初回に卒論指導教員が説明し ま す。 形式は、 ゼミ ナール形式で実施し ま す。2

3

２ ． 卒業研究のス ケジュ ール（ 予定）4

２ 年１ ２ 月： ゼミ 希望の調査、 ゼミ 配属の決定5

３ 年前期　 ： ゼミ の開始6

４ 年４ 月末： 卒業論文の題目提出7

　 　 ８ 月頃： 卒業論文中間報告会8

　 　 １ 月末： 卒業論文の提出9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

各自が選択し た研究テーマに従って、 報告・ 討論を行なう ゼミ ナール形

式を実施し ま す。

ま た、 卒業論文の執筆を進めても ら いま す。

なし 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

報告者は、 入念な報告準備をし てく ださ い（ 15ｈ ） 。準備

学修

事後

学修

報告にて指摘さ れた点について、 文献・ イ ンタ ーネッ ト 等で調査し てく ださ い（ 15ｈ ） 。

ま た、 報告内容をも と に、 卒業論文の執筆を進めてく ださ い（ 15ｈ ） 。

教科書

各ゼミ で指示し ま す。

参考書

各ゼミ で指示し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

報告内容

討議への参加態度を含む研究活動の総合的評価

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
なし 。

備考
なし 。

リ ン ク
URL

mailto:nakayama-shingo@oita-u.ac.jp


H030S604

ナン バリ ン グ

卒業研究Ⅱ( Semi nar  f or  Gr aduat e Thesi s Ⅱ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎研究科目

授業形式

対面

必修 2 ４ 年
福祉健康科学

部
後期集中

氏名  社会福祉実践コ ース教員

E-mai l    nakayama-shi ngo@oi t a-u. ac. j p   内線   7518

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

こ こ ま での卒業研究への準備段階を経て、 卒業研究Ⅱでは卒業研究論文の完成を目指す。 研究の関心の明確化、 研究テーマの設定、 先行研究の調査、 仮説の構築、 仮説の実

証、 実証結果の考察と いった一連の研究プロ セス に則った卒業研究論文を作成する こ と で、 科学的に実践する こ と を可能にする 論理的な思考能力の涵養を目指す。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○各自が選択し た研究テーマに従い、 研究プロ セス に則った卒業論文を完成する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

１ ． 卒業研究の進め方・ 形式1

各ゼミ の進め方は、 初回に卒論指導教員が説明し ま す。 形式は、 ゼミ ナール形式で実施し ま す。2

3

２ ． 卒業研究のス ケジュ ール（ 予定）4

２ 年１ ２ 月： ゼミ 希望の調査、 ゼミ 配属の決定5

３ 年前期　 ： ゼミ の開始6

４ 年４ 月末： 卒業論文の題目提出7

　 　 ８ 月頃： 卒業論文中間報告会8

　 　 １ 月末： 卒業論文の提出9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

卒論指導教員の添削を経ながら 、 卒業論文を完成さ せても ら いま す。 なし 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

卒業論文の執筆を進めてく ださ い（ 15ｈ ） 。準備

学修

事後

学修

卒論指導教員の添削をも と に卒業論文を修正し 、 執筆を進めてく ださ い（ 20ｈ ） 。

教科書

各ゼミ で指示し ま す。

参考書

各ゼミ で指示し ま す。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

報告内容・ 討議への参加を含む研究活動の総合的評価 100% ○

注意事項
なし 。

備考
なし 。

リ ン ク
URL

mailto:nakayama-shingo@oita-u.ac.jp


H030S605

ナン バリ ン グ

卒業論文( Graduat i on Thesi s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎研究科目

授業形式

必修 4 ４
福祉健康科学

部
後期

氏名  社会福祉実践コ ース教員

E-mai l    nakayama-shi ngo@oi t a-u. ac. j p   内線   ７ ５ １ ８

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本科目は卒業研究指導Ⅰ・ Ⅱ、 卒業研究Ⅰ・ Ⅱ（ 直接的には卒業研究Ⅱ） と 連動し ている 。 卒業論文指導教員の指導を受けて、 卒業論文を作成する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○各自が選択し た研究テーマに従い、 研究プロ セス に則った論文を作成でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

卒業研究Ⅱ参照。 卒業論文指導教員によ って異なる 。1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

みずから 選んだテーマを探求し 、 ４ 年間に学んだ知識を活用し 、 必要に

応じ 政策や実践における 応用も 視野に入れて、 論文を作成する 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

卒業研究Ⅱ参照準備

学修

事後

学修

卒業研究Ⅱ参照

教科書

使用し ない。

参考書

指定し ない。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

卒業論文 100% ○

注意事項

備考

リ ン ク
URL

mailto:nakayama-shingo@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

社会福祉士、 精神保健福祉士
教員の実務

経験



 

 

 

コース専門科目 

（心理学コース） 



H030P103

ナン バリ ン グ

心理学統計法( Psychol ogi cal  St at i st i cs)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

心理学基礎系

授業形式

対面

選択 2 １ 年
福祉健康科学

部
後期

氏名  中里　 直樹

E-mai l    nakazat o-naoki @oi t a-u. ac. j p   内線   7530

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

心理・ 福祉に関する 身近な事象を統計的に処理する 方法（ 基礎統計量， 標本理論， 相関係数， χ２ 検定， ｔ 検定， 分散分析など） を体系的に学習し ， 心理専門職と し ての基

礎的知識・ 技能を習得する 。 ま た， PCによ る 基本的な分析の実施を学ぶ。

目標1

目標2

目標3 統計学的な視点から 心理事象を見つめ， 心理統計の意義を説明でき る 。

目標4 PCによ る 基礎的な分析が実施でき る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

基本的な統計理論（ データ の性質， 統計的仮説検定など） について説明でき る 。

基本的な統計分析（ t検定， 相関分析など ） について理解し ， 説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

心理学統計法概論1

データ の性質( 1) :  名義・ 順序尺度2

データ の性質( 2) :  間隔・ 比率尺度3

度数分布と 統計図表4

代表値と 散布度5

正規分布およ び様々な分布6

標準正規分布7

標本理論8

中間試験9

統計的仮説検定の手続き10

平均値の差の検定( 1) :  対応のない/対応のある t検定11

相関と その検定( 1) :  共分散12

相関と その検定( 2) :  相関係数と 無相関検定13

比率の差の検定:  χ２ 検定14

平均値の差の検定( 2) :  分散分析15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

ラ イ ティ ング課題や中間テス ト ， グループ・ ディ ス カッ ショ ン， PC実習

を活用し て， 学生の動機づけを高め， 深い学びに導く 。 ラ イ ティ ングで

の質問に対し ては， 次回の授業時に返答する 。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配布資料や参考文献等の情報を必要に応じ て予習する （ 15h）準備

学修

事後

学修

授業で学習し たこ と を配布資料や参考文献も 用いて復習し ， ラ イ ティ ング課題に取り 組む（ 15h） 。

中間試験及び最終レ ポート に向けての学習（ 15h） 。

教科書

・ 「 Excel で今すぐ はじ める 心理統計： 簡単ツ ールHADで基本を身につける 」 小宮あすか， 布井雅人著 ( 2018) .   講談社

・ 適宜， プリ ント 資料を配布する 。

参考書

・ 「 心理・ 教育のための統計法　 第3版」  山内光哉著 ( 2009)  サイ エンス 社

・ 「 よ く わかる 心理統計」  山田剛史， 村井潤一郎著 ( 2004)  ミ ネルヴァ 書房

・ Di scover i ng st at i st i cs usi ng I BM SPSS St at i st i cs ( 5t h ed. )  Fi el d,  A.  P.  ( 2018)   London:  SAGE.

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

授業への積極的参加（ ラ イ ティ ング課題の記述内容や質問など ）

中間試験

最終レ ポート

30% ○ ○ ○ ○

30% ○ ○

40% ○ ○ ○ ○

授業回数の3分の1を超えて欠席し た場合， 最終レ ポート を受理し ない。

注意事項
「 心理学研究法 I 」 を履修する 前に受講する こ と が望ま し い。

備考
令和2年度（ 2020年度） 以降入学生に対し ては選択科目

それよ り 前の年度の入学生に対し ては必修科目

リ ン ク
URL

mailto:nakazato-naoki@oita-u.ac.jp


H030P101

ナン バリ ン グ

心理学実験( Psychol ogi cal  Exper i ment s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

心理学基礎系

授業形式

対面

選択 2 1
福祉健康科学

部
後期

氏名  村上 裕樹

E-mai l    mur akami -hi r oki @oi t a-u. ac. j p   内線   6106

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

心理学で行われる 実験， 調査， 検査方法の基礎を体験的に学ぶこ と で， こ こ ろのメ カニズムについて研究する 方法・ 技術（ 実験の計画立案や統計の基礎知識を含む） を習得

する 。 さ ら に， 実験によ って得ら れた結果について， 科学的報告書の形式に従ったレ ポート にま と める 方法について学ぶこ と を目的と する 。

目標1

目標2

目標3 実験結果について考察する こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

心理学の実験， 調査， 検査を体験的に学ぶこ と で， こ こ ろのメ カニズムについて研究する 方法・ 技術の基礎を習得でき る 。

科学的報告書の形式で， 実験の方法・ 結果を記述する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン1

錯視： ミ ュ ーラ ー・ リ ェ ル①実験の実施2

錯視： ミ ュ ーラ ー・ リ ェ ル②データ 解析3

記憶： 系列位置効果①実験の実施4

記憶： 系列位置効果②データ 解析5

学習： 鏡像描写6

イ メ ージ： 心的回転7

認知的葛藤： ス ト ループ効果8

知能テス ト （ 集団式）9

感情の測定10

質問紙法11

尺度構成法： 一対比較法12

生理指標13

社会的促進①実験の実施14

社会的促進②データ 解析15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

各実験の実験者およ び研究対象者（ 実験参加者， 調査協力者等） と し て

参加体験する こ と で理解を深める 。

実験で得ら れたデータ をま と め， それを元に考察する 。 さ ら に研究を発

展さ せる ためのアイ デアを提案し ， レ ポート にま と める 。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配付資料や参考文献等の情報を必要に応じ て予習する ( 7. 5h) 。準備

学修

事後

学修

授業で得ら れたデータ をま と め， それを元に考察する 。 さ ら に， 研究を発展さ せる ためのアイ デアを提案する （ 37. 5h） 。

教科書

宮谷真人・ 坂田省吾（ 代表編集）  ( 2009) .  心理学基礎実習マニュ アル， 北大路書房

参考書

森敏昭・ 吉田寿夫（ 編著）  ( 1990) .  心理学のためのデータ 解析テク ニカルブッ ク ， 北大路書房

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

授業への取り 組み

レ ポート

50% ○

50% ○ ○ ○

注意事項
私語厳禁。

心理学実験に必要な基本的なルールを学ぶこ と ができ ま すので， 卒業研究で心理学実験を実施する 可能性のある 人は必ず受講し てく ださ い。

備考
「 認定心理士」 資格では， 「 基礎科目c」 （ 心理学実験実習） に区分さ れる 科目である 。

リ ン ク
URL

mailto:murakami-hiroki@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

公認心理師
教員の実務

経験

専門性や実務経験を活かし て， 研究や研究知見を応用する こ と の重要性について説明する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030P102

ナン バリ ン グ

心理学研究法Ⅰ( Psychol ogi cal  Resear ch MethodsⅠ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

心理学基礎系

授業形式

対面

選択 2 3年
福祉健康科学

部
前期

氏名  中里　 直樹

E-mai l    nakazat o-naoki @oi t a-u. ac. j p   内線   7530

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

心理学的な問題意識を起点と し て， それを研究と し ての「 問題・ 目的」 の設定に向けてど のよ う に論理構成する か， それにふさ わし いデータ 収集法・ 分析法は何か， と いっ

た心理学研究の方法論全般について体系的に学習し ， 心理学の基礎的知識・ 技能を習得する 。 授業の過程では， 尺度構成法， PCによ る データ 処理法など も 取り 入れる 。

目標1

目標2

目標3 調査票を構成し ， データ 収集ができ る 。

目標4 コ ンピ ュ ータ によ る 統計解析ができ る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

心理学的な問題意識を研究ベース に高め， 何ら かの研究課題を提案でき る 。

研究目的にふさ わし いデータ 収集法およ び統計解析方法を選択でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

心理学研究法概論1

実験的研究と 相関的研究2

相関関係と 因果関係， 相関分析と 回帰分析3

実験的研究( 1) :  実験法の特徴と 利点4

実験的研究( 2) :  実験計画法と 分散分析5

相関的研究( 1) :  調査法の特徴と 利点6

相関的研究( 2) :  調査項目と 回答方法7

測定と 数量化( 1) :  尺度構成法8

測定と 数量化( 2) :  尺度の妥当性・ 信頼性9

測定と 数量化( 3) :  調査票の構成10

PCによ る 統計解析( 1) :  因子分析およ び項目分析11

PCによ る 統計解析( 2) :  重回帰分析12

PCによ る 統計解析( 3) :  重回帰分析の発展形13

研究課題と 仮説の設定， 質的研究14

研究課題と 研究倫理15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回のラ イ ティ ング課題やディ ス カッ ショ ン， PCによ る 統計解析の実習

を活用し て， 学生の動機づけを高め， 深い学びに導く 。 ま た， グループ

で調査票を作成し た上で， データ 収集から 統計解析ま でを行っても ら う

。 ラ イ ティ ングでの質問に対し ては， 次回の授業時に返答する 。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

授業内容に関する 予習（ 15h）準備

学修

事後

学修

授業で学習し たこ と を配布資料や参考文献も 用いて復習し ， ラ イ ティ ング課題に取り 組む（ 15h） 。

授業外での調査票作成及び15回分の授業内容についての総合的理解（ 15h） 。

教科書

・ 「 Excel で今すぐ はじ める 心理統計： 簡単ツ ールHADで基本を身につける 」 小宮あすか， 布井雅人著 ( 2018) .   講談社

・ 適宜， 資料を配布する 。

参考書

・ 「 なる ほど !  心理学研究法」   三浦麻子著 ( 2017) 　 北大路書房

・ 「 なる ほど !  心理学調査法」   大竹恵子 編著 ( 2017) 　 北大路書房

・ Research Met hods i n Psychol ogy:  Eval uat i ng a Wor l d of  I nf ormat i on ( 3r d ed. )   Mor l i ng,  B.  ( 2017)  W W Nor t on & Co I nc.

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

授業への積極的参加（ 質問やディ ス カッ ショ ンへの積極的参加など ）

ラ イ ティ ング課題

最終レ ポート

15% ○ ○

35% ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

授業回数の3分の1を超えて欠席し た場合， 最終レ ポート を受理し ない。

注意事項
「 心理学統計法」 を履修済みである こ と が望ま し い。

備考
令和2年度（ 2020年度） 以降入学生用。

リ ン ク
URL

mailto:nakazato-naoki@oita-u.ac.jp


H030P111

ナン バリ ン グ

心理学研究法Ⅱ( Psychol ogi cal  Resear ch MethodsⅡ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

心理学基礎系

授業形式

対面

選択 2 ３
福祉健康科学

部
前期

氏名  渡辺亘・ 溝口剛・ 河野伸子・ 中里直樹・ 飯田法子・ 池永恵美

E-mai l    i i da-nor i ko@oi t a-u. ac. j p   内線   6114

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本科目は心理学的な問題意識を扱う 心理学研究法について学ぶ。 特に、 質的研究法については、 実践的に学ぶ。 質的研究法は、 数値化し にく い心理学的事象を質的に理解し

、 説明し 、 関連性など の解釈を行う 研究法である 。 こ れについては、 心理学的問いを立てる ための基礎を学んだ上で、 代表的な分析手法をグループによ る 演習を通し て学び

、 分析技術を身に付ける こ と を目的と する 。

目標1

目標2

目標3 質的研究法にふさ わし い心理学的な問いを立てデータ を質的に分析でき る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

心理学的な問題意識を研究課題につなげ「 問題・ 目的」 を記すこ と ができ る

質的研究法の代表的な分析手法について説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン    授業の進め方、 研究法の理論的基盤1

先行研究の活用方法1： 文献検索（ PC実習含む）2

先行研究の活用方法2： 引用方法（ PC実習含む）3

分析方法１ 　4

分析方法２ 　5

演習１ 　 　 M‐ GTAについて， 心理学な問いを立て調査のテーマを設定する （ 1グループ5～6人）6

演習２ 　 　 イ ンタ ビュ ー調査の実施（ 1グループ内でお互いにイ ンタ ビュ ーを行い3事例のデータ を得る ）7

演習３ 　 　 逐語録の作成8

演習４ 　 　 コ ード 化（ 切片化）9

演習５ 　 　 MGTAの概念化　 カテゴリ ー化　 MGTAの図式化①10

演習６ 　 　 MGTAの概念化　 カテゴリ ー化　 MGTAの図式化②11

演習７ 　 　 MGTAの概念化　 カテゴリ ー化　 MGTAの図式化③12

演習８ 　 　 MGTAの概念化　 カテゴリ ー化　 MGTAの図式化④13

演習９ 　 　 ま と めの作業14

演習１ ０ 　 発表15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

代表的な質的研究法にを身に付ける ためグループワ ーク によ る 演習を行

う

実際にイ ンタ ビュ ー調査を行い、 データ を分析する

研究報告においては、 先輩方の研究の成果を学ぶ機会を設ける

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

参考資料をも と に予習や授業準備を行う （ 5h)準備

学修

事後

学修

基本的な研究方法についての復習を行う ( 5h)

イ ンタ ビュ ー調査の逐語録作成・ コ ード 化・ カテゴリ ー化等の課題に取り 組む（ 30ｈ ）

教科書

適宜資料を配布する 。 オンラ イ ン上には予告の上掲示する

参考書

適宜指示する 。 オンラ イ ン上には予告の上掲示する

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

グループワ ーク の取り 組みと 発表内容

グループワ ーク の取り 組みと 発表内容

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
演習における グループワ ーク やグループ発表に積極的に取り 組むこ と

備考
演習における グループ設定やワ ーク の手順についてはオリ エンテーショ ンの際に説明する

リ ン ク
URL

mailto:iida-noriko@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

公認心理師・ 臨床心理士（ 渡辺亘・ 溝口剛・ 河野伸子・ 飯田法子・ 池永恵美）
教員の実務

経験



H030P107

ナン バリ ン グ

心理的アセスメ ン ト ( Psychol ogi cal  Assessment )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

心理学基礎系

授業形式

対面

選択（ 令和元

年度（ 2019年

度） 以前入学

生は必修）

2 3
福祉健康科学

部
前期

氏名  溝口剛， 村上裕樹

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

心理的アセス メ ント は心理臨床の現場においてはも ちろんのこ と ， 心理学研究の上でも 用いら れる こ と が多い。 こ の授業では， 心理的アセス メ ント の目的， 観点及び展開に

ついて解説し ， 観察， 面接及び心理検査など の心理的アセス メ ント の方法と ， その適切な記録及び報告について学ぶ。 ま た， 学生が検査者・ 被検査者と なって実際に心理検

査を実施し ， 自分の検査データ に基づいて所見（ レ ポート ） を作成する こ と を通し て， 心理検査の施行法や結果の整理， 報告書の適切な書き 方を体験的に学ぶ。 その中で心

理検査の効用と 限界， 倫理的諸問題についても 考えを深めていく 。

目標1

目標2

目標3 代表的な心理検査を実際に施行し ， 結果を整理し ， 解釈を行った上， で適切に報告書と し てま と める こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

心理的アセス メ ント の目的， 観点， 展開をふま えた上で， 心理的アセス メ ント の方法について説明でき る 。

心理検査の効用と 限界， 倫理的諸問題について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

心理的アセス メ ント の目的， 観点， 展開， 方法， 理論モデル1

心理検査の効用と 限界， 倫理， 心理検査を用いたアセス メ ント の手順， 報告書の書き 方2

樹木画テス ト ①（ 検査実習， 概要と 施行法）3

樹木画テス ト ②（ 結果の整理と 解釈， レ ポート 課題）4

文章完成法テス ト ①（ 検査実習， 概要と 施行法）5

文章完成法テス ト ②（ 結果の整理と 解釈， レ ポート 課題）6

YG性格検査①（ 検査実習， 概要と 施行法）7

YG性格検査②（ 結果の整理と 解釈， レ ポート 課題）8

WAB 失語症検査（ 概要と 施行法）9

WAB 失語症検査（ 検査の受検）10

WAB 失語症検査（ 検査の実施）11

DN-CAS認知評価シス テム（ 概要と 施行法）12

DN-CAS認知評価シス テム（ 検査の受検）13

DN-CAS認知評価シス テム（ 検査の実施）14

Mi ni  Ment al  St at e Exami nat i on（ MMSE）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

学生がペア（ 検査者・ 被検査者） なって実際に心理検査を実施し （ ロ ー

ルプレ イ ） ， 自分の検査データ に基づいて所見（ レ ポート ） を作成する

。

学生が実際に心理検査を体験する こ と によ って， 検査手順や倫

理的問題についても 実践的に学べる よ う 指導し ている 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

授業で取り 上げる 心理検査について， 参考文献等に基づいて予習する （ 15h） 。準備

学修

事後

学修

検査結果の整理やス コ アリ ング等は， 授業時間外に各自で行う 課題と なる （ 30h） 。

各検査ごと に心理検査報告書（ レ ポート ） を書いて提出する （ 12h） 。

教科書

教科書は指定し ない。 必要に応じ て資料を配布する 。

心理検査の用具， マニュ アル， 解説書は貸与する 。

参考書

石合 純夫　 ( 2012) . 　 高次脳機能障害学　 第2版　 医歯薬出版

松原達也（ 編著）  ( 1976) . 　 心理テス ト 法入門　 日本文化科学社

岡堂哲雄（ 編）  ( 1993) . 　 心理検査学　 垣内出版

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

課題への取組みおよ び達成状況

レ ポート 提出

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
なし 。

備考
なし 。

リ ン ク
URL



○

担当教員の

実務経験の

有無

臨床心理士， 公認心理師
教員の実務

経験

実際の用具を用いて， 心理検査を体験学習する （ 実習）

実務経験を

いかし た教

育内容



H030P110

ナン バリ ン グ

心理演習( Semi nar  i n Psychol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

心理学基礎系

授業形式

対面

選択 4 3
福祉健康科学

部
通年

氏名  渡辺　 亘， 溝口　 剛， 村上　 裕樹， 飯田　 法子

E-mai l    wwat a@oi t a-u. ac. j p（ 渡辺）    内線   7585（ 渡辺）

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

心理支援の核である 「 支援に関わる 基本的コ ミ ュ ニケーショ ン」 「 心理検査」 「 心理面接」 「 地域支援等」 に関する 知識と 技能（ 連携、 倫理、 法的義務に関する こ と を含む

） を修得する と と も に、 事例検討やロ ールプレ イ ング， 心理検査実習など を通し てその実践を具体的に学ぶ。 こ れによ り 、 公認心理師等の心理専門職に必要な支援の資質を

涵養する 。

目標1

目標2

目標3 心理支援を要する 者の現実生活を視野に入れたチームアプロ ーチに関する 知識と 技能の修得

目標4 他職種連携及び地域連携

目標5 公認心理師等と し ての職業倫理及び法的義務への理解

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

心理支援を要する 者等に対する 「 コ ミ ュ ニケーショ ン」 「 心理検査」 「 心理面接」 「 地域支援等」 に関する 知識と 技能の修得

心理支援を要する 者等の理解と ニーズの把握及び支援計画の作成に関する 知識と 技能の修得

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

神経心理学的アセス メ ント の特徴1

心理検査の実際： Front al  Assessment  Bat t er y（ FAB）2

心理検査の実際： ウ ィ ス コ ンシンカード ソ ーティ ングテス ト （ WCST）3

心理検査の実際： ウ ェ ク ス ラ ー記憶検査（ WMS-R） （ 概要と 施行法）4

心理検査の実際： ウ ェ ク ス ラ ー記憶検査（ WMS-R） （ 検査の受検）5

心理検査の実際： ウ ェ ク ス ラ ー記憶検査（ WMS-R） （ 検査の実施）6

心理検査の実際： ベント ン視覚記銘検査（ BVRT）7

心理検査の実際： レ ーヴン色彩マト リ ッ ク ス 検査（ RCPM）8

心理検査の実際： PFス タ ディ 1（ 検査実習， 概要と 施行法）9

心理検査の実際： PFス タ ディ 2（ 結果の整理と 解釈， レ ポート 課題）10

心理検査の実際： ウ ェ ク ス ラ ー式知能検査①（ 概要， 施行法， 実習課題）11

心理検査の実際： ウ ェ ク ス ラ ー式知能検査②（ 結果の整理と 解釈， レ ポート 課題）12

心理検査の実際： ロ ールシャ ッ ハテス ト 1（ 概要と 施行法， 検査実習課題）13

心理検査の実際： ロ ールシャ ッ ハテス ト 2（ ス コ アリ ング， 集計課題）14

心理検査の実際： ロ ールシャ ッ ハテス ト 3（ 解釈， レ ポート 課題）15

心理面接の定義と 目的16

心理面接の進め方1（ 場面づく り と 接遇）17

心理面接の進め方2（ 態度・ 姿勢）18

心理面接の進め方3（ 言葉がけ）19

心理面接の進め方4（ 映像によ る 学習）20

心理面接の実際1（ 紙上演習）21

心理面接の実際2（ ロ ールプレ イ の実施）22

心理面接の実際3（ ロ ールプレ イ の検討）23

心理面接の実際4（ 臨床素材・ 事例にふれる ）24

心理面接の実際5（ 臨床素材・ 事例の検討）25

他職種連携およ び地域連携　 総論26

他職種連携およ び地域連携の事例　 産業・ 医療27

他職種連携およ び地域連携の事例　 　 子育て支援28

他職種連携およ び地域連携の事例　 　 学校29

総合的なま と め（ 他職種・ 地域連携の視点を含め）30

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

・ 実際に心理検査を行ったり 心理面接や地域支援の模擬実施を行う こ と

によ り 、 体験的な学びを促す

・ グループやペアによ る 討議・ 実習等を行い、 協働によ る 学びを展開す

る

実際の体験と と も に、 倫理的問題や法的義務についても 実践的

に学ぶ。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

関連する 文献等によ り 予習を求める 。 詳細は授業において指示する （ 20h)準備

学修

事後

学修

心理検査のデータ の整理と レ ポート の作成、 ロ ールプレ イ に関する 資料作成、 配布資料や関連する 文献等によ る 復習を求める 。 詳細は授業において指示する

（ 25h)

教科書

教科書は指定し ない。 必要に応じ て資料を配布する 。

心理検査の用具， マニュ アル， 解説書は貸与する 。

参考書

石合 純夫　 ( 2012) . 　 高次脳機能障害学　 第2版　 医歯薬出版

岡堂哲雄（ 編）  ( 1993) . 　 心理検査学　 垣内出版

小松貴弘他（ 2019） . 　 時間のかかる 営みを、 時間をかけて学ぶための心理療法入門　 創元社

mailto:wwata@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

演習への取り 組み

心理検査に関する 課題・ レ ポート への取り 組み

心理面接に関する 課題・ レ ポート への取り 組み

地域援助等に関する 課題・ レ ポート への取り 組み

25% ○ ○ ○ ○ ○

25% ○ ○ ○ ○ ○

25% ○ ○ ○ ○ ○

25% ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
「 臨床心理学概論」 を履修済みである こ と 。

前期15回・ 後期15回の通年科目である 。

備考
公認心理師資格要件科目

リ ン ク
URL

○

担当教員の

実務経験の

有無

臨床心理士， 公認心理師
教員の実務

経験

心理検査、 心理面接、 地域援助等に関する 具体的な学びを促す

実務経験を

いかし た教

育内容



H030P205

ナン バリ ン グ

感情心理学（ 感情・ 人格心理学B) ( Psychol ogy of  Emot i on)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

生理認知心理学系

授業形式

対面

選択 2

1・ 3（ 令和元

年度以前の入

学生）

福祉健康科学

部
後期

氏名  村上 裕樹

E-mai l    mur akami -hi r oki @oi t a-u. ac. j p   内線   6106

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

感情研究のさ ま ざま な知見について学び， 感情の理論についての理解を深めま す。 感情は意識でき る も のだけではなく ， 自分でも 意識でき ない感情も あり ま す。 そのよ う な

点も 踏ま え， 感情の生物学的基礎を理解し た上で， 客観的な感情の測定方法について学びま す。 ま た， 感情が人の行動に及ぼす影響や， 感情のコ ント ロ ールの仕方について

理解し ， 感情の理論を心理学研究に応用する 技術を身につけま す。

目標1

目標2

目標3 感情の理論を心理学研究に応用する こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

感情の理論を説明でき る 。

感情の理論を応用する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

感情心理学と は1

感情の生物学的基盤　 中枢神経系2

感情の生物学的基盤　 末梢神経系， 神経伝達物質， HPA系3

感情の理論　 感情の起源4

感情の理論　 認知が先か感情が先か5

感情の機能6

感情と 進化　 個体の安全と 生存に関わる 感情7

感情と 進化　 集団生活に関わる 感情8

感情と 認知9

感情と 目撃証言10

感情と 発達11

感情と 自己注目12

感情と 適応的・ 不適応的自己注目13

感情と 遺伝子14

感情と 健康15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

ミ ニッ ツペーパー。 発問。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配付資料や参考文献等の情報を必要に応じ て予習する ( 7. 5h) 。準備

学修

事後

学修

授業で学んだこ と についての復習をし ， 紹介さ れた参考文献について精読する こ と で理解を深める （ 45h） 。

教科書

なし 。 資料を配布する 。

参考書

・ 大平英樹（ 編） 　 ( 2010) .  感情心理学　 有斐閣アルマ

・ 北村英哉・ 木村晴　 ( 2006) .  感情研究の新展開　 ナカニシヤ出版

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

授業への取り 組み

レ ポート 課題

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
私語厳禁。

備考
なし 。

リ ン ク
URL

mailto:murakami-hiroki@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

公認心理師
教員の実務

経験

専門性や実務経験を活かし て， 感情心理学的知見について説明する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030P203

ナン バリ ン グ

行動分析学（ 学習・ 言語心理学） ( Behavi or  Anal ysi s（ Psychol ogy of  Lear ni ng and Language） )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

生理認知心理学系

授業形式

対面

選択 2 ２
福祉健康科学

部
後学期

氏名  佐藤晋治

E-mai l    ssat o@oi t a-u. ac. j p   内線   7531

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

科学的に実践を展開する ための学習・ 言語心理学の一つである 行動分析学の原理と 技法， 並びに， 対人援助に適用する 際に留意すべき 事柄を学修する こ と で， 臨床心理学的

専門職者と し ての「 知識・ 技能・ 価値」 を修得でき る 。

目標1

目標2

目標3 行動分析学の原理と 技法を対人援助に適用する 際の留意点を説明でき ， 実生活に適用でき る （ 価値） 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

行動分析学の原理と 技法について説明でき る （ 知識） 。

行動分析学の原理と 技法を実生活に適用でき る （ 技能） 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

心と こ こ ろ1

心理学における 行動分析学2

行動の原因3

行動と は？4

強化と 弱化（ ４ つの基本随伴性）5

消去と 復帰6

刺激性制御、 行動変容7

シェ イ ピ ングと チェ イ ニング8

不適切行動を減少さ せる には？9

実験的行動分析10

強化ス ケジュ ール11

単一被験体法12

言語行動13

言語行動の種類14

文字が関与する 言語行動15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

演習， 小テス ト ， 小レ ポート ， 予習， 復習， 宿題， 調べ学修（ 論文， 書

籍， イ ンタ ーネッ ト 等）

学び合い， 教え合い，

プレ ゼンテーショ ン， 学びの省察，

動画の活用， LMS( Moodl e) の活用

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

教科書やMoodl eで予習し ， 必要に応じ て， 論文， 書籍， イ ンタ ーネッ ト 等によ り 「 調べ学修」 に取り 組むこ と （ １ 週あたり 90分/総計22. 5時間） 。準備

学修

事後

学修

講義で学習し た内容を振り 返り ， 講義で扱った内容や関連する 課題について論文， 書籍， イ ンタ ーネッ ト 等によ り 「 調べ学修」 に取り 組むこ と （ １ 週あたり 90

分/総計22. 5時間） 。

教科書

・ 杉山尚子（ 2005） 　 行動分析学入門－ヒ ト の行動の思いがけない理由． 集英社新書( I SBN978-4-087-20307-3) （ 本体６ ６ ０ 円＋税）

参考書

・ 講義内容に関連し た資料を必要に応じ てMoodl eにアッ プする 。

・ 坂上貴之・ 井上雅彦（ 2018） 　 行動分析学入門－行動の科学的理解をめざし て． 有斐閣アルマ( I SBN978-4-641-22102-4) （ 本体６ ６ ０ 円＋税）

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

試験

発表， 討論

レ ポート ， ラ イ ティ ング

60% ○ ○ ○

20% ○ ○

20% ○ ○ ○

注意事項
講義内でMoodl eを使用する こ と も ある ので， Moodl eを閲覧でき る 媒体（ ス マホ， タ ブレ ッ ト 端末， ノ ート PCなど ） を持参する こ と 。 ま た少なく と も 週に１ 度は

Moodl eのこ の科目のページを閲覧し ， 準備学修， 事後学習に活用する こ と 。

備考
特になし 。

リ ン ク
URL

mailto:ssato@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

臨床心理士、 学校心理士
教員の実務

経験



H030P202

ナン バリ ン グ

神経心理学（ 神経・ 生理心理学） ( Neur o- and Physi ol ogi cal  Psychol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

生理認知心理学系

授業形式

対面

選択 2 3
福祉健康科学

部
前期

氏名  村上 裕樹

E-mai l    mur akami -hi r oki @oi t a-u. ac. j p   内線   6106

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

脳の損傷によ っても たら さ れる 認知・ 行動・ 感情など の障害( 高次脳機能障害) や， 認知・ 感情など のこ こ ろの活動と 生理反応と の関連性について紹介する 。 こ のよ う な知見

について学習する こ と で， 脳神経系の構造と 機能、 脳や身体と こ こ ろの関連性について理解を深める 。 ま た， 神経心理学的障害に関する 評価方法や認知リ ハビリ テーショ ン

などの介入方法について紹介する 。

目標1

目標2

目標3 高次脳機能障害について説明でき る 。

目標4 生理指標を心理学研究に応用する 知識を身につける 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

脳神経系の構造及び機能について説明でき る 。

こ こ ろと 脳， 身体の関連性について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

脳神経系の構造及び機能1

失語・ 失読・ 失書2

失行3

行為・ 行動の抑制障害4

失認5

半側空間無視6

行為・ 行動の障害7

幅広い側面に関わる 高次脳機能と その障害8

脳波： 背景脳波9

脳波： 事象関連電位10

自律神経活動： 皮膚電気活動11

自律神経活動： 心拍12

自律神経活動： 血行力学的反応13

自律神経活動の応用14

免疫・ 内分泌系15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

ミ ニッ ツペーパー。 発問。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配付資料や参考文献等の情報を必要に応じ て予習する ( 7. 5h) 。準備

学修

事後

学修

授業で学んだこ と についての復習をし ， 紹介さ れた参考文献について精読する こ と で理解を深める （ 45h） 。

教科書

なし 。 資料を配布する 。

参考書

・ 堀忠雄　 ( 2008) .  生理心理学　 培風館

・ 石合 純夫　 ( 2012) . 　 高次脳機能障害学　 第2版　 医歯薬出版

・ 宮田洋( 監修) 　 ( 1997) .  新生理心理学　 1-3巻　 北大路書房

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

授業への取り 組み

レ ポート 課題

50% ○ ○ ○ ○

50% ○ ○ ○ ○

注意事項
私語厳禁。

心理的アセス メ ント ， 心理演習を履修する 人は受講し てく ださ い。

備考
なし 。

リ ン ク
URL

mailto:murakami-hiroki@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

公認心理師
教員の実務

経験

専門性や実務経験を活かし て， 神経生理心理学的知見について説明する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030P204

ナン バリ ン グ

知覚・ 認知心理学( Psychol ogy of  Per cet i on & Cogni t i on)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

生理認知心理学系

授業形式

対面

選択 2 3
福祉健康科学

部
前

氏名  藤田　 敦

E-mai l    a-f uj i t a@oi t a-u. ac. j p   内線   7614

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

人間が学習や問題解決などの情報処理活動を行う 際に生じ る 感覚・ 知覚・ 記憶・ 認知・ 思考の心理過程について， 科学的な観点から 理解を深めていく こ と を目的と する 。 特

に， 知識（ 記憶） が， いかに形成さ れていく のかを理解し ， 認知的・ 心理的な問題と の関係を考察する 。

目標1

目標2

目標3 認知心理学と 日常の社会的生活を関係づけて説明でき る 。

目標4 認知理論と 学習活動・ 社会活動・ 臨床的問題を関係づける こ と ができ る 。

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

認知心理学の科学的・ 専門的な知識を説明する こ と ができ る 。

実験的な手法で， 認知過程を客観的に観察・ 記録・ 分析でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

認知心理学の定義と 方法1

心理物理学と 感覚能力の特徴2

初期知覚における 同化・ 対比・ 残像3

３ 次元世界と 運動の知覚4

知覚の体制化～群化・ 分化・ 完結化5

高次情報処理過程～情報処理モデルによ る 説明6

感覚記憶と 注意過程7

注意能力と 短期記憶（ 作業記憶）8

注意力・ 作業記憶の障害9

記憶モデルと 短期記憶10

作業記憶における 情報処理11

長期記憶の構造と 内容12

長期記憶の体制化と 忘却13

思考と 問題解決の過程14

日常的認知のス タ イ ルと 臨床的問題の関連15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

認知実験の体験や意見発表の場を設ける 。 動画， 音声等の多様なメ ディ アを利用する 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配布資料を利用し て予習する 。 （ 15ｈ ）準備

学修

事後

学修

専門用語を中心に， 講義における 学習内容を整理する 。 （ 30ｈ ）

教科書

使わない。 講義の際に適宜資料を配布する 。

参考書

講義中に紹介する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験

小課題

80% ○ ○

20% ○ ○

注意事項
学びを深める ために， 講義者から 出さ れる 発問や課題に対し て， 積極的に取り 組むこ と 。

備考
無し

リ ン ク
URL

mailto:a-fujita@oita-u.ac.jp


H030P303

ナン バリ ン グ

発達と 学習の心理学Ⅰ( Devel opment al  and Educat i onal  Psychol ogyⅠ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

発達・ 教育心理学系

授業形式

対面

選択 2 1
福祉健康科学

部
後期

氏名  麻生良太、 藤田敦

E-mai l    r yoaso@oi t a-u. ac. j p, a-f uj i t a@oi t a-u. ac. j p   内線   7584, 7614

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

子ども の身体的， 心理的発達の過程と 障害， およ び， そこ に関わる 家庭環境， 保育・ 教育環境の役割・ 影響について理解し ， 教育の現場における 発達支援・ 学習支援の考え

方について学ぶ。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

誕生から 幼児， 児童期を経て青年期に至る ま で心身の発達と ， 家庭環境や教育環境の役割について説明する こ と ができ る 。

子ど も の成長と 学習について， 発達・ 教育心理学の観点から 評価・ 分析し ， 具体的な支援を構想する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

発達と 教育を結ぶ心理学（ 麻生・ 藤田）1

胎生期の発達と 環境（ 麻生）2

から だと 脳の発達（ 麻生）3

情動と 動機付けの発達（ 麻生）4

自己の発達（ 麻生）5

言語の発達（ 麻生）6

認知の発達（ 麻生）7

人間関係の発達（ 麻生）8

社会性・ 道徳性の発達（ 麻生）9

心理的発達の過程における 障害（ 麻生）10

学習理論１ ～行動の変容に注目する 学習観（ 藤田）11

学習理論２ ～こ こ ろの内面に注目する 学習観（ 藤田）12

学習の動機付け１ ～学びのエネルギー（ 藤田）13

学習の動機付け２ ～学習行動の変容と 動機付けの心理（ 藤田）14

学習の障害と 教育（ 藤田）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

小課題や課題に関する 小グループのディ ス カッ ショ ンを実施し ， 課題意

識を高め， 多角的多面的に視野をひろげる 。

動画や音声など の多様なメ ディ アの活用， LMS( Moodl e) の活用

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

現代の子ど も の発達や学校教育における 課題について関心を持ち， 自分なり の考え（ 教育観， 学習観， 発達観） を整理し ておく 。 （ 15h）準備

学修

事後

学修

発達や教育に関する 自ら の考えを， 心理学的な視点を加えて再考する 。 （ 30h）

教科書

教科書は使わない。 適宜必要な資料を配付する 。

参考書

幼稚園教育要領、 小学校学習指導要領、 中学校学習指導要領（ 平成29年3月告示 文部科学省）

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験（ 筆記試験）

小課題， グループワ ーク 等

70% ○ ○

30% ○ ○

注意事項
学びを深める ために， 講義者から 出さ れる 発問や課題に対し て， 積極的に取り 組むこ と 。

備考

リ ン ク
URL

mailto:ryoaso@oita-u.ac.jp
mailto:a-fujita@oita-u.ac.jp


H030P304

ナン バリ ン グ

発達と 学習の心理学Ⅱ( Devel opment al  and Educat i onal  Psychol ogyⅡ)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

発達・ 教育心理学系

授業形式

対面

選択 2 ２ 教育学部 前期

氏名  藤田敦・ 麻生良太

E-mai l    a-f uj i t a@oi t a-u. ac. j p, r yoaso@oi t a-u. ac. j p   内線   7614, 7584

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

子ども が自己を確立し 、 社会的に自立し ていく ま での発達過程と 、 その過程において生じ る 心理的な課題を整理し 、 学校における 学習活動や社会的な経験の意義、 学習環境

や教師の役割、 教育的支援の実際について学ぶ。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

幼児・ 児童期から 青年期ま での心身の発達及び学習過程を理解し ， 心理的側面に必要な教育的支援を構想でき る 。

社会的な自立に至る 成長を促す上での教師の役割を理解し ， 説明する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

幼児期から 青年期に至る 発達と 教育（ 麻生）1

社会的な自立に関わる 発達と 課題（ 麻生）2

アイ デンティ ティ の生涯発達（ 麻生）3

キャ リ ア形成と 生涯発達（ 麻生）4

自己実現・ キャ リ ア形成と し ての学習（ 麻生）5

発達過程と 学習過程の評価と 課題（ 藤田）6

習得的学力を促す学習法と 教材（ 藤田）7

探究的・ 活用的学力を促す授業づく り （ 藤田）8

問題解決力を育む授業（ 藤田）9

言語的活動と 学習・ 記憶の関係（ 藤田）10

確かな理解と 記憶を促す授業（ 藤田）11

主体的・ 意欲的な学習を引き 出す授業づく り （ 藤田）12

学級経営における 教師の役割・ 姿勢・ 態度（ 藤田）13

自己理解を深め自己肯定感・ 自己実現を促す教育的支援（ 藤田）14

子ども の発達と 教育を支える 学校と 教師の役割（ 藤田）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

具体的な教育場面を想定し た問題に対する 話し 合いや， 教育的な支援の

実際を考える 小課題を実施する 。

動画や音声など の多様なメ ディ アの活用， LMS( Moodl e) の活用

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

現代の子ど も の発達や学校教育における 課題について関心を持ち， 自分なり の考え（ 教育観， 学習観， 発達観） を整理し ておく 。 ( 15h)準備

学修

事後

学修

発達や教育に関する 自ら の考えを， 心理学的な視点を加えて再考する 。 ( 30h)

教科書

教科書は使わない。 必要な資料は講義中に配布する 。

参考書

幼稚園教育要領、 小学校学習指導要領、 中学校学習指導要領（ 平成29年3月告示 文部科学省）

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

期末試験（ 筆記試験）

小課題， グループワ ーク 等

70% ○ ○

30% ○ ○

注意事項
学びを深める ために， 講義者から 出さ れる 発問や課題に対し て， 積極的に取り 組むこ と 。

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:a-fujita@oita-u.ac.jp
mailto:ryoaso@oita-u.ac.jp


H030P402

ナン バリ ン グ

対人関係と 家族の心理学（ 社会・ 集団・ 家族心理学Ａ ） ( Theor y and Pr act i ce on Cl i ni cal

Psychol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

社会・ 産業心理学系

授業形式

対面

選択 2 3
福祉健康科学

部
前期

氏名  池永恵美・ 飯田法子

E-mai l    m-i kenaga@oi t a-u. ac. j p   内線   6107

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

我々は様々な人間関係や集団の中で生き ており 、 本講義では人と 人と の相互作用や個人と 集団と の関係、 家族の諸問題について学習と する 。 具体的には、 前半は対人場面に

おける 人間行動や人と 人と のコ ミ ュ ニケーショ ン、 集団の機能、 集団心理療法の理論と 方法について学び、 対人関係（ 二者関係～集団） において起こ る 様々な心理的現象を

理解する ための基本的知識を習得する 。 ま た後半については、 家族の構造や家族の発達の視点を学んだ上で、 現代の家族にみら れる 臨床的諸問題や家族への支援の方法につ

いて基本的知識を習得する 。

目標1

目標2

目標3 集団心理療法の目的・ 方法について説明でき る 。

目標4 家族の構造的特徴や家族の発達や現代の家族が抱えている 課題について心理学的な視点から 説明でき る

目標5 家族への心理臨床的な支援の方法について説明でき る

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○ ○

○

○ ○

人間関係における 様々な対人行動について説明でき る 。

集団の特徴、 集団が成員に対し て及ぼす影響について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

他者と のつき あい①（ 対人認知、 対人魅力）1

他者と のつき あい②（ 自己開示と 自己呈示）2

他者と のつき あい③（ 援助行動と ソ ーシャ ルサポート ）3

集団の機能4

集団心理療法と は（ 心理劇実習）5

集団心理療法の実際（ 心理劇実習） 役割演技体験6

集団心理療法の実際（ 心理劇実習） ロ ールリ バース 、 ダブル、 ミ ラ ー7

中間試験8

家族と は何か（ 家族の構造）9

家族の発達①（ 成人期、 結婚によ る 家族の成立期）10

家族の発達②（ 子育て期、 老年期の家族）11

家族の中のコ ミ ュ ニケーショ ン12

家族の抱える 問題と 支援①（ 虐待、 発達障害）13

家族の抱える 問題と 支援②（ 夫婦紛争、 介護）14

家族への心理臨床的支援（ 家族療法）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

ミ ニッ ツペーパー、 体験活動、 グループディ ス カッ ショ ン 動画視聴の後に意見交換を行う

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配布資料やイ ンタ ーネッ ト 、 参考文献等を用いて必要に応じ て予習する （ 5h） 。準備

学修

事後

学修

授業で配布し たプリ ント や参考文献を用いて復習する （ 15h） 。

毎回のミ ニレ ポート （ 10ｈ ）

教科書

教科書は指定し ない。

授業中に配布する プリ ント を使用する 。

Moodl e上に資料を掲載する 場合も ある 。 （ 事前に告知する ）

参考書

山岸俊男編： 「 社会心理学キーワ ード 」 、 有斐閣双書、 2001

池田謙一・ 唐沢穣・ 工藤恵理子・ 村本由紀子著： 「 社会心理学」 、 有斐閣、 2010

中釜陽子・ 野末武義・ 布柴靖枝・ 武藤清子 著: 「 家族心理学」 、 有斐閣ブッ ク ス 、 2019

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

中間試験

学期末試験

ミ ニッ ツ ペーパーの内容

30% ○ ○ ○

30% ○ ○

40% ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
グループディ ス カッ ショ ンの際には活発な意見を述べる よ う に意識する こ と

備考
公認心理師要件科目

リ ン ク
URL

mailto:m-ikenaga@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

公認心理師・ 臨床心理士（ 池永恵美・ 飯田法子）
教員の実務

経験

多機関での家族支援について、 モデルケース を通し て事例検討を行い、 家族支援の知識を習得する

実務経験を

いかし た教

育内容



H030P508

ナン バリ ン グ

産業・ 組織心理学( I nduct r i al  and Or gani zat i onal  Psychol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

社会・ 産業心理学系

授業形式

オン ラ イ ン （ 同時双方

向型、 オン デマン ド 型

）

選択 2 ４
福祉健康科学

部
前期

氏名  河野伸子・ 飯田法子・ 増田成美・ 古長紗恵

E-mai l    @oi t a-u. ac. j p   内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

「 働く こ と 」 は， 私たちにと って「 生き る こ と 」 に直結する 重要な要素である 。 こ の授業では， 大学生が就労し た際に役立つと 思われる ， キャ リ ア形成， 組織における 人の

行動， 安全管理， メ ンタ ルヘルス 対策と いった， 産業・ 組織分野の知見を紹介する 。 ま た， 職場における 様々な問題に対する 心理的支援について概説する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

組織における 人の行動の特性やその背後にある 心理について説明でき る 。

働く 中で生じ る 様々な問題に対し て心理学的観点から 必要な支援や問題解決を提案でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

イ ント ロ ダク ショ ン（ 産業・ 組織心理学と は）1

社会的自立と は2

キャ リ ア形成3

ヒ ュ ーマンエラ ー4

ワ ーク ・ モチベーショ ン5

職場集団の力動6

リ ーダーシッ プ7

職業性ス ト レ ス8

産業・ 組織分野の制度・ 法律9

産業・ 組織領域での心理学的援助10

事例検討① ス ト レ ス マネジメ ント11

発表①12

産業・ 組織分野での活動の法律と 倫理13

事例検討② 個人情報と 守秘義務14

発表②と ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

ミ ニレ ポート ， グループディ ス カッ ショ ン， 事例検討と 事例における 対

応についての発表を取り 入れる 。

グループで事例検討し ， 考えら れる 対応について発表する 。 職

場における 心理的問題のアセス メ ント と 支援について主体的に

学ぶ。
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配布資料や参考書， イ ンタ ーネッ ト を用いて予習する （ 10h） 。 発表のための準備（ 5h） 。準備

学修

事後

学修

配布資料の復習（ 30ｈ ） 。

教科書

資料を配布し ま す。

参考書

新田泰生（ 編集） 野島一彦・ 繁桝算男（ 監修） 『 公認心理師の基礎と 実践⑳ [ 第20巻] 産業・ 組織心理学』 ， 遠見書房， 2019

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

講義への取り 組みおよ びミ ニレ ポート （ 授業感想・ 意見）

事例検討の発表①・ ②

学期末レ ポート

20% ○ ○

40% ○ ○

40% ○ ○

注意事項
なし

備考
本講義はメ ディ ア形式のため， イ ンタ ーネッ ト に接続可能な端末を準備する 必要がある 。

リ ン ク
URL



○

担当教員の

実務経験の

有無

公認心理師・ 臨床心理士（ 河野伸子・ 飯田法子・ 増田成美・ 古長紗恵）
教員の実務

経験

成人の復職支援の事例に携わった実務経験等を活かし ， 助言等を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H020P511

ナン バリ ン グ

障害者・ 障害児心理学( Psychol ogy f or  Adul t s & Chi l dr en wi t h Di sabi l i t i es)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

臨床心理学系

授業形式

対面

選択 2 1年生
福祉健康科学

部
後期

氏名  池永恵美

E-mai l    m-i kenaga@oi t a-u. ac. j p   内線   6107

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本講義では、 主に知的障害、 発達障害、 肢体不自由等について取り 上げ、 個々の障害の特徴と 必要な心理学的支援について学習する こ と を目的と する 。 ま た特に発達障害に

関し ては、 生涯発達的観点から 乳幼児期から 成人期ま で各発達段階で起こ り やすい心理社会的問題や必要な心理学的支援について講義を行う 。

目標1

目標2

目標3 発達障害児・ 者の生涯発達と それぞれの時期における 困難・ 課題について説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○ ○

知的障害、 発達障害、 情緒障害、 肢体不自由について個々の障害の特性を説明でき る 。

個々の障害について、 心理学的支援の方法について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

障害と は／知的障害児・ 者の理解と 支援1

発達障害に関する 概説2

発達障害児・ 者の理解( 1) 自閉症ス ペク ト ラ ム障害の概説3

発達障害児・ 者の理解( 2) 自閉症ス ペク ト ラ ム障害の歴史4

発達障害児・ 者の理解( 3) 自閉症ス ペク ト ラ ム障害者の体験世界を知る5

発達障害児・ 者の理解( 4) ADHD6

発達障害児・ 者の理解( 5) 学習障害7

発達障害児・ 者と 生涯発達支援： ( 1) 乳幼児期8

発達障害児・ 者と 生涯発達支援： ( 2) 学齢期9

発達障害児・ 者と 生涯発達支援： ( 3) 青年期、 成人期10

子ども によ く ある 心身の障害の理解と 支援： チッ ク 、 緘黙、 心身症11

肢体不自由児・ 者の理解と 支援12

障害児・ 者への支援( 1) 動作法と は13

障害児・ 者への支援( 2) 動作法実習14

障害児・ 者への支援( 3) 動作法実習15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

ミ ニッ ツペーパー

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

授業で学習する 各障害について、 イ ンタ ーネッ ト や書籍を用いて予習する （ 10h） 。準備

学修

事後

学修

授業中に配布し た資料を用いて復習する （ 20h） 。 授業で学習し た各障害について、 自分で書籍やイ ンタ ーネッ ト 等を用いて知識・ 理解を深める （ 15h）

教科書

教科書は指定し ない。 授業中に配布する プリ ント を使用する 。

参考書

井澤信三・ 小島道夫編「 障害児心理入門」 （ ミ ネルヴァ 書房） 2010年

杉山登志郎著「 発達障害の子ども たち」 （ 講談社現代新書） 2007年

杉山登志郎著「 発達障害のいま 」 （ 講談社現代新書） 2011年

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

学期末試験

ミ ニッ ツ ペーパーの内容

70% ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

注意事項
特になし

備考
特になし

リ ン ク
URL

mailto:m-ikenaga@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

臨床心理士、 公認心理師
教員の実務

経験

授業では事例や実習（ 臨床動作法） をま じ えながら 講義を行う

実務経験を

いかし た教

育内容



H030P512

ナン バリ ン グ

人格心理学（ 感情・ 人格心理学Ａ ） ( Psychol ogy of  Per sonal i t y（ Psychol ogy of  Emot i on and

Per sonal i t y A） )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

臨床心理学系

授業形式

対面

選択 2 2年
福祉健康科学

部
前期

氏名  溝口剛

E-mai l    t -mi zo@oi t a-u. ac. j p   内線   7522

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

人の心を理解する 上で， パーソ ナリ ティ （ 人格） の理解は欠かせないも ののひと つである 。 こ の授業では， 心理学における さ ま ざま なパーソ ナリ ティ 理論を紹介し ， パーソ

ナリ ティ を理解する 方法について概説する 。 その上で， さ ま ざま な心理的・ 発達的問題をパーソ ナリ ティ と いう 観点から 理解し ていく 力を身につける 。

目標1

目標2

目標3 さ ま ざま な心理的・ 発達的問題をパーソ ナリ ティ の観点から 理解し ， 説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

心理学における 主要なパーソ ナリ ティ 理論について説明でき る 。

パーソ ナリ ティ を理解する 方法について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

パーソ ナリ ティ と は何か①（ 自己理解と 他者理解）1

パーソ ナリ ティ と は何か②（ 概念， 古典的パーソ ナリ ティ 分類）2

パーソ ナリ ティ の類型論3

パーソ ナリ ティ の類型論と 特性論4

パーソ ナリ ティ の特性論5

精神分析理論と パーソ ナリ ティ ①（ フロ イ ト のパーソ ナリ ティ 理論）6

精神分析理論と パーソ ナリ ティ ②（ ユングのパーソ ナリ ティ 理論）7

現象学的理論と パーソ ナリ ティ （ ロ ジャ ーズのパーソ ナリ ティ 理論）8

パーソ ナリ ティ 理解の方法①（ 観察法）9

パーソ ナリ ティ 理解の方法②（ 面接法， 検査法）10

パーソ ナリ ティ の形成過程①（ 人格形成の基礎・ 原理）11

パーソ ナリ ティ の形成過程②（ 乳児期～幼児期前期における パーソ ナリ ティ の発達）12

パーソ ナリ ティ の形成過程③（ 幼児期後期～青年期における パーソ ナリ ティ の発達）13

精神病理と パーソ ナリ ティ （ 人格構造と パーソ ナリ ティ 障害）14

ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回授業の終わり に質問や感想を記入し たラ イ ティ ングを提出さ せる 。

次回の授業冒頭でラ イ ティ ングの内容を取り 上げて解説を加える こ と に

よ って， 対話型の授業と なる よ う 努める と 同時に， 学生のさ ら なる 省察

を深める 。

事例を交えて講義する こ と によ って， よ り 共感的な理解を促し

， 省察を深める 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

各回で取り 上げる テーマに関し て， 参考文献等に基づいて予習する （ 15h） 。準備

学修

事後

学修

授業で学習し たこ と を活かし ， 配布資料や参考文献を用いて復習する （ 30h） 。

教科書

教科書は指定し ない。 適宜， 資料を配布する 。

参考書

近藤卓（ 編著） 　 2004　 パーソ ナリ ティ と 心理学　 大修館書店

詫摩武敏・ 瀧本孝雄・ 鈴木乙史・ 松井豊（ 著） 　 1990/2003　 性格心理学への招待―自分を知り 他者を理解する ために―　 サイ エンス 社

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

ラ イ ティ ング

期末試験（ テス ト ）

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

期末試験（ テス ト ） は， 状況によ っては最終レ ポート に変更する こ と があり う る 。

注意事項
なし 。

備考
なし 。

リ ン ク
URL

mailto:t-mizo@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

臨床心理士， 公認心理師
教員の実務

経験

事例を交えて講義する こ と によ って， よ り 共感的な理解を促し ， 省察を深める 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030P502

ナン バリ ン グ

臨床心理学実践論（ 心理学的支援法） ( Theor y and Pr act i ce on Cl i ni cal  Psychol ogy( Methods of

Psychol ogi cal  Suppor t ) )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

臨床心理学系

授業形式

対面

コ ース必修 2 2年
福祉健康科学

部
後期

氏名  古長紗恵

E-mai l    kocho-sae@oi t a-u. ac. j p   内線   7611

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本講義では， 心理学的支援の適用範囲や倫理， 歴史， 代表的技法等を幅広く 取り 扱い， 臨床心理学の実践における 基本的知識や技術を学ぶ。 特に技法については， ロ ールプ

レ イ や模擬実践によ って体験的に理解を深める 。

目標1

目標2

目標3 対象者の特性や状況に応じ て適切な支援方法を選択でき る

目標4 代表的技法をワ ーク の中で実践する

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○

○ ○

○

心理学的支援の基本的な考え方や適用範囲， 倫理的留意点を説明でき る

心理学的支援の歴史や代表的技法を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン， 心理学的支援と は1

心理学的支援の歴史2

心理学的支援の対象， 適用範囲， 倫理3

技法の選択， アセス メ ント4

代表的技法（ １ ） 精神分析・ 精神分析的心理療法5

代表的技法（ ２ ） 行動療法・ 行動分析6

代表的技法（ ３ ） 認知療法・ 認知行動療法7

代表的技法（ ４ ） ク ラ イ エント 中心療法・ カウ ンセリ ング8

代表的技法（ ５ ） 家族療法9

代表的技法（ ６ ） コ ミ ュ ニティ アプロ ーチ10

代表的技法（ ７ ） プレ イ セラ ピ ー11

代表的技法（ ８ ） 箱庭療法・ 絵画療法12

代表的技法（ ９ ） 動作法・ リ ラ ク セーショ ン13

心の健康教育14

ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

講義ごと のラ イ ティ ング， ワ ーク （ ロ ールプレ イ ， 架空事例を用いた不

安階層表作成やコ ラ ム法等の模擬実践等） ， ワ ーク を経てのディ ス カッ

ショ ン
○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配布資料や， 事前に告知する テーマについて必要に応じ て予習する （ 15h）準備

学修

事後

学修

授業で学習し たこ と について配布資料やイ ンタ ーネッ ト の検索で復習する （ 15h） ， 最終レ ポート に向けての学習（ 15h）

教科書

教科書は指定し ない。 各講義で資料を配布する 。

参考書

参考書は指定し ない。 講義の中で随時紹介する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

ラ イ ティ ングおよ び提出課題

最終レ ポート

60% ○ ○ ○ ○

40% ○ ○ ○

注意事項
なし

備考
本科目は公認心理師受験資格取得のために必要な科目である 。

リ ン ク
URL

mailto:kocho-sae@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

臨床心理士・ 公認心理師
教員の実務

経験

臨床心理士・ 公認心理師と し ての実際の経験も 踏ま えながら 、 実践的な講義を展開する 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030P504

ナン バリ ン グ

司法・ 犯罪心理学( For ensi c and Cr i mi nal  Psychol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

臨床心理学系

授業形式

対面

選択 2 ２ 年 福 後期

氏名  中園　 武彦

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

非行や犯罪に関する 心理学並びに離婚、 親権、 面会交流等を巡る 家族の紛争及びその解決に関する 心理学の基本的な知識を習得する 。 非行・ 犯罪は個人的要因と 環境的要因

が複合的に絡み合って生じ ている 。 環境的要因の中でも 家族的要因は重要な位置を占める 。 家族紛争に関する 理解は犯罪理解にも 有用である 。 こ の授業を通じ 、 犯罪や犯罪

者の理解、 非行少年や犯罪者に対する 支援や処遇、 犯罪被害者に対する 支援及び紛争下にある 家族成員の支援の在り 方を身に着ける こ と を目指す。 こ う し た知見は、 人間に

対する 理解を深める も のでも あり 、 自己や周囲の人々の心身の健康や福祉の配慮に役立てる こ と ができ る も のである 。

目標1

目標2

目標3 司法機関・ 行政機関・ 矯正機関における 非行少年・ 犯罪者の支援について説明でき る 。

目標4 犯罪被害者の心理およ び支援の在り 方について説明でき る 。

目標5 家事事件の基礎知識に基づき 、 家事事件当事者に対する 心理的支援の在り 方について説明でき る 。

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

○

○

法的仕組みと 関連する 機関の役割及びそこ で働く 人々の職務内容について説明でき る 。

非行・ 犯罪理論およ び非行少年・ 犯罪者の心理について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

犯罪の定義・ 犯罪統計・ 犯罪理解へのアプロ ーチ（ その1）1

犯罪理解へのアプロ ーチ（ その2）2

犯罪捜査（ 被疑者の供述・ 虚偽自白・ 被害者及び目撃者の証言等）3

刑事司法及び少年司法の手続（ 刑事裁判・ 少年審判・ 医療観察法・ 裁判員裁判等）4

非行・ 犯罪の心理アセス メ ント （ 方法・ 対象・ Ｂ Ｐ Ｓ モデル・ Ｒ Ｎ Ｒ モデル・ Ｇ Ｌ Ｍ・ アタ ッ チメ ント ・ 虐待・ 発達障害・ 集団非行・ いじ め等）5

非行少年及び犯罪者の面接法（ 事実への接近・ 司法面接）6

犯罪加害者へのアセス メ ント （ 情状鑑定・ 法的効果と 臨床的効果）7

非行少年への心理支援（ 警察・ 家庭裁判所・ 少年鑑別所・ 少年院・ 保護観察所・ 児童自立支援施設等）8

矯正施設における 加害者臨床（ 刑事施設分野における 改善指導）9

社会内処遇における 心理支援（ 家族へのアプロ ーチ・ 保護者支援・ 家族の両面性（ 保護因子と リ ス ク 因子） ・ 就学及び就労支援）10

各種犯罪類型の特徴と 心理支援（ その1・ 窃盗犯罪・ 粗暴犯罪・ 性犯罪）11

各種犯罪類型の特徴と 心理支援（ その2・ 薬物犯罪・ 凶悪犯罪・ イ ンタ ーネッ ト 関連犯罪）12

犯罪被害者への心理支援（ 捜査・ 司法機関の各種制度・ Ｐ Ｔ Ｓ Ｄ 支援・ 二次被害・ 代理受傷等）13

家事事件（ その１ ： 離婚を巡る 親や子への心理支援・ 調停事例・ 児童虐待）14

家事事件（ その2： 親権・ 面会交流・ ス テッ プフ ァ ミ リ ー・ Ｄ Ｖ 等）15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回、 疑問等を記載し たミ ニレ ポート を作成し 、 次回授業で取り 上げて

更に深く 説明する など し て対話型の授業を構築し 、 知識の定着を図る 。

配布事例を通じ て知見の適用など の応用力を身に着ける 。 なる べく 集団

討議を取り 入れ、 意見の表現・ 交換を学修する 。

事例等の使用

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

配布さ れた事例資料を読むなど し て予習する ( 15h)  。準備

学修

事後

学修

授業で配布さ れたレ ジュ メ ， 資料， 事例資料を復習する ( 15h)  。

教科書

岡本吉生編　 『 司法・ 犯罪心理学』 　 遠見書房　 2019年

参考書

参考書は指定し ない。 事例をま と めた資料を毎回配布する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

授業に取り 組む態度及びミ ニレ ポート

最終レ ポート

30% ○ ○ ○ ○ ○

70% ○ ○ ○ ○ ○

注意事項
特になし

備考
特になし

リ ン ク
URL



○

担当教員の

実務経験の

有無

家庭裁判所調査官（ 公認心理師）
教員の実務

経験

家庭裁判所調査官と し ての長年の経験を活かし 、 犯罪加害者や被害者の心理及び支援に関する 知見や技法を伝える 。 ま た、 家事事件の紛争理解や紛争解決のための

当事者支援の在り 方に関する 知見や技法について伝える 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030P506

ナン バリ ン グ

教育臨床心理学( 教育・ 学校心理学) ( Soci al  Theor y and Soci al  Syst em)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

臨床心理学系

授業形式

対面

選択 2 ３
福祉健康科学

部
前期

氏名  渡辺　 亘・ 溝口　 剛

E-mai l    wwat a@oi t a-u. ac. j p（ 渡辺） ・ t -mi zo@oi t a-u. ac. j p   内線   7585（ 渡辺） ・ 7522（ 溝

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

学校における 子ど も ， 保護者等を対象と する 教育臨床領域について， その理論と 実際について学ぶ。 具体的には， 教育臨床領域における 心理支援の考え方等の総論と と も に

， 不登校やいじ め， 発達障害等の理解と 対応と いった各論についても 取り 上げ， 学校における 心理支援（ ス ク ールカウ ンセリ ング等） について具体的に学ぶ。

目標1

目標2

目標3 専門職と し ての役割や他職種連携によ る 支援について説明でき る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○

○

学校における 心理的問題およ び支援の概要を説明でき る

児童生徒の抱える 心理的問題の理解と 支援について説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

児童生徒が発生し やすい問題と 社会的背景1

学校現場と 心理専門職2

児童生徒の心理的問題のアセス メ ント3

ス ク ールカウ ンセリ ングにおける アセス メ ント4

児童生徒の心理的問題の支援5

校内における 協力体制6

専門機関における 心理支援と 連携7

不登校問題の理解と 対応8

いじ め問題の理解と 対応9

発達障害の理解10

発達障害の対応11

自傷行為の理解と 対応12

摂食障害の理解と 対応13

保護者への対応14

教員のメ ンタ ルヘルス15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回授業の終わり に質問や感想を記入し たラ イ ティ ングを提出さ せる 。

次回の授業冒頭でラ イ ティ ングの内容を取り 上げて解説を加える こ と に

よ って， 対話型の授業と なる よ う 努める と 同時に， 学生のさ ら なる 省察

を深める 。

専門機関で支援に携わる 専門家や第一線で働く ス ク ールカウ ン

セラ ーによ る 講義を行い、 よ り 具体的な学びを促進する 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

ニュ ース などから 社会的問題、 家族の問題、 子ど も の問題、 教育上の問題など について情報を得る よ う に努める （ 15h） 。準備

学修

事後

学修

授業で学習し たこ と を活かし ， 配布資料や参考文献を用いて復習する （ 30h） 。

教科書

「 教育臨床の実際　 第2版」 武内ら 、 ナカニシヤ出版（ 2018年）

参考書

「 生徒指導提要」 文部科学省等

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

毎回のラ イ ティ ング

最終テス ト ま たはレ ポート

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
なし

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:wwata@oita-u.ac.jp
mailto:t-mizo@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

臨床心理士およ び公認心理師（ 渡辺亘・ 溝口剛）
教員の実務

経験

○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

支援専門機関における 専門職およ び臨床心理士・ 公認心理師

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

事例等を交えて講義する こ と によ って， よ り 実践的な理解を促し ， 省察を深める 。
実務経験を

いかし た教

育内容



H030P509

ナン バリ ン グ

医療心理学（ 健康・ 医療心理学Ｂ ） ( Medi cal  Psychol ogy（ Heal t h and Medi cal  Psychol ogy B） )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

臨床心理学系

授業形式

対面

選択 2 3年
福祉健康科学

部
後期

氏名  溝口剛

E-mai l    t -mi zo@oi t a-u. ac. j p   内線   7522

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

医療保健領域における 心理社会的課題及び必要な支援について概説し ， 医療現場における 心理職の仕事， 役割， 課題など について学ぶ。 ま た， 医療現場に特有の問題に対応

する 上で， 心理職が身に着けておく べき 姿勢や視点， 知識， 技能など について， 文献・ 映画・ 事例など を通し て学ぶ。 災害時に必要な心理に関する 支援についても 触れる 。

目標1

目標2

目標3 患者や家族， 医療従事者が直面する 多様な心理的問題について説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

医療保健領域における 心理社会的課題及び必要な支援について説明でき る 。

医療現場における 心理職の仕事， 役割， 課題について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

イ ント ロ ダク ショ ン（ 医療現場と 心理職）1

医療現場における 心理社会的課題及び必要な支援①（ 医療現場を支える 基本的枠組み）2

医療現場における 心理社会的課題及び必要な支援②（ 医療における 医療者―患者関係）3

保健活動が行われている 現場における 心理社会的課題およ び必要な支援4

精神病患者と 心理職（ 精神科医療における 心理職の役割）5

精神病患者の人生と 家族①（ 映画『 ビュ ーティ フルマイ ンド 』 を通し て）6

精神病患者の人生と 家族②（ 解説―患者と 家族の苦悩―）7

精神病患者と デイ ケア（ 精神科医療における 心理社会療法）8

周産期・ 新生児医療における 心理職9

小児科・ 小児保健における 心理職10

対象喪失と 喪の仕事①（ 映画『 マイ ガール』 を通し て）11

対象喪失と 喪の仕事②（ 解説―対象喪失と 喪の仕事―）12

糖尿病患者と 心理職13

がん患者と 心理職14

災害時に必要な心理に関する 支援15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

毎回授業の終わり に質問や感想を記入し たラ イ ティ ングを提出さ せる 。

次回の授業冒頭でラ イ ティ ングの内容を取り 上げて解説を加える こ と に

よ って， 対話型の授業と なる よ う 努める と 同時に， 学生のさ ら なる 省察

を深める 。

子ど も の情緒的問題や不適応， 精神病理等を講義する 際には，

視聴覚教材（ ビデオ教材） や事例等を積極的に活用する こ と に

よ って， よ り 具体的かつ共感的な理解を促進する 。

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

各回で取り 上げる テーマに関し て， 参考文献等に基づいて予習する （ 15h） 。準備

学修

事後

学修

授業で学習し たこ と を活かし ， 配布資料や参考文献を用いて復習する （ 30h） 。

教科書

教科書は指定し ない。 適宜， 資料を配布する 。

参考書

医療と 臨床心理士『 臨床心理学　 通巻31号』 　 金剛出版　 2006年

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

ラ イ ティ ング

最終レ ポート

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
無し 。

備考
無し 。

リ ン ク
URL

mailto:t-mizo@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

臨床心理士， 公認心理師
教員の実務

経験

事例を交えて講義する こ と によ って， よ り 共感的な理解を促し ， 省察を深める 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030P514

ナン バリ ン グ

福祉心理学( Psychl ogy f or  Soci al  Wel f ar e)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

臨床心理学系

授業形式

オン ラ イ ン （ 同時双方

向型、 オン デマン ド 型

）

選択　 2 4
福祉健康科学

部
前期

氏名  飯田法子

E-mai l    i i da-nor i ko@oi t a-u. ac. j p   内線   6114

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

本科目では心理学の中でも 応用的で新し い分野と さ れ、 公認心理師の分野の一つである 「 福祉心理学」 の基本的知識や理論について学ぶ。 福祉心理学全体を「 生活を包括的

に支援する 」 視点で理解し た上で、 法制度や具体的な福祉施設、 要支援者の心理的理解や心理支援についてイ メ ージでき る よ う 、 調べ学習によ る 発表等アク ティ ブラ ーニン

グを通し て学ぶ。

目標1

目標2

目標3 福祉分野における 心理支援の方法について説明でき る

目標4 福祉分野において心理職が従事する 施設や制度について説明する こ と ができ る

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

福祉分野における 心理支援の理論的背景を説明でき る

福祉分野における 要支援者の心理的背景を説明でき る

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

福祉心理学の概説　 　 オリ エンテーショ ン　 グループワ ーク ： テーマ決め1

福祉分野の課題や制度と 要支援者の理解１ 　 　 子育て支援2

福祉分野の課題や制度と 要支援者の理解２ 　 　 社会的養護・ 虐待・ ト ラ ウ マ3

福祉分野の課題や制度と 要支援者の理解３ 　 　 対人援助職と ス ト レ ス4

福祉分野の課題や制度と 要支援者の理解４ 　 　 地域への支援5

グループワ ーク6

グループ発表 1  　   ヤングケアラ ー7

グループ発表２ 　 　 貧困8

グループ発表３ 　 　 高齢者9

グループ発表４ 　 　 障害児者10

グループ発表５ 　 　 児童虐待11

グループ発表６ 　 　 精神疾患への支援12

グループ発表７ 　 　 SNS、 いじ め、 誹謗中傷13

グループ発表８ 　 　 コ ロ ナ禍の問題と 支援14

ま と め　15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

ミ ニッ ツペーパーでの授業の振り 返り 、 グループによ る 調べ学習と その

発表、 ディ ス カッ ショ ン

動画視聴を取り 入れ、 視聴後のディ ス カッ ショ ンを行う
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

グループによ る 調べ学習の発表のための準備（ 20h）

配布資料やイ ンタ ーネッ ト 、 参考文献を用いて必要に応じ て予習する （ ５ h)
準備

学修

事後

学修

ミ ニッ ツ ペーパーによ る 振り 返り と レ ポート への取り 組み ( 10h)

教科書・ 配布資料・ イ ンタ ーネッ ト ・ 参考文献等を用いて必要に応じ て予習する

教科書

授業の中で資料を配布する

参考書

山中克夫　 四ノ 宮美恵子　 宮本信也　 編　 公認心理師カリ キュ ラ ム準拠　 福祉心理学　 医歯薬出版株式会社　 2022年　 3, 630円

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

グループ発表への取り 組みかた

学期末試験（ レ ポート ）

ミ ニッ ツ ペーパーの内容

35% ○ ○ ○ ○

35% ○ ○ ○ ○

30% ○ ○

グループ発表については、 初回にグループ分けやテーマ等について説明する

注意事項
ディ ス カッ ショ ンにおいて積極的に発言する こ と 。 グループ発表に積極的に取り 組むこ と

備考
公認心理師要件科目

リ ン ク
URL

mailto:iida-noriko@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

公認心理師　 臨床心理士　 児童相談所・ 市町村母子保健担当心理職・ ス ク ールカウ ンセラ ー・ 乳児院等での実務経験
教員の実務

経験

モデルケース を通し て福祉分野の事例検討を行い心理学的な理解と 支援について学ぶ

実務経験を

いかし た教

育内容



H030S703

ナン バリ ン グ

関係行政論( Legal  and Admi ni st r at i ve Syst ems )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

隣接領域系

授業形式

対面

選択 2 2年
福祉健康科学

部
前期

氏名  遠矢　 洋平

E-mai l       内線

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

保健医療分野， 福祉分野， 教育分野， 産業・ 労働分野， 司法・ 犯罪分野において， 心理専門職と し て実務に携わる 際に知っておく べき 基本的な法制度の基礎知識を学ぶ。 講

義では、 実際の事件を取り 扱った番組等の映像を素材にし ながら 行う 。 こ れによ り 、 社会で実際に起き ている 事柄が、 法律によ ってど のよ う に処理さ れている のか、 法律に

はどのよ う な問題がある のか等を考えても ら う 場と し たい。

目標1

目標2

目標3 司法分野における 心理専門職の割を理解し 、 説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○

○

○

心理専門職と し て知っておく べき 基本的な法律や制度の基礎知識について説明でき る

司法分野の基本的な理念・ 手続き について説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

刑事事件①（ 法律と は何か？刑事裁判と 民事裁判の違い）1

刑事事件②（ 捜査）2

刑事事件③（ 模擬裁判）3

裁判傍聴4

刑事事件④（ えん罪事件）5

少年事件①6

少年事件②7

公認心理師法8

消費者事件と えん罪9

保健医療分野に関係する 法制度（ 医療法， 医師法， 精神保健福祉法， 医療観察法など ）10

教育分野に関係する 法制度（ 教育基本法， いじ め防止対策推進法など ）11

福祉分野に関係する 法制度（ 生活保護法， 児童福祉法， 児童虐待防止法， 離婚問題など ）12

産業・ 労働分野に法関係する 制度（ 労働基準法など ）13

ま と め①14

ま と め②15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

（ A） 講義の初めに、 前回の講義の復習と 質問に対する 回答を行う 予定

です。

（ B） 講義中に随時質問や意見を受け付けま す。 学生の皆さ んと 意見交

換をし ていき ながら ， 法制度についての考えを深めていき たいと 考えて

実際の刑事裁判を傍聴する 予定です。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

犯罪や裁判に関する 新聞記事やニュ ース 、 ド ラ マや映画等に興味を持つ。 （ 15h）準備

学修

事後

学修

法制度が何のためにある のか， ど のよ う に使われている のかを考えながら 生活する 。 （ 15h）

教科書

特にあり ま せん。 必要に応じ て資料を配付し ま す。

参考書

①　 東野圭吾「 手紙」 文春文庫（ ２ ０ ０ ６ ）

②　 東野圭吾「 虚ろな十字架」 光文社（ ２ ０ １ ４ ）

③　 早見和真「 イ ノ セント ・ デイ ズ」 新潮社（ ２ ０ １ ４ ）

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

平常点

レ ポート

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

平常点は， 発表時の発言内容や講義に取り 組む姿勢， 出欠状況を考慮し て判断し ま す。

注意事項
特にあり ま せん。

備考

リ ン ク
URL



○

担当教員の

実務経験の

有無

弁護士
教員の実務

経験

弁護士業務における 経験や知識をも と にし て、 各講義を行う （ 刑事裁判における 弁護人の活動内容や、 少年事件における 付添人の活動内容など。 ）

実務経験を

いかし た教

育内容



H030P603

ナン バリ ン グ

臨床実践職能論（ 公認心理師の職責） ( Lect ur e on pr of essi onal  abi l i t y of  cl i ni cal

psychol ogy pr act i ce（ Pr of essi onal i sm of  Li censed Psychol ogi st s ） )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

実践職能系

授業形式

対面

選択 2 ３
福祉健康科学

部
前期

氏名  渡辺　 亘

E-mai l    wwat a@oi t a-u. ac. j p   内線   7585

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

心理職（ 公認心理師等） の職能発達の根幹を培う ために， 職務に関する 基礎知識について広く 学ぶ。 あわせて， 現代社会で特に必要と なる 役割や活動についても 考える 。

目標1

目標2

目標3 現在の自分と 関連づけ、 今後必要な学びや取り 組むべき 課題について明確にでき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

心理職の使命や職責、 活動のねら い、 基本的理念について理解し 、 説明でき る 。

心理職の具体的な業務や役割、 ま たそれら を遂行する ために必要な視点、 知識、 心構え、 技能等について理解し 、 説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

心理職の役割1

心理職の専門性と 心理支援の独自性2

心理職と 心理支援の歴史3

心理職（ 公認心理師等） の法的義務・ 倫理4

ク ラ イ エント ／患者等の安全確保5

情報の適切な取り 扱い6

分野・ 領域ごと の具体的な業務（ 1）7

分野・ 領域ごと の具体的な業務（ 2）8

分野・ 領域ごと の具体的な業務（ 3）9

分野・ 領域ごと の具体的な業務（ 4）10

自己課題発見・ 解決能力11

生涯学習への準備12

他職種連携・ 地域連携13

心理支援の課題と 心理職の今後の展開14

ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

・ ラ イ ティ ングによ り 、 省察と 言語化を促し 、 学びの深化をはかる 。

・ 討議やプレ ゼンテーショ ンによ り 、 主体的で共同的な学びを促す。

・ 視聴覚教材を用いて具体的な学びを進める 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

参考書等によ り 次回の講義でと り あげる テーマについての予習を行う （ 10h） 。準備

学修

事後

学修

配布資料等を利用し て復習する 。 文献等によ り 関連する 知識を習得する （ 10h） 。

教科書

資料を配布する 。

参考書

公認心理師の基礎と 実践　 第一巻　 公認心理師の職責（ 野島他　 2018　 遠見書房）

心理臨床家の手引き （ 鑪他　 2018　 誠信書房）

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

レ ポート 課題

発表・ ブレ ゼンテーショ ン

ディ ス カッ ショ ンへの積極的参加

40% ○ ○ ○

40% ○ ○

20% ○ ○ ○

レ ポート 課題、 発表・ プレ ゼンテーショ ン、 ディ ス カッ ショ ンへの積極的参加を総合し て評価を行う 。

注意事項
2020年度以後の入学生は選択、 それ以前の入学生は必修と なる 。

備考
なし

【 地域創生教育科目】

リ ン ク
URL

mailto:wwata@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

公認心理師、 臨床心理士
教員の実務

経験

臨床心理学的支援の概要、 心理職の職能についてと り あげる 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030P601

ナン バリ ン グ

実践領域実習Ⅰ（ 心理実習Ａ ） ( Pr act i cal  Tr ai ni ng i n Psychol ogy I （ Pr act i cal  Tr ai ni ng i n

Psychol ogy A） )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

*大分を 創る科目

実践職能系

授業形式

対面

選択（ 2020年

度以降の入学

生対象）

1 2
福祉健康科学

部
通年

氏名  渡辺亘・ 溝口剛・ 河野伸子・ 村上裕樹・ 池永恵美・ 飯田法子・ 中里直樹・ 古長紗恵・ （ 担当者未

定）

E-mai l    i i da-nor i ko@oi t a-u. ac. j p   内線   6114

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

実際に福祉領域， 医療領域における 支援の現場に出向き ， 社会の中でさ ま ざま な背景を抱えている 人々の実情およ び支援の現状を知り ， 心理学の専門性を学ぶ上での問題意

識を育てる 。 さ ら に， 実習活動を通じ て， 現実社会の多様なあり 方にふれながら ， 人間性への理解と 相互援助について体験的に学ぶ。

目標1

目標2

目標3 実習を通じ て， 多様な人々と 共生する 意識と 能力を磨く と と も に， 心理学の専門性を深める 上での自ら の問題意識を説明でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

さ ま ざま な事情を抱えた人々に関わる 福祉現場， 医療現場の現状を知り ， 多様な専門職が連携・ 協働し ている 姿を説明でき る 。

実習を通じ て， さ ま ざま な事情を抱えた人々についての理解を深め， 関わり 方についての体験的な学びを表現でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

オリ エンテーショ ン1

医療領域見学実習1　 ( 大分県こ こ ろと から だの相談支援センタ ー）2

医療領域見学実習2   ( 大分こ ど も 療育センタ ー、 帆秋病院）3

福祉領域実習： 事前訪問4

福祉領域実習1： 入所児童など へのメ ンタ ルフ レ ンド 活動。 福祉施設の実習形態は， 各施設によ り 異なる 。5

福祉領域実習2（ 児童相談所・ 児童養護施設・ 母子生活支援施設・ 放課後等デイ サービス ）6

福祉領域実習3（ 児童相談所・ 児童養護施設・ 母子生活支援施設・ 放課後等デイ サービス ）7

福祉領域実習4（ 児童相談所・ 児童養護施設・ 母子生活支援施設・ 放課後等デイ サービス ）8

福祉領域実習5（ 児童相談所・ 児童養護施設・ 母子生活支援施設・ 放課後等デイ サービス ）9

福祉領域実習6（ 児童相談所・ 児童養護施設・ 母子生活支援施設・ 放課後等デイ サービス ）10

福祉領域実習7（ 児童相談所・ 児童養護施設・ 母子生活支援施設・ 放課後等デイ サービス ）11

福祉領域実習8（ 児童相談所・ 児童養護施設・ 母子生活支援施設・ 放課後等デイ サービス ）12

福祉領域実習9（ 児童相談所・ 児童養護施設・ 母子生活支援施設・ 放課後等デイ サービス ）13

福祉領域実習10： 施設報告会14

最終報告会15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

福祉領域 実習では， 実際に困り を抱えた子ど も たちと 直接関わる こ と

によ って， 講義等で学んだ知識の体験的理解を深める と と も に， 子ど も

たちへの適切な関わり 方や支援の方法についても 実践的に学べる よ う 指

導し ている 。

実習体験の理解が進むよ う に事前学習（ 反転学習） を行う 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

「 実践領域実習のし おり 」 を熟読する こ と 。

各施設実習の前に事前学習を行い、 レ ポート を提出する 。 　 ( 7h)
準備

学修

事後

学修

福祉領域実習後は， 毎回， 活動時間， 活動内容， かかわり や理解などを記載し た「 活動報告書」 を施設と 担当教員に提出する 。

医療機関見学実習後およ び福祉領域実習施設報告会終了後1週間以内にレ ポート を提出する 。

教科書

「 実践領域実習のし おり 」 を熟読する こ と 。

その他， 必要な文献等は実習において指示する 。

参考書

実習において指示する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

全日程出席およ び全てのレ ポート 提出

活動報告書なら びに最終レ ポート

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

オリ エンテーショ ン， 実習への参加， 活動報告書など の提出課題， 最終報告会での様子など によ って， 実習先の施設職員と 担当教員の複数で評価を行う 。

注意事項
履修には条件がある ので， 履修の手引き をよ く 読むこ と 。 実習中に生じ た様々な問題に対応する 際には， 適宜， 施設ス タ ッ フ に報告し て指示を仰ぐ ， 担当教員に相

談する ， 他の実習生に相談する など ， 積極的に対応を考える こ と 。

備考
公認心理師資格要件科目。

全体で45時間以上の活動を目安と する 。

リ ン ク
URL

mailto:iida-noriko@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

臨床心理士（ 渡辺亘， 溝口剛， 河野伸子， 池永恵美， 飯田法子， 古長紗恵）
教員の実務

経験

○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

臨床心理士・ 公認心理師

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者
医療領域見学実習， 福祉領域実習と も に， 多様な専門職が連携・ 協働し て支援にあたっている 。 学生は， 実習を通じ て， 体験的な問題意識を養う こ と ができ ， 現場

の専門職から 仕事に対する 姿勢や具体的なかかわり の仕方を学ぶこ と ができ る 。 ま た， 担当教員に臨床心理士有資格者が多いこ と から ， 学生が実習体験で見出し た

困り や疑問に対し ても ， 実務経験に基づいた具体的な考え方や理解， 対応の仕方について提案する こ と が可能である 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030P602

ナン バリ ン グ

実践領域実習Ⅱ（ 心理実習Ｂ ） ( Pr act i cal  Tr ai ni ng i n Psychol ogy I I （ Pr act i cal  Tr ai ni ng i n

Psychol ogy B） )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

*大分を 創る科目

実践職能系

授業形式

対面

選択（ 2020年

度以降の入学

生対象）

1 3
福祉健康科学

部
通年

氏名  渡辺亘・ 溝口剛・ 河野伸子・ 村上裕樹・ 池永恵美・ 飯田法子・ 中里直樹 ・ 古長紗恵・ （ 担当者

未定）

E-mai l    t -mi zo@oi t a-u. ac. j p    内線   7522

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

実際に教育領域， 司法矯正領域における 支援の現場に出向き ， さ ま ざま な課題や困難を抱えた人々の現状を知り ， 問題意識を育てる 。 さ ら に施設や関係者の取り 組みについ

て体験的に学びながら ， 心理学の専門性を学ぶ上での視点を涵養し ， 実践者と し ての基本的資質を身につける 。

目標1

目標2

目標3 実習体験を通じ て， 実践者と し ての基本的資質を身につける と 同時に， それら を説明する こ と ができ る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

各領域において課題や困難を抱えた人々の現状なら びに支援（ 指導） の実態について説明でき る 。

各領域において課題や困難を抱えた人々に対する 理解を深め， 援助的関わり について体験的に学んだこ と を説明でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

全体オリ エンテーショ ン1

教育領域実習１ （ 各施設オリ エンテーショ ン）2

教育領域実習2（ 不登校児キャ ンプ， 教育支援センタ ー， 自立支援施設分校）3

教育領域実習3（ 不登校児キャ ンプ， 教育支援センタ ー， 自立支援施設分校）4

教育領域実習4（ 不登校児キャ ンプ， 教育支援センタ ー， 自立支援施設分校）5

教育領域実習5（ 不登校児キャ ンプ， 教育支援センタ ー， 自立支援施設分校）6

教育領域実習6（ 不登校児キャ ンプ， 教育支援センタ ー）7

教育領域実習7（ 不登校児キャ ンプ， 教育支援センタ ー）8

教育領域実習8（ 不登校児キャ ンプ， 教育支援センタ ー）9

教育領域実習9（ 不登校児キャ ンプ， 教育支援センタ ー）10

司法矯正領域実習1（ 家庭裁判所）11

司法矯正領域実習2（ 少年鑑別所）12

司法矯正領域実習3（ 少年院）13

司法矯正領域実習4（ 保護観察所）14

最終報告会15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

教育領域実習では， 実際に困り を抱えた子ど も たちと 直接関わる こ と に

よ って， 講義等で学んだ知識の体験的理解を深める と と も に， 子ど も た

ちへの適切な関わり 方や支援の方法についても 実践的に学べる よ う 指導

し ている 。

実習体験の理解が進むよ う に事前学習（ 反転学習） を行う 。

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

「 実習のし おり 」 なら びに施設に関連する 資料を熟読し ておく こ と 。

各施設実習の前に事前学習を行い、 レ ポート を提出する 。 （ 7h）
準備

学修

事後

学修

実習参加後は， 毎回， 活動内容， 意見・ 感想など を記載し た「 活動報告書」 を実習先と 担当教員に提出する 。 各施設の実習終了後には最終レ ポート を提出する

。 最終報告会では実習体験発表を行う 。 （ 8h）

教科書

「 実践領域実習のし おり 」 を熟読する こ と 。

その他， 必要な文献等は実習において指示する 。

参考書

実習において指示する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

定めら れた時間数以上の実習参加

活動報告書なら びに最終レ ポート

50% ○ ○ ○

50% ○ ○ ○

注意事項
履修には条件がある ので， 履修の手引き をよ く 読むこ と 。 実習中に生じ た様々な問題に対応する 際には， 適宜， 施設ス タ ッ フ に報告し て指示を仰ぐ ， 担当教員に相

談する ， 他の実習生に相談する など ， 積極的に対応を考える こ と 。

備考
公認心理師資格要件科目。

全体で45時間以上の活動を目安と する 。

リ ン ク
URL

mailto:t-mizo@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

臨床心理士， 公認心理師（ 渡辺亘， 溝口剛， 河野伸子， 池永恵美， 飯田法子， 古長紗恵）
教員の実務

経験

○

教員以外で

指導に関わ

る 実務経験

者の有無

臨床心理士， 公認心理師、 学校教諭（ 指導主事， 社会教育主事など ） ， 家庭裁判所調査官， 法務技官， 法務教官， 保護観察官

教員以外の

指導に関わ

る 実務経験

者

困り を抱えた子ど も たちの理解や関わり 方について， ま た， 学生たちが実習中に抱いた困り や疑問に対し て， 有資格者の教員や指導者が専門性や実務経験を活かし

た助言等を行う 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030P801

ナン バリ ン グ

心理学特別研究( Advanced St udy i n Psychol ogy)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎研究科目

授業形式

対面

必修 2 3年
福祉健康科学

部
後期

氏名  渡辺亘・ 溝口剛・ 河野伸子・ 村上裕樹・ 池永恵美・ 岩野卓・ 飯田法子・ 中里直樹・ 古長紗恵

E-mai l    m-i kenaga@oi t a-u. ac. j p   内線   6107

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

ゼミ ごと に心理学的研究における 問題・ 目的の構成から 、 データ 収集、 データ 処理、 考察に至る 一連のプロ セス を体験し 、 心理学の方法論全般を体系的に理解し 、 心理学的

な課題の解決に主体的に取り 組む態度を育成する 。 こ の学習を通じ て、 現代社会やそこ に生き る 人間の問題を心理学的な視点から 理解し 、 研究へと つなげる 基礎を身につけ

る 。

目標1

目標2

目標3 得ら れた結果を適切に考察でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

心理学的な問題意識を論理的に構成し 、 文章化でき る 。

研究目的に合致し たデータ 収集法・ データ 処理法を選択し 実践でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

心理学研究法の展開編の概論1

研究課題のための文献レ ビュ ーⅠ2

研究課題のための文献レ ビュ ーⅡ3

研究課題と 仮説設定4

方法論全般の設計5

測定と 数量化の計画6

質問紙等の作成7

データ の収集Ⅰ8

データ の収集Ⅱ9

データ 処理の実際Ⅰ－データ フ ァ イ ルの作成10

データ 処理の実際Ⅱ－統計処理11

結果の読み取り と 図表化12

結果の文章化13

考察の観点と 文章化14

ま と め15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

研究法に関する 能動的な調べ学習と グループ･ディ ス カッ ショ ンを活用

し て、 学生の動機づけを高め、 卒業論文を意識し た深い学びに導く 。
ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

研究法等に関する 能動的な調べ学習を行い， 発表資料を作成する 。 （ 15h）準備

学修

事後

学修

発表と グループ･ディ ス カッ ショ ンで学んだこ と を活かし ， 参考文献等を用いてさ ら なる 課題探究を行う 。 （ 30h）

教科書

各ゼミ において指示する 。

参考書

各ゼミ において指示する 。

ま た、 適宜、 プリ ント 資料を配布する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

調べ学習の成果発表

ディ ス カッ ショ ンへの参加

60% ○ ○ ○

40% ○ ○ ○

注意事項
令和2年度（ 2020年度） 以降入学生対象科目

備考
なし

リ ン ク
URL

mailto:m-ikenaga@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

臨床心理士・ 公認心理師（ 渡辺亘・ 溝口剛・ 河野伸子・ 池永恵美・ 岩野卓・ 飯田法子）
教員の実務

経験

各教員の専門性や実務経験を活かし て， 学生の興味関心を活かし たテーマや実践的（ 臨床的） なテーマを指導でき る 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030P802

ナンバリング
卒業課題研究Ⅰ(Graduaction Research Project I)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）
基礎研究科目

授業形式
対面

必修 1 ４年
福祉健康科学

部
前期 他

氏名  渡辺亘・溝口剛・河野伸子・村上裕樹・池永恵美・飯田法子・中里直樹・古長紗恵・担当者未定

E-mail   iida-noriko@oita-u.ac.jp   内線   6146

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

卒業論文で取り上げる研究テーマを心理学研究へと具体化していく過程で必要となる知識，研究手法，基礎技術の習得を目的とする。ゼミごとに演習形式で行う。

目標1

目標2

目標3研究目的に応じたデータ収集方法とデータ処理法を選択し，研究実施計画を提案できる。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○ ○

○ ○

○ ○

文献検索，資料収集の方法に習熟し，当該領域の研究動向をまとめることができる。

それぞれの問題意識を心理学研究にまで立案することができる。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

卒論作成にむけたオリエンテーション1

卒論テーマ設定のための文献レビュー12

卒論テーマ設定のための文献レビュー23

卒論テーマの設定と仮説の検討4

方法論ならびに要因計画等の検討5

分析方法の検討6

質問紙等の作成7

まとめ8

9

10

11

12

13

14

15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

能動的な調べ学習とゼミでの発表・ディスカッションを通して，卒業論
文における研究テーマを設定し，研究目的と研究計画を明確化する。

○

○

ラ
ー
ニ
ン
グ

○

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

研究テーマに関する能動的な調べ学習を行い，ゼミでの発表資料を作成する。（11h）準備
学修

事後
学修

ゼミでの発表ならびにディスカッションをふまえて，さらなる文献レビューを行い，研究目的と研究計画を精緻化する。(11.5h)

教科書

教科書は指定しない。
必要な資料・文献は各ゼミにおいて指示する。

参考書

参考書は指定しない。
必要な資料・文献は各ゼミにおいて指示する。

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

ゼミでの研究発表

ディスカッションへの積極的参加

70% ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

注意事項
無し。

備考
無し。

リンク
URL



○
担当教員の
実務経験の
有無

臨床心理士・公認心理師（渡辺亘・溝口剛・河野伸子・池永恵美・飯田法子・古長紗恵）
教員の実務
経験

各教員の専門性や実務経験を活かして，学生の興味関心を活かしたテーマや実践的（臨床的）なテーマを指導できる。
実務経験を
いかした教
育内容



H030P802

ナン バリ ン グ

卒業課題研究Ⅰ( Gr aduact i on Resear ch Pr oj ect  I )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎研究科目

授業形式

対面

必修 2 4年
福祉健康科学

部
前期

氏名  渡辺亘・ 溝口剛・ 河野伸子・ 村上裕樹・ 池永恵美・ 飯田法子・ 中里直樹・ 古長紗恵・ 担当者未定

E-mai l    i i da-nor i ko@oi t a-u. ac. j p   内線   6114

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

卒業論文で取り 上げる 研究テーマを心理学研究へと 具体化し ていく 過程で必要と なる 知識， 研究手法， 基礎技術の習得を目的と する 。 ゼミ ごと に演習形式で行う 。

目標1

目標2

目標3 研究目的に応じ たデータ 収集方法と データ 処理法を選択し ， 研究実施計画を提案でき る 。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

文献検索， 資料収集の方法に習熟し ， 当該領域の研究動向をま と める こ と ができ る 。

それぞれの問題意識を心理学研究にま で立案する こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

卒論作成にむけたオリ エンテーショ ン1

 卒論テーマ設定のための文献レ ビュ ー12

卒論テーマ設定のための文献レ ビュ ー23

卒論テーマの設定と 仮説の検討4

 方法論なら びに要因計画等の検討5

分析方法の検討6

質問紙等の作成7

ま と め8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

能動的な調べ学習と ゼミ での発表・ ディ ス カッ ショ ンを通し て， 卒業論

文における 研究テーマを設定し ， 研究目的と 研究計画を明確化する 。

○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

研究テーマに関する 能動的な調べ学習を行い， ゼミ での発表資料を作成する 。 （ 11h）準備

学修

事後

学修

ゼミ での発表なら びにディ ス カッ ショ ンをふま えて， さ ら なる 文献レ ビュ ーを行い， 研究目的と 研究計画を精緻化する 。 ( 11. 5h)

教科書

教科書は指定し ない。

必要な資料・ 文献は各ゼミ において指示する 。

参考書

参考書は指定し ない。

必要な資料・ 文献は各ゼミ において指示する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

ゼミ での研究発表

 ディ ス カッ ショ ンへの積極的参加

70% ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

注意事項
無し

備考
無し

リ ン ク
URL

mailto:iida-noriko@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

臨床心理士・ 公認心理師（ 渡辺亘・ 溝口剛・ 河野伸子・ 池永恵美・ 飯田法子・ 古長紗恵）
教員の実務

経験

各教員の専門性や実務経験を活かし て， 学生の興味関心を活かし たテーマや実践的（ 臨床的） なテーマを指導でき る 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030P803

ナンバリング
卒業課題研究Ⅱ(Graduaction Research Project II)

授業科目名(科目の英文名) 区分・【新主題】/（分野）
基礎研究科目

授業形式
対面

必修 1 ４年
福祉健康科学

部
後期 他

氏名  渡辺亘・溝口剛・河野伸子・村上裕樹・池永恵美・飯田法子・中里直樹・古長紗恵・担当者未定

E-mail   iida-noriko@oita-u.ac.jp   内線   6146

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・限 担当教員

授
業
の
概
要

卒業論文作成において実施した調査や実験から得られたデータの扱い方（量的検討，質的検討など），結果のまとめ方，考察の仕方など，論文作成の方法に関する知識と技
能を習得することを目的とする。ゼミごとに演習形式で行う。

目標1

目標2

目標3研究結果に基づき論理的な考察を行うことができる。

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 910

○ ○

○ ○

○ ○

それぞれの研究データに対して適切な処理を実施することができる。

研究データの処理から適切に研究結果を導くことができる。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応(別表参照)

授業の内容

卒論作成に向けたオリエンテーション1

データの収集12

データの収集23

データの処理の実際1－データファイルの作成4

データの処理の実際2－統計処理など5

結果の読み取りと図表化6

結果の文章化7

考察の観点と文章化8

9

10

11

12

13

14

15

ア
ク
テ
ィ
ブ

A:知識の定着・確認

B:意見の表現・交換

C:応用志向

D:知識の活用・創造

実際に実験・調査等を実施し，データを収集・処理し，結果をゼミで発
表する。ゼミでのディスカッションを通して考察の観点を設定し，論文
化する。

○

○

ラ
ー
ニ
ン
グ

○

○ 工
夫
そ
の
他
の

時間外学修
の内容と時
間の目安

実験・調査等を実施し，データを収集・処理し，ゼミでの発表資料を作成する(11h)。準備
学修

事後
学修

ゼミでのディスカッションをふまえて考察の観点を設定し，論文化の作業を行う(11.5h)。

教科書

教科書は指定しない。
必要な資料・文献は各ゼミにおいて指示する。

参考書

参考書は指定しない。
必要な資料・文献は各ゼミにおいて指示する。

成
績
評
価
の
方
法
及
び
評
価
割
合

評価方法 割合
目標
1

目標
2

目標
3

目標
4

目標
5

目標
6

目標
7

目標
8

目標
9

目標
10

ゼミでの研究発表

ディスカッションへの積極的参加

70% ○ ○ ○

30% ○ ○ ○

注意事項
無し。

備考
無し。

リンク
URL



○
担当教員の
実務経験の
有無

臨床心理士・公認心理師（渡辺亘・溝口剛・河野伸子・池永恵美・飯田法子・古長紗恵）
教員の実務
経験

各教員の専門性や実務経験を活かして，結果の読み取りや考察の観点の設定について，より実践的に指導できる。
実務経験を
いかした教
育内容



H030P803

ナン バリ ン グ

卒業課題研究Ⅱ( Gr aduact i on Resear ch Pr oj ect  I I )

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎研究科目

授業形式

対面

必修 2 4年
福祉健康科学

部
後期

氏名  渡辺亘・ 溝口剛・ 河野伸子・ 村上裕樹・ 池永恵美・ 飯田法子・ 中里直樹・ 古長紗恵・ 担当者未定

E-mai l    i i da-nor i ko@oi t a-u. ac. j p   内線   6114

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

卒業論文作成において実施し た調査や実験から 得ら れたデータ の扱い方（ 量的検討， 質的検討など ） ， 結果のま と め方， 考察の仕方など ， 論文作成の方法に関する 知識と 技

能を習得する こ と を目的と する 。 ゼミ ごと に演習形式で行う 。

目標1

目標2

目標3  研究結果に基づき 論理的な考察を行う こ と ができ る

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

○ ○

それぞれの研究データ に対し て適切な処理を実施する こ と ができ る 。

 研究データ の処理から 適切に研究結果を導く こ と ができ る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

1 卒論作成にむけたオリ エンテーショ ン1

2 データ の収集12

3 データ の収集23

4 データ の処理の実際　 1－データ ファ イ ルの作成4

5 データ の処理の実際　 2－統計処理など5

6 結果の読み取り と 図表化6

7 結果の文章化7

8 考察の観点と 文章化8

9

10

11

12

13

14

15

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

実際に実験・ 調査等を実施し ， データ を収集・ 処理し ， 結果をゼミ で発

表する 。 ゼミ でのディ ス カッ ショ ンを通し て考察の観点を設定し ， 論文

化する 。
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

実験・ 調査等を実施し ， データ を収集・ 処理し ， ゼミ での発表資料を作成する ( 11h) 。準備

学修

事後

学修

ゼミ でのディ ス カッ ショ ンをふま えて考察の観点を設定し ， 論文化の作業を行う ( 11. 5h) 。

教科書

教科書は指定し ない。

必要な資料・ 文献は各ゼミ において指示する 。

参考書

参考書は指定し ない。

必要な資料・ 文献は各ゼミ において指示する 。

成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

ゼミ での研究発表

 ディ ス カッ ショ ンへの積極的参加

70%

30%

注意事項
無し

備考
無し

リ ン ク
URL

mailto:iida-noriko@oita-u.ac.jp


○

担当教員の

実務経験の

有無

臨床心理士・ 公認心理師（ 渡辺亘・ 溝口剛・ 河野伸子・ 池永恵美・ 飯田法子・ 古長紗恵）
教員の実務

経験

各教員の専門性や実務経験を活かし て， 結果の読み取り や考察の観点の設定について， よ り 実践的に指導でき る 。

実務経験を

いかし た教

育内容



H030P804

ナン バリ ン グ

卒業研究( Resear ch f or  Gr aduat i on Thesi s)

授業科目名( 科目の英文名) 区分・ 【 新主題】 /（ 分野）

基礎研究科目

授業形式

対面

必修 4 ４ 年
福祉健康科学

部
後期

氏名  渡辺亘・ 溝口剛・ 河野伸子・ 村上裕樹・ 池永恵美・ 飯田法子・ 中里直樹・ 古長紗恵・ 担当者未定

E-mai l    i i da-nor i ko@oi t a-u. ac. j p   内線   614６

必修選択 単位 対象年次 学部 学期 曜・ 限 担当教員

授

業

の

概

要

各学生の問題意識が心理学研究と し て卒業論文に結実する よ う ， 卒業論文執筆計画なら びに進め方に関する 指導を中心に行う 。 具体的には， 問題・ 目的（ 問題意識， 概念定

義， 先行研究のレ ビュ ー， 研究仮説を立てる など） ， 方法（ 対象者， 材料， 手続き ， 独立変数， 従属変数など ） ， 結果， 考察等の執筆を通し て卒業論文を完成さ せる 。 ま た

， 全体発表会で研究成果を発表する 。

目標1

目標2

目標3

目標4

目標5

目標6

目標7

目標8

目標9

目標10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

○ ○

○ ○

研究結果に基づいて卒業論文を執筆でき る 。

研究によ って得ら れた成果を発表でき る 。

具体的な到達目標                                                                                            DP等の対応( 別表参照)

授業の内容

卒業論文執筆に向けた概論1

問題意識の明確化12

問題意識の明確化23

先行研究の精査14

先行研究の精査25

研究目的の設定16

研究目的の設定27

研究仮説の検討8

対象者の検討9

手続き ・ 要因計画等の検討110

手続き ・ 要因計画等の検討211

分析方法の検討12

倫理的問題の精査13

質問紙等の作成114

質問紙等の作成215

データ の収集116

データ の収集217

データ の処理118

データ の処理219

結果の読み取り と 図表の作成20

結果の文章化21

考察の観点の検討122

考察の観点の検討223

卒業論文の執筆124

卒業論文の執筆225

卒業論文の執筆326

卒業論文の執筆427

卒業論文発表会128

卒業論文発表会229

卒業論文発表会330

ア

ク

テ

ィ

ブ

A: 知識の定着・ 確認

B: 意見の表現・ 交換

C: 応用志向

D: 知識の活用・ 創造

能動的調べ学習， ゼミ でのディ ス カッ ショ ン， 実際の調査， 結果の分析

等をふま えて卒業論文を執筆し ， 得ら れた成果を卒論発表会で発表する

。
○

○

ラ

ー

ニ

ン

グ

○

○
工

夫

そ

の

他

の

時間外学修

の内容と 時

間の目安

当初の問題意識にし たがって， 先行研究のレ ビュ ーや問題設定， 研究目的・ 研究計画の立案， 調査の実施， 結果の分析など を能動的に行う ( 45h) 。準備

学修

事後

学修

能動的調べ学習や調査によ って得ら れた成果を文章化し ， 論文を執筆する ( 45h) 。

教科書

教科書は指定し ない。

必要な資料・ 文献は別途指示する 。

参考書

参考書は指定し ない。

必要な資料・ 文献は別途指示する 。

mailto:iida-noriko@oita-u.ac.jp


成

績

評

価

の

方

法

及

び

評

価

割

合

評価方法 割合
目標

1

目標

2

目標

3

目標

4

目標

5

目標

6

目標

7

目標

8

目標

9

目標

10

卒業論文の執筆

卒論発表会での発表

60% ○

40% ○

注意事項
なし 。

備考
なし 。

リ ン ク
URL

○

担当教員の

実務経験の

有無

臨床心理士・ 公認心理師（ 渡辺亘・ 溝口剛・ 河野伸子・ 池永恵美・ 飯田法子・ 古長紗恵）
教員の実務

経験

各教員の専門性や実務経験を活かし て， 論文執筆や成果発表における 助言指導をおこ なう 。

実務経験を

いかし た教

育内容


